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    　　　プロローグ


    



    「はぁ～。おい、これマジかぁ？」


    　四十代前半の若き所長は、盛大にため息をつきながら言った。寝ね癖ぐせのついた髪に無ぶ精しよう髭ひげ、細身の体は、乱暴な口く調ちようも相まって、出で不ぶ精しようの大学院生を思わせる。


    　ここは海洋考古学研究所の一室。最近は「オノゴロ都市」の研究で活気にあふれていた。


    「私たちが何度も計算して出した年代測定の結果です。マジです」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらの女性研究員の科白せりふを聞いて、所長は再び深い息を吐く。


    「こいつは参ったなぁ。例の海底から見つかった破片が二千年前のモノではなく、ここ最近のやつだとわかったら、世間様になんと言われるか」


    「大丈夫じゃないですか？　あの破片が二千年前に海に沈んだ古代都市だって言い出したの、マスコミですよ。我われ々われの正式発表じゃないです」


    「そうだっけか？　僕たちはなんて発表したんだっけ？」


    「『二千年前に海に沈んだ古代都市の可能性は高いが、年代測定の結果が出るまでは断言できない』。ばっちりセーフですね」


    「『可能性が高い』か。いい言葉だな。何がいいかって？　絶対だと言い切っていないところが実に素晴らしい。人生にゼロパーセントはあっても百パーセントはないからなぁ」


    「それと、もう一つ報告があるのですが」


    　女性研究員が見せてきたのは、破片に刻まれていた模様を、銀ナノインクで印刷した紙。この紙は本物の電子回路として動作し、実際の部品としても使われている。言うまでもなく、描えがかれた模様が電子回路として間違っている場合は、機能しない。


    「物好きだなぁ」


    　所長は乾いた笑いを漏もらす。いくら模様が電子回路に似ているからといって、まさか動くわけがない。


    「いえ、それが動くんですよ。ブラックボックスがいくつかあるので、詳細な機能まではわかりませんが、電子回路として動作することは間違いありません。しかもこれは理論上でしか存在していない、量りよう子しコンピュータの基礎設計回路に非常に酷こく似じしているんです」


    　所長は耳を疑った。だが冗談を言っているようには思えない。量子コンピュータ。その実現まで、あと五十年はかかると言われている。今の時代に存在するべきモノではないのだ。


    「これが本当にそうなら、二千年前とかいうレベルの話じゃないぞ」


    　過去は発掘できても、未来は発掘できない。所長は興奮しながら、食い入るようにその模様を見つめていた──。

  


  
    



    　　　第一章　そのオレンジは誓いを立てる


    



    　およそ二千年前、世界大災害が起こって多くの生命が死し滅めつした。


    　そのときの影響で日本人の祖先に突然変異が起こり、いわゆる《個人色カラー》と呼ばれる、髪と瞳ひとみが様々な色彩を持つ今の日本人が生まれたとされる。少なくとも、斗と和わはそのように教わっていた。教科書にも載っている事実。けれども──。


    　クオリア界の存在を知った。人の魂を喰らう幻想生物がいることを知った。


    　非物質の世界。認識と精神だけで構築された空間。それが実在するのなら、この世が五分前につくられた可能性も否定できない。そして神の存在も──。


    　クオリアとは、「主観的に感じる」という現象。人の脳を解剖しても決して観測することはできないが、誰もが認識の上で実在を疑うことができない存在。よく〝赤〟という色を例にして説明される。自分が見ている〝赤〟と他人が見ている〝赤〟は、果たして同じモノなのか？　同じ単語で呼び合っているだけで、実は違う色に見えているのではないか？


    　個人色カラーもそうだ。どうして日本人だけに突然変異が起こり、このような生体的特色を遺伝させることになったのか？　世界大災害から、かろうじて生き延びた人々は世界中にいたが、個人色カラーを持つのは日本人だけだ。


    　異能力は精神プネウマの座の力。認識と想像という概がい念ねんが属する階座だ。


    　そして色という概念も、認識の領域にある。異能力の発動時に、個人色カラーと同色の燐りん光こうが肉体を覆おおうのは、単なる偶然なのか？　果たして本当に個人色カラーは実在しているのか？　単なるクオリアではないのか？　疑えば疑うほど、斗和は混乱していった。


    　そして、さらに斗和を混乱させる事実が判明する。


    　二千年前に太平洋に沈んだとされる古代都市、《超日本都市》の名で脚光を浴びた遺跡の破片が、年代調査の結果、ごく最近のモノであると発表されたのだ。


    　何かがぐらりと揺らぐ思いがした。歴史情報の修正など往々にしてあることだが、数キロにも及ぶ石泥で造られた遺跡を、海底に沈める動機がわからない。事実に違和感を覚える。


    　もしかしたら、神しん悠ゆう言げんと関わりのある[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつの権力によって、情報が隠いん蔽ぺいされたのかもしれない。あるいは、異能力などの超常の力が関係している可能性。紺こん野の真ま湖この異能力は、時間を巻き戻すという強力なモノだった。超日本都市が時空という概念を超越したとしても、不思議ではないのかもしれない。


    　ならば今の斗和の住む世界は、〝正しい歴史〟からすれば、どこかおかしいのだろうか？　だけどこの世界にいる斗和には、その〝違い〟を観測することなどできない。違いとは、比較によって成立する概念だ。別世界の住人がこの世界を観測して初めて、違和感や矛む盾じゆんを語ることができる。


    　しかしそれでも、何が〝正しい歴史〟なのかまでは、わからないだろう。あくまで「自分の知っている世界と、この部分が違う」という結果だけだ。そちらの世界が〝正しい〟という根こん拠きよを示す必要がある。もしも、それを証明できる者がいるとしたら、それは──。


    



    「一いち花かね、かりもちゃんのこと、全然覚えていないねん」


    　不意に妹である一花の言葉が耳に届いてきて、斗と和わの意識は現実に引き戻された。家を出る前に見た、降こう臨りん都市のニュースが頭に引っかかっていて、とりとめのない思考の海に飲み込まれてしまっていたようだ。


    「一花さんは、まだ小さかったから仕方ないわね。凄すごく彼女にべったりで、かりもさんの姿がちょっと見えないだけで泣き喚わめいていたのよ」


    　車を運転する母親の立りつ花かが、くすりと笑いながら言う。立花は、自分の子供にも敬称をつけるべきだという考えを持っているので、斗和と一花を「さん」付けで呼ぶ。


    　斗和たちは今、車に乗って女子寮の前で待つ帝みかどかりもを迎えにいく途中だった。編入した[image: ]くし[image: ]なだ学園で、従姉いとこであるかりもと再会した斗和は、そのことを立花に伝えたところ、かりもを[image: ][image: ]学園の特別寮に入寮させたのは立花だという事実を聞かされた。


    　かりもは、叔お母ばの再婚で新しく父親となった男性と反りが合わず、暴力ばかりか猥わい褻せつな行為までされそうになり、堪たまらず家を飛び出したそうだ。親族と疎そ遠えんになっていたかりもが頼ったのが立花だ。ローカルテレビのニュースキャスターとして活躍する立花は、かりもの記憶にも残っており、居場所の特定も容易だった。


    「去年、鬼叔母が二回も怒鳴り込んできたのは、かりもちゃんのことだったんだね」


    　一花は叔母のことを「鬼叔母」と呼ぶ。当初は立花も斗和も諫いさめたものだが、あまりにもイメージがぴったりなので、今では黙認されている。


    「二回？　一度なら記憶にあるけど？」


    　斗和の記憶にあるのは、金切り声をあげるヒステリックな叔母の姿。いつもの喧けん嘩かだと思って、一花と共に避難したため怒鳴り込んできた理由までは知らなかった。


    「そのあと、またあの子がやってきたのよ。私と斗和さんがいないときを見計らって」


    「勝手に押し入れとか開けるから、一花びっくりしたね。最初泥棒かと思ったけど、よく見たら鬼叔母だったの。凄い形ぎよう相そうで『かりもはどこ？』って訊かれて、そのときは一花、聞いたことない名前だったから『知らない』言うたねん」


    「一花さんのおかげね。その反応から家にはいないと判断してくれたんでしょう」


    「あれほんと怖かったよ。一花マジでちびったね。いまだにウマシカになってるよ」


    「一花さん、そのままでも間違いじゃないけど、流れ的にウマシカじゃなく、トラウマね」


    　立花の英断は、仕事場で待ち伏せていたかりもから事情を聞いて、自分の家に連れて帰るようなことはせず、そのまま[image: ][image: ]学園へ連れていったことだろう。[image: ][image: ]学園は訳ありの子供を積極的に受け入れるという方針上、家いえ出でした子供に寛容だ。その判断がなければ、家に来た叔お母ばに連れ戻されていたかもしれない。


    　立りつ花かが今日きようまでそのことを黙っていたのは、純粋に子供にそんな陰いん鬱うつな話を聞かせたくないという親心から。斗と和わが[image: ]くし[image: ]なだ学園でかりもと会うようなことがあっても、幼おさない頃の記憶では気づくことはないだろうと思っていたそうだ。また生徒数も多く、ずっと会わない可能性も高かった。再会したのならということで、一いち花かを交えて食事することになったのだ。


    「母さん、叔母さんのことは大丈夫？　かりものことがバレたりしたら……」


    　立花がかりもと連絡をとろうとしなかったのは、叔母にそれを知られる危険を避けてのことだろう。今日のことが原因で、叔母にかりもの居場所が知られてしまう可能性がある。


    「あの子はかりもさんが心配で捜しているわけじゃないの。自分の子供が私を頼ることが許せないだけなのよ。だからもう、──あの子にとっては過去のことなの」


    



    　女子寮の門の前に立つかりもの姿を見て、斗和は思わず息を呑んでしまった。


    　小柄な体たい躯くをパーティー用の清せい楚そで上品なドレスで包み、世にも珍しい構造色ストラクチユアル・カラーの髪をサイドに束ねて流している。バラを模した紫むらさきのリボンが頭部をシックに飾っており、白い手袋で革製のハンドバッグを持って立つ姿は、まるで高貴な身分の令嬢そのものだ。
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    　真っ白な肌はだは、朝日を浴びて淡く輝かがやく雪原のようで、大きめのアーモンド形の目に燃えるような紅玉ルビーの煌きらめき、瑞みず々みずしさに揺れる鮮せん血けつのような唇くちびるは、幼おさない顔立ちの中で凜りん然ぜんとした印象を与えてくる。芯しんの通った力強い美しさが、そこにはあった。


    「え？　あれがかりもちゃん？　やばいよ、お兄ちゃん。あの人、絶対天使か女神の化け身しんだよ」


    「ははは。……一応、学校では〝聖女様〟って呼ばれてるらしい」


    　かりもはその神秘的な雰ふん囲い気きから、一部の生徒に陰で聖女様と呼ばれていた。実際はもう少し込み入った事情もあるみたいだが、斗と和わが彼女の従弟いとこということもあってか、かえって情報が入ってこない。


    　助手席に乗り込んできたかりもと軽く挨あい拶さつを交わしてから、彼女の少しだけ場違いな服装について、立りつ花かが困ったように言う。


    「そういえば、服装については言ってなかったわね。今日きよう行くお店は、ドレスコードのないような一般のお店なのよ」


    「ドレスコードはよくわかりませんが、パーティー用に学園から支給されていた服を着てきました。これ以外だとラフ過ぎるので失礼かと」


    　透き通るようで、どこか甘く耳に残る声が聞こえてくる。風ふ呂ろ上がりのような、爽さわやかで心地よい香りも漂ただよってきた。


    「そうなの？　気を遣ってくれてありがとう。むしろ私たちがラフ過ぎたみたい。そうだ。服がないのなら、今度一緒にショッピングに行きましょうか？　娘が増えたみたいでうれしいわ」


    「感謝します。私も楽しみ」


    　かりもが少し声を弾はずませて応こたえる。そして後ろを振り返ってきた。ツンと尖とがった鼻と長い睫まつ毛げが、彼女の美しさをいっそう際立たせている。


    「あなたが一いち花か？」


    「ふぇ？　ど、どもです。一花だよ」


    　突とつ如じよ名前を呼ばれた一花が、激しく動どう揺ようする。ぐびっと唾だ液えきの塊かたまりを飲み込んだ。


    「覚えています。元気で運動が得意で、少しお馬ば鹿かだった。今はどう？」


    「う、うん。今も元気で運動も得意で、かなりお馬鹿だよ」


    「そう。少しだけ成長したのですね」


    



    　あたりはすっかり薄暗くなり、時折乾いた風が体の熱を奪っていく。今は十月。夏の香りは遠くに過ぎ去り、どこか物悲しい秋へと季節を変えていた。


    「とても綺き麗れい。大自然の織りなす壮大な美も捨てがたいですが、私は人が造りし世界も美しいと思うのです」


    　かりもがテラスから、眼下に広がる街の灯を眺めながら言う。その整った横顔は、薄暗さの中でも燦さん然ぜんと輝かがやいているようで、とても印象的だった。


    　メインの料理を食べ終えた斗和たちは、テラスへと案内されていた。この店では、食後のデザートをテラスで楽しめるようになっている。しかもデザートに関してはビュッフェ形式で食べ放題なため、立りつ花かも一いち花かも今はデザートのほうへ行っていた。


    「人工物も結局は自然の一つだからな。人は生物の生きた証あかしを美しいと思うようにできているのかもしれない」


    「何を言ってるのです、斗と和わ。人工物と自然は別物」


    　かりもがルビー色の瞳ひとみを向けてくる。吸い込まれそうな輝かがやきを持つ瞳で見上げるようにされると、途端に落ち着かなくなる。久しぶりに会った従姉いとこに対し、斗和は距離感を摑つかみかねていた。


    　昔の面おも影かげはあるものの、想像以上に見み目め麗うるわしい少女となった、かりも。そして従姉という立場上、友達ほど親しくはないが、太くて切ることのできない特別な縁が存在している。


    　それに悲ひ惨さんな過去を聞いた後では、彼女を放っておけないという庇ひ護ご欲よくも生まれていた。なんというか、いきなり許嫁いいなずけが現れたような奇妙な感覚だ。


    「別物じゃないさ。人工物ってのは、人間とそれ以外を区別した言葉にすぎない。人間だって動物だから、その活動の結果生み出されたモノは、広義で見れば自然の一つなんだ。実際、ハタオリドリやフグの仲間には、高度な建造技術を持つのもいる」


    「斗和。人はお父様の体より創られた特別な存在。それをほかの動物と一緒にするなんて、悲しいことです」


    　残念そうに言って、かりもはすでに獲得していたケーキを口に運んだ。


    　お父様とは、彼女が信しん奉ぽうする神様のことらしい。宗教はデリケートな問題なため、突っ込んだ話はしていないが、神の存在に疑問を抱いだく斗和としては、たまに面食らうことがある。反論したい気持ちもあるが、今後の関係を考えるのなら、ムキにならないほうがいいだろう。


    「ほら、顔にクリームがついている」


    　迷った末、斗和は話題を変えることにした。かりもの左ひだり頰ほほについたクリームを指先ですくい取る。肌き理めの細やかな肌はだは、指先に痺しびれるような刺激をもたらした。


    　いつもの癖くせで自分の口にそれを入れようとして、斗和は思い留とどまる。一花のときとは違うのだ。なんとなく恥ずかしい気持ちになり、指を拭ふくためのナプキンを探した。


    　そんな斗和の逡しゆん巡じゆんをどう受け取ったのか、指先についたクリームをじっと見つめていたかりもが、「あむ」と可愛らしい声を漏もらして、斗和の指をぱくりと口に含んできた。


    　生温かく独特の圧力を持つ唇くちびるが、指先を包み込む。長い睫まつ毛げの下、キスをするかのようにすぼめられた口の奥で、かりもの舌が別の生き物のように激しく指先を舐なめ上げてきた。


    「な、何をっ！」


    　思わず大声を出した斗和は、遠くから[image: ]いぶかしげな視線を向けてくる一花たちに気づき、慌あわててなんでもないというふうに手を振った。幸い指は引き抜いた後だ。


    「斗和、食べ物を粗末にしては駄目。私たちは他たの生物の命を奪うという業ごうを背負って生きているのです」


    「それはそうだけど、かりもだってさっき、黄きゆ瓜うりを食べなかったじゃないか」


    「黄瓜はいいのです。あれは味が微妙だし、可愛くないし、そもそも昆虫の食べ物」


    　しゃべっているうちに味まで思い出したのか、かりもはわずかに眉まゆ根ねを寄せて顰しかめ面つらをつくる。そしてケーキを口に運んだ。


    「それは違う。黄瓜は昆虫の食べ物としては適していない。それ以前に黄瓜も生き物だ。かりもの考えからしたら、粗末にしちゃ駄目なはずだろ？」


    「植物は動かないし、心だってないです。半分、風景のようなモノ。黄瓜を残すことは大丈夫」


    　いろいろと突っ込みたい斗と和わだったが、かりもの子供っぽい態度を見て、そんな気持ちは消え失うせてしまった。神秘的な雰ふん囲い気きを放つかりもの意外な一面に、親近感が湧わいてくる。


    「しかし、斗和もあんな声を出すのですね。ちょっと可愛い」


    　かりもがわずかに目を細め、やわらかい曲線を唇くちびるに浮かべた。ほとんど表情を変えない彼女が、たまに見せる小さな感情の表現だ。


    　斗和は反応に困ってしまった。この年になって、女の子から「可愛い」などと言われた経験はない。むず痒がゆい気持ちになる。


    「……斗和は今、何か大きな悩みを抱えているのですね？　私でよければ話を聞く。斗和を助けたい」


    　いつの間にかかりもが、真剣な表情になっていた。憂うれいを帯びた瞳ひとみがきらきらと揺れている。


    「どうして、俺おれに悩みがあると？」


    「斗和の顔を見ていればわかります。最初に会ったときからそう。心が現実を向いていない」


    　どきっと心臓が高鳴った。そんな素そ振ぶりを見せたつもりはないのに、どうして悩みがあることがバレたのだろう。他人に対して無関心なところのあるかりもが、こんなふうに自分を気にかけていたことが、とても新鮮に感じられた。


    「その気持ちだけで十分だよ。これは自分で判断して、自分で決めなければならないことだ」


    「斗和は馬ば鹿か者ものですね。自分で判断して自分で決めるのは当然のこと。それでも人が悩むのは、道を見失っているからです。それを思い出すために、人は誰かに悩みを打ち明けるの」


    　まじまじとかりもの顔を見る。斗和は目が覚める思いだった。かりもの言うとおりだ。いつの間にか目的と手段が逆転し、目先の袋小路に迷い込んでいた。冷静に自分の目的を思い出せば、この問題はそれほど悩むことではない。


    「ありがとう、かりも。君の言うとおり、俺は道を見失っていたみたいだ。おかげで辞める決心がついた」


    　かりもは「悩みが聞けなくて残念」と言いながらも、例の小さな感情を顔に灯ともしていた。


    



    　見えない壁の世界。人喰いの化け物が跋ばつ扈こするその閉鎖された世界で死んだ者は、現実世界では昏こん睡すい状態となってしまう。すでに千人以上の人々が、その惨さん劇げきの犠牲となっていた。


    　三か月前、水族館で巻き込まれた二度目の惨劇の折、斗と和わは幻想の右手フアントムリーフ現象を発現させた。肉体ソーマの座第一位、《氣オーラ》という名の力。武術の世界では古くから存在する概がい念ねんだ。身体能力が高くなり、傷の治りも早く、病気や痛みに対する耐性も非常に高くなる。


    　オーラは異能力ではない。生命エネルギー。純然たる物理現象だ。


    　物質を構成する最小単位、第一位の領域。超ひも理論で統一を目指す四つの力で普通に記述できる。つまりは重力や電気と同じ存在。科学が発達した現代においても、人体の神秘は解明されていない。代たい謝しやによって生命エネルギーを得ることは知られているが、そもそもなぜエネルギーが発生するのかはわかっていない。


    　いや生命エネルギーだけでなく、結局は電気や重力についても詳細は不明なままだ。ブラックボックスを抱えたまま、人々は不自由なくこの力を使いこなしている。科学的に、だけではない。生物は神経伝達にも電気を利用している。機械を動かすのに使われるイメージの強い電気だが、遙か昔から生物を動かすモノとして機能してきた。


    　生物と機械の違いは何か？　その問いが哲学の領域にあるのは、科学では違いを明言できないからだろう。


    　ともあれ、オーラというブラックボックスに目覚めた斗和は、その扱いを学ぶ術すべを求めた。そこで立りつ花かの知り合いである剛ごう力りき師範が開いている、気き功こう武術の道場に通うことにしたのだ。強くなりたいと望んだ笠かさ根ね木ぎも一緒だ。


    「お恥ずかしい話、《氣き》を実際に目で見たのは、これが初めてです」


    　斗和の右腕を覆おおうオーラを見た剛力師範は、目を丸くしながら感想を述べる。その科白せりふに斗和はいささか不安を覚えたが、彼の氣きを扱う技術は本物だった。


    　オーラ使いになった影響なのか、斗和は氣の流れを感じることができるようになっていた。それが習得を後押しして見る見るうちに上達、一か月で例の技を完成マスターする。


    〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉。


    　人を超えた存在である鬼に、唯ゆい一いつ当てることのできた必殺技。剛力師範曰いわく、これは気功術における「遠当て」、少しよう林りん寺じ拳けん法ぽうにおける「百歩神拳」と同種のモノらしい。氣の塊かたまりを肉体より切り飛ばして目標を穿うがつ技。だから射程が伸びるという現象が生じるのだ。


    



    「──そうですか。辞めてしまうのですね。非常に残念です」


    　板張りの道場で、互いに正座して対たい峙じするのは剛力師範。かりもと夕食を共にした次の日、斗和は道場を辞めることを伝えにやってきた。


    「せめて理由を教えてくれませんか？　武術は努力次第で誰でも習得できるとはいえ、才能というモノはあります。君には優れた武の才能があり、常人には及ばないほどの氣を扱うことができます。三年、いや二年もすれば私を凌しのぐこともできるでしょう。それなのになぜ？」


    　剛ごう力りき師範が穏やかな声で質問してくる。


    「以前お話しした殺人鬼と、先月の頭に出会いました」


    　斗と和わは夏休みの間、この道場に下宿するかたちで修しゆ行ぎように励はげんでいた。そのときに剛力師範の娘である楓かえでが帰省してきて、オーラに目覚めた経緯や、強くなりたい理由などを根掘り葉掘り訊きいてきたのだ。積極的に話すことではないが、だからといって噓うそを言うべきでもない。


    　遠慮なく尋ねてくる楓に引き出されるまま、斗和はすべてを伝えた。信じてくれるとは思っていなかったが、予想に反して二人は、斗和の言葉を真しん摯しに受け止めてくれた。


    「その殺人鬼に、あの技をあっさりと受け止められてしまったんです。そのときから、ある疑問を抱いだいていました。このまま己おのれの肉体を鍛きたえることに、なんの意味があるのだろう、と」


    「斗和くん。それは技に溺おぼれるというやつです。君の『遠当て』は確かに凄すごい技ではありますが、それで実力者を倒せるほど、武術の世界は甘くはありません。かわすだけならば、私にもできます」


    〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉が光速になるのは、最後のインパクトの瞬間だけで、オーラの塊かたまりはまっすぐにしか飛ばない。来る方向とタイミング。この二つがわかれば、対処するのはそう難しいことではない。実力者ならば、なおさらだ。


    「それでもあの速度とリーチは脅きよう威いです。虚きよ実じつを交ぜ、体たい捌さばきと連携を極めれば、鬼といえども倒せる可能性はあります」


    　剛力師範がやけに熱のこもった声で説得してくる。だが斗和は、ゆっくりと首を振った。


    「その鬼も、一いち花かの操あやつる深海探査機には敗れました。そして、その深海探査機も化け物によって倒されてしまったんです。これは人間がいくら肉体を鍛えたところで、化け物の身体能力には敵かなわないことを示しています」


    　最強の殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろう。水族館で、人喰くいの化け物を素す手でで倒すという奴やつの演出パフオーマンスを見た瞬間から、その超人的な強さに魅了されていたのかもしれない。強さに憧あこがれる本能が刺激され、オーラという特殊な力を手に入れたことも加わり、狭きよう窄さく的な思考の罠わなに陥おちいっていた。


    「俺おれは目的を見失っていました。山田より強くなることが目的じゃない。それはノイズでしかなかった。敵を倒すだけなら、必ずしも自分の肉体を鍛える必要はないんです」


    　圧倒的な戦闘力を持つ猫ねこ蜘ぐ蛛も。それを倒したのは肉体による攻撃ではなく、シアン化ナトリウムという毒薬だった。純粋に勝つだけの力を求めるのなら、肉体を鍛えるよりも武器や道具などの装備を充実させたほうが確実で早い。そんな簡単なことにも気づかなかった。


    「なるほど、確かにそうですね。それに武術は、人を倒すことを目的として発展してきた側面があります。化け物相手には最適とは言えません。限りある時間の中で、優先順位をつけることは、非常に大切なことだと思います」


    　自みずからが、半生を懸かけて磨き上げた武術を否定されたのにもかかわらず、剛力師範は斗和の言葉を静かに受け入れる。その潔いさぎよい態度に、斗和は申し訳ない気持ちになった。


    



    　神しん悠ゆう言げんの名が世に出始めたのは、四世紀初頭だと言われている。この時期には神悠言だけでなく、いくつもの宗教が世界各地で誕生し、人心をまとめる指針として機能していた。


    　神悠言を初め、四世紀よりも前から続いていると主張する宗教もあるが、二千年前の世界大災害後の三百年間を埋める歴史的史料は存在せず、事実は不透明なままだ。


    　異能力という不思議な力で瞬またたく間に日本を制圧した神悠言は、海外に勢力を伸ばすようなことはせず、鎖国を行おこない、ガラパゴス諸島の生物のように独自の文化を発展させていく。


    　だが十四世紀頃から、異能力を持たない普通の人間の集団が台頭をはじめる。武器を手にした彼らは、長い時間をかけて、神悠言の持つ権威を奪い取ったのだ。


    　二〇世紀。西洋の科学文明が押し寄せる時代に、再び神悠言が歴史の表舞台に姿を現す。神しん託たくで得たとされる科学技術を国内に展開し、権力を復活させた。西洋に比べ遅れに遅れていた日本の科学技術は、この頃から一気に世界のトップに躍おどり出る。


    　けれども自みずから発展させた科学技術は、彼らの思惑に反し、神悠言を再び緞どん帳ちようの裏側へと押し込めた。科学と神秘は相反する存在。人々の信仰心は加速度的に薄れ、一部の真実を知る財ざい閥ばつへの技術提供という、信仰とは無関係なつながりで、陰の権力者の地位に納まる。


    　そして現在、神悠言は[image: ]くし[image: ]なだ財閥と深いつながりを持ち、異能力者を集め、来きたるべき世界の滅めつ亡ぼうへ備えているのだとういう。


    　青あお美み空ぞらから聞いた神悠言の歴史を整理すると、概おおむねこんな流れとなる。教科書などには載っていない、隠された歴史だ。


    　斗と和わは今、[image: ][image: ]総合病院前の喫茶店で、婦ふ設楽しだら操みさお、笠かさ根ね木ぎ篤あつ志し、青美空康やす隆たかの三人とテーブルを囲んでいた。見えない壁の世界で死に、現実世界で昏こん睡すい状態となって入院している人々を救う術すべを探すための話し合い。


    　殺人鬼・山やま田だ喜き一いち郎ろうの話によれば、見えない壁の世界をつくり上げているのは、人間の異能力者だと言う。斗和たちが知る中で、もっとも異能力に関わりが深いのは神悠言だ。神悠言を調べれば、見えない壁をつくり出す異能力者にたどり着ける可能性がある。青あお葉ば萌も由ゆ里りや赤あか峰みね寧ね々ね音ね、木き茂も辺べ卓たく二じをはじめ、昏睡状態に陥おちいった人々を救えるかもしれないのだ。


    「しかし、こうして聞くと、なんか作為的な歴史に思えますね」


    「概がい要ようだと、どうしても間を端折はしよってしまうからね。唐突に思える部分もあるかもしれない。それに歴史というのは結局のところ、論理じゃなく感情で動く面も強いからね」


    　オレンジの髪を搔かきながら言う笠根木の科白せりふに、青美空が珈琲コーヒーを飲みながら答える。


    「今の青美空さんの話では、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーの話は出て来ません。もっとそれに関係する資料はないんでしょうか？　あるいは、彼らが人の魂を集める理由について、何かつながりそうなことでも」


    　斗和の問いに、青美空は気落ちしたように「すまない」と首を振る。斗和は途端に申し訳ない気持ちになった。無駄に焦あせっていたことを自覚する。


    「すみません。……やはり可能性としてあるのは、神しん悠ゆう言げんの内部資料くらいですね。操みさお先輩のほうはどうでした？」


    「不ふ甲が斐いなくて、ごめんなさい。今の私の立場じゃ、何も教えてはもらえないの」


    　操が悄しよう然ぜんと睫まつ毛げを伏せる。彼女は今、神悠言に入信して内部から情報を集めていた。無論それは、斗と和わの望んだことではない。卓たく二じのためなら自分の命すら顧かえりみない、彼女の異常な行動力が発揮された結果だ。


    　斗和が操の入信を知ったのは、つい最近のことだった。できることならやめさせたいが、斗和には何も言うことができない。言えば絶縁状を叩たたきつけられるからだ。卓たく二じのためなら斗和との関係を断ち切ることを、操は躊ちゆう躇ちよしない。それで彼女の安全が保障されるのならよいが、単身で無む茶ちやをし続けるだけだろう。


    　笠かさ根ね木ぎも神しん悠ゆう言げんに入信すると言い出したが、それは止めた。やはり危険な行為であることには変わりない。洗脳されてしまう可能性もある。もう少し、外側から接するべきだ。


    「ねえ、斗和くん。私が異能力を発動したのは間違いない事実かしら？」


    　斗和は頷うなずいて、猫ねこ蜘ぐ蛛もに嚙かまれた操が赤い稲いな妻ずまを放った様子を話す。神悠言では《傾けい言げんの儀》という異能力に覚かく醒せいするための儀式を行おこなうらしい。偶然であれ、一度でも異能力を発動させた者の覚醒率は、極端に高い。けれども操は、いまだ覚醒していなかった。


    「やっぱり、あのときに何か……」


    　葦あし原はら第二高校での惨さん劇げき。操は萌も由ゆ里りに追われている最中の記憶に欠落があった。操はその記憶の欠落と異能力の覚醒に、なんらかの関係があると考えているようだ。


    「その《傾言の儀》で飛ばされる場所は、やはりあの世界に似ているんだな？」


    　青あお美み空ぞらの問いに、操が答える。


    「そうね。あの感覚、たぶん間違いないと思うわ。ただし姫ひめ巫み女こは、例の異能力者ではないと思う。数人の補助を受けて、やっとあの異能力──〈終焉と誕生の走馬燈フアンタズマゴリア〉というらしいのだけれども、それが使えるレベルなの。それにほんの数十秒程度で元の世界に戻ってしまうわ。正直、神悠言の中に例の異能力者がいる可能性は低いと思う」


    「結局わかってることは、例の異能力者は菜食主義者ってことだけかよ」


    「笠根木、ちょっと違う。正確には植物を生物じゃないと思っている人間だ」


    　斗和はずっと疑問に思っていた。どうしてあの世界の植物は、非生物的な黒い姿をしているのか？　異能力は本人の認識の影響を色濃く受ける。そこから導みちびき出される推論は、見えない壁の世界をつくる異能力者が、植物を生命だと認識していないこと。建物と同じような風景の一部だと思っているのだ。


    　だけどそんなふうに認識している人間は、思いの外ほか多い。その路線から探し出すのは、現実的ではないだろう。


    「そういえば、〝彼女〟たちを口く説どき落とす作戦のほうは、どうなったのかしら？」


    　操みさおが冗談めかして言う。笠かさ根ね木ぎと青あお美み空ぞらの視線が集まり、斗と和わは落ち着かない気持ちになった。無論、「口説く」というのは比ひ喩ゆでしかない。


    「正直、厳しいです。かなり警戒されていますし、俺おれの心証は最悪です」


    「あなたは生き真ま面じ目めなところがあるから、それがかえって警戒させてしまう要因になるのかもしれないわね」


    「ああ、そういやなんかあったよな、そんな童話が。無理やり服を脱がそうとすると、かえって失敗するってやつ」


    　笠根木が言っているのは『北風と太陽』のことだろう。なるほど、確かに無理やり情報を聞き出そうとする態度は、反省すべきかもしれない。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　斗和たちと話しはじめて、すでに一時間が経過していた。笠根木は氷が溶けてぬるくなった水を口に運んで、彼らの言葉に耳を傾ける。


    　話題は神しん悠ゆう言げんのことから、山やま田だの出した宿題へと変わっていた。


    　すなわち、死んだ人間の精神はどこにいくのか？　神はどこにいるのか？　アイデアや閃ひらめきはどこからやってくるのか？　という究極の問いについて。


    　殺人鬼と再会するまで、悠長にその答えを放置しておく理由はない。主に青美空たち、文化人類学ゼミのメンバーのほうで、独自に動いてくれていた。


    「なるほど、集合的無意識ねぇ。──で、なんだよそれ？」


    　聞き慣れない単語に、笠根木は思わず訊きき返してしまった。斗和も操も青美空も、自分より多くのことを知っているので、正直なところ話についていくだけで精一杯だ。


    「心理学の考えで、すべての人間の意識は元は一つ、という概がい念ねんのことだ。この集合的無意識から切り離されずに伸びた部分が、人の精神と呼ばれるモノだ」


    　青美空がすぐさま説明してくれるが、ピンとこない。それは無意識とはどう違うのか？


    「無意識の単位はあくまで個人だよ。集合的無意識を大地だとたとえるのなら、そこから生える木の一本一本が、個人の精神みたいなモノさ」


    　こちらの表情を読んだのか、斗和がフォローしてきた。


    「オッケー。なんとなくわかった」


    　本当はよくわかっていなかったが、話を先に進めるため理解したふりをする。後で宇う佐さ院いんにでも聞いておこう、と笠根木は思った。


    「単語の意味はそれでいいとしてよ。普通に天国や地獄じゃ駄目なのか？」


    「それはキリスト教的な概念だわ。日本神話でいえば高たか天まが原はらと黄よ泉みの国。仏教でいえば天道と地獄道。神様の名前もそうだけれども、同一の存在が、宗教によって別の名前で呼ばれているケースも結構あるの。呼び名は様々だけれども、結局は何を指すかということね」


    　答えたのは操みさおだ。彼女が口を開くたび、笠かさ根ね木ぎは目のやり場に困った。どうしても目を引くのは、服が張り裂けんばかりの巨大な胸。肩幅も狭くウエストも驚くほど細いため、異常なほど胸が強調されている。


    　かといって、顔を見るのも照れくさい。物凄すごい美人だし、クールなできる女という雰ふん囲い気きがなんというか、モロに好みだった。あくまでタイプってだけで、ほ、本命は曽根瓦由貴ゆきだからな、と自分で自分に言い訳する。


    「《統合神話》という考えがある。いろんな宗教や神話が存在するけど、神の存在、神が人間を創ったこと、複数の世界から成り立つことなどは共通しているんだ。つまりベースとなる事実を脚色していった結果、いくつもの宗教が生まれた可能性がある」


    　斗と和わの科白せりふを受けて、操が続ける。


    「卓たく二じも言ってたわね。宗教の歴史は同人誌の発展と似ているって。同じ作品が基となっているのに、解釈が違っていたり、好きなキャラが違うという理由で啀いがみ合い、統合と分裂、闘争と競争を繰り返した結果、いろんな作品が生まれるところとか」


    「魂プシユケ、精神プネウマ、肉体ソーマも心理学の概がい念ねんだ。系統を[image: ]そろえるのなら、集合的無意識で合ってると思う」


    　斗和はやや不本意そうに言った。彼が続けて言うには、集合的無意識という概念は、平行進化説と真っ向から対立する考えらしい。だから、その存在を認めたくないのだ。


    　集合的無意識の概念では、幾人もの人々が学習、思考した内容が、集積され混じり合うことにより洗練されて、それが個人の意識にフィードバックされることで、発想やアイデアが生まれるそうだ。


    　ふと、笠根木は思った。宇宙の法則である《復元力》でも同じことが可能なはずだ。時間がループしたときに現れる力。一周目の世界で生まれた発想やアイデアは、二周目の世界でも極めて似たモノとして出現する。


    （あ、でもそれじゃ、一周目の世界でどうしてそれを思いついたのか、が説明できないのか）


    　笠根木がそんなことを思っていたときだ。斗和の携帯電話がアラーム音を鳴り響かせた。


    「すみません。仕事の時間です」


    　言って、斗和が席を立つ。デュアルシステムを採用している[image: ]くし[image: ]なだ学園では、学校に通いながら職業訓練ＯＪＴを行おこなう。斗和は金持ちの家で、執事の仕事をしているそうだ。


    「私も卓二のところへ戻ることにするわ。今日きようはお開きにしましょうか」


    　操とは店で別れ、斗和とは駅で別れた。青あお美み空ぞらとは方向が同じなので、大した会話のないまま、電車のシートに隣同士で腰を下ろしている。


    「笠根木くんは、卓二くんに会ったことはあるのかい？」


    　青美空が、ぽつりと呟つぶやくように訊きいてきた。


    「いや。学校では接点なかったっすから、会ったことはないです」


    「……そうか。あの婦ふ設樂しだらさんが、あれだけ大事にする男性。さぞ素晴らしい人物なんだろう」


    「あの、違ってたらすみません。もしかして青あお美み空ぞらさんは、婦設樂先輩のことを……」


    「そうだな。隠すのも男らしくない。僕は彼女に特別な感情を抱いだいている。あんなに可か憐れんで凜りん然ぜんとした女性はほかにいない。あとパイオツが非常に素晴らしい」


    　やはりか、と笠かさ根ね木ぎは思った。青美空が操みさおを見るときの態度から、薄々そうではないかと感じていた。特に胸に対しては、こちらが軽く引くほどガン見していた。


    「あんな完かん璧ぺきな女性である婦設樂さんを、あそこまで虜とりこにする人物か。正直、会ってみたい気はするが……。いま会ってしまうのは卑ひ怯きようだよな」


    　卑怯という表現が適当かはわからないが、なんとなく彼の言いたいことは理解できた。笠根木も似たような気持ちを抱いだいているからだ。


    　卓たく二じという人物は、あの斗と和わの親友でもある。いまだに自分は名字でしか呼ばれないのに、彼は「キタジ」という親しみを込めた名で呼ばれていた。それが自分と卓二の差であり、斗和との距離。斗和の右腕として、情けない気持ちになる。


    「斗和が言ってました。化け物に対して為なす術すべがなく諦あきらめかけてたときに、卓二さんが命を犠ぎ牲せいにして倒す方法を示してくれたって。だから、今の自分はあるんだって」


    「あの斗和くんを導みちびくような人物か。なるほど、卓二くんとやらは相当な大物なんだな。少し得とく心しんがいったよ。認めたくはないが……」


    「ええ、わかります」


    　自分は斗和の右手たる資格があるのか？　笠根木は常にその思いに駆かられていた。斗和が認めるほどの人物。笠根木はいつしか卓二という存在に憧あこがれ、彼を自分の目標としていた。斗和が道場を辞めると聞いて、自分は辞めなかったのも、それが理由だ。


    　もっと自分を高めたい。もっと強くなりたい。


    （待ってろよ、斗和。俺おれも卓二さんみたいに頼れる男になるからな！）

  


  
    



    　　　第二章　その白びやく群ぐんは嫌けん悪おする


    



    　昼休みになると同時に、斗と和わは急いで教室を飛び出した。[image: ]くし[image: ]なだ学園は非常に広大で、校舎の面積だけで、葦あし原はら第二高校の敷地面積の二倍くらいはある。しかも中高一貫校なので、もう一つ同じサイズの校舎が西側にも建っていた。


    　移動に時間がかかるためか、驚くことに学園内を電車が走っている。強化プラスチックの線路を滑走して動くので、想像より静かで揺れが少ない。しかも無人電車なので、当初は発車するタイミングが摑つかめなかったが、慣れてしまえば横に動くエレベーターと大たい差さなかった。


    　電車で二年の校舎へ向かった斗和は、そこで目的の少女たちを捜す。二年の校舎だけで学食が四つもあるため、彼女たちを見つけるのにずいぶんと時間がかかってしまった。


    　編入初日、山やま田だに遭そう遇ぐうしたためにすっかり忘れてしまっていたが、斗和は見覚えのある後ろ姿、亜あ麻ま色お団子頭シニヨンの少女を見かけていたのだ。


    　しばらくして偶然、校舎でその少女と再会し、斗和は衝しよう撃げきを受ける。[image: ][image: ]総合病院で神しん悠ゆう言げんの姫ひめ巫み女こ──摩ま響ゆらと出会った際、彼女と一緒にいた〈機械仕掛けの義手デウス・マキナ〉という名の異能力を使う少女、葉は月づきだった。それだけではない。


    「貴き様さまは確か……」


    　黒髪ロングで剣けん呑のんな顔つきの少女、神かん無な月づきもいたのだ。全体で百人近い神悠言の信徒が在籍しているらしい。


    　斗和はすぐさま、見えない壁の世界のことを問いただし、しつこく彼女たちに迫ったが、あっさりと叩たたき伏せられてしまった。後で知ったことだが、彼女たちは武術の訓練も受けているそうだ。しかも、とある出来事のせいで、特に霜しも月つきという名の中等部の少女にはこっぴどく嫌われていた。


    　それは摩響の胸を揉もんでしまったという事実。斗和が淡い恋心を抱く昏こん睡すい状態の少女、萌も由ゆ里り。彼女と瓜うり二つの容姿を持つ摩響を見た斗和は、萌由里が目を覚ましたのだと勘違いした。摩響はそれをきっぱりと否定したが、精神に余裕のなかった斗和はすぐには信じることができず、強行手段に出たのだ。


    　萌由里の慎つつましい胸とは違う、ふくよかな摩響の双そう丘きゆう。瓜二つの容姿を持つ彼女たちの、唯一の客観的相違点。目の前のふくらみが偽物であれば、彼女は萌由里だと。──だけど、違った。手の中の温もりに反して、世界は冷たかった。


    「しつこいですね、先輩は。変質者の上にストーカーとか最悪です。今は食事中です。ご飯がまずくなるので、すぐに消えてください」


    　やっとのことで彼女たちを見つけた斗和に対し、冷たい表情と共に厳しい言葉を投げつけてくる。流氷のような白群色の長い髪は、彼女のきつい性格を表すかの如ごとく先端がツンと尖とがっており、嫌けん悪おを色濃く孕はらんだ赤あか紫むらさきの瞳ひとみは、動じることなくこちらを睨にらみつけていた。


    「違うんだ、霜しも月つき。今日きようは君たちと食事にきた。不快な思いをさせないようにするから、ご一緒させてほしい」


    　昨日きのう、操みさおに言われたことを思い出す。今は時間をかけてもいい。彼女たちと仲良くなることが、長期的にみれば近道になるはずだ。


    「気安く『結ゆい名な』で呼ばないでください。主より授さずかった名が穢けがれます」


    　結名とは神しん悠ゆう言げんにおける洗礼名のようなモノだ。[image: ]くし[image: ]なだ学園は、宗教について最大限その自由を認めている。そのため彼女たちは本名を使わず、結名で学園生活を送ることができた。


    　ちなみに睦む月つきを初めとした旧暦の月名の少女たちのことを、八や社め巫み女こと呼ぶそうだ。


    「そうか、悪かった。虫のいい話だと思うけど、不快な思いをさせないようにするから、同席を認めてほしい」


    「ふざけないでください。いやらしい下心が見え見えですよ。それに不快にさせないと言っていますが、先輩がそばにいるだけで、すでに不快です心が荒すさみます」


    「同意だな。私たちになんのメリットもない。飯が不ま味ずくなるだけだ」


    　神かん無な月づきが吐き捨てるように言う。


    「え？　どうして駄目なんですか？　みんなで食べると楽しいですよ～」


    「葉は月づきは余計なことを言うな。いいか、奴やつの狙ねらいは貴き様さまだぞ。おつむが弱く口の軽い貴様から情報を盗み出そうとしているんだ」


    「神無月さん、酷ひどいです～。私はこう見えても口は堅いんですよ～。その証しよう拠こにこの前、神無月さんがおねしょをしたこと、みんなに黙──」


    「黙れっ！　ごらぁああああっ！」


    　神無月が叫ぶと同時に、葉月の体がほぼ真横に吹き飛ばされた。床ゆかの上で目を回してのびている葉月の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げると、彼女の頭が分身するほどの勢いでガクガクと揺さぶりだす。


    「きぃいいい、さぁああああ、まぁああああッッ!!」


    「ああ～、神無月さん、やめてください～。鼻からうどんが大量に出てしまいますぅ～！」


    　耳まで真っ赤かになった神無月は、ひとしきり怒鳴り散らしたあと、葉月を引きずりながら逃げるように立ち去ってしまった。


    「葉月お姉様の元へは、行かせませんよ」


    　斗と和わの前に立ちはだかった霜月が、一メートル以上もある円筒バッグを引き寄せながら言う。常に彼女が持ち歩いているアイテムで、中身はおそらく武具の類たぐいではないかと推測している。


    「追う気はない。俺おれは話がしたいだけなんだ。そっちの二人はどうですか？」


    「話すのが面倒っす。それ以外は特にないっすよ」


    　緑色のショートヘアの少女、皐さ月つき。影を踏んだ対象の動きを封じる異能力を持つ。彼女は椅い子すに深く背中を預け、眠たそうな目のイラストが描かかれたアイマスクを着用している。完全に寝る直前の姿勢だ。


    「私はお話ししてもいいかなぁ～」


    　優しく甘ったるい声で弥生やよいが言う。腰まで届く、ふんわりとした金髪に、天色ブルーの瞳ひとみ。そして目を疑うほどのふくよかな胸。操みさおと同じくらいはある。けれども弥生は、操よりも全体的に肉付きがよい体型をしていた。


    「弥生お姉様、危険です。この破は廉れん恥ち漢かんがそばにいたら、どんな卑ひ猥わいなことをされるか」


    「霜しも月つきちゃんはお子様ねぇ。私的には、ちょっとケダモノくらいの男の子が好みかなぁ～」


    　ころころと弥生が笑う。そのたびに豊満な胸が震動し、斗と和わは目のやり場に困った。


    「でも、今日きようは無理かなぁ～。もう食べ終わってるし、午後から用事があるから～。明日あしたならご一緒できるけど？」


    「お姉様、何をおっしゃって!?　こんな破廉恥漢と会う約束をするなんてッ！」


    「あら、いいじゃない。いつも神かん無な月づきちゃんたちに邪魔されて、お話しすることもできなかったのよ～。人から聞いた情報を鵜う呑のみにするんじゃなくて、やっぱり自分の目で確かめなきゃねぇ。それにこの子、結構私の好みだしぃ～」


    　抗議してくる霜月をのらりくらりかわす弥生と、斗和は約束を取りつける。弥生は「じゃ、また明日あしたね」と言って、機嫌の悪い犬のような表情の霜月を伴ともなって去っていく。


    　テーブルには一人、安らかな寝息を立てる皐さ月つきだけが残った。


    



    　次の日、斗和は約束の場所へと向かった。神無月たちにバレないよう、昨日きのうとは別の学食だ。上品な椅い子すが囲む四角いテーブル席には、すでに弥生と霜月の姿があった。


    「お姉様のことが心配なので。当てが外れて残念でしたね、先輩」


    　霜月が冷ややかな声で言う。昨日の時点では、彼女は同席することになっていなかった。


    「いや、君とも話がしたかった。来てくれてうれしいよ」


    「なっ!?　よ、よくもそんな恥ずかしい科白せりふ言えますね。やっぱり先輩は卑ひ猥わいです最低です」


    　カチャカチャと、やけにうるさく音を立てながら、霜月が紅茶を搔かき混ぜる。


    「そちらの可愛い子は、斗和くんの彼女かしら？」


    　弥生に言われ、斗和は[image: ]いぶかしく思いながらも後ろを振り返る。誰かを連れてきた覚えはない。


    「かりも、どうしてここに？」


    　驚いたことに、そこにはトレイを持ったかりもの姿があった。


    「斗和と一緒にお昼を食べたかった。斗和がいないと、ご飯が美お味いしくないのです」


    　まっすぐに瞬まばたきすることなく、かりもが理由を告げる。斗和はちくりと胸が痛んだ。家族に恵まれなかった彼女にとって、編入時から自然と行おこなっていた自分との昼食には、特別な意味があったのだろう。


    「あら～、もしかしてお惚のろ気け？」


    「彼女がいるのに、ほかの女の人を誘うなんて、やっぱり先輩は不潔です女の敵です。切腹してください」


    「いや、この子は俺おれの従姉いとこで、帝みかどかりもといいます」


    　弁明しながら、斗と和わは一瞬だけ迷う。かりもを帰すべきか、同席させるべきか？　結論は後者。弥生やよいたちと食事をする目的は仲良くなること。同性もいたほうが話も弾はずむだろう。それ以前に、孤独な人生を送ってきたかりもに、これ以上悲しい思いをさせたくなかった。


    「帝……かりもさん？　もしかして一年Ｅクラスの〝聖女様〟かしら？」


    「……ええ」


    　斗和は戸惑いながらも、ちらっとかりもを見て小さく肯こう定ていする。当のかりもはきょとんとした表情のままだ。彼女は、自分がそんなふうに呼ばれていることを知らないでいる。


    「神しん代だいもないくせに、聖女だなんて……」


    　霜しも月つきの呟つぶやきが耳に届く。忌いま忌ましくというよりは、やるせない表情で言う霜月が気にはなったが、それ以上に科白せりふの中身のほうが気になった。


    「神代がないだって？　どういう意味だ？」


    　霜月が「しまった」という顔をして、気まずそうにそっぽを向く。


    「あらあら～、霜月ちゃんは困った子ねぇ、口を滑らせるなんて。仕方ないから、もうバラしちゃうけど、そのままの意味よ～。彼女は神代を持っていない普通の人間。斗和くんと同じなの～」


    　それは複雑な衝しよう撃げきをもって、斗和の心を揺さぶった。神しん悠ゆう言げんの考えによれば、神代を持たない人間は選ばれなかった存在。滅ぶべき運命にある。それが根拠のない虚ざれ言ごとだったとしても、かりもが見えない壁の世界に飛ばされてしまったら、あっさりと喰くい殺されてしまうだろう。その様を想像し、胸が爛ただれるような痛みを覚えた。そんな不安とは別に、周囲の者が次々に異能力に目覚めるなか、自分と同じ異能力を持たない者として、かりもに対し特別な親近感を覚える。


    「斗和、神代って？」


    　きょとんとした表情のままで、かりもが首を傾かしげる。


    「なんでもないよ」ごまかしてから、弥生に訊たずねた。「どうして、かりもを調べようと？」


    「睦む月つきちゃんのほうで動いたから詳しい理由は知らないけど～、その子の[image: ]うわさを聞いたから、一応ってことじゃないかなぁ～。如い何かにもって雰ふん囲い気きだしねぇ」


    　通常、調べた結果を信徒に伝えることはないのだが、かりもはあまりにも信徒たちからの報告が多かったため、手間を省はぶく目的で例外的に異能力者でないことを皆に周知したそうだ。


    「斗和、お腹なかが空すきました。お預けは堪忍」


    　かりもが恨めしそうに言ったので、斗和は慌あわてて席に着いた。


    「偉大なる父よ、今日きようの恵みに感謝します。数多あまたの罪なき魂たましいよ、その代価にて私の今があることに感謝します」


    　かりもが、いつものように食事前の祈りを捧ささげる。弥生やよいと霜しも月つきは予想外だったのか、まじまじと彼女を見た。


    「あなたも何か教えを？」


    　かりもは意味がわからない、というふうに首を傾ける。斗と和わも最初、同じ質問をして同じ反応をされたことがあるので、かりもの代わりに答えた。


    「かりもは特定の宗教に入ってるわけじゃないそうです。ただ『当然』のことを口にしているだけで……」


    　斗和も納得しているわけではないので、その説明で理解してくれるか不安だったが、弥生は「なるほどねぇ」と得とく心しんしたように頷うなずいた。


    「私たちもお祈りするけど、あまり気にしないでねぇ～」


    　弥生と霜月は姿勢を正すと、両手を組んで瞼まぶたを閉じる。


    「主の慈じ悲ひにより、小さき命を灯ともす子らよ。汝なんじの生は我われらの糧かてとなり存在意義と幸福を得る。我われと我わが主にその身を捧ささげることを感謝しなさい」


    　斗和は言葉に詰まる。神しん悠ゆう言げんの祈りが、まさかこんな傲ごう慢まんなモノだとは夢にも思わなかった。さらには、かりもと対立するかのような内容。けれども、かりもは気にしたふうもなく料理を口に運んでいる。どうやらトラブルに発展することはないようだ。ほっと一安心する。


    「先輩はお祈りしないんですか？　いきなり人の胸を揉もむような破は廉れん恥ちな人は、常識すらないんですね」


    　[image: ]さげすんだように言う霜月の科白せりふで、ここ最近、食事に対してなんの感かん慨がいも抱いだいていない自分がいたことに気づく。斗和は彼女らを見習って、「いただきます」と感謝の言葉を口にした。


    「斗和」


    　左横に座るかりもが、不意に話しかけてくる。


    「なんだ？」


    「その子の胸を揉んだって、本当ですか？」


    「ぶっ!!」


    　斗和は思わず、口に入れたばかりの魚の身を吐き出してしまった。


    「ひゃあっ！　何するんですか先輩ッ！　破廉恥菌がうつったらどうするんです！　殺菌してください消毒してください！」


    　正面に座っていた霜月がヒステリックな声をあげるが、そちらを気にする余裕はなかった。ギチギチと[image: ]さびついた音を出す首を動かして、かりもを見る。彼女は座高が低いので、自然と上目遣いになっていた。大きなルビー色の瞳ひとみに、吸い込まれそうな錯さつ覚かくを覚える。


    「な、何を言ってるんだ？　かりも」


    「その子が言っていました。胸を揉んだと。本当なら従姉いとことしてちょっと遺い憾かん」


    「違うわよ～。斗と和わくんが揉もみ揉みしたのは、もっと立派でボインボインしたおっぱいよぉ～」


    「「なッ!!」」


    　弥生やよいの科白せりふに、斗和と霜しも月つきが同時に声をあげる。


    「斗和は大きいおっぱいが好きなのですか？」


    「ああ、大好きだ。──はっ！」


    　反射的に答えて、斗和は恥ずかしい気持ちになった。今までこの手の質問にたじろいだことはなかったが、澄んだ瞳ひとみで見つめられると不思議と羞しゆう恥ち心しんが刺激される。


    「こう見えて、私も胸は大きいです」


    　何を思ったのか、かりもが自分の胸を両側から押し寄せるようにして持ち上げる。豊満な脂肪のふくらみが制服を押し上げ、林りん檎ごほどの質量を誇こ示じする。手を放すと同時に元に戻り、質量の余よ韻いんを残すように震動した。その動きに合わせ「ぽよ～ん、ぷるる～ん」と甘ったるく鈴を転がすような声で、かりもがオノマトペを呟つぶやく。


    「あら～、私もやってみようかな～」


    　今度は弥生が自分の胸を押し上げる。両手に余るほどの超ちよう弩ど級きゆうのふくらみ。彼女の顔を押し潰つぶす勢いだ。


    「ぽよ～ん、ぷるる～ん」

  


  [image: ]


  
    　弥生の声に合わせ、支えを失った胸の脂肪が重力に引かれるままに落下する。その震動は乳ち房ぶさを揺らすだけに留とどまらず、テーブルすらも小刻みに震わせた。「ぷるる～ん」ではなく、「ずどどど～ん」という感じに近い。


    　ぽよ～ん、ぷるる～ん。ぼよ～ん、ずどどど～ん。


    　楽しくなってきたのか、二人が飽きもせずおっぱいを揺らし続ける。


    「いい加減にしてください！　は、破は廉れん恥ちです！」


    「んふふ～。霜しも月つきちゃん、もしかして羨うらやましいのぉ？」


    「な、何を言ってるんですか？　羨ましくなんてないです。ただ私にも、そんなに揺らすほど胸があったらいいなぁって思ってるだけです！」


    　そんな彼女たちの態度を見て、斗と和わは微笑ほほえましい気持ちになった。神しん悠ゆう言げんという異質の集団に身を置く少女たちも、普通の女の子と大たい差さはないのだ。


    「先輩、顔がいやらしいです顔面セクハラ男です。矯きよう正せいしてください！」


    　異質な存在だと思っていた神悠言の少女たちとの昼食。日を追うごとに斗和は、それを心の底から楽しいと感じるようになっていた。新たな友人を得たような、そんな気持ちになっていた。


    



    　[image: ]くし[image: ]なだ学園の職業訓練ＯＪＴの考えでは、一年目は接客業に従事し、礼節と接客を学ぶことになっている。最初の一か月は執事やメイドとしてお屋敷勤めが必須だが、それ以降は相談次第だ。斗和は特に希望を出していなかったが、学園側の斡あつ旋せんで人手の足りない店に派遣されることになった。その店はビジネス街の地下にあり、昼は喫茶店、夜はバーに変わる。


    　そこで偶然、葉は月づきと一緒になってしまった。しかも、シフトもぴったりで、厨ちゆう房ぼうを除けば二人きりになる時間も多い。


    「わからないことがあったら、なんでも訊きいてください～。なんたって私は先輩なんですから～。あ、でも、訊いていいのは仕事のことだけですよ～。神かん無な月づきさんに怒られますからね～」


    　ウェイトレスの制服に身を包んだ葉月が、きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせながら両手を握り締める。


    「おう、おまえら学年は違うが知り合いなのか？　まあ、いい。仕事といえど楽しくやるのが私のモットーだ。喧けん嘩かはするなよ」


    　茶髪のショートに糸目の女店長が、斗和の肩をぽんと叩たたいて言った。


    　その日から斗和は、粛しゆく々しゆくと仕事をこなした。仕事以外のことをいろいろ問い詰めたい気持ちもあるが、焦あせりは禁物。まずは信頼関係を築くことが重要だ。


    「──それでですね、先代の姫ひめ巫み女こ様が若くしてお亡くなりになられて、急きゆう遽きよその妹君である摩ま響ゆら様が次の姫巫女様になったんです～」


    　葉月からどのようにして情報を引き出すか、斗和は毎日のようにその会話の流れをシミュレートしていたのだが、その必要はなかった。神無月たちが、真っ先に自分から葉月を遠ざけた理由がよくわかる。


    　葉は月づきは驚くほど口が軽かった。斗と和わから話題を振る必要もなく、神しん悠ゆう言げんについての情報がどんどん入ってくる。


    「私にはよくわからないですけど、摩ま響ゆら様は姫ひめ巫み女この器うつわじゃないそうです～。そのせいか、ちょっと無理している感じがして。なんか先代の姫巫女様が優秀すぎたらしいですね～」


    「私がこんなこと話したってのは、秘密にしてくださいよ～。口が軽いって思われるんで～」


    「今の姫巫女様を決める際も一ひと悶もん着ちやくあったみたいですね～。私は摩響様の代になってから来たんで、よく知らないですけど～」


    「あ、姫巫女は世せ襲しゆう制せいってわけじゃないんです～。重要なのは神様の声を聴くことなので。ぶっちゃけ神しん代だいはしょぼくても大丈夫ですよ～。どのみち系けい譜ふの神代を授さずかるわけですし～」


    　斗和がリアクションを返さなくとも、葉月は気にすることなく話し続ける。


    「系譜ってのは、代々の姫巫女様が持っていた神代を一つに束ねたモノです～。神代の分類としては、『複数系』になりますね～。神代としては一つですけど、結果的に複数の神代を使える系統です～」


    　そういうことか、と斗和は理解した。異能力は一人につき一つだけ。しかし姫巫女は百の異能を操あやつると言われている。この矛む盾じゆんする二つの事実の解は、実に単純だった。


    　葉月の話をまとめると、異能力はいくつかの《系けい》と《型かた》に分類されるらしい。《系》は能力の効果、《型》は使用のタイプを表す。ゲームの魔法でたとえれば、《系》は魔法の効果、《型》はそれを使ったときの消費ＭＰに該がい当とうする。


    　寧ね々ね音ねの〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉は「必中」という概がい念ねんを実現する能力であるから「概念事象系」、回数制限のあるタイプなので「回数型」となる。


    　笠かさ根ね木ぎの〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス〉は物質を生せい成せいするので「生成系」、しかも自分の能力も上昇させるので「強化系」という二つの系統を併せ持つ。《型》は死体という媒ばい体たいがある限り無限に使用できるため、「媒体発動型」といった具合だ。


    「もっとも多いタイプが『消費型』ですね～。エネルギーがゼロになったら使えなくなるタイプです。省エネモードで使用したり、途中で回復できたりと汎はん用よう性せいは高いですよ～」


    　ふと山やま田だの〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉は、この「消費型」ではないかと思った。


    「その回復ってのは、どうやるんです？」


    「いろいろですね～。神代ごとに予あらかじめ決まってますけど～。ただ、七割くらいは三大欲求のどれかって感じです～」


    　三大欲求。つまりは、睡眠欲、食欲、性欲のどれかを満たすことで回復するらしい。睡眠という、寧々音や一いち花かの回復方法は、一般的なモノに該当するのだ。


    「今の神悠言の中で、《傾けい言げんの儀》を行おこなうことができるのは、姫巫女だけですか？」


    「そうですよ～。〈終焉と誕生の走馬燈フアンタズマゴリア〉はレアな神代ですから～」


    「じゃあ、探索サーチ系の神代使いはいませんか？　できれば広範囲の」


    　例の見えない壁をつくる異能力者を探す方法。その一つとして、異能力をサーチできる者に協力を頼むというのがある。山やま田だのアナライズの拡張版みたいな能力だ。


    「そうですね～」


    　葉は月づきが記憶の糸をたどるように頭を傾けたときだ。入り口の鈴が鳴り、新たに客がやってきた。斗と和わは「いらっしゃいませ」と声をかけ、接客に向かう。


    　──そして、刻ときが止まった。


    　やわらかい光が店内を照らすなか、腰までも届く落ち着いた瑠る璃り色の髪が、夏の息吹を運んでくる。長い睫まつ毛げと菫すみれ色の瞳ひとみ、ツンと尖とがった顎あごと鼻先が、少女の美しさを際立たせていた。まさに絶世の美女と言うに相応ふさわしい容姿。どこか厳おごそかな雰ふん囲い気きを持つその少女が、ちらりとこちらを見て、次の瞬間、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


    「其方そなたは、あのときのっ!?」


    　少女の言葉が心臓に嚙かみついてくる。頭ではわかっていたのに、幻げん想そうが脆もろく崩れ去る。彼女はまだ、病院のベッドの上なのだ。けれども目の前にいる少女の存在は、あまりにも強烈で、噓うそでもいいから溺おぼれたいという欲求を刺激してくる。


    　──神しん悠ゆう言げんの姫ひめ巫み女こ、天あ名な地い鎮ち摩ま響ゆら。


    　斗和が特別な感情を抱いだく青あお葉ば萌も由ゆ里りと、瓜うり二つの容姿を持つ少女。


    「どうして先輩がここに？　は!?　まさか、摩響様の胸をまた揉ももうとしているんですね！　不潔です不潔です不潔です。この淫いん猥わいストーカー!!」


    　摩響の前を歩く霜しも月つきが遅ればせながら斗和の存在に気づき、キンキンした声で吼ほえた。摩響を囲むようにして、神かん無な月づき、弥生やよい、睦む月つきの三人が姿を現す。葉月が働いている店なのだ。彼女たちが現れる可能性はゼロではないだろう。


    「これはこれは、神悠言の姫巫女様。いったいどうされたんです？」


    　カウンターで暇を持て余していた店長が、異変を察して話しかけてきた。やはりというか、彼女らは顔見知りらしい。


    「なんでもありません。我われの記憶違いでした」


    　冷ややかな声で言って、摩響がすっと歩を進める。まるで斗和の姿が目に入らないような、存在すらも否定した態度。


    「姫様、何を言ってるんです？　ほらほら、斗和くんですよ。姫様の乳を形が変わるほど揉みしだいた初めての男性です。昨日きのうも『あの最低の無ぶ頼らい漢かんめ～』って、自分の乳を抱き締めながらツンデレってたじゃないですか」


    　何事かと注意を向けていた客たちが、睦月の科白せりふを聞いてざわめき出す。


    「なぁ！　そ、そそそそそ其方そなたは何を言うのですッ！　此こ奴やつのことなど知りません。こんな最低の無頼漢のことなどッ！」


    「と、まぁ、こんな感じです。姫様は男に対して極端に免めん疫えきがないので、すでに恋愛フラグが三本ばかり立ってますよ」


    　睦む月つきがどこまで本気かわからない冗談を言う。


    「ちょ、ちょちょ！　姫ひめ巫み女こ様の胸を揉もんだって本当なのか？」


    　店長が斗と和わの耳元に顔を寄せて質問してくる。口元に手を立てているので、本人はひそひそ言っているつもりだろうが、声はダダ漏もれだった。


    「──はい、事実です」


    「うおっ！　マジか？　ちょっと私の中のキャラと違ったわ。いいか、斗和。一般人にとって神しん悠ゆう言げんっていったら、ちょっと有名な宗教って程度の認識かもしれないが、[image: ]くし[image: ]なだ学園の生徒なら絶対に逆らっちゃいけない相手だぞ。特に姫巫女様は、[image: ][image: ]財ざい閥ばつの総そう帥すい、[image: ][image: ]金きん道どうとも顔なじみなんだ。目をつけられたら最後、超ブラック企業で過労死するまで働かせられるか、大学病院で新薬の実験体にされるか、治安の悪い某国で看守の仕事だぞ。──っていうか、なんで揉んだりしたの？」


    　じくりと胸が痛みを発した。あのときの思いが甦よみがえってくる。萌も由ゆ里りが元気になることをどんなに夢見たことか。けれどもそれは、儚はかない幻まぼろしにすぎなかった。


    「……どうしても本物なのか、確かめたくて」


    　斗和の科白せりふに聞き耳を立てていた周囲の客たちが、どよめき出す。


    「まぁ、確かにあれほど立派な胸なら、確かめたくなる気持ちもわかるぞ。でもなぁ、物理接触はまずいだろ。せめて妄もう想そうの中で収めとけ」


    「しかも公衆の面前で、正面から鷲わし摑づかみですよ。ぶっちゃけあの触り方って、触られるほうとしても迷惑なんですよね」


    　睦月がごく自然に会話に加わってきた。


    「ああ、わかるわかる。やっぱそこだけじゃなく、全身を包み込むようにして自然に触ってきてほしいよな」


    「キスをしている間に気分が高まって堪たまらず、ってシチュが個人的には好きです」


    「そこ！　なんの話をしているのです！　場所を弁わきまえなさい！」


    　顔を真っ赤かにした摩ま響ゆらに叱られ、店長が勢いよく土下座した。


    



    「──で、貴き様さまは奴やつに、洗いざらい話してしまったということだな？」


    　神かん無な月づきがイライラした態度を隠すことなく言い放つ。


    「洗いざらいじゃないですよ～。私が知ってることだけです～」


    「それを世間一般では洗いざらいと言うんじゃ、この大おお馬ば鹿か者ものッ！」


    　葉は月づきの反論に対し、神無月は怒ど声せいで応おう酬しゆうする。葉月は今、神悠言の少女たちが座るテーブル席で叱しつ責せきと追及を受けていた。


    「だって仕方ないじゃないですか～。共通の話題がなくて会話に困ってたんです～」


    「貴き様さまは話題がなければ、ぺらぺらと機密事項を話すのかッ！」


    　神かん無な月づきが葉は月づきの肩を摑つかんで、がくがくと揺さぶる。


    「少し落ち着きなさい、神無月。ほかのお客様の迷惑です。確かにペラペラと信者でもない者に話すことではありませんが、知られたからといって、実際はどうということもない情報です。むしろ、今後近寄ってくる理由がなくなって清々しますね」


    「さすが摩ま響ゆら様～。そうですよね～」


    「き、貴様は！　少しはその口の軽さを反省したらどうだッ！」


    　そんな会話が飛び交うテーブルへ、斗和は注文の品を運んだ。ワゴンから料理を取り出して、それぞれの元へ並べる。


    「……これはどういう意図です？」


    　最初は気づかないふりを決め込もうとしていたみたいだが、無視できなかったらしい。摩響が忌いま忌ましげに尋ねてくる。彼女の前にはフルーツブリオッシュが一皿。注文を受けていないモノだ。店長に事情を話し、許可はもらっている。


    「俺おれからのお詫わびの気持ちです。好物だとお聞きしたので。一応、俺の手作りになります」


    　キッと葉月を睨にらみつけたあと、摩響は目を細めて吐き捨てるように言った。


    「なんと小こ賢ざかしい。下心が見え見えです」


    「え？　姫ひめ様、男にとっての下心って言ったらアレですよ。股こ間かんの如によ意い棒ぼうですよ。見え見えなんですか？　へぇ～」


    「なっ、なんて卑ひ猥わいなことを！」


    　睦む月つきの科白せりふに、摩響が顔を真っ赤かにして声を荒らげる。そしてなぜか、恐る恐るといった感じで、斗と和わの股間に視線を送ってきた。


    「姫様どこを見てらっしゃるんですか？　そこが怪しげに膨ふくらんでいても、知らないふりをするのが大人の女性のエチケットですよ」


    「な、何を言ってるのですか？　あなたはッ！」


    　ガタッと椅い子すを響かせた摩響は、周囲からの好奇の視線に気づき、コホンとわざとらしく咳払いをしてから、威厳を取り戻すかのようにツンとした表情をつくった。


    「霜月、それを下げなさい。我われが食するモノではありません」


    「待ってください！」斗和は鋭するどく言い放つ。「俺はあなたに最低のことをしました。嫌われるのは仕方ありません。ですが、そのデザートにはなんの罪もありません。俺を許さなくてもいい。せめて、一口でも食べてください」


    「しつこいぞ、貴様ッ！」


    「お待ちなさい、神無月」


    　摩響は神無月を声で制すると、初めて斗和に対し、きちんと顔を向けてきた。刹せつ那な、斗和の心臓が相反する二つの音色を奏かなでる。まるで再び萌も由ゆ里りと向き合えたような気持ち、そしてそれが幻げん想そうであるという事実。


    　萌も由ゆ里りは近寄りがたい空気を纏まとっているのに、その内面は年頃の女の子らしく感情が豊かだった。摩ま響ゆらもそうだ。当初のイメージよりもずっと身近な存在に思えている。萌由里と摩響。二人の姿が重なるたび、斗と和わの中に落らく雷らいのような衝しよう撃げきが走り、心と体を引き離そうとする。


    「其方の言うとおり、このデザートに罪はありません。我われも不寛容でした。わかりました。これで其方の破は廉れん恥ちでゲスな最低の行為を──、ゆ、ゆゆゆゆゆるるるっ！」


    　おそらく「許す」と言いたいのだろうが、あのときのことを思い出したのか、だんだんと眉み間けんに皺しわが寄りはじめる。


    「──犬にでも嚙かまれたモノと考えることにします」


    　どうやら「許す」までは至らなかったらしい。斗和は内心でくすりと笑った。


    「霜しも月つき」


    「はい」


    　摩響に名前を呼ばれた霜月がデザートを切り分け、その一つを自分の口に運んだ。一瞬、何をされたかわからなかったが、これがいわゆる「毒味」であることに気づく。


    「うっ！」


    　霜月がくわっと両目を見開いて、くぐもった声をあげる。


    「まさか、毒が!?」


    　神かん無な月づきが叫び、少女たちの間に緊張が走る。


    「ち、違います。もぐもぐ。お、美お味いしいんです、凄すごく。先輩が作ったものなのに、こんなに美味しいだなんて。く、悔くやしいです屈くつ辱じよくです」


    「そうなんですよ～。斗和さん、お料理も得意なんです～」


    　葉は月づきが自慢げに両手をパンと鳴らす。


    「いいなぁ～。私も斗和くんが作ったデザート食べたいなぁ～」


    「すいません、弥生やよいさん。今日きようは天あ名な地い鎮ちさんを特別扱いしたいので」


    「なっ！」


    　摩響が動どう揺ようした声を漏もらす。そして、それをごまかすように咳せきをすると、デザートの切れ端を自分の口へと運んだ。摩響は一瞬だけ動きを止めたが、その後は何事もなかったかのように咀そ嚼しやくして飲み込む。次に、もう一切れ。どうやら気に入ってもらえたみたいだ。


    「葉月ちゃんから、いろいろ聞いちゃったのなら、もう私とのお昼のデートはなしかな～？」


    　テーブルの上に肘ひじを乗せた弥生が、甘えた素そ振ぶりで訊きいてくる。


    「で、デート!?　どういうことです？」


    　摩響が素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「うふふふ。デートはデートよぉ。お互いの趣味を話したり、なんでもないことで笑い合ったり、楽しい時間を過ごすこと。あ、大丈夫よ。葉月ちゃんみたく、機密事項を話したりしてないから～」


    「最近、お昼にいなかったのは、そういう理由だったんですね～」


    　なぜか葉は月づきが感心したように言った。


    「それとこれとは別ですよ。弥生やよいさんとの食事は純粋に楽しいですから、これからもご一緒してもらえればうれしいです。……あれ？」


    　なんだろう？　なぜかこの場を包む空気が重くなったような感じがする。


    「我われのことを特別だと言ったくせに、くせにっ！」


    「不潔です不潔です。先輩は発情期のウサギですか？」


    「あー、なんだろ？　もう一度本気で張り倒したほうがいいのか？　あー」


    　摩ま響ゆら、霜しも月つき、神かん無な月づきがそれぞれ何事か呟つぶやいているが、斗と和わの耳まで届いてはこない。


    「斗和くん、斗和くん。うちのガールズたちはとにかく免めん疫えきがないので、そんな上級者向けの揺さぶりはやめてください。弥生もです」


    「ごめんねぇ、睦む月つきさん。なんか妬やけちゃってぇ～」


    　弥生がぺろっと舌を出して謝ったが、斗和にはピンとこなかった。そういえば操みさおからも、女性を男友達と同じように扱いすぎると言われたことがある。


    　そのあと店長に裏方に呼び出され、「私はおまえを甘くみてたわ」とまるでスケコマシのような評価を受けてしまった。


    



    「睦月さん、その節はありがとうございました。睦月さんの言葉で、俺おれはいろいろと救われました」


    　摩響たちが去ったあと、最後まで残って会計をする睦月に、斗和はお礼を言った。


    　櫛くし灘なだ総合病院の駐車場で、睦月が今を大事にするよう言ってくれたからこそ、斗和は過去に飲み込まれずに、皆を救うことができる未来を見つめることができていた。


    「言葉なんてものは、受け手次第で化けるものです。それで救われたのなら、あなたにその資質があっただけのことですよ。ああ、そうだ。斗和くん、明後日あさつては時間ありますか？」


    「明後日ですか？　ええ、一日空いていますが？」


    「なら、大切な話があります。明後日の午後一時くらいに平ひら坂さか百貨店の、そうですね、レストラン街で待ち合わせしませんか？」


    　どくんと心臓が高鳴った。緊張と興奮が神経を搔かき乱す。飄ひよう々ひようとして摑つかみどころのない睦月だが、こういうときに変な冗談は言わないはずだ。大切な話というからには、本当に大切な話なのだろう。断ことわる理由がない。


    　斗和は二つ返事で承諾する。それが、三度目となる惨さん劇げきの幕開けになるとは知らずに──。


    



    　睦月との約束の日、斗和は二時間も早く平坂百貨店に到着していた。優雅で広々とした空間を演出する意図らしく、普通の百貨店よりも天井が高い構造になっている。


    　特に人数を指定されたわけではないが、ほかの人間を連れてきて密会が台なしになっては元も子もない。誰にもこのことを告げず、一人でやって来た。


    　土曜日ということもあってか客が多い。いや、何か変だ。すれ違う客の中に、どこか異質な人々が混じっている。ハチマキにハッピを着た集団。ややあって、その正体を知る。壁の告知ポスターによると、今日きようここにご当地アイドルがやって来て、屋上でライブをやるらしい。


    　今度は大勢の子供たちの姿が見えた。その中央、桃ももノ木ステージの上には、黒の全身スーツにメタリックな装そう甲こうを纏まとったヒーローがいた。確か『装甲ファイター・ゲキシン』という特撮モノのキャラだ。子供たちは彼を目当てに集まっているらしい。


    　その集団の中に、見知った少女の姿があった。きらきらした表情でゲキシンを眺めてはいるものの、いざ近づくとなると恥ずかしいのか、先ほどから近づこうとしては慌あわてたように遠ざかるを繰り返している。


    「なんだ、霜しも月つき。君も来てたのか？」


    　霜月がびくりと肩を震わせ、ぎちぎちと[image: ]さびついた機械のような動きでこちらを振り返る。


    「せ、せせせせせ先輩ッ!?　どうしてここに？　本当にストーカーだったんですね！　犯罪です最低です。今すぐ土下座してください！」


    　霜月が「あわわわっ」という感じで動どう揺ようし、大声をあげる。何事かと周囲の視線が集まってきた。斗と和わは参ったなと思いながらも、あえて普通に会話を続ける。


    「霜月は、ゲキシンが好きなんだ？」


    「ち、ちちち違いますよ。何言ってるんですか？　小さな子供じゃあるまいし。私がゲキシンを好きなのは、かっこよくて強いからです。一緒にしないでください！」


    　突っ込むのは野や暮ぼだろうなと内心で苦笑いし、別の質問をする。


    「今日きようはもう、睦む月つきさんは来てるのか？」


    「え？　睦月お姉様？　一緒に来たのは弥生やよいお姉様たち……、はっ！　誘ゆう導どう尋じん問もんなんて卑ひ怯きようですゲス野や郎ろうです！」


    　霜月が慌あわてて睨にらみつけてくるが、今の反応で察してしまった。睦月は一緒ではないみたいだ。ということは、霜月たちは、たまたまここに来てしまっただけなのだろうか？


    「それで弥生さんはどこ──」


    　斗和は、最後まで言うことができなかった。ふっと背後に気配を感じた瞬間、絡みつくように伸びてきた手足が、斗和の体を拘こう束そくし関節を極きめる。


    「油断したわねぇ、少年。こんな子供を口く説どくなんて、淫いん行こうの現行犯よ」


    　どこか冗談めかして言う声に、斗和は聞き覚えがあった。驚いて自分を拘束する人物を見る。


    　黒髪に灰色の瞳ひとみ。前髪は切り[image: ]そろえており、腰までも伸びる後ろ髪は項うなじの部分で一本に束ねている。巫み女こさんみたいな髪型だ。近くにいるだけで元気をくれるような明るい表情。斗和がオーラを習得するために通った道場、そこの娘である剛ごう力りき楓かえでだった。


    「か、楓さん!?」


    「お久しぶり、斗と和わくん。私が、お盆に帰省したとき以来ね」


    　楓がわざとらしく体を密着させてくる。やわらかい感触と共に、ゴツゴツと何か硬いモノが当たる違和感がする。


    　それがなんであるかはすぐにわかった。楓の着ているビキニのように露出の激しい衣装。そのメタリックな装そう甲こうが当たっているのだ。鬼のように角の生えたヘアバンドまで塡はめている。そういえば以前、スーツアクター系のバイトをしているという話を聞いたことがあった。


    「せ、先輩！　偽にせ物ものといえど悪の大幹部エローニョと知り合いだなんて、やっぱり極ごく悪あく人にんだったんですね!?　このブタ野郎。見損ないました！」


    　霜しも月つきが冗談か本気かわからない反応をしてくる。いや、どうやらマジらしい。意外に純情なんだな、と斗和は思った。


    「エローニョって、凄すごいネーミングですね？」


    　斗和は苦笑いを浮かべながら、背後にいる楓に話しかけた。


    「あははは。子供向けは、ある意味表現がストレートだから。──で、うちの道場、辞めたんだってね？　この前実家から電話あったときに聞いたわ」


    　楓が拘こう束そくを解いて、問いかけてくる。斗和は途端に申し訳ない気持ちになって、彼女の顔を直視することができなくなった。


    「……すみません」


    「別に謝らなくてもいいわよ。自分の人生なんだし、他人の顔色なんて気にする必要ないって。でも、ちょっともったいないかなぁ、って。君ほどの才能があれば、私よりも強くなれたはずなのに」


    「すいません。──それじゃ、足りないんです。あいつらには勝てない」


    「……そっか」


    　化け物のことを知る楓は、やるせない気持ちを押し殺したように呟つぶやく。その瞳ひとみには少しだけ、憤いきどおりの感情が滲にじんでいた。


    「確かに、こんなの着られてたんじゃ、素す手ででどうこうできるレベルじゃないしね」


    　茶ちや化かすように言って、楓が斗和のジャケットを叩たたいてくる。


    　[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつが開発した、最新の四型護身服だ。混合ケブラー繊せん維いに、ブロック状にした超軽量の強化セラミックを敷き詰めた防ぼう弾だんジャケット。下着代わりに防ぼう刃じん繊維製のシャツも着込んでいる。ほかにも、いざというときのための装備を準備していた。


    　そのときだ。ざわざわと周囲が急に騒がしくなる。


    　見ると、ゲキシンがまっすぐにこちらと対たい峙じしていた。いや、正確には楓とだ。そんな二人を見守るようにして、人垣が左右に割れている。


    　ゲキシンが体を半開きにし、両手でスバッ、スバッと空くうを切ってポーズを決める。素人しろうとの目を引きつけるほど、洗練された動き。左右の腕を交差させた決めポーズは、なぜか右手の中指が高々と天を指していた。


    「あれは、決闘の申し出!?」


    　霜しも月つきが驚いた声をあげる。周囲の子供たちも「ゲキシン、ゲキシン」とコールを飛ばす。


    「というか、『欧米では絶対にやってはいけない』と言われる挑発サインですよね？　あれ」


    　斗と和わはツッコミを入れたが、誰の耳にも届かなかったらしい。


    「下がってなさい、斗和くん。いいわ、そうこなくっちゃね。コスプレして子供の相手するだけじゃ物足りないもの。ギャラにはならないけど、やっぱりバトルしなきゃ」


    　楓かえでが緊張した表情で言って、左手の親指と人さし指で輪っかをつくった。次に右手の中指を突き立てて、左手の輪っかの中にすぽすぽと通す。


    「おお、エローニョが勝負を受けたぞ！」


    　子供が黄色い歓声をあげる。あの指の動きはどう見てもアレだったが、霜月が「卑ひ猥わいです」と言わないので、自分の常識がおかしいのかもしれない。


    　そして楓とゲキシンがバトルを開始する。多少演出めいた動きはするものの、その戦いは格闘家として本物だった。


    「凄すごい。あの楓さんと張り合うなんて！」


    「当然ですよ、先輩。ゲキシンは最強のヒーローなんです。あんな卑猥な悪の大幹部に、負けるはずがありません」


    「いや、中の人の話だよ。楓さんは師範代クラスの達人なんだ。あんな見通しの悪い仮面をかぶったままで、彼女と互角に戦えるなんて」


    「中の人とか、子供の夢を壊すような発言はやめてください。き、傷つくじゃないですか！」


    　さらに戦いは激しくなり、楓たちを囲む人垣も自然と広がっていく。子供たちに押されるようにして、斗和も大きく後ろに移動した。


    「ど、どいてください！」


    　そのときだ。誰かが自分に向かって走ってくる気配を感じた。完全に死角からの突進で、その女の子に気づいたときにはもうぶつかってしまっていた。


    　やわらかい衝しよう撃げきと共に、ふわっと甘い匂においが鼻び孔こうを刺激してくる。そして背中から床ゆかに投げ出される感覚。斗和はぶつかってきた少女を抱き締めるかたちで、床に仰あお向むけになっていた。


    「な！　先輩、何をやってるんですか！　もうなんでもありですね、この犯罪者ッ！　痴漢です女の敵です。自首してください！」


    　霜月が何か叫んでいるが、斗和はどこか他ひ人と事ごとのように思えた。護身服を着ているせいか痛みを感じず、ぶつかって倒れ込んだという感覚が希き薄はくだ。


    「あたたた」


    　斗と和わの胸の上で少女が体を起こす。ぶつかった衝撃で、彼女が身に着けていたキャスケットとサングラスが取れてしまい、肩まで伸びる茶色の髪にツーサイドトップの髪型、くりくりとした翡ひ翠すい色の瞳ひとみが現れていた。幼おさない感じがするが、垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きの少女──。


    　ふと、斗和はどこかで、この少女に会ったことがあるような気がした。


    「ご、ごめんなさいっ！　私、すっごく急いでて」


    　今の状況に気づいた少女が、慌あわてたように飛び退のいて頭を下げる。びしっと四十五度に腰を曲げるお辞儀に、斗和は戸惑いを覚えた。普通とは違う何かを感じる。


    「ごめん、斗和くん。調子に乗っちゃった。怪け我がなかった？」


    　こちらの異変に気づいた楓かえでが、戦いを中断して遠くから声をかけてきた。斗和は「大丈夫です」と返事をする。


    「え、斗和……？」


    　目の前の少女が驚いた表情で、まじまじとこちらの顔を見つめてきた。やはり知り合いだろうか？


    「瞬しゆん夏か、大丈夫ですか？」


    　今度は少女の背後から、同じく心配する声。


    （瞬夏？　まさか？）


    　斗和がその記憶に到達するのと、少女が声を発するのは、ほぼ同じだった。


    「もしかして、斗和お兄ちゃん？　私だよ、瞬夏だよ」


    「ああ、やっぱりそうなんだな！　茶さ々さ猫びよう瞬夏だろ？　覚えているよ」


    「う…そ、本当に？　本当に斗和お兄ちゃんなの？」


    　瞬夏が感極まったように顔を歪ゆがませて、ぽろぽろと涙を流しはじめる。


    「瞬夏？　いったいどうしたのです？」


    　いきなり泣きはじめた瞬夏に驚き、瞬夏の知り合いらしい青髪ロングの少女が駆かけ寄ってきた。彼女も瞬夏と同じでサングラスをしている。


    「ううん、大丈夫だよ。ちょっと驚いただけ。なんかすっごい偶然に感動しちゃった」


    　涙を拭ふきながら笑え顔がおをつくる瞬夏に、斗和は彼女のキャスケットとサングラスを拾って手渡した。


    「ありがと、斗和お兄ちゃん」


    「本当に久しぶりだな。ずいぶんと雰囲気が変わってたから気づかなかったよ」


    「そ、そうだね。……私が今何やってるとかは、やっぱり知らないよね？」


    　瞬夏は、えへへと気落ちした表情を隠すように笑う。そんな彼女の態度は、斗和の記憶にある瞬夏とは別人に思えた。


    「おい、あれ、瞬夏ちゃんじゃね？」


    「マジだ。『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』の瞬夏ちゃんだ。超かわええ」


    　そのときだ。斗と和わたちを見守る集団の中から、そんな声が漏もれはじめる。すぐにそれは巨大な喧けん騒そうとなって二人を取り囲んだ。


    「瞬しゆん夏か？　これはいったい？」


    「びっくりさせてごめんね、斗和お兄ちゃん。実は私ね、今アイドルやってるの」


    「アイドルだって？」


    「うん、そうだよ。あ、そうだ！　今日きよう時間ある？　私ね、十三時から屋上でライブやるの。斗和お兄ちゃんにもぜひ来てほしいな。お願い！　だってこんな偶然、きっと神様がくれた奇跡だよ」


    　真しん摯しな眼まな差ざしで訴えられ、斗和は思わず頷うなずきそうになるが、その時間は大切な用事がある。承諾するわけにはいかなかった。


    「ごめん。十三時から人と待ち合わせをしてるんだ。八階で待ち合わせてるから、もしかしたら声が聞こえるかもしれないけど」


    「だったら、ライブの時間少し早めるからっ！　一曲でいいの。斗和お兄ちゃんに、今の私を見てほしい」


    　斗和が返答に窮きゆうしていると、周囲から不満の声が聞こえてきた。


    「おい、誰だよ。あいつ」


    「瞬夏ちゃんに馴なれ馴れしくしやがって。殺すぞ」


    　剣けん呑のんな空気を察した青髪ロングの少女が、瞬夏に寄り添って耳元で囁ささやく。


    「瞬夏、早くここから立ち去りましょう」


    「うん、わかったよ。岬みさきちゃん」


    　そして何を思ったか、瞬夏はギャラリーのほうに向き直って、よく通る黄色い声を奏かなでた。


    「は～い、みんな～。『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』の茶さ々さ猫びよう瞬夏だよ！」


    「「うおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」」


    　瞬夏の声と化学反応を起こしたみたいに、ギャラリーが野太い歓声をあげる。


    「みんなーっ、今日きようはハイハイですかぁ？」


    「「ハイハイで～す！」」


    「テカテカですかぁ？」


    「「テカテッカで～す！」」


    「今日のライブは、いっぱいいっぱい全力で盛り上げるからっ！　みんな応援よろしくね！　イェ～イ！」


    「「イェ～イ!!」」


    　瞬夏は一瞬でギャラリーの心を摑つかむと、すれ違いざま「斗和お兄ちゃん。私、待ってるね」と言って立ち去ってしまった。


    「先輩はいったい何がしたいんです？　エローニョの次はアイドルですか。本当に節せつ操そうがないんですね。っていうか、彼女とはどんな関係なんです？　まさか妹とか言わないですよね？」


    　霜しも月つきが妙に冷ややかな表情で、吐き捨てるように言う。


    「小学校のときの後輩だよ。家が同じ方向だったから、登下校のとき一緒になることが多かったんだ。最後に会ったのは二年くらい前かな？　そのときはアイドルとか、そんな感じじゃなかったんだけどな」


    「っていうか、次から次に何人女の人の知り合いを出せば気が済むんですか？　幼おさななじみでアイドルとか、いくらなんでもご都合すぎますよ。反省してください」


    　斗と和わは苦笑した。霜月からしてみれば後出しに思えるかもしれないが、街中で偶然昔の知り合いに会うことくらい、誰にだってあることだろう。


    （だけど、意外だな）


    　斗和は呆ぼう然ぜんと、瞬しゆん夏かの消えた方向を見つめる。


    　あのおとなしくて目立たなかった瞬夏がアイドルになるなんて、夢にも思わなかった。刻ときの流れを感じさせられる。


    　それからしばらくして、ライブの開始時間が十分早まったことが、館内放送で流れた──。

  


  
    



    　　　第三章　その偶像は永遠を求める


    



    　私はずっと、斗と和わお兄ちゃんみたいになりたかった。


    　誰からも好かれて、一いち目もく置かれる存在。世界が彼を中心に回っている。


    　運動神経は抜群で、上級生すら敵かなわない。生物にも詳しく、何かと表彰されることも多かった。それなのに、斗和お兄ちゃんは他人を見下すこともしない。みんなが他人の顔色を窺うかがっているときでも、悪いことは悪いとちゃんと主張できる人。


    　私のヒーロー。


    　私とはあまりに違っていて、遠い存在で、だからこの想おもいを伝えることは、永遠にないと諦あきらめていた。


    　なんの取とり柄えもないこんな自分に、斗和お兄ちゃんはほかの人と変わることなく接してくれた。私のつまらない話にも真剣に耳を傾け、相づちと笑え顔がおをくれた。


    　それだけで幸せだ。それだけで、私は満たされていた。


    　でも、斗和お兄ちゃんが中学に行ってからは、ほとんど会話もできなくて、自然と距離が開いてしまった。いや、違う。本来あるべきかたちに戻ってしまっただけだ。


    　変わりたいと思った。今の自分を捨てて、新しい自分に。誰からも好かれて、世界の中心にいるような存在に。そう、斗と和わお兄ちゃんみたいな人に──。


    　私は必死に自分を造り上げた。話がうまい人の会話を分析し、ファッションの勉強や笑え顔がおの訓練もした。斗和お兄ちゃんならどうするだろうと考えて、理想の中の彼に、自分の行動を重ね合わせていた。私は常に、斗和お兄ちゃんを演じていたんだ。


    　その甲か斐いあってか友達も増えて、楽しい中学校生活を送れるようになっていた。でも、何かが足りていない。斗和お兄ちゃんみたいに、私は世界の中心にいなかった。


    　だから私は、特別な肩書きを欲した。〝アイドル〟という肩書き。


    　必死に歌や踊りを練習して、オーディションを受け続けて、私はついにその肩書きを手に入れた。これでまた一歩、斗和お兄ちゃんに近づけたんだ。


    　着々とファンも増え、理想のステージを駆かけ上って、そして私は、運命の出会いを果たす。神様がくれた奇跡。斗和お兄ちゃんとの再会。


    　世界の中心で、二人だけの物語が今、はじまるんだ──。


    



    「お願いします！　どうか開始時間を少しだけ早めてください。十分でいいんです！」


    「あなたねぇ、少しだけって言うけど、お客さん相手にそんなわがままが通るわけないでしょ？」


    　深々と頭を下げる瞬しゆん夏かに向かって、マネージャーがため息混じりに答える。


    「それでもどうか、お願いします！」


    　無理は承知のうえだ。けれどもその十分間は、瞬夏にとって特別の意味を持つ。


    「瞬夏、あの男の人が何か関係しているのですか？」


    　青髪ロングの少女、宇う美み野の岬みさきが尋ねてくる。


    「え？　なになに？　男の人？　瞬夏ちゃん、本当なの？」


    「へぇ～、瞬夏ちゃん、やるなぁ～」


    　ドリルツインテールの河内かわち美み柑かん、ショートカットの笹ささ渕ぶち紗さ里りが話題に乗っかってきた。


    「ち、ちちち違うよ。斗和お兄ちゃんは、そんなんじゃ！」


    　慌あわてて瞬夏は否定するが、彼女たちは瞬夏をからかうのをやめない。全員がチェックのベストに、ふわふわのスカートをはいてアイドル衣装に身を包んでいる。


    　全部で九人の少女ユニット、『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』のメンバーだ。


    「マネージャー。私からもお願いします。どうか開始時間を十分早めてください」


    　岬が瞬夏の隣に並んで頭を下げる。いや、彼女だけではない。美柑に紗里、メンバーの全員がマネージャーに対し頭を下げていた。


    「岬ちゃん、みんな……」


    「あ、あなたたちねぇ」


    　マネージャーは困ったように額ひたいに手を当てる。


    「瞬夏がここまでムキになるのは、それなりの理由があってのことだと思います。どうかお願いします」


    「瞬しゆん夏かちゃんあっての『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』だもんね」


    「マネージャー、お願い。ここはいっちょ、懐ふところが深いところ見せてよ」


    「「マネージャー、お願いします！」」


    　快活な少女たちの声が重なり、心地よい響きをもたらしてくる。


    「はぁ。まったく仕方ないわね。わかったわ。十分だけ早められるよう、調整します」


    「ありがとうございます、マネージャー。それにみんなも！」


    　思わず瞬夏は涙ぐんでしまった。そんな瞬夏をみんなが温かく迎えてくれる。


    「当然でしょ」


    「瞬夏ちゃんの頼みならね」


    「その代わり、その男とやらの話を後で聞かせてネ」


    「え!?　ちょっ、いや、それは……」


    「えー、ずるいよ。瞬夏ちゃん」


    　みんなにもみくちゃにされながらも、彼女たちと出会えて本当によかった、と瞬夏は思った。今の私はとても幸せだ。これからも、ずっとみんなと一緒にいられたら──。


    



    　ライブの前は、いつも痺しびれるような感覚が全身を支配する。すべてが真っ白になって、自分の鼓こ動どうだけが唯ゆい一いつの音となる。目を閉じて練習のときの動きを思い出し、大丈夫だと何度も自分に言い聞かせる。そして、スタンバイの合図。


    　音が戻ってきて、世界が戻ってきて、マイクの重みが戻ってきて、みんながそこにいる。力強く頷うなずき合い、円陣を組んで右手を中央で重ね合わせた。


    「みんな、最高のライブにしようね！」


    「「おおーっ！」」


    　前奏がはじまり、それに合わせてステージに駆かけ上がる。メンバー一人一人が登場するたび歓声が湧わき起こり、独特の熱気がステージを包み込む。


    　屋上の野外ステージには満員の客たち。その後ろのほう、出口に近いところに斗と和わの姿を見つけた。どくんと電でん撃げきのような刺激が駆け上がる。それを上書きするかのように瞬夏は全力で歌を歌い、激しくダンスを披露する。


    （斗和お兄ちゃん、見てて。これが今の私なのっ！）


    　体の奥から込み上げる想おもいが空気を震わせる。客席から湧き上がる熱気と絡み合い、テンションを最高潮へと導みちびいていく。この空間のたくさんの呼吸と鼓動とが一体となり、同じリズムを刻んでいる。世界が瞬夏を中心にして動いていた。


    　曲が終わると同時に、割れんばかりの拍手が襲おそい来る。声援と歓声が飛び交い、熱した空気を搔かき乱す。続けて次の曲。


    　瞬しゆん夏かはちらりと斗と和わのほうを見て、わずかに動どう揺ようしてしまった。見えたのは屋上を後にする斗和の後ろ姿。十三時から待ち合わせなら、当然の行動かもしれない。


    　しかし瞬夏は、彼が留とどまってくれることを期待していた。瞬夏のライブを見て感動し、約束を忘れて熱中してくれる。そんな夢を見ていたのだ。けれども──。


    「みんなぁ！　今日きようは私たち『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』のライブに来てくれて、ありがとう！」


    　三曲目が終わり、瞬夏が挨あい拶さつをはじめたときだ。突とつ如じよとして、ピィンと弦が響くような耳鳴りがした。そして体が落下するような感覚。空がわずかに暗くなる。


    　[image: ]いぶかしく思いながらも、瞬夏は言葉を続ける。けれども聞こえてきたのは自分の肉声。なぜかマイクが使えなくなっていた。


    「あれ～、ごめんね。マイクが壊れちゃったみたい」


    　遠くの客にも届くよう、肉声で大声を出す。そこで瞬夏はさらなる違和感に気づく。満員だった客の数が半分ほどに減っていたのだ。異変に気づいた客たちがざわつきはじめている。


    「瞬夏、何か変です」


    　岬みさきが駆かけ寄ってきて小声で言った。瞬夏も頷うなずき、バックヤードに視線を送る。マイクの不具合はすでに伝わっているはずだ。それなのに、マネージャーからなんの指示もない。


    「私、見てこようか？」

  


  [image: ]


  
    　舞ぶ台たい袖そでに一番近いところにいた由ゆ奈なが、瞬夏に訊ねてきた。よほどのことがない限り、メンバーが舞台を降りることはあってはならない。


    「うん。お願──」


    　けれども瞬しゆん夏かは、最後まで科白せりふを言うことができなかった。思わず息を呑のむ。


    　由ゆ奈なの後ろに、一人の女性が立っていた。いや、果たしてそれは女性と呼んでよいものか？　


    　薄汚れた無地のワンピースに、病人のように血色の悪い細長い手足。濡ぬれ羽ば色の長い髪は顔を覆おおい尽くし、まるで首だけ一八〇度逆を向いているかのようだ。そして何より異様なのは、彼女の身長。ひょろりと長いその体たい躯くは、ざっと見積もって二メートル以上はある。


    「あっ、あ」


    　女性の存在に気づいた由奈が、枯れた悲鳴をあげる。瞬夏も同じだった。全身が異質な何かを感じ取っている。


    　女性が由奈の首に両手を伸ばす。爪つめが剝はがれた痛々しい指先。その唐突な行動に、全身を硬くした由奈はあっさりと捕まってしまった。五十センチもある巨大な左右の手が首の上と下に、それぞれ血色の悪い二つの輪っかをつくる。そして、右手の輪っかは顎あごを押し上げるように、左手の輪っかは両肩を押さえつけるように力が込められた。


    「いた、いたたた、痛い痛いッ！」


    　物理的な痛みが彼女の硬直を解いたのだろう。由奈が爪で黒板を引っ搔かいたような悲鳴をあげる。けれども、誰も動くことができなかった。何が起こっているのかを理解するだけで精一杯だ。


    「痛い痛いッ！　うぎゃあああああああああっっ!!」


    　次の瞬間、由奈の首がずるりと音を立てて伸び上がる。女性の右手に摑つかまれた部分は上に、左手に押さえられた部分は変わらず床ゆかに。途中をつなぐのは、右手に摑まれた生首から伸びる由奈の脊せき髄ずい──。


    　女性が由奈の頭を、胴体から引き抜いたのだという事実を理解するのに、数秒かかった。


    「「うわあああああああああああああああああっっ!!」」


    　絶叫が爆発する。裏返った声の悲鳴がサイレンのように立ち上り、ぐらりと景色を歪ゆがめる。


    　気づいたら瞬夏は、悲鳴をあげて逃げ出していた。同時に由奈が死んだのだという事実が理性を揺さぶり、全身の血が抜け落ちるような不気味な感覚に襲おそわれる。


    「ぎゃあああああああっっ!!」


    　すぐ真横から悲鳴があがり、凄すさまじい勢いで何かが瞬夏の体を殴おう打だしてきた。訳がわからず床に叩たたきつけられて、三さん半はん規き管かんが揺さぶられる。


    　ふと、何か重たいモノが自分の上に覆いかぶさっているのを感じた。そちらを見ると、すぐ目の前にメンバーの澪みおの顔があった。右の目玉が飛び出しており、鮮せん血けつに塗まみれた舌がだらしなく口から垂れている。


    「ひぃいいいッ!!」


    　まるで亡もう者じやのようにしがみついている澪みおの死体を、必死に引き剝がす。そこで彼女の体が上半分しかないことに気づいた。


    「いやぁああああああっ！　誰か助けてぇえええッ！」


    　今度は満ま里り子この切り裂くような悲鳴。見ると彼女は、三メートル以上もある、獅し子しの顔を持つ化け物に捕まっていた。ボディビルダーのように筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体は人間そのものだが、その頭部と手足は巨大な獅子を連想させる。獅子の化け物は満里子の体を引き寄せると、股こ間かんに熱いきり立つ子供の腕ほどもある肉棒で彼女の体を貫つらぬいた。


    「ぎゃああああっ!!　痛い痛いッ！　許してぇええ！」


    　涙を流して懇こん願がんするメンバーの姿。レイプされている。レイプされている。レイプされている。その非日常的な衝しよう撃げきが瞬しゆん夏かの心を深く抉えぐった。思考をぐちゃぐちゃに搔かき回し、精神が黒く侵しん食しよくされていく。


    　泡を吹いて白目を剝むく満里子の頭を、獅子の化け物が丸囓かじりにする。股間はつながったままで、胸から上が消失した満里子の体がびくんびくんと痙けい攣れんしていた。


    （いや、いや、いやぁああああああっ!!）


    　一秒たりともここに居たくないと思った。瞬夏は震える手足を惨みじめに動かして、ほうほうの体ていで出口へ向かう人の流れを追う。


    「瞬夏ぁ～、瞬夏ぁ～」


    　そんな瞬夏の耳に、メンバー柚ゆず葉はの声が聞こえた。よた、よた、と千ち鳥どり足あしで歩く彼女の背中には、一メートルほどもある巨大なナメクジの化け物。そいつがウネウネと振動するたび、柚葉の肌はだが溶けた蠟ろうのように流れ落ちていく。


    「ああああああっ～」


    　鈍にぶい断だん末まつ魔まを最さい期ごに、柚葉を覆おおうモノがすべて引き剝はがされてしまった。残ったのは柚葉の無個性な骸がい骨こつだけ。そのまま骨だけとなった柚葉の体は崩れ落ち、元は皮ひ膚ふや脂肪だった水溜たまりの中へ突っ伏した。


    　そして瞬夏は、彼女の背中に張りつくナメクジの化け物と目が合ってしまう。黒いビー玉のような六つの目。そこに怯おびえる自分の姿が映し出された。


    「いやぁ、いやぁ。来ない、でぇ」


    　腰を抜かしてへたり込んだ瞬夏は、弱々しく首を振りながら後退する。けれどもそんな瞬夏の態度は、化け物を刺激するだけだ。ナメクジが跳躍し、瞬夏の視界を覆い尽くす。


    　刹せつ那な、横から飛び出してきた別の影が、瞬夏の前に立ちはだかった。ナメクジに向かって突き出した手のひらの先には、拳こぶし大の黒い球。それがナメクジと接した瞬間、バリバリバリと物もの凄すごい音を立てて、二倍くらいに膨ふくれ上がった。


    「ピィー！」


    　汽笛のような甲高い声を発し、化け物が床ゆかに落下する。その胴体の一部は球状に消失していた。さらに黒球で追撃。化け物の頭部を球状に抉えぐり取り、奴やつを絶命させる。


    「大丈夫ですか？　しゅしゅ、瞬しゆん夏かちゃん」


    　目の前に立っていたのは、ハッピを着た男性。茄な子すのような顔立ちで、額ひたいには「瞬夏命」のハチマキ。肩で大きく息をしている。


    「ここは僕に任せて、しゅ、瞬夏ちゃんは早く逃げて！」


    　逃げる？　瞬夏はぼんやりと、その言葉の意味を考える。そして、床ゆかで絶命するナメクジの化け物を見た。圧倒的な力を持つ捕食者も死ぬのだという事実──。冷たい水をかけられたみたいに頭がクリアになっていく。


    （そうだ。斗と和わお兄ちゃんなら、こんなとき）


    　不意に、シュルシュルと風を切るような音が聞こえてくる。何かが飛ひ翔しようしてくる気配。


    「ちぃ！」


    　男性もそれに気づき、音のする方向に例の黒球を出して、──次の瞬間、真っ二つに切断されてしまった。


    　フラフープのような大きさと形状の物体が、高速で回転しながら飛び去っていく。男性と同じように数人の客を両断したあと、それはゆっくりと回転を弱め、一匹の獣けものとなった。細長い狐きつねのような姿をした、やけに尻しつ尾ぽの長い動物。


    （ここから逃げなきゃ！）


    　瞬夏は素早くあたりを見回し、頭を抱えて怯おびえる美み柑かんの姿を見つけた。彼女の元へ駆かけ寄り、手を引っ張って出口を目指す。


    「瞬夏！」


    　岬みさきが駆け寄ってくる。その後ろには紗さ里りとカレンの姿。無事な彼女らを見て、熱いモノが込み上げてくる反面、死んだメンバーのことを思い出し、苦い感情が胸中に渦巻いた。


    「瞬夏や、瞬夏や」


    　階段を降りたところで、嗄かすれた声で話しかけられた。階段の隅にやけに存在感の薄い老ろう婆ばがいた。腰が直角に曲がっていて、小学生くらいのサイズ。古ぼけて汚きたならしい乳う母ば車ぐるまを押している。老婆の相そう貌ぼうを見て、瞬夏は猛烈な怖おぞ気けを感じた。直感が告げる。奴は人間じゃない。


    「カレンや、カレンや」


    　今度はカレンの名前を呼びはじめた。


    「ハイ、なんデスか？」


    　駄目だ、と瞬夏が思ったときには、すでにカレンが答えていた。岬と美柑と紗里が、遅ればせながら老婆の存在に気づく。


    「カレンや、おいで」


    　老婆が言うと、カレンはまるで引き寄せられるように、奴のほうへと歩き出す。


    「カレンちゃん、駄目ッ！」


    　カレンは薄ら笑いを浮かべているが、その瞳ひとみはぞっとするほど精気が抜け落ちていた。ざわざわと嫌な予感が加速する。


    　瞬しゆん夏かは慌あわてて彼女を止めようとしたが、カレンは瞬夏を突き飛ばし「ばぶばぶばぶぅ～」と言って、乳う母ば車ぐるまに近づいた。乳母車はカレンのサイズまで巨大化すると、すっぽりと彼女を包み込む。そして──。


    「きょきょきょきょきょッ!!」


    　老ろう婆ばが奇っ怪な声をあげ、猛スピードで加速する。まるで列車のような速度だ。そのまま九階のフロアを横断すると、吸い込まれるようにして壁の中へと消えてしまった。まるで悪い夢でも見たかのよう。けれども、これは現実だ。その証しよう拠こがはっきりと壁に刻まれている。


    　そこには、真っ赤かな人型のシルエット。まるでカレンが、壁に押し潰つぶされたかのような──。


    「いやああああああああああっっ!!」


    　美み柑かんが絶叫をあげる。先ほどから空間が安定しないかのように、ぐらぐらと視界が歪ゆがんでいる。根こそぎ内臓が溶け落ちるような、鈍にぶい痛みを覚えている。


    「……斗と和わ、お兄ちゃん」


    　瞬夏は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。そうだ。斗和だ。この状況で自分を救ってくれるとしたら、彼しかいない。なぜか瞬夏はそう確信していた。


    「みんな、斗和お兄ちゃんと合流しよう！　そしたら、きっと助かるからっ！」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　全身を駆かける血の量が、一気に増加したのを自覚する。三か月ぶりの見えない壁の世界。精神の奥底に根づいた惨さん劇げきの記憶は、すぐに斗和を臨りん戦せん態勢へと移行させた。


    　防ぼう弾だんジャケットの前まえ身み頃ごろのファスナーを締め、服を体にフィットさせる。バッグから高枝切り鋏ばさみを改良して作った槍やりを取り出し、腰にホルスターを装着。そこに毒薬の入った小こ瓶びんを四本と小型のパイプ爆弾を装そう塡てんする。


    　バッグの中には、ほかにも予備の槍や手て斧おの、ナイフやロープ、スタンガンや安全のため二つに分離させてある爆弾の予備などが入っていた。


    　己おのれの肉体を鍛きたえることよりも、装備を充実させたほうが確実だと判断した斗和が、急きゆう遽きよ取り[image: ]そろえたモノだ。化け物と戦うための力。だが正直なところ、時間や金銭の問題、高校生という立場から、理想には程遠かった。生き延びるためには、やはり異能力者の協力が必要だ。


    　少し前に睦む月つきから、三十分ほど遅れるとのメールが届いていた。つまり彼女は、この世界にはいない。なので斗和の知る限り、この世界にいる可能性がある異能力者は、霜しも月つきたちだ。彼女たちと合流できれば、生存率は格段に上昇する。


    　パニックになった人々の多くは、中央に設置されたエスカレーターに殺到している。我われ先さきにと他人を突き飛ばし、エスカレーターから転落する人も出ていた。


    　祈るような気持ちでフロアを確認しながら降りていくと、三階の婦人服売り場の奥に、霜しも月つきの姿を見つけた。複雑な感情が胸を貫つらぬいていく。頼もしく思うと同時に、彼女もまた惨さん劇げきに巻き込まれてしまったのだという憐れん憫びんを覚える。


    　彼女は巨大な刃物を手にしていた。床ゆかには、彼女がいつも持ち歩いていた円筒バッグが空っぽの状態で落ちている。おそらくあそこから取り出したモノだろう。形状的には戟げきみたいだが、その刃やいばの部分が異様に大きい。まるで包丁の刀身だけを振り回しているように見える。


    　近づいて初めてわかったことだが、彼女は数か所に傷を負っていた。致ち命めい傷しようからは程遠いが、服の一部が破け、赤い線が走っている。彼女のまわりには同様に無数の怪け我がを負った人々。なかにはぴくりとも動かない人もいた。


    　だが、おかしい。化け物の姿が見えない。先ほど霜月が刃を振り回しているのを見たが、そのときも化け物がどこにいるか、わからなかった。


    「霜月ッ！」


    　彼女がこちらを振り向き、ほっとしたような半泣きの顔となる。だが次の瞬間、切せつ羽ぱ詰まった剣けん呑のんな表情となって声を張り上げた。


    「先輩、危ない！」


    　斗と和わは本能的に危険を察し、大きく横に回避する。刹せつ那な、空間に赤い線が走る。天井から飛び出してきたそれは、まっすぐに地面へと吸い込まれた。


    「なっ!?」


    　斗和は驚きよう愕がくの声をあげる。こいつが敵であることはわかったが、あまりに速すぎて姿を見ることができなかった。身構えながら奴やつが消えた床を注視する。


    　再び赤い線が飛び出してきた。さっき消えた場所からは大きくズレた位置。おそらくは床の中を移動したのだろう。そいつは女性の首に嚙かみつき、肉をごっそりと食い千ち切ぎった。


    　今度はなんとか、その姿を視界に収めることができた。真っ赤かなピラニアのような魚。背中には翼竜のような翼が生えている。


    「このっ！」


    　霜月がピラニアの化け物に向かって刃を振るうが、向こうが飛び去るほうが速い。そして再び床に消える化け物。


    （そういうことか）


    　斗和は瞬時に状況を理解する。床と天井に身を隠し、猛スピードで襲おそってくる化け物。素早く、どこから来るのかわからないため、霜月の反応速度をもってしても攻撃を当てることができないのだ。弥生やよい曰いわく、霜月の武は八や社め巫み女こでも一、二を争うらしい。


    　このままではまずいと思った。じきに体力と集中力を失い、嬲なぶり殺しにあうだろう。


    「霜月、いったん逃げるぞ。走れッ！」


    「嫌です！　兵士ソルジヤー級の魂を狩る幻想生物ソウルテイカー一匹倒せないようでは、お姉様たちに合わせる顔がないですッ！」


    　こんなときに何を、と斗と和わは憤いきどおりを覚えたが、頭ごなしに否定したところで、かえって意い固こ地じにさせるだけだと判断する。


    　周囲を確認すると、幸運にも誰もいない空間があることに気づいた。パニックが生じれば、まずは出口に向かう流れが主になるので、こんな中途半端な場所に残っている人は少ない。


    　斗和は霜しも月つきの手を取って、無理やりに自分のほうを振り向かせた。低い位置に、恐怖と焦しよう燥そうで赤あか紫むらさきの瞳ひとみを見開く、幼おさない霜月の顔がある。精神が不安定になっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    「わかった。じゃあ、こいつの倒し方を教える。俺おれについてこい。皆さんも俺についてきてください！　大丈夫です。助かります！」


    　後半は、傷つき身を竦すくませる数人の男女に向かって言ったモノだ。


    　斗和は霜月の手を握ったままで、強引に走り出す。彼女が抵抗を見せたのは一瞬、後は引かれるままについてきてくれた。


    　そして、こちらの狙ねらいどおりに、ピラニアも追いかけてくる。逃げる獲え物ものを追うのは、捕食者共通の本能なのかもしれない。


    　わざとスピードを落とした斗和たちに、ピラニアが猛然と追い縋すがる。床ゆかを一定の間隔で飛び跳ね、まっすぐに──。


    　それを見た霜月は、遅ればせながら斗和の意図に気づいたようだ。


    「そこッ！」


    　タイミングを見計らって、霜月が武器を繰り出した。ピラニアは吸い込まれるようにして刃やいばの洗礼を受け、真っ二つとなる。来る方向とタイミングさえわかれば、攻撃を当てることはさほど難しくない。


    「まずは一匹か……」


    　不思議と高こう揚よう感かんはなかった。あと何回これを繰り返せばよいのか、と重い気分になる。このピラニアは雑ざ魚こだったから倒せたが、これよりも強力な化け物は山ほどいる。一瞬の油断が命取りになる事実には変わりない。


    「すげえな、あんたら！」


    「ありがとうございます！　ありがとうございます！」


    　一緒に逃げ出してきた人たちが、興奮した様子で話しかけてくる。不意に斗和は、葦あし原はら第二高校で、寧ね々ね音ねがぬしゃぼっちを倒したときのことを思い出した。


    　強大で圧倒的な力を持つ化け物。無む惨ざんに喰くい殺されるしかない未来を前にして、化け物を倒したという事実は、人々を歓かん天てん喜き地ちさせるほどの希望を与える。だが、それは間違いだ。事態はなんら好転していない。過去に何度も、この希望が覆くつがえされるのを経験してきた。


    「あ、あの先輩。あ、ありがとうございます。まさかこんな方法を一瞬で思いつくだなんて。……せ、先輩にお礼を言うなんて、く、悔くやしいです屈くつ辱じよくです。責任とってください」


    　霜しも月つきが顔を紅こう潮ちようさせ、もじもじしながらお礼を言ってくる。ふと、嫌な予感がした。自分が霜月たちを求めたのは、その戦力を期待してのことだ。まさか──。


    「霜月、今後のために聞いておきたい。その武器は、君がいつも持ち歩いている円筒バッグに入っていたやつだよな？」


    「はい、そうです。砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》。砲撃を行おこなうことのできる剣です」


    「教えてくれ、霜月。君の神しん代だいはどんなのだ？」


    　途端に霜月は、暗く沈んだ表情となる。じわっと爛ただれるような不安を覚えた。


    「……ない、です」


    　斗と和わは自分の耳を疑った。どくどく、と鼓こ動どうが不ふ穏おんな音を奏かなでる。


    「もう一度。今なんて言った？」


    「〝ない〟って言いました。私は、神代を持っていないんです。悪いですか馬ば鹿かにしますか？」


    　ぐらりと風景が揺らいだ。床ゆかが抜けるような絶望を覚える。まじまじと霜月を見るが、恥じるように涙を浮かべる顔は、噓うそを言っているようには思えなかった。


    「ごめん。泣かせるつもりはなかった」


    「泣いてなんかいません！　こ、これは、悔し涙ですっ！」


    　考えが甘かった。彼女たちは皆、異能力が使えるのだと思い込んでいた。


    「霜月、さっきこの百貨店に弥生やよいさんがいると言っていたな？　ほかには誰が来ている？」


    「神かん無な月づきお姉様と、葉は月づきお姉様です」


    　ぼろぼろにあふれ出る涙を拭ふきながら、しゃくりあげた声で霜月が答える。葉月が異能力を使えることは、身をもって体験していたが、残り二人のことは知らなかった。


    「弥生さんと神無月さんは、神代が使えるんだな？」


    　霜月がこくりと頷うなずく。斗和は少しだけ希望を覚えた。念のため、彼女たちの神代がどんなモノかを詳細に確認する。


    　神無月は「概がい念ねん事象系」、葉月は「強化系」と戦闘に特化した異能力だ。


    　弥生の異能力は「回復系」で二回程度しか使えず、戦力は期待できないが、彼女や霜月のように戦闘系の異能力を持たない者には、専用の武器が支給されているらしい。


    「恥ずかしいですよね？　八や社め巫み女この中で、私一人が神代を使えないなんて。最悪です生きる意味ないです」


    「そんなことはないよ。神代が使えなくても八社巫女に選ばれたのは、その人並み外れた武術の才があったからだろ？　それは凄すごいことじゃないのか？」


    「違います。私が八社巫女に選ばれたのは、武に秀ひいでていたからじゃありません。耳がよかったからです」


    「耳？　どういう意味だ？」


    「神様の声を聴く能力のことです。八や社め巫み女こに選ばれる条件は《神聴き》の才能があるかどうかですから」


    　斗と和わは一瞬呆ぼう然ぜんとなり、ややあってからその意味を理解する。そういえば山やま田だも言っていたはずだ。神しん悠ゆう言げんにとって、もっとも重要なのは神しん託たくを授さずかることだと。そしてそれは異能力とはまったく別の力──。


    　だがチャネリングが使えるのは、命めい師しである姫ひめ巫女だけではなかったのか？


    『人に言われたからといって、その情報を鵜う呑のみにするのは愚おろかなことだ』


    　不意に山田の言葉を思い出す。そうだ、情報を鵜呑みにしてはいけない。伝える人にその意思がなくとも、情報とは必ず噓うそや誤解を含んでしまうモノなのだ。


    　常識で考えれば、命師が一人なんてありえない。もしもその能力が姫巫女だけのモノならば、姫巫女にもしものことがあれば、そこで神悠言は終わってしまう。いざというときのバックアップを用意してあるはずだ。それが霜しも月つきら、八社巫女なのだろう。


    　そんな斗和の思考を遮さえぎったのは、ぷ～んと耳にまとわりつくような、虫の飛ぶ音だった。


    「やだ、蚊か？」


    　近くにいた女性が顔の横を振り払う仕草をする。なぜか斗和は、嫌な予感がした。


    「どうしたんですか？　先輩」


    　斗和が応こたえる前に、再びぷ～んという虫の羽は音おと。


    　何かがおかしいと思った。肌はだがざわつき、鼓こ動どうがどくどくと不気味な音を奏かなでている。


    　そして唐突に、その違和感を理解する。


    　この見えない壁の世界にいるのは、人間と化け物だけだ。ほかの生物がいることはない。そう、虫一匹いるはずがないのだ。ならば、この羽音を発しているのは──。


    「ごふっ！」


    　嫌な音が聞こえた。大量の液体が噴き出す音。


    　先ほど虫を追い払う仕草をしていた女性が、口から大量の血を吐き出していた。いや、それだけではない。その肌はヨウ素液を垂らしたジャガイモみたいに、紫むらさき色に染まっている。


    　女性は苦しそうに喉のど元もとを押さえ、空あいた手をこちらに伸ばしながら、崩れ落ちるようにして倒れた。白目を剝むいた横顔はまさに死体。女性の身に起こった異様な症状が、近寄って生死を確かめようとする気持ちさえも消失させる。


    　あまりの状況に、誰もが言葉を失った。その沈黙を破るかのように、再び虫の羽音──。


    「「うわああああああああああっっ!!」」


    　人々がパニックになって逃げ出す。姿の見えない敵。恐怖は何倍にも膨ふくれ上がる。


    「霜月、化け物の姿は見えたか？」


    　斗和は逃げながら、傍かたわらの霜月に問う。


    「あの女性の首に黒い虫が止まっていたのは見えました。でも、まさかあいつが！」


    「飛んでいるのは見えたか？」


    　霜しも月つきが怯おびえたような表情で首を振る。斗と和わは心臓を鷲わし摑づかみにされた気分だった。蚊かほどの小さなサイズの化け物。その小ささ故ゆえに、肉眼で捉とらえるのは困難だ。


    「霜月、止まれ！」


    　斗和は叫んで槍やりを構える。前方から恐怖に慄おののく新たな人の流れが押し寄せてきていた。別の化け物に追われているのだろう。直線で三百メートルしかないフロアは、走り回るのにはあまりにも狭い。すぐに別の化け物に遭そう遇ぐうしてしまうリスクがあった。


    　突とつ如じよ、先頭を走っていた男性が豪快に尻しり[image: ]もちをつく。斗和のわずか三メートル手前。それは不思議な現象だった。何かに躓つまずいたのなら前に倒れるはずだ。どうして後ろに倒れたのか？


    　呆ぼう然ぜんと前方を見上げる男性の横を、別の男が走り抜ける。そして同じように、唐突に走りを止めて後ろによろけてしまった。


    「な、なんだ？　何かあるぞ」


    　それが男の最さい期ごの言葉となる。突如、男の鼻から上が消失した。しかも、ぐらりと傾く男の残ざん骸がいも、次の瞬間、初めからそこにいなかったように搔かき消えてしまったのだ。


    「霜月、気をつけろっ！　何かいる！」


    　姿が見えない化け物。目を凝こらすが空間に違和感は覚えない。保護色やステルス効果よりも、さらに上の不ふ可か視し能力。いや、姿だけではない。気配や呼吸も感じなかった。床ゆかの衣類に足跡なども見当たらない。しかも、捕食した獲え物ものまで瞬時で不可視にしてしまう徹底ぶり。


    　間違いない、異能力だ。


    　死の恐怖が、ねっとりと背筋を舐なめ上げる。酸さん素その濃度が薄くなったかのように、呼吸が荒く苦しくなる。唐突に斗和は、その事実を理解する。


    　──すでに二回、死んでいた。


    　蚊の化け物と不可視の化け物。ほんの少し運命が変わっていれば、その犠ぎ牲せいになっていたのは自分だったかもしれない。今生きているのは、単に運がよかっただけにすぎないのだ。


    　三度目の見えない壁の世界。武術を学び、戦うための装備を整えたのに、まるで意味をなしていなかった。その事実が重くのしかかってくる。安心には程遠く、常に薄はく氷ひようの上を歩いているようなモノ。生きた心地がしない。生き残れる自信がない。心が、折れそうだった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　無数に転がる凄せい惨さんな死体はけれども、瞬しゆん夏かの精神をこれ以上揺さぶることはなかった。限界まで引き絞られた心は、千ち切ぎれる寸前で硬く凝り固まっている。


    　ここは八階のレストラン街。斗和が誰かと待ち合わせしていた場所だ。すでに別のフロアに移動したのか、彼の姿を見つけることはできなかった。


    　人の流れは主に中央のエスカレーターや階段に集中しているため、化け物もその周辺に殺到している。斗と和わを捜し求めて店の中を調べ回っていた瞬しゆん夏かたちは、化け物たちの標的にされるのを、なんとか免まぬがれていた。


    　それはほかの人も同じだ。店内にはまだ、多くの人々が生き残っている。逃げ出すことよりも、隠れることを選択した人々。あの斗和なら、パニックになって逃げ出すような愚ぐ行を犯さないはずだ。だからきっと、まだ無事なはず。


    「もう、嫌だよ。こんなの無理ぃ～」


    　美み柑かんがしゃくりあげるたび、オレンジのドリルツインテールが小刻みに上下する。可愛く[image: ]はつ剌らつとした顔は、今は涙と恐怖で醜みにくく歪ゆがんでいた。


    　美柑に寄り添う紗さ里りも、いつもは毅き然ぜんとしている岬みさきも、ぞっとするほど憔しよう悴すいした表情をしている。美柑が感情の放出を一手に受け入れているため、瞬夏たちはかろうじて、混乱の沼地に足を踏み入れずに済んでいた。


    「諦あきらめちゃ駄目だよ！　思い出して、美柑ちゃん。どんなときも諦めないこと、仲間を信じること。この二つで私たちは、いろんな困難を切り抜けてきたはずだよ。そうでしょ？　だったら、それは今回も同じだ。私たちはもう、誰一人欠けたりはしない。絶対に生き延びよう！」


    「へっ、おめでたいな。あんたらは」


    　不意に投げかけられた言葉に、瞬夏はぎくりとなる。店内のテーブルの下には数人の男女が隠れていたが、その中の一人が話しかけてきたのだ。


    「ここは『見えない壁の世界』ってやつだ。外と隔かく離りされていて、逃げ出すことも外から助けが来ることもねぇ。あの化け物どもを全部殺すまで、ここから帰ることはできないんだよ」


    「ふざけるなっ！　適当なこと言ってんじゃねえぞ」


    　別の男が声を荒らげる。血走った目は野犬のように思えた。


    「はぁ？　あんたは同じ街にいて、集団昏こん睡すい事件のことも調べてないのかよ？　この情じよう弱じやくがっ！　ちょっと調べりゃ、すぐに出てくる情報だぜ！」


    　瞬夏はぐらりと景色が歪むのを感じた。その情報は知らないが、男が噓うそを言っているようには思えなかった。あの化け物たちを全部殺す？　どう考えても無理だ。生き残る道が見えない。こんなとき斗和なら、果たしてどうするだろう？


    「いやあああああああああっ！」


    　甲高い女性の声が、瞬夏を現実に引き戻す。振り向くと、店の入り口のところに三匹の化け物が立っていた。


    　セーターとスカートに身を包んだ女性、その左右には五歳くらいの子供が二人。まるで親子連れのように思える。だが彼女たちの顔は、人間のそれではなかった。目と鼻と耳のない、口だけの化け物。ハエトリグサのような顔に、カツラを被せたような風ふう貌ぼう。しかも両腕は、立ったままで床ゆかに届くほど長い。


    「エサ、エサ」


    　子供の化け物が喜々として、甲高い声をあげる。


    「手、ゥオガガッ、洗、ゥエエエエエッッ！」


    　女性の化け物が奇っ怪な声でそれに応じる。そして三匹の化け物が、飛ぶようにして襲おそってきた。


    「うわあああああああっっ！」


    　心臓が縮むような悲鳴が、店内に響き渡る。磁石のＮ極とＮ極のように化け物と反発する人の流れに紛まぎれ、瞬しゆん夏かたちは狭い店内を必死に逃げ回った。


    　犠ぎ牲せいになったのは、この世界のことを教えてくれた男性。彼が喰くわれている隙すきに、瞬夏たちは店から飛び出した。


    「みんな、こっちへ！」


    　岬みさきたちに向かって叫ぶ。左手の脇わき道みち。南階段がある場所だ。その脇道に入ろうとして、瞬夏は誰かと激しくぶつかった。


    「くっそ、痛いってぇなぁ」


    　怒ど気きを孕はらんだ声。弾はじき飛ばされるように尻しり[image: ]もちをついた瞬夏は、その人物を仰あおぎ見る。


    　銀髪碧へき眼がんの青年。やや細身の体たい躯くを黒を基調としたレザーで覆おおっている。鋭するどいナイフのような面つら構がまえと苛いら立だちを隠さない態度に、瞬夏は本能的な恐怖を覚えた。


    「おっ、なんだその格好は？　コスプレかぁ？」


    　銀髪の男は好色めいた眼めでこちらを見定めながら、舌舐なめずりをする。


    「違うよ、タカ。その子、アイドルだよ。前に画像見せたじゃん。『天使すぎるアイドル』って話題になってた子」


    　言ったのは、銀髪の隣にいた若葉色の髪の男。糸目で狐きつねのような風ふう貌ぼうは、人ひと懐なつっこくもあり油断ならない感じもする。彼の後ろには、腰までもある紅べに髪がみロングの女の子。高校生くらいの年齢で、眼鏡めがねをかけたその真ま面じ目めそうな風貌は、学級委員長を思わせた。


    「マジか、ラッキー！　アイドルとヤレるなんて超興奮するぜ！」


    　冗談とも本気とも受け取れる不ふ穏おんな言葉を聞き、瞬夏は激しく混乱した。しかも、この状況下において、やけに余裕のある態度。そこはかとない不気味さを感じる。


    「瞬夏っ！」


    　岬の声で瞬夏は我に返る。見ると、背後から例の子供の化け物が迫ってきていた。


    「おっ、雑ざ魚こっぽい奴やつ、発見～。ちょうどいいや」


    　その科白せりふを発したのは、タカと呼ばれた銀髪の男。そして瞬夏は、初めてその存在に気づく。彼の右手には、銀色の淡い光を放つリボルバータイプの拳けん銃じゆうが握られていた。それを化け物に向けると、躊躇ためらいなく引き金を引く。


    　パン！


    　乾いた音が轟とどろいた。化け物の頭部に穴が開き、ややあってから青色の血が噴き出す。さらにもう一発、銃じゆう声せいが鳴り響く。


    「ガガガッ！」


    　奇っ怪な声をあげて、子供の化け物が逃げ出した。頭部の二か所から血が吹き出ているにもかかわらず、まだ走れるほどの体力が残っている。恐るべき生命力だ。


    「ちょっと、何やってるのよ！　確実に殺やらなきゃ、後々面倒でしょ！」


    　紅べに髪がみの女子高生が苛いら立だたしげに言う。


    「わりぃ、わりぃ。やっぱ《ラビット》でこいつら倒すの無理だわ。ダル頼むぜ」


    「あいよ」


    　狐きつね顔の男がバッグから取り出したのは、やけに血で汚れたハンマー。それを大きく振りかぶり、そのまま投げつけるのかと思いきや、違った。振り下ろすと同時に腕がゴムのように伸びていき、その先端のハンマーが凄すさまじい勢いで空くうを駆かける。それは見事に化け物の頭を叩たたき割り、ぴくりとも動かない死体をつくりあげた。


    　瞬しゆん夏かは呆ぼう然ぜんとその光景を目にし、遅ればせながら助けてもらったのだという事実を理解する。慌あわてて立ち上がると、深々と頭を下げてお礼を述べた。


    　そんな瞬夏の尻しりを、銀髪がむんずと鷲わし摑づかみにする。思わず悲鳴をあげて、彼の手を払い除のけてしまった。


    「ひゃはーっ！　さすがダンスやってる奴やつは、尻の肉付きが違うぜ。こりゃ、あそこの締まりも期待できそうだな」


    　下げ卑びた表情と科白せりふに、瞬夏は戦せん慄りつを覚えた。不ふ穏おんな気配をひしひしと感じる。


    「あなた！　何をやってるんですッ！」


    　岬みさきが激げき昂こうする。けれども銀髪は、好色な目で岬を舐なめ回すように見ただけで、詫わびる素そ振ぶりすら見せない。


    「お願いです！　助けてくださいッ！　俺おれの彼女が！」


    　そんな銀髪に、一人の青年が縋すがるように懇こん願がんしてくる。彼が来た方向を見ると、黒い犬の化け物に襲おそわれている女性の姿があった。黒炎のように輪りん郭かくが揺らぐ六匹の化け物。


    　女性は周囲を取り囲まれ、涙を流しながら助けを求めている。


    「早くッ！　彼女を助けてくださいッ！」


    　青年が涙を流し、再び懇願する。だが銀髪は、不機嫌そうに青年を見下ろすだけだ。


    「──なんで？」


    「え？」


    　予想外だったのか、青年が惚ほうけた顔で疑問の声を漏もらす。


    「だから、なんで俺が、テメエの女を助けなきゃなんねえの？　俺にメリットないだろ？」


    「え？　いや、だって……。それ拳けん銃じゆうでしょ？　さっきも化け物を倒したじゃないですか？」


    「ああ、そうだ。これは拳けん銃じゆうで、俺おれたちは化け物を倒した。で？　それがなんでテメエの頼みを聞くことにつながるんだ？」


    「なんでって……。このままだと依より子こが、俺の彼女が死んじまうんだぞッ！」


    「知らねーよ、クソが！　俺に関係ねえだろッ！」


    「なっ！　ふざけるな！　武器を持ってるんだ。人を助けるのは当然だろッ！」


    　声を荒らげる青年の頭を、銀髪は拳銃の銃把グリツプの底で横殴りにする。青年は短い悲鳴をあげて床ゆかの上に転がった。


    「当然だぁ？　そっちこそふざけんなッ！　仮に俺があの女を助けたとしたら、テメエは俺に何をしてくれるんだ？　あぁっ！　俺の力は金で買えるほど安くはねえぞ。テメエに俺の弾丸一発ぶんの見返りを用意できるのかよッ！」


    「え？　見返……り？」


    「ケッ！　タダでこき使おうとかどこのブラック企業だよ、常識疑うぜ。まぁ、アレだ。テメエの彼女がいい女なら考えねぇでもないが、ありゃ駄目だね。どっちが化け物がわからねぇレベルのブスだ。くくく、あはははははっ!!」


    　その[image: ]ちよう笑しように、女性の断だん末まつ魔まの絶叫が重なる。彼女は六匹の犬に、ガツガツと内臓をほじられるだけの存在となっていた。


    　──パシッ！


    　乾いた音が響いた。[image: ]あざける銀髪の頰ほおを、岬みさきが叩たたいたのだ。


    「あなた、最低です！」


    「最低ねぇ。自分は安全な場所にいて、人様に命いのち懸がけの戦いを強いる奴やつよりはマシだろ？」


    「あなたはっ！」


    「その馬ば鹿かの言うとおりよ」言ったのは紅べに髪がみの女子高生だ。「あんたらは、あたしたちに助けを求めるけど、あたしたちが助けを求めても我われ先さきにと逃げ出すだけ。痛い思いをして、怖い思いをして必死で戦っているのに、あんたらが気にするのは自分の命だけでしょ？　感謝の言葉で報ほう酬しゆうを支払った気になっているのなら、とんだ勘違いだわ。あたしの命は、人生は、そんな言葉で釣り合うほど安くはない」


    　岬は一瞬怯ひるんだみたいだが、それでも気丈に言い返す。


    「それでも、必死になっている人を[image: ]るのは最低の行為です！」


    「いいね、いいねぇ。気がお強いアイドルゥ。犯し甲が斐いがあるぜぇ。テメエみたいなのをヒィヒィ言わすのが、すげえ好きでよぉ。マジで興奮してきたぜ」


    　銀髪が岬の腕を摑つかんで言う。


    「は、放しなさい！　気安く触らないでッ！」


    　そのときだ。シュルシュルと風を切る音が、瞬しゆん夏かの耳に届く。振り返ると、屋上にいた例の輪っかの化け物が、こちらに高速で飛んできていた。


    「岬みさきちゃん！」


    「ちぃ！」


    　瞬しゆん夏かが岬の体を引くのと銀髪たちが跳び退すさるのは、ほぼ同時だった。瞬夏たちは階段へと続く通路へ、銀髪たちはフロアの中央側へ──。


    　そのちょうど中間、呆ぼう然ぜんと座り込んでいた青年を、薄茶色の輪っかが真っ二つに切断していく。輪っかは大きく弧こを描えがくと、今度は銀髪めがけて飛ひ翔しようしてきた。


    「くそっ！」


    　銀髪は輪っかに向かって拳けん銃じゆうを撃ち放つが、数センチほどの縦幅しかない化け物には当たらない。狐きつね顔が腕を伸ばし、銀髪を引き寄せる。間かん一いつ髪ぱつ、銀髪は切断されるのを免まぬがれた。


    「俺おれのじゃ無理だ。ダルっ！」


    「いや～、あれは腕ごと切断されるでしょ。うちらの手に余るよ。素直に逃げよ」


    　怒ったように言う銀髪の科白せりふに、どこか暢のん気きな感じで狐顔が答える。


    「ダル、あの青い髪の女を連れていくぞ！」


    「え、今？」


    「次会えるとは限らねえだろっ！」


    　狐顔がこちらを見る。刹せつ那な、瞬夏はぞわりとなった。かろうじて聞こえた会話から、彼らの目的を察する。岬が危ない。


    「岬ちゃん！」


    　狐顔の腕が伸びてくる直前、瞬夏は覆おおいかぶさるようにして岬の体を押し倒す。


    「え？」


    　意外な声がした。瞬夏にとって予想外の声。見上げると、岬を狙ねらった腕は、彼女の後ろに立つ美み柑かんの体に巻きついていた。


    「きゃあああああっっ！」


    　美柑の体が飛翔する。瞬夏たちの元を離れ、粗暴な男たちの元へ。美柑は果たしてどんな扱いを受けるのか？　胸の奥がきゅっと鋭するどい痛みを発する。


    「おい、こっちじゃねえよ！　もう一回やれ！」


    「いや～、もう無理っしょ。化け物奴らが集まってきてるし」


    「いやあああああっ！　瞬夏ちゃん、助けてぇっ!!」


    　狐顔の脇わきに抱えられた美柑が、大粒の涙を流しながら助けを求めてくる。けれども瞬夏にはどうすることもできない。無数の化け物たちが行ゆく手を阻はばんでいた。


    「召喚サモン、コノハナサクヤ！」


    　女子高生が吼ほえる。刹那、彼女の全身が紅べに色の燐りん光こうに覆われ、彼女の髪が紅ぐ蓮れんの炎と化す。その炎はすぐさま人型となり、どこか彼女の面おも影かげを残す炎の精霊が顕けん現げんする。精霊の下半身は女子高生の髪へとつながっていた。


    　コノハナサクヤと呼ばれた炎の精霊は近くの死体を手に取ると、一瞬にしてそれを炎で包み込む。今度はその死体を、自分たちに近づいてくる犬の化け物へと投げつけた。


    「今のうちに早く！　くだらないことやってないで、逃げるわよ！」


    　彼らは美み柑かんを連れたまま、中央のエスカレーターから下へ降りてしまった。


    「美柑が……。どないしよぉ？」


    　紗さ里りが青ざめた顔で呟つぶやく。自分のせいだ、と瞬しゆん夏かは思った。なんとしても取り返さなくては。


    「そっちの階段から降りよう」


    　瞬夏は南側の階段を示す。タカたちは下の階へ移動した。ならば、そこで再び会うことができるはずだ。だけど瞬夏たちが下に降りたときには、彼らの姿はどこにもなかった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　蟷かま螂きりに似た化け物の腕が、斗と和わの槍やりを真っ二つに切断する。奴やつの腕の形は鎌かまではなく斧おのだ。


    「先輩っ！」


    　斗和に向かって振り下ろされる斧を、霜しも月つきが砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》で防ぎ、鈍にぶい金属音があたりに響いた。ぎりぎりと刃やいばを押し合う少女と化け物。霜月の表情が歪ゆがむ。人並み外れた戦闘力を持つ彼女も、筋力では化け物に敵かなわない。


    　斗和はその隙すきに切断された槍の先端を拾うと、その穂ほ先さきを化け物の腹に突き立てた。刹せつ那な、強風が襲おそい来る。


    　蟷螂が背中の翅はねを羽ばたかせたのだ。そのまま天井すれすれを飛ひ翔しようして、大きく後退する。化け物が着地した付近では、さらなる人々の悲鳴が爆発した。


    　蟷螂はふらつきながら膝ひざをつく。腹の傷だけではない。槍の先端に塗と布ふした毒が効いているのだろう。


    　毒の名はトリカブト。矢毒として有名なアルカロイド系の毒物だ。普通に日本の山に生えているため、たまに死亡事故のニュースなどが流れたりする。動物の神経に作用し、嘔おう吐とと麻ま痺ひ、ひいては死をもたらす。しかし死に至るまでには数時間ほどかかり、化け物相手に確実に効くとは限らなかった。


    　即死レベルの猛毒ですぐに思い出すのは、猫ねこ蜘ぐ蛛もを倒したシアン化ナトリウムだろう。けれど、この毒薬が有効なのは、血中にヘモグロビンを持つ一部の化け物だけで、胃酸と反応させる必要もある。強力だが使い勝手は悪い。しかも入手が難しい薬品なので、今は持ち合わせていない。


    「きゃあっ！」


    　霜月の悲鳴が斗和の耳じ朶だを打つ。振り返ると、霜月の体を蛇へびの尻しつ尾ぽが拘こう束そくしていた。


    　蛇に似た化け物の頭部は三つあり、落ち武む者しやのような風ふう貌ぼうの人面だ。晒さらし首のように血の気は失うせ、無念の表情を刻みつけている。


    　その人面の一つが汚きたならしい口を開き、両手を封じられた霜しも月つきに襲おそいかかった。


    　──間に合わなかった。


    　斗と和わのいる場所からは距離があり、先ほど持っていた槍やりは蟷かま螂きりの腹に突き刺さったままだ。ほんの一瞬先には、死が待ち受けている。これが、この世界の無む慈じ悲ひな現実。


    　精神が加速する。霜月の死に様を予見し、灼やけるような衝しよう動どうが全身を駆かけ巡る。ガチッと歯車が嚙かみ合うような感覚が走り、斗和の右腕が光速の拳けんと化す。


    〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉。


    　解き放たれたオーラの塊かたまりは肉体の距離を超え、蛇へびの人面を撃ち抜く。


    　ぐらりと揺れる蛇の頭部。だが、それだけだ。殺すには至らない。それ以前に、拘こう束そくが弛ゆるむことすらなかった。山やま田だがさんざん「残念だな」と言っていた理由がよくわかる。


    　この必殺技の威力は、斗和のパンチと同程度。いや、実際はそれ以下かもしれない。どうもオーラがうまく練れた感じがしない。この世界では実際の世界より、オーラの扱いを難しく感じる。斗和の中でまだ、認識がうまく根づいていないのかもしれない。


    　斗和のパンチ力では当然、化け物を殺すことなどできない。つまり武器としてはまったく役に立たないのだ。水族館で山田に入った一撃は、文字どおり〝当てた〟だけ。ゲームには勝ったが、漸ようやく戦いのスタートラインに立てたレベルでしかない。


    　攻撃としては頼りない技も、隙すきをつくることはできる。斗和は相手が怯ひるんだ隙に近づくと、腰のベルトから小型パイプ爆弾を抜き取った。親指でセーフティを解除、右の人面の口へとそれを投げ込み、自分は身を低くした。


    　数秒のタイムラグのあと、くぐもった爆ばく発はつ音おんがこだまする。爆風と飛び散った血肉が襲い、斗和は一瞬顔をしかめた。蛇の右の人面が見事に消し飛んでいた。荒れた首の断面が、その威力の凄すさまじさを物語る。


    「先輩、私を殺す気ですかっ！　信じられません。最悪ですもう！」


    　拘束が解け、体の自由を取り戻した霜月が、蛇の左の人面を切り飛ばしながら文句を言う。そんな彼女の背中に向けて、蛇が尻しつ尾ぽの一撃を打ち放ってきた。


    「霜月、危ない！」


    　斗和は咄とつ嗟さに彼女を突き飛ばし、幻想の右手フアントムリーフを発動させる。斗和だけが持つ特異なオーラの偏向。攻撃としては役に立たないが、防御としては絶大の効果を発揮する。幻想の右手フアントムリーフ化したこの腕は、如い何かなる攻撃を受けても傷つくことはない。


    　凄まじい衝しよう撃げきが襲い来る。斗和はその威力に耐えきれず吹き飛ばされていた。腕は無傷だとしても、衝撃自体は伝わってくるのだ。激しく壁に叩たたきつけられるが、護身服を着ていたせいか、覚悟していたほどのダメージはない。


    「先輩ッ！」


    「俺おれに構うな！　奴やつに止とどめをッ！」


    　反射的に立ち上がると、右足が何かを踏みつける。なんの気もなしにそれを見た斗と和わは、全身から血の気が引くのを感じた。


    　砕けた小こ瓶びんの破片。壁に叩たたきつけられた衝しよう撃げきで、ホルスターに装そう塡てんしていた瓶が割れてしまったのだ。トリカブトは液状にしていたため、もはや搔かき集めることもできない。ただ幸いにも、あと一瓶は残っていた。


    　斗和をぞっとさせたのは、そのことではない。さっきまでホルスターに装塡していた爆弾のほうだ。もしもあの蛇へびに使用していなければ、今の衝撃で爆発していたかもしれない。強力な武器を持つことのリスクを再認識させられる。


    「どいてください！」


    　霜しも月つきの叫びで、斗和は我われに返る。逃げ出す蛇に止とどめを刺そうとしていた霜月だったが、逃げ惑う人々の流れに遮さえぎられて、先に進めないでいた。


    　武器を持ち、微力ながらも戦う斗和たちは、人々の目には希望の光に見えていた。光に集まる生き物みたいに、自然と人が集まってくる。


    　だけど戦闘に巻き込まれたくはないから、斗和たちを遠巻きに見守るかたちとなり、離れているせいでほかの化け物に襲おそわれ、無秩序に逃げ回ることを繰り返す。それが時折、戦闘の邪魔になっていた。


    「んぁ？　どうして貴き様さまがここにいるんだ？」


    　そのときだ。聞き覚えのある声が聞こえてきた。どくんと、斗和の心が打ち震える。


    「あら～、斗和くんじゃない。霜月ちゃんも無事でよかったわ～」


    「およよ？　どうしてお二人は一緒なんです？　もしかしてデートですか～？」


    　この惨さん劇げきの中にあって、どこか余裕を感じさせる態度。神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こ、神かん無な月づき、弥生やよい、葉は月づきの三人だった。幸運にも向こうからやってきてくれた。


    「葉月お姉様、危ない！」


    　霜月の緊迫した声。彼女たちの後ろから、四メートルほどもある巨大な人型の化け物が押し迫っていた。


    　その膨ぼう張ちようしたムキムキの体は、巨大な筋肉の風船を思わせる。頭部も丸い筋肉の団子が乗っているようで、歯は茎ぐきが剝むき出しになった巨大な口が一つ。そして、同じく歯茎が剝き出しになった小さめの口がそれぞれ、本来なら目のある位置についていた。


    　筋肉団子が両手に持った巨大な鉄てつ[image: ]ついを、葉月に向かって振り下ろしてくる。乗用車を一撃でひしゃいでしまいそうなほどの強大な鉄の塊かたまり。


    「〈機械仕掛けの義手デウス・マキナ〉、発動」


    　亜あ麻ま色の燐りん光こうと共に、葉月の体を巨大で無ぶ骨こつな機械が覆おおう。神悠言が定義する神しん代だいの系統としては「強化系」に属する能力。自身の身体能力を格段に上昇させる系統だ。発動時には、上昇する箇所の衣装が変化することが多い。腕の機械化も、衣装変化の一種と考えられている。


    　今は右腕だけではない。両手両足、腰の部分と頭部にも機械のパーツが顕けん現げんしていた。「消費型」の異能力は、省エネモードで発動できるという話だ。以前、病院で葉は月づきが使用したときは省エネモードで、今が全力の状態なのだろう。


    　空気を押し潰つぶすような、濃厚な化け物の攻撃。だが驚くべきことに、葉月は片手でその一撃を受け止めてしまった。時間が止まったかのように、鉄てつ[image: ]ついはぴくりとも動かない。床ゆかにめり込んだ葉月の両足が、威力の凄すさまじさを物語るだけだ。


    「ほいっ！」


    　次の瞬間、葉月は鉄[image: ]を両手で摑つかみ直すと、鉄[image: ]ごと化け物を放り投げてしまった。マネキンを何体か巻き込みながら、筋肉団子は床を滑走する。


    　斗と和わは驚きよう愕がくに、痺しびれるような興奮を覚えた。もう何度も見てきたはずなのに、異能力の凄すごさを実感せずにはいられない。絶望を希望に変える力。己おのが肉体を鍛きたえあげて装備を整えたとしても、決してたどり着くことのできない人の領域。──自分にはない才能。


    「霜しも月つき。どうだ？　神しん代だいには目覚めたか？」


    　神かん無な月づきの責めるような視線に、霜月は弱々しく首を振る。神無月は「そうか」と興味なさげに呟つぶやくと、北側の階段へ向かった。弥生やよい、葉月もそれに続く。斗和は不ふ穏おんな気配を感じた。


    「どこへ行くんです？」


    「下はちょっと騒がしいから、静かなところかなぁ」


    　答えたのは弥生だ。ほかの二人はこちらの存在が目に入らないように無視を決め込み、階段を昇りはじめる。そのときだ。


    「待って、助けてください！」


    　見ず知らずの女性が、葉月に縋すがりついてきた。先ほどの葉月の活躍を目にしたのだろう。


    「ズルしちゃ駄目ですよ～」


    「は？」


    　葉月の科白せりふに、女性は目を見開いた。それは斗和も同じだ。違和感を覚える科白。何かがズレている。


    「何を言って……。お願いです。私は死にたくない！」


    「貴き様さまは、ただの人間だな？　神代を持っていないのだろう。ならば、ここで死ね。ただの人間に生き残る資格はない。旧人類は滅ほろぶべき運命にある」


    「そういうわけです～。すみませんね～」


    　神無月の科白に同意を示した葉月は、自分に縋りつく女性を無情にも引き剝はがす。そして三人は、何事もなかったように階段を昇りはじめた。


    「待て、待つんだ！」


    　斗和は咄とつ嗟さに呼び止めたが、彼女たちは歩みを止めない。


    「追うぞ、霜しも月つき」


    　斗と和わは消沈して黙り込む霜月に呼びかけた。けれども彼女は動かない。


    「嫌です。私はここに残りま──、きゃ、先輩！　何をするんですか、この変態。最悪です破は廉れん恥ちです！　放してください！」


    　埒らちが明あかないと瞬時に判断した斗和は、霜月を抱えあげていた。神かん無な月づきたちから離れるわけにはいかないが、霜月をここに置いていくわけにもいかない。それは最悪の判断だ。


    「待ってください。さっきのあれはどういう意味です！　どうして、その力で化け物たちと戦わないんですか！」


    　神無月たちに追いついた斗和は、声を張り上げる。


    「どうしてって、当然じゃないですか」振り返った葉は月づきが、きょとんとした顔で答えた。「これは神様の試練なんですよ～。自力で乗り越えないと。ズルしちゃ駄目なんですから～」


    （試練？　ズル？）


    　ぐらりと景色が歪ゆがんだ。血流が不快な音を奏かなでる。言っている意味がわからない。


    「今から一年くらい前かな～。ある神しん託たくが下ったの」


    「おい、弥生やよい」


    「あら、いいじゃない。斗和くんは物わかりのよい子よ～。早めに説明しといたほうがいいと思うわ～」


    　咎とがめるような神無月に、弥生が甘ったるい声で反はん駁ばくする。けれども、彼女たちは歩みを止めない。目的地に着くまでの間、暇を潰つぶすといった感じだ。


    　弥生の話は、操みさおから聞いて朧おぼろ気げながら知っていた。幻まぼろしの都市に封印されている破壊神が復活し、世界を滅ほろぼすという神託。神に選ばれし者は、その滅めつ亡ぼうから救われるという。神に選ばれた証しよう拠こ、それこそが《神しん代だい》だ。つまりは神代を持つ者は生き残り、そうでない者は絶滅する。


    「だったら、霜月は？　彼女はどうなる？　仲間なんだろ？」


    「やめてください、先輩！　私は──」


    「霜月。わかるな？　これは、神がお与えになった慈じ悲ひだ」神無月が振り返り、深ふか紫むらさきの双そう眸ぼうを向けてくる。「貴き様さまは神代に目覚めていない。このままでは救いはなく、絶滅する側にいる」


    　腕の中の霜月が、きゅっと身を硬くするのがわかった。


    「だが、この世界での覚かく醒せい率りつは格段に高くなる。おそらくは命を懸かけた戦いこそが、覚醒への近道なのだろう。故ゆえに、これは神の慈悲なのだ。一人でも多くの者を覚醒へと導みちびき、来きたるべき滅びの未来から救い出すための。霜月、これは貴様にとって至上の幸福なのだぞ。この試練を乗り越え、私たちの元へ来い」


    　神無月の瞳ひとみが、優しい光を湛たたえて揺れる。そこには深い愛情と憂うれいがあった。


    　斗和は愕がく然ぜんとする。言いようのない不気味な違和感に、心がざわついた。彼女たちは霜月を見捨てたのではない、逆だ。愛情をもって、優しさをもって、化け物の徘はい徊かいするこの凄せい惨さんな世界へ放り出そうとしている。あまりにも違いすぎる価値観。──怒りが、湧わいてくる。


    「試練だと？　慈じ悲ひだと？　ふざけるなっ！　神なんかこの世に存在しないッ！」


    「神はいる」「神様いますよ～」「本当よ、神様はいるの」


    　少女たちが一瞬の戸惑いもなく、即答する。その凜りん然ぜんとした態度に、斗と和わのほうが揺らいでしまった。彼女たちが異い邦ほう人じんのように遠く思える。何度か会話をして、それなりに理解し合えたと思っていたのに、それは勘違いでしかなかった。


    「──下ろしてください」


    　霜しも月つきの声に、斗和は力なく従った。張り詰めた彼女の顔は、恐怖よりも決意が勝まさっている。斗和は言いようのない不安を覚えた。無む茶ちやをしなければいいが、と思う。どうやったら覚かく醒せいに至るかは不明だが、長い時間を要して覚醒に至る者もいた。そのことを伝え、霜月には決して焦あせったりしないよう、言って聞かせるべきだろう。


    「貴き様さまは可か哀わい想そうだな。この世に生を受けて、神の存在を信じることもできないなんてな」


    「斗和さん、意外とお馬ば鹿かなんですね～。神様がいなかったら、神しん代だいとか、この世界の誕生とか、どうやって説明するんですか？　神様なら一発で全部解決ですよ～」


    　これが神しん悠ゆう言げんなのか、と斗和は思った。彼女たちの考えは、あまりにも異質で理に適かなっていない。今が日常であれば、それは個人の自由として許されるかもしれない。だがこの世界では、多くの人を犠ぎ牲せいにする愚おろかな価値観でしかない。


    「……俺おれは何度か、この世界にやってきました。あなたたちはこれが初めてですよね？　この見えない壁の世界に絶対の安全はありません。強大な力を持った異能力者でも、あっけなく死ぬところを見てきました。あなたたちは確かに強い。でもやっぱり、ただの人間でしかない。協力して戦わなければ、生き残ることはできないんです！」


    「……それは脅おどしのつもりか？　見損なったぞ。そうまでして生き残りたいか？」


    「今のはちょっと～、斗和くんの評価下げちゃったかな～」


    「よくわからないですけど、斗和さん最低です～」


    「やめてください、先輩。惨みじめです無ぶ様ざまです」


    　彼女たちの言葉が、胸を締めつける。これ以上の言葉は無意味だと思い知らされる。それ以前に斗和は、戦う意志のない者を戦わせることに抵抗があった。寧ね々ね音ねの後悔の叫びが、いまだに耳に焼きついている。


    「せめて、子供たちだけでも保護してくれませんか？」


    　斗和の科白せりふに、神かん無な月づきが片かた眉まゆを上げる。


    「なんだと？」


    「この百貨店には、ゲキシン目当てで多くの子供たちが集まっています。世界滅めつ亡ぼうがいつやってくるかはわかりませんが、子供にはまだ可能性がある。神代に覚醒する可能性が高くても、その前に化け物に殺されてしまうでしょう。一人でも多くの異能力者を集めることが神悠言の目的ならば、子供を保護することはマイナスにはならないはずです。どうか、お願いします」


    「断ことわる。なんか貴き様さまの言い方が嫌だ」


    「あら～、いいじゃない。摩ま響ゆらちゃんだって、同じこと言いそうよ～」


    「え？　どうして断ことわるんですか？　神かん無な月づきさん、子供大好きじゃないですか～。あ、そうか。子供のほうが怯おびえて泣きそうな顔になるのを、見るのが嫌──」


    「だぁあああ、まぁああああ、れぇえええええっ!!」


    　神無月が葉は月づきの頰ほおを摘つまんで、両側に引っ張る。その後も神無月だけは文句を言っていたが、結局は子供を保護することを約束してくれた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　まるで爆ばく撃げきのようだ、と楓かえでは思った。


    　肝きもを押し潰つぶすような悲鳴が幾重にもこだまし、巨大な人のうねりが錯さく乱らんの渦を巻く。おぞましい人じん外がいの化け物が、冗談のようにあっさりと人を喰くらい、命を引き裂いていく。


    　楓は戦うことができなかった。想像を絶する光景に、泣き叫ぶ人の流れに、ただただ翻ほん弄ろうされていた。明暗を分けたのは、以前斗と和わから聞いたこの世界の話。


    　外に出られないことを知っていた楓は、近くにいた数人の子供たちとゲキシンを連れて、出口に殺到する人の流れに逆らいながら、上の階を目指した。


    （あの子は、こんな奴やつらと戦ってきたの!?）


    　今なら斗和が、武術を捨てて安易な力に頼ったのも肯うなずける。あれは武術でどうこうできる相手じゃない。


    （悪いことしちゃったかな）


    　勘のいい子だ。楓の憤いきどおりに気づいたはず。護身服などの、努力や訓練を否定する力に頼ることへの嫌けん悪お。いまだに青臭い嫉しつ妬と心しんを抱いだく自分を、楓は恥ずかしく思う。彼が才能のない普通の人間ならば、こんな気持ちにはならなかっただろう。


    　楓は道場に生まれた者として、幼おさない頃から武術を学んできた。功夫クンフーを積み、いつか父や兄たちを超えるという目標を掲かかげて。だけど、無理だった。自分を鍛きたえれば鍛えるほど、世界を知れば知るほど、ある現実が鋭するどい切っ先を喉のど元もとに突きつけてくる。


    　自分には才能がない。単なる凡人だ。


    　その事実を認めるのが嫌で、さらに修しゆ行ぎように励はげんだ。努力に勝まさる結果はないと信じて。それはある意味正しくて、ある意味間違えていた。


    　努力は偉大だ。時間をかければかけるほど、自分を高みへと連れていってくれる。努力により、自分よりも才能がある人間を何度もねじ伏せてきた。斗和も同じだ。彼はいわゆる天才だが、まだまだ楓には遠く及ばない。


    　だけど努力は、奇跡を起こしてはくれない。勝てるのは努力をしていない才能にだけ。同じだけの努力をされてしまったら、必ず追い抜かれてしまう。


    　若い頃はそれが堪たまらなく悔くやしかった。自分が大嫌いで、別の誰かになりたかった。今ではだいぶ、その感情は落ち着いている。大人になって、様々な生き方があると知ったからだ。


    　スーツアクターのバイトは楽しいし、いつかアクション俳優になるぞ、という夢もできた。幼おさない頃からずっと武術を習ってきたから、選ぶことのできた選択。


    　夢は別に叶かなわなくともいい、と思っている。また新しい目標を見つければいいだけのこと。上だけ見ている人には負け惜しみに聞こえるだろうが、等身大の風景にも、輝かがやかしいモノはたくさんある。


    　でもやっぱり、斗と和わのような才能を持つ者があっさり努力を放棄するのを見ると、心が揺さぶられる。もったいないと思ってしまう。過去の自分が少しだけ醜みにくい感情を覗のぞかせる──。


    　ここは五階の寝具売り場。楓かえでが柱の陰から周囲を確認すると、左手から獅し子しの頭を持つ化け物が近づいてくるのが見えた。腕には女性の姿。片手で抱き締めるようにして、彼女の下半身に自身の肉棒を突き刺している。腕の一振りで人を破壊し、抱えていた女性の顔を一嚙かみで消失させた。化け物にも強さがあるみたいだが、あれは間違いなく強いほうだ。


    「ゲキシン鈴木くん、みんなをカーテンの陰に隠して」


    　ゲキシンは口に人さし指を立てて、静かにするように言い聞かせてから、子供たちをカーテンに隠す。彼がゲキシンの格好をしていて、よかったと思った。ゲキシンは子供にとってのヒーロー。絶対の存在だ。純粋な信頼がある故ゆえに、パニックにならず彼の言葉に従っている。


    　子供たちから離れた布ふ団とんに、楓は身を隠す。いざというときは自分が囮おとりになるつもりだ。


    　わずかな隙すき間まから見える世界が、今の楓のすべて。そこを左から右に男の影が通り過ぎて、その何倍ものスピードで巨大な影が追い縋すがる。


    「た、たた助けぐっぼおぼっぼおぼぼおオオッッ!!」


    　男の甲高い悲鳴が、楓の心臓を握り潰つぶす。ほんの少しでも動けば、すぐにバレてしまいそうで、生きた心地がしなかった。すぐ近くから、くぐもった獣けものの呻うなり声と共に、ぴちゅきちゅと血肉を咀そ嚼しやくする音、ガリゴリと骨を嚙み砕く音が聞こえてくる。


    　楓は布団の隙間を広げて、音がするほうに視線を向ける。そして、息が止まった。一メートルもない距離に、ガツガツと蠢うごめく金色の鬣たてがみが見える。奴やつに喰くわれるたびに、ゆらゆらと揺れる半ばから千ち切ぎれた人間の腕が、まるで手招きをしているかのようだった。


    　ふと、奴がこちらを振り向くような気配を感じ、楓は慌あわてて布団を下ろす。


    　心臓が破裂しそうだった。バレた？　バレた？　汗がどっとあふれ出す。布団がやけに蒸し暑いのに、全身から急速に熱が奪われていくような、矛む盾じゆんした感覚が襲おそい来る。


    　どうする？　今のうちに飛び出して全力で逃げ出すべきか？　それとも気づかれていないことに[image: ]かけて、じっとしておくべきか？　思考がぐらぐらと揺れる。決断ができない。この判断をミスれば、無ぶ様ざまで悲ひ惨さんな最さい期ごを迎えることだろう。


    　刹せつ那な、化け物が臓ぞう腑ふに響くような雄お叫たけびをあげる。楓かえではびくりとして、大きく体を動かしてしまった。布団がズレて再び視界が開ひらける。──そして。


    「きゃあああああああっっ！」


    　上うわ擦ずった女性の悲鳴が聞こえた。階段から現れた女性が、恐怖に顔を引き攣つらせて踵きびすを返す。だが、もはや手遅れだ。獅し子しの化け物は興奮した猿のように飛び跳ねながら、女性の後を追い、階段に消えてしまった。


    　ややあって、楓は自分が助かったことを理解する。布ふ団とんから出て、ほっと息を吐いた。


    　そして、気を抜くのはまだ早かったことを、知る──。


    　通路の先に、一人の女性が立っていた。いや、違う。その身長は二メートル以上もあり、顔は濡ぬれ羽ば色の髪で覆おおわれていて、表情は見えない。明らかに異質。人型の化け物だ。


    　楓は鼓こ動どうが激しくなるのを自覚しながら、戦う覚悟を決める。逃げるという選択肢もあるが、それは最後の手段。倒せる敵ならば、倒しておいたほうがいい。


    「トォルルルル、トォルルルゥ、ガチャ。プー、プー」


    　大女がまるで電話をしたようなオノマトペを呟つぶやく。そして次の瞬間、両手を顔の横に持ち上げて、猛然と迫ってきた。


    　楓は腰に巻いて隠しておいた武器を手にする。何い時つ如い何かなるときも武器を手放さないのが、剛ごう力りき流りゆうの教えだ。ワイヤーの先に鉄球をつけた、流りゆう星せい錘すいと呼ばれる武器。まともに喰くらえば骨折するくらいの威力がある。それを最小の動きで射出、大女の顔に命中させる。だが大女はわずかに体勢を崩しただけで、再び突進してきた。


    　楓は流星錘を巧たくみに操あやつり、柱や壁に跳ちよう弾だんさせて連続で鉄球を叩たたき込む。大勢に囲まれたときにもっとも効果を発揮する、桜おう花か小しよう乱らん舞ぶという技だ。けれど化け物の突進は止まらない。それどころが、まるで槍やりのような鋭するどい蹴けりを放ってきた。


    　咄とつ嗟さに体たい捌さばきで横にかわした楓の首に向かって、大女が腕を伸ばしてくる。楓はそのままの勢いで側宙して回避、着地と同時に流星錘を撃ち放つ。


    　それと同じタイミングで、大女の蹴りが再び襲おそってきた。腹部にクリーンヒットし、楓は転がるように吹き飛ばされる。


    「ぐはっ！」


    　思わず吐と瀉しやする。想像以上の衝撃。これは人間が出せる威力を遙はるかに超えている。まさに化け物。しかも、並の人間なら何箇所も骨折しているほどの流星錘を浴びても、大したダメージはないようだ。


    　大女が近づいてくる。楓には勝しよう機きが見えない。絶望が胸を締めつける。──そのときだ。


    「楓さん、大丈夫ですか！」


    　斗と和わの声が聞こえた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　楓かえでが生きていたことに、斗と和わは心底安あん[image: ]どした。周囲に化け物の姿がないことを確認し、彼女を助けに向かう。


    「霜しも月つき、協力してくれ」


    　斗和は簡潔に作戦を伝え、まっすぐに大女へと突進する。先に霜月、そのすぐ後ろに斗和だ。


    「トゥルルルゥ、トゥルルルゥ、ピィーー、ブゥヴヴー」


    　突っ込んでくる自分たちを敵だと認識したのか、大女がこちらに向きを変える。


    「今だッ！」


    　斗和が叫ぶと同時に、前方の霜月が真上にジャンプする。背後から走ってきた斗和の肩を踏み台にして、さらなる跳躍。二メートル以上もある化け物の頭上を越えて、背後に着地した。


    　大女は霜月の動きを目で追いかけ、愚おろかにも、斗和に対してまったくの無防備な姿をさらけ出す。その隙すきに斗和は、毒がたっぷりと塗と布ふされた槍やりで大女の左胸を貫つらぬいた。


    「トゥル？　トゥルルルルルッッッ!!」


    「はああああああああああッッ！」


    　奇っ怪な声をあげる化け物。それを霜月の裂れつ帛ぱくの声が上書きする。全身の筋肉をフルに使い、砲撃剣《大和やまと》を振り回す。巨大な刃やいばは大女の腰にめり込み、そのまま胴体を両断する。胸を貫かれた上半身が、槍を軸として一回転した。


    「やりました、先輩！」


    「いや、まだだッ！」


    　大女はまだ絶命していなかった。柄を握って槍を体から引き抜くと、そのまま床ゆかに着地する。細長い両腕だけで支える上半身の切断面からは、内臓がこぼれ落ち、長い濡ぬれ羽ば色の髪は床で直角に折れ曲がっていた。まるで墓地から[image: ]はい出してきた怨おん霊りようのようだ。その不気味な姿に、ぞわぞわとした寒さむ気けを覚える。


    「先輩、危ない！」


    　霜月の声で、斗和は咄とつ嗟さに防御の体勢をとる。驚いたことに、攻撃してきたのは腰から上が消失した状態の下半身。防御は間に合ったものの、凄すさまじい威力で吹き飛ばされた。


    　その隙に大女の上半身は、両手を忙せわしく動かして、物凄すごいスピードで遠ざかっていく。


    「きゃああああああっ！」


    　奴やつの逃げ去った方向から、少女たちの鋭するどい悲鳴がした。目の前を[image: ]っていく大女の姿に驚いたのだろう。


    　だが大女は、少女たちに構うことなく逃げ去ってしまった。毒の影響は微み塵じんも感じられない。もしも毒が効いていれば、二時間程度で死に至るはずだが、期待しないほうがいいだろう。


    「先輩、こっちはもう動かないみたいです」


    　霜しも月つきが大女の下半身を大和やまとでつつきながら言う。霜月によって、さらに半分に両断されたようだが、確かにもう動く気配はなかった。


    「斗と和わお兄ちゃん？」


    　不意に名前を呼ばれ、斗和はそちらを見る。先ほど悲鳴をあげた少女たち。そのキラキラした服は、惨さん劇げきがはじまる前に見たアイドル衣装に間違いなかった。瞬しゆん夏かたちだ。


    「お兄ちゃん、斗和お兄ちゃん！」


    　瞬夏が駆かけ寄ってきて、斗和に抱きついてくる。彼女は雨に濡ぬれた仔こ猫ねこのように儚はかなく震えていた。瞬夏の後ろには二人の少女。青髪ロングと緑ショートの女の子。『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』のメンバーだ。


    「お姉ちゃんたち、すげえ」


    「強いね。ゲキシンの仲間なの？」


    　やけに幼おさない声が聞こえ、斗和はぎょっとする。カーテンの陰から、たくさんの子供たちが姿を現した。全部で七人いる。


    「ゲ、ゲキシン!?」


    　感極まった声を出したのは霜月だ。ゲキシンは霜月の肩に手を置くと、もう片方の手で親指を突き立てた。


    「こ、これはゲキシンの『健闘を讃たたえる』ポーズ!?　そそそんな、私なんかが」


    　霜月が照れたようにモジモジしはじめる。


    「よかったな、霜月」


    「な、何を言ってるんですか、先輩！　わ、私がこんなことくらいで喜ぶわけないじゃないですか。小さな子供でもあるまいし。ただ記念に残るくらいうれしかっただけです」


    　そんな斗和たちの雰ふん囲い気きを壊したのは、遠くから聞こえてきた化け物の雄お叫たけびだった。この安心が一時的なモノだと、厳しい現実を突きつけてくる。


    「子供たちを安全に保護してくれる場所があります。まずはそこへ移動しましょう」


    　不安げな表情をする楓かえでたちを引き連れて、斗和は神かん無な月づきたちの元へ急いだ。

  


  
    



    　　　第四章　その刃やいばは面おも影かげを残す


    



    　斗と和わお兄ちゃんは、やっぱり凄すごいな。


    　この混乱した状況にあって、冷静に今何をすべきかを理解している。みんなを導みちびいて、生き残るための術すべを模も索さくしている。


    　私だけのヒーロー。


    　遠い、遠い憧あこがれの人。


    　私が、地味で目立たなかった頃は──。


    　今は違う。私はアイドルになった。みんなから一いち目もく置かれる存在となった。斗和お兄ちゃんと同じ人間になったんだ。斗和お兄ちゃんに、相応ふさわしい女の子に──。


    　斗和お兄ちゃん、斗和お兄ちゃん、斗和お兄ちゃん、斗和お兄ちゃん、斗和お兄ちゃん。


    　もう離さない。もう、離れない。


    　斗和お兄ちゃんがいれば、何も怖くない。なんだってできる。この絶望の世界からも、きっと生きて帰れるはず。だって、私たちは『特別』なんだもの。


    　世界は私を中心に回り出す。斗和お兄ちゃんは、私だけを見てくれる。私を一番大切にしてくれる。ほかの何を犠ぎ牲せいにしても──。ねえ？　そうでしょ？　斗和お兄ちゃん。


    　それでね、斗和お兄ちゃん。斗和お兄ちゃんは、私を失望させたりしないでね。だって私たちは、『特別』だからこそ意味があるんだから──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　この世界に来て、もうどれくらい時間が経たったのだろうか？


    　子供たちを神かん無な月づきたちに預けた斗和は、再び化け物の跋ばつ扈こする百貨店の中を慎重に移動していた。いくら戦力を持った人材が集まったとはいえ、化け物よりも遙はるかに弱いことには変わりない。無駄な交戦を避けながら移動し、小さな子供を見つけては安全圏があることを伝え、異能力者には協力を求めた。


    　結果、二人の異能力者が仲間になってくれた。そのほかにはハッピを着た男性が三人。瞬しゆん夏かたちのファンらしい。全部で十二人の大所帯だ。全員になんらかの武器を持たせている。


    「あの人たちが協力してくれれば、もっと多くの人が助かるのに……」


    　傍かたわらの瞬夏が暗い表情で言う。神無月たちの強さを目まの当たりにした斗和も同じ思いだ。


    　八階に向かった斗和は、そこでビアガーデンにいた破壊デストロイヤー級の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを倒す彼女たちの姿を目撃する。


    　破壊デストロイヤー級とは、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーの強さを表した等級の一つで、具体的には猫ねこ蜘ぐ蛛もレベルの化け物を指す。瞬しゆん夏かたちから化け物の情報を集めているときに、霜しも月つきがいろいろと補足して、神しん悠ゆう言げんの持つ情報を教えてくれたのだ。


    　数人を一撃で肉にく塊かいに変える化け物を、二人の少女が倒す様は、見る者の精神を激しく高こう揚ようさせた。けれども斗と和わは、言いようのない不安を覚える。殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろうの凄すさまじさを知っているからだ。奴やつに比べれば、二人の強さはどこか危あやうかった。そして危機感も薄い。


    　すでに神しん代だいに覚かく醒せいしている彼女らは、神の試練を乗り越えた者。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーに敗れるはずがないと思っているのだ。だが、それが間違いであることを、斗和は経験で知っている。


    　彼女たちは八階のビアガーデンに居きよを定めたようだが、斗和はそれを諫いさめた。ビアガーデンの上空に屋根はない。上からも敵が襲おそってくる危険があるのだ。けれども彼女たちは、まったく聞く耳を持たない。そのことが、非常に気がかりだった。


    「斗和さん。あの人たちの説得は無理なのでしょうか？」


    　岬みさきが険けわしい表情で訴えてくる。先ほども彼女は、神かん無な月づきたちと一ひと悶もん着ちやくあったのだ。


    「おそらくは。ずっと信じ込まされてきた教えを変えるには、あまりにも時間がなさすぎる。それよりも今は、ほかの異能力者を探して仲間にすべきだ」


    　半分は自分に言い聞かせるように答えた。屋根に登って星を摑つかもうとするような愚ぐは犯せない。師匠も言っていた、判断とは正解を選ぶことではない。間違いを切り捨てることだと。


    「それはこっちの科白せりふです、先輩。高校生にもなって神様の存在を理解できないなんて、愚おろかです嘆かわしいです。猛省してください」


    　霜月が心底呆あきれたように言う。斗和は下へ手たに反論しようとはしなかった。今は些さ末まつな喧けん嘩かは控える必要がある。


    　それに、さっきから少し気になることもあった。霜月が一瞬、どこか上うわの空そらになるときがあるのだ。体調が優れないのだろうか？


    「でも、親子連れで彼女たちの元へ送り込んでるのは、計算してのことでしょ？」


    　楓かえでが横から覗のぞき込むようにして尋ねてくる。今の彼女の服は、エローニョの衣装ではなくシャツとロングパンツ。売り場にあったものを拝借した。


    　衣装を変えた理由は、悪の大幹部であるエローニョの姿を見て逃げ去った子供がいたから。逆にゲキシンはずっと衣装を着たままだ。子供に言うことを聞かせるのに、ヒーローである彼の姿は抜群の効果を発揮する。


    「ええ。彼女たちは根はいい人なんです」


    　子供を親と一緒に神無月たちの元へ送っているのは、人手の足りない斗和たちが子供を無事に送り届ける目的もあるが、一人でも多くの人を助けられたらという願いでもある。この状況で、子供から親を引き離すのは鬼き畜ちくの所しよ行ぎようだ。約束は小学生以下の子供だけだが、なし崩し的に親も保護するかたちになるかもしれない。


    　斗和たちが、二階のフロアに到着したときだ。「ゲキシン助けて！」と叫ぶ幼おさない悲鳴が聞こえてきた。それも一人ではない。


    　斗と和わは手て斧おのを握り直し、あたりを見回す。斗和が先ほどまで持っていた槍やりは、楓かえでに渡していた。彼女のほうが斗和の何倍も槍の扱いに長たけている。


    　二階には化け物の姿はなかった。外に逃げ出そうとして一階に集まった人たちを追って、多くの化け物が押し寄せた。そのときの恐怖からか、ほとんどの人はほかの階に移動し、玄関付近ほど人の数が少なくなっている。それは[image: ]えさを追って移動する化け物も同じだ。今は一階に近いほど安全だった。


    　斗和たちは、身を低くして中央の透明なフェンスまで移動する。二階からも一階の桃ももノ木ステージが見えるよう、中央は吹き抜けの構造となっていた。透明なフェンスには、ほかにも数人の人がいた。緊迫した面おも持もちで、下のステージを見下ろしている。斗和もそれに倣ならった。


    　中央には、人間の幼よう女じよかと見み紛まがうような、赤い浴衣ゆかたを着た化け物。額ひたいからは角が二本伸びており、ぎょろりとした両目は真っ赤かで、白目の部分が真っ黒だ。手にはやけに古ぼけた和わ傘がさ。比ひ喩ゆではなく、正しよう真しん正しよう銘めい本物の鬼だ。


    　彼女は全身が鉄でできた鼠ねずみの肩の上に乗っていた。鼠の顔はどこか人間に見えなくもなく、馬ほどの大きさがある。


    　鼠の脇わきには、メイド服を着た金髪の女性。こちらも一瞬人間かと思ったが、そうではなかった。腰までもある髪の毛はうねうねと別の生き物のように動き、後頭部には巨大な口がある。二口女だ。


    　鼠の背後のステージには、七人の子供と三匹の化け物がいた。牛の頭を持った巨大な人型の化け物と、馬の頭を持った巨大な人型の化け物が、子供を挟み込むようにして両脇に立っている。二匹とも三メートル以上はあり、金かな棒ぼうを携たずさえていた。牛ご頭ず馬め頭ずという名の、地獄の鬼を想起させる。


    　そして、最後の一匹。それを見た斗和は、怒りで奥歯を嚙み砕きそうになる。


    　見せしめのようにして一人の男児が、芋いも虫むしの化け物に捕食されていた。キアゲハの幼よう虫ちゆうみたいに黒と薄緑のカラフルな縞しま模様。そいつに背後からがっちりと拘こう束そくされ、立ちながら喰くわれている。それだけならば、もう見慣れた光景だ。だが、男児はまだ生きていた。


    　芋虫が葉を囓かじるように、じわじわと男児の頭を喰い荒らしている。頭ず蓋がい骨こつは喰い破られ、ピンク色の脳みそが見えていた。それもまた、ゆっくりと捕食されていく。


    「ママッ！　ゲキシンッ！　助けてぇ！」


    「ほらほら、もっと泣き叫べヨ。呵か呵呵呵っ！　そんなんじゃ死ぬヨ、死んじゃうヨォ！」


    　鬼が愉快そうに、子供たちに泣き叫ぶことを強要している。今現在捕食されている子供だけでなく、捕まっている子供全員が、[image: ]をねだる雛ひな鳥どりのように大声を張り上げている。


    　斗和はちらりと隣のゲキシンを見る。仮面で表情は見えないが、名指しで呼ばれているのだ。その心中は察するに余りある。


    「ゲキシン、助けてぇ！　ゲキひん、あっ、あきゃ、げきょひ、あああ～」


    　突とつ如じよ、男児の声が間の抜けたモノに変わる。そしてだらりと弛し緩かんする手足。じわじわと喰くい荒らされてきた脳が、致ち命めい的な損傷を負ったのだ。


    「あ～あ、死んじゃっタ。間に合わなかったネ。可か哀わい想そうだネ！　呵か呵呵っ！」鬼がはしゃぐように言う。「さ～て、次は誰にしようかナ？」


    「もう、見てられない！」


    　楓かえでが勢いよく立ち上がろうとする。斗と和わは咄とつ嗟さに彼女の腕を摑つかんで制した。


    「放して、斗和くん！　あんなの我慢ならない！」


    「気持ちはわかりますが、抑えてください。無駄死にするだけです」


    「そんなのわかってる！　罠わなだって言うんでしょ？　でも、このままでいいわけないでしょ！」


    「いえ、違います。罠はありません」


    　斗和の言葉に、楓は目を見開く。いや、楓だけではない。そこにいた多くの人たちが、同様に驚いた視線を向けてくる。やはりか、と斗和は思った。彼らはみんな勘違いをしていたのだ。だが論理的に考えれば、それが間違いであることはすぐにわかる。


    「どういうことですか？　あれが罠ではないと？」


    　問い詰めるように聞いてきたのは、岬みさきだ。斗和は頷うなずくと、簡潔に答える。


    「正確には、すでに俺おれたちは罠にかかっている状態なんだ。奴やつらの目的は二階に人を集めること。それ以上はない」


    「斗和お兄ちゃん、どうしてそう思うの？」


    「まず、あいつらがこっちよりも遙はるかに強いからだ。真っ向勝負で勝てる相手に罠を張る必要なんてない。それに奴らの配置。待ち伏せをするには、地形として不適切だ。周囲からは丸見えだし、前後には階段がある。あまりにも無防備。攻め込まれることを想定していない」


    「でも、子供たちは？　明らかに私たちをおびき寄せようとしているでしょ？」


    「ええ、そうです。楓さん。だから俺たちは今、まんまとおびき寄せられてしまった状態なんです。しかも、あの化け物は目立つ位置にいる。おそらくは、それが奴の異能力に関係しているんでしょう。霜しも月つき、心当たりはあるか？」


    「……はっきりとはわかりませんが、『精神系』の可能性があると思います。自分の存在を認識させることが、発動の条件だったりしますから」


    　精神系とは、カレンを殺した老ろう婆ばの化け物のような異能力。対象の精神に作用するため、肉体的な防御は意味をなさない。


    「よくわからんけど、それってここにいたら、マズいっちゅうこと？」


    　紗さ里りの科白せりふに周囲がざわつく。確かにそうなのだ。けれども──。


    「霜月、奴は支配ガヴアナー級で間違いないな？」


    　霜月は「おそらく」と、神妙な顔で頷く。支配ガヴアナー級とは、文字どおり他たの魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを意のままに動かす階級だ。子供たちを襲おそったりせず、統とう率そつがとれたようにじっとしているので、おかしいと思っていた。


    「支配された化け物は、そうでないときよりも反応が鈍にぶくなるんだったよな？」


    「支配ガヴアナー級の指示がないと動けないので、普通はそうです。ただ、事前に行動を指示されていることに関しては、個別の反応速度で対応するはずです」


    「斗と和わお兄ちゃん、どうしたの？　早く逃げたほうがいいんだよね？」


    　瞬しゆん夏かが焦じれたように訊きいてくる。ほかの人も同じだ。すでに罠わなにかかっていると知って、落ち着きを失っていた。


    　斗和は迷っていた。生存本能は伝えてくる。すぐに逃げ去るべきだと。そうすれば命の危機はなくなる。だが理性が告げている。今は引くときではない。攻めるときだと。だがその場合は子供たちをどうすべきか？　気持ちでは助けたいと思う。


    （師匠、俺おれはどうすれば？　師匠──）


    『斗和は馬ば鹿か者ものですね。それでも人が悩むのは、道を見失っているからです』


    　それは師匠ではなく、かりもの言葉だった。不意にあの夜のことが鮮せん明めいに思い出される。幻げん想そう的な夜の街に、一際輝かがやく宝石のようなかりもの姿──。


    　そうだ、と斗和は思った。自分の目的は生きて元の世界に帰ること。そのためには、すべての化け物を倒すことが必須となる。逃げるばかりでは、最悪の状況に陥おちいるだけだ。倒せるときに倒さなければ意味がない。


    　子供の件もそうだ。ここで助けたとしても、化け物を倒せなかったら、どのみち死ぬ運命にある。彼らを本当の意味で助けるためにも、今は冷徹に優先順位を定める必要があった。


    「霜しも月つき、楓かえでさん、それに皆さん。今は奴やつらを倒せるチャンスです。こちらから攻めましょう」


    「はぁ？　ふざけんなよ、お主ぬし。六匹もいるんだぞ？　頭は大丈夫か？」


    　声を荒らげたのは、ハッピを着た男だ。彼の気持ちはよくわかる。常識で考えれば、自殺行為にほかならない。子供を助けに飛び出そうとした楓でさえ、戸惑った表情でいる。


    「私はウェルカムです、先輩。困難は大きければ大きい──」


    　と、ここで霜月の科白せりふが唐突に止まる。


    「霜月？」


    「い、いえ。なんでもありません。あいつらを倒すという話でしたよね？」


    「霜月。さっきから気になっていたが、どこか体調が悪いのか？」


    「そ、そんなことはありません。だだ、大丈夫です」


    「──霜月、俺は君の強さを当てにして、今から作戦を立てるつもりだ。でも、なんらかの理由で本調子でないのなら、教えてほしい。その隠し事は、みんなの命を奪う結果になるかもしれないんだ。頼む」


    　斗和の真剣さを感じて、思うことがあったのか、霜月が反省したようにシュンとなる。


    「声が、聞こえるんです」


    「声？」


    「はい。神様の話し声です」


    　通常、チャネリングの能力を持った巫み女こは、自分に話しかけてきたときにしか、神の声を聴くことはできない。だが稀まれに霜しも月つきのように耳がよい巫女は、他人に向けて話した声まで聴くことができるそうだ。


    「話しているのがわかる程度で、内容までは聴き取れませんが、摩ま響ゆら様が神しん託たくを受けているときの感じと、よく似ている気がします」


    　摩響がここにいるのかと訊きいたが、その可能性はないと霜月に否定される。


    　神の声。俄にわかには信じられなかったが、今のタイミングで霜月が噓うそを言う理由はない。ぞくりと戦せん慄りつが走る。何か、壮絶に嫌な予感がした。


    「取り込み中悪いけど、結局どうするの？」


    　割り込んできたのは、サイドを三つ編みにしたオレンジ髪の活発そうな少女。彼女の名前は鳶とび矢や、「攻撃系」の異能力を持つ。


    「攻撃系」とは、文字どおり攻撃に特化した異能力だ。けれども「概がい念ねん事象系」のように、なんらかの〝概念〟を完かん遂すいさせる力を持っているわけでもなく、「概念事象系」の下位互換といった感じだ。


    　斗と和わは気を取り直して、今が好機であることを説明する。一つは先ほど説明した地の利。もう一つは時間。今は向こうが動かないため、十分に作戦を練ることができる。刹せつ那な的に戦わなければいけなかった今までと違い、これは最大の利点だ。


    「でも、作戦くらいで、そんなに違うものなの？」


    　息いき巻まきが半はん信しん半はん疑ぎで尋ねてくる。緑の髪をサイドで束ねた彼女は「生存系」の異能力者。息を止めている間、自身に対する物理攻撃を無効化するというモノだ。


    　彼女の疑問は当然かもしれない。作戦を練ったとしても、こちらが向こうより強くなるわけではないのだ。だが──。


    　水族館での戦いを思い出す。最強の敵、山やま田だ喜き一いち郎ろう。奴やつを出し抜くことができたのは、個人の強さではない、作戦だった。敵の性質を知り、役割分担を決め、各個撃げき破はを徹底する。その結果、山田の裏をかき、不可能と思われた戦いに勝利することができた。


    「全部倒すつもりはありません。あの鬼の撃破を最優先とします。厄やつ介かいな異能力を持っているのは、まず間違いないでしょう。先せん手て必勝で叩たたくべきです」


    　異能力を考慮しない場合、見た目と化け物の強さは、ほぼ一致する。あの鬼は、そこまで強くないはずだ。


    　斗和は手短に、自分の作戦を話す。けれども、子供の救出を後回しにすることを伝えると、瞬しゆん夏かが失望したように抗議の声をあげた。


    「そんなの、斗と和わお兄ちゃんじゃないよ。今の作戦なら、あの子たちを助けることだって、できるでしょ？」


    　斗和は返答に窮きゆうする。鬼の撃げき破はを目的としながら子供を助けることは、人数的に不可能だ。どちらかを諦あきらめなければ、虻あぶ蜂はち取らずの状況になり兼ねない。


    　斗和は冷静に判断したつもりだった。今は鬼を倒すことが、結果的に子供たちを救うことになると。けれどもなぜか、瞬しゆん夏かの言葉は重く心に響いてくる。


    「瞬夏ちゃんの言うとおりだ。子供を助けないのなら、拙せつ者しやたちは協力しない」


    「私も瞬夏の意見に賛成です」


    　ハッピ、岬みさきを筆ひつ頭とうとして、次々に瞬夏に賛同する声があがる。


    「気持ちはわかります。ですが──」


    「斗和お兄ちゃん、お願い！　私の知ってる斗和お兄ちゃんは、そんな人じゃないよ！」


    　瞬夏の声が脳に響く。彼女の瞳ひとみに自分の顔が映る。だが、その作戦は………………………………………………………………………………………………………………………………カチッ。


    「ごめん。瞬夏の言うとおりだ。俺おれが間違っていた。作戦を変更しよう」


    　斗和の言葉に、誰もが力強く頷うなずいた。そう、誰もが恐怖や不安を感じることもなく──。
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    　配置に着いた霜しも月つきは、大和やまとのバレルを展開し、砲ほう口こうを剝むき出しにする。大和の砲ほう撃げきは、戦魔クラツシヤー級（シャバレベル）すらも一撃で倒す威力を誇る。


    　ただし弾数は二発。強力な武器故ゆえに、雑ざ魚こにはもったいないというジレンマがある。それを斗和は今回、使うよう言ってきた。


    　斗和曰いわく、成功する確率は五割。すなわち「成功」するか「失敗」するかの二つに一つ。なんらかの方法で、砲撃を防がれる可能性もあるらしい。


    　それでも砲撃に踏み切ったのは、やらないよりマシだという判断。つまり彼は、五割の確率でミスると考えるのではなく、五割も成功率があると考えているのだ。それが、二度もこの世界から生き延びた者の思考──。


    「ゲキシン、助けてぇ！」「ママ、ママぁあああ！」


    　子供たちが激しく泣き喚わめく。それに応こたえるようにして、斗和とゲキシンが姿を現した。


    「みんなぁー！　もう大丈夫だ。ゲキシンが助けにきたぞぉおおっ!!」


    　斗和が大声を張り上げる。しゃべれないゲキシンは代わりにポーズを決めて、子供たちを勇気づける。やっぱりゲキシンは最高だと思った。


    　当初の作戦では、攻撃の核となるゲキシンは、姿を見せない予定だった。けれども子供を救出するには、彼の存在をアピールすることは必須となる。ゲキシンがいるという安心感を与えなければ、混乱した状況で子供を誘ゆう導どうすることなどできない。


    「なになに？　助けに来たっテ？　呵か呵呵っ！　馬ば鹿かですカァ？」


    　鬼が愉快そうに、斗と和わたちのほうへ体を向ける。霜しも月つきの位置からはちょうど背中が見える格好。和わ傘がさで若じやつ干かん姿が隠れているが、問題ないだろう。


    　霜月は立ち上がると、レーザー照準で鬼に狙ねらいを定める。知能の低い化け物たちは、全員が斗和たちのほうを向いていた。あまりにも無防備。


    　霜月は躊ちゆう躇ちよなく、トリガーを引いた。凄すさまじい音が轟とどろき、衝しよう撃げきが霜月の小柄な体たい躯くを揺さぶる。刹せつ那なの刻とき、わずか数メートルを砲弾が駆かけるなか、鬼の持っていた和傘が高速で回転をはじめる。そして着弾。


    　──爆発は起きなかった。


    　砲弾は傘と接した瞬間に威力を失い、乾いた金属音を立てながら、下にいた鼠ねずみの肌はだの上を転がり落ちていく。


    「──な!?」


    　驚きよう愕がくする霜月をあざ笑うように、和傘の表面に無数の眼めが現れた。瞬時に理解する。あの傘も魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。しかも、物理攻撃を無効化する異能力を持っているのだ。


    「呵呵呵っ！　なるほど、もう一匹いたのカァ」


    　鬼がこちらに視線を向ける。そんな化け物に向かって、斗和が毒を塗と布ふしたナイフを投げつけた。鼠が即座に反応し、ナイフを叩たたき落とす。


    　斗和はそれを見届けると、二階から一階へと飛び降りた。そして手て斧おのを構えて挑ちよう発はつする。


    「勝負だ、化け物！　人間の力を思い知らせてやるッ！」


    「呵呵呵っ！　人間の力だっテェ？　ウケるウケるゥ！　牛ご頭ず！　あいつの手足を引き千ち切ぎって、わっちのところへ連れてこイ！　呵呵呵っ！」


    　斗和の一番近くにいた牛の頭を持つ化け物が、斗和へと襲おそいかかる。これも彼の描えがいた作戦どおり。斗和の役割は、あの戦魔クラツシヤー級を引きつけることだ。


    　牛頭が十分離れたのを見て霜月も飛び降り、一足跳びで馬の頭を持つ化け物──馬め頭ずに切りかかった。奇き襲しゆうを狙った攻撃は不発、金かな棒ぼうで防がれる。だが奴やつの注意を引きつけるのには成功した。あとは息いき巻まきと共闘して、こいつを引き離すだけだ。


    　自分よりも遙はるかに強い存在。押し潰つぶすかのような威圧感に、本能的な恐怖を刺激される。全身が小刻みに震えていた。じっとりと手が汗ばみ、大和やまとをいつもより重く感じる。


    （だけど、この試練を乗り越えて、私は生まれ変わるんだッ！）
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    　霜月と息巻が馬頭と交戦に入ったのを見て、楓かえでは指示を出した。頷うなずいた瞬しゆん夏かたちが、消火器から消火剤を散布する。濛もう々もうと立ち籠こめる白い煙が、中央ステージを覆おおい尽くした。


    「な、なんだヨ、これ！」


    　鬼が動どう揺ようした声をあげる。支配ガヴアナー級が混乱すれば、ほかの化け物は動きを止める。楓かえではその隙すきに、鳶とび矢やと共に鼠ねずみに近づいた。煙で視界が防がれようとも、敵の配置は事前に確認済みだ。


    　鳶矢が異能力を発動させて、鉄の肌はだを持つ鼠に触れる。刹せつ那な、消火剤の霧きりを盛大に搔かき回しながら、鉄の塊かたまりが吹き飛ばされた。


    　触れた生物を吹き飛ばす。それが彼女の持つ異能力だ。そして吹き飛ばす方向は、二口女が立っていた方向。うまくいけば、そちらも排除できるはず。


    　最後の戦魔クラツシヤー級を退しりぞけた楓たちは、次に子供たちの救出に向かう。物事がうまくいっているように見えるのは、それだけ斗と和わの立てた作戦が優れているからだ。


    　斗和には兵へい法ほうの才能もあるのだろう。素人しろうとほど作戦を複雑化するという愚ぐ行を犯すものだが、彼の作戦は至ってシンプル。人の動かし方を知っている証しよう拠こだ。ゲームなどでの戦術と、実際の戦術との違いをよく理解している。


    　そして何より優れているのは、状況分析力と決断力。時間もなく命が懸かかった状況で、これほどの作戦を立てられるのは、並大抵のことではない。


    （妬やけるな～）


    　楓は半ば諦あきらめたように思った。人の才能の不平等さをまざまざと見せつけられる。斗和のようにとまでは言わない。自分に彼の半分でも才能があれば──。


    「うぎゃっ！」


    　そんな楓の思考を遮さえぎったのは、奇っ怪な悲鳴だった。先ほどまで鼠がいた場所に、傘かさと子供のシルエットが降ってきた。例の鬼だ。


    　楓は複雑な気分になる。斗和が当初立てた「鬼を倒す作戦」では、鼠を吹き飛ばしたあと、上から落ちてくるだろう鬼を、楓とゲキシン、鳶矢の三人で仕留める手て筈はずだった。傘の化け物は想定外だったが、今の手て応ごたえから言えば、この場にゲキシンがいれば、鬼を倒せる可能性は非常に高かったと思う。


    　事実、ゲキシンの武力はずば抜けて高い。楓が舌を巻くほどのレベル。剛力師範父ですら敵かなわないだろう。子供を優先したため、彼が戦闘に参加できないのは大きな痛手だった。


    「ぴぎゃあああっ！」


    　穂ほ先さきに毒を塗と布ふした楓の槍やりを受けて、芋いも虫むしがヤカンのお湯が沸ふつ騰とうするような、甲高い悲鳴をあげる。化け物の動きが鈍にぶいのは、鬼から指示がないからだろう。支配ガヴアナー級の持つ弱点らしい。


    「鬼を倒す作戦」の唯ゆい一いつの欠陥は、鬼を倒している間、芋虫が子供たちを襲おそってしまう危険があったこと。そこを瞬しゆん夏かに指摘されてしまったのだ。確かに百パーセントではないが、この電でん撃げき作戦ならば斗和が主張したとおり、被害はなかった可能性が高い。


    　楓は自分でも不思議だった。どうしてあのとき、瞬夏の意見を推おしてしまったのか？　冷静に考えてみると、斗と和わの案のほうが優れていたように思える。


    　そのときだ。何かが自分の足に抱きついてくるのを感じた。慌あわてて、それを蹴けり飛ばそうとして、──できなかった。


    　それは人間の子供。先ほど脳みそを喰くわれて絶命したはずの男児だ。空っぽの頭を見せつけながら、楓かえでの足にしがみついている。


    　楓は動けなかった。危機感よりも、悲哀のほうが強く、心が麻ま痺ひしてしまった。


    　男児が口を開く。その舌は蛇へびのように変形していて、楓の太ふと股ももに嚙かみついてきた。


    「──っつ！」


    　鋭するどい痛みが楓を現実に引き戻す。けれども、どうしたらいいのかが、わからない。


    　次の瞬間、その男児が消し飛んだ。横から蹴り飛ばされたのだ。


    　呆ぼう然ぜんと蹴りが飛んできたほうに視線を動かし、そこにゲキシンの姿があるのを見る。


    　予想外だった。楓の知る彼は、とても優しい人柄だ。死んでいるとはいえ子供を蹴るなんて、どんな理由があってもしないような。今が異常な状況だという現実を突きつけてくる。


    　ゲキシンは無言で、自分の背後を指さす。そこにはたくさんの子供たち。言葉がなくともわかった。今自分が何をすべきかを。


    「ゲキシンだ！」


    　子供たちが歓喜の声をあげる。楓が「ゲキシンについていって」と言うと、みんな素直に彼の後を追いはじめた。


    「呵か呵呵呵っ！　やるネェ、やるネェ！」


    　唐突に、例の鬼の声が響き渡る。まるで拡声器を使ったように、遠くまで届く声。嫌な予感がした。最悪の結果を想像してしまう。まさか──。


    「さあ、ゲームのはじまりだヨー！」
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    　斗和の全身を刺すような恐怖が襲おそってきている。牛の頭を持つ巨大な化け物。間近で見ると、その存在感に圧倒される。


    　本能が激しく警けい鐘しようを鳴らす。奴やつは自分よりも遙はるかに強い存在だと。一歩踏み出すごとに軋きしむ筋肉は、まさに凶器そのもの。あらゆる攻撃が跳ね返されそうな絶望と、一撃で自分の体が粉こな微み塵じんになりそうなイメージを突きつけてくる。


    　斗和は催さい涙るいスプレーにライターの火を近づけ、即席の火炎放射器を作った。百貨店内での火気は火災の危険があるため極力避けたかったが、ここは貴金属売場。目の前のリスクと天てん秤びんにかけた結果だ。


    　一瞬怯ひるんだ牛ご頭ずだったが、金かな棒ぼうを大きく振って炎を払い除のける。斗和はその隙すきに、カウンターの裏に身を隠した。今は無理に倒す必要はないのだ。


    　どうやら牛頭は自分を見失ってくれたらしい。知能の高い人間にはピンとこないだろうが、獲え物ものを見失わないという能力は、かなり高度な知性を要する。二歳くらいの人間の子供でも、ちょっと隠れると相手を見失ってしまうものなのだ。


    　不ふ穏おんな声が聞こえてきたのは、そのときだ。例の鬼の声──。


    「さあ、ゲームのはじまりだヨー！　ゲームのルールは簡単。わっちに触れば、そっちの勝チ！　ゲームクリアだヨッ！」


    　しまった、と思った。直感で悟る。奴やつは異能力を発動させるつもりだ。確か、葉は月づきから教えてもらった中に、ゲームを強制させる異能力があったはず。「遊ゆう戯ぎ系」という名の系統。特徴として、発動前にゲーム内容の詳細な説明が行おこなわれる。


    　斗と和わは慌あわてて耳を塞ふさいだ。葉月曰いわく、「遊戯系」の対象にされる条件は、ルールの説明をすべて聞いてしまうこと。牛ご頭ずに追われている状況で聴覚を落とすのは、かなりの恐怖だったが、今はゲームを課せられるほうが危険だと判断する。


    「そして、わっちの目玉が現れている間は、一歩も移動しちゃ駄目だヨォ。床ゆかと触れている部分の面積が少しでも変化したら、そっちの負け。首がもげて即死さァ！　もちろん、床に触れてない場所は動かしても、全然大丈夫。楽勝だネ！」


    　だが、耳を塞ぐことに意味はなかった。鬼の声は、直接頭に響いてきている。この異能力からは逃げられない。


    「目玉が現れるのは、『後ろの庵あん呪じゆさんの首もげた』ってわっちが言い終わってかラ。簡単でショ？　呵か呵呵っ！」


    　次の瞬間、鬼のいる方向から光が飛んできた。斗和が気づいたときにはすでに遅く、左手の甲にそれが突き刺さる。痛みはなかった。代わりに「呪じゆ」という文字が刻みつけられている。


    　ぞくり、と背筋が凍りつく。第六感が濃厚な死の気配を感じ取る。斗和は後ろを振り返ることなく、横にダイブした。


    　ガラスが割れる音が響き渡り、荒い獣けものの吐と息いきが聞こえる。そこにいたのは、牛頭。[image: ]う闊かつだった。光が飛んできたのを見て、斗和の位置を察したのだ。さらに最悪の状況は続く。


    『う～し～ろ～の～』


    　あの鬼の声が、再び頭に響いてきた。


    　戦せん慄りつが駆かけ巡る。心臓が破裂したみたいに激しい痛みを発する。鬼の説明によれば、この声が終わったあと、しばらく移動できなくなるはずだ。それは戦闘において、致ち命めい的な制限。まず間違いなく、自分は死ぬ。


    　──覚悟を決める必要があった。


    　斗和はバッグからパイプ爆弾を取り出すと、組み立てて腰のホルスターに装そう塡てんする。最後の爆弾。けれども牛頭は、これを遠くから投げつけただけで勝てる相手ではない。確実に決めなければ、死ぬのはこっちだ。


    　死を前にして、精神が統一していくのを感じる。世界が真っ白になって、目の前の化け物と二人だけとなる。自分の呼吸の音が、やけに大きく響いている。


    　斗と和わは息を吐くと同時に、攻撃を仕掛けた。あえて化け物の左側に突っ込んでいく。そして奴やつが金かな棒ぼうを左上に振り上げたタイミングで、右へ移動した。そのまま展示テーブルを踏み台にして、高く跳び上がる。


    　凄すさまじい風圧と共に足場のガラスが砕け散る。自分の体を囮おとりに使って金棒を振り下ろす角度を調整し、ぎりぎりかわすことに成功した。そのまま宙返りをしつつ、相手の顔に催さい涙るいスプレーを吹きつける。


    　効果は抜群だった。視界を失った牛ご頭ずは不快感を振り払うように、闇やみ雲くもに金棒を振り回す。背後に回った斗和に気づく様子もない。


    　斗和はパイプ爆弾のセーフティを外すと、カウントを計る。時間を調整して、それを牛頭の首筋に投げつけた。爆弾は奴の首に当たってきっかり一秒で爆発する。首の肉を大きく抉えぐられた牛頭は、まっすぐ床ゆかに倒れ伏した。


    『──げ～たっ！』


    　鬼の言葉が終わるのも、ほぼ同時だった。


    　刹せつ那な、ぞくりとなる。背後に寒さむ気けのする視線を感じる。首だけ動かして背後を見ると、斗和の真後ろの空間に巨大な目玉が出現していた。この目玉がある間、一歩も足を動かすことができないのだ。


    　条件がわかっていても、生きた心地がしない。時間が異常に長く感じられる。足が勝手に動いてしまうような錯さつ覚かくを覚え、斗和は血の気が引く思いだった。


    　そして、ふと牛頭の死体を見て、──息が止まった。


    　牛頭の死体が淡い緑色の燐りん光こうに包まれていた。いや、それだけではない。抉られた奴の首が徐々に治っていく。それは、最悪の未来を連想させた。まさか、こいつの異能力は──。


    　化け物の傷が完治する。どくんと心臓が脈打つのを伝えるように、全身が痙けい攣れんする。ややあって、牛頭がむくりと立ち上がり、底冷えするほどの凍いてつく視線を斗和に向けてきた。


    　対する斗和は動くことができない。巨大な目玉は、まだ背後に張りついていた。足を動かしてしまったらどうなるか？　鬼は言っていた。その答えは死だと。


    　牛頭がゆっくりとこちらに近づいてくる。動くことのない斗和を見て、[image: ]あざけるように口元を歪ゆがめている。


    （まだなのか？）


    　斗和は焦あせりながら背後の目玉を見る。かっと見開かれていた目玉は、睡魔が襲おそってきたかのように、徐々に目を細めている。消えるまで、もう少しだ。


    　焦しよう燥そう感が加速する。死の気配が色濃く纏まとわりついてきて、呼吸を圧迫する。


    　牛ご頭ずは焦じらすようにゆっくり金かな棒ぼうを担かつぎ上げると、次の瞬間、空気を押し潰つぶすような勢いで振り下ろしてきた。


    　斗と和わは幻想の右手フアントムリーフを展開。左手で右腕を補助しながら、奴の一撃を受け止める。凄まじい威力。二の腕を伝わり、肩にまで深刻なダメージを与えてくる。


    　斗和は呆あつ気けなく吹き飛ばされていた。背後のガラスケースを突き破り、一回転して床ゆかに叩たたきつけられる。喉のどの奥にぬるりとした感触を覚えた瞬間、斗和は吐と血けつしていた。内臓になんらかのダメージがあったのだ。


    　斗和はショックを受ける間もなく立ち上がり、目玉を捜す。目玉はどこにもなかった。体になんのペナルティもないことから、ぎりぎり間に合ったのだろう。


    　斗和は床に落としてしまった手て斧おのを拾い、牛頭と対たい峙じする。催さい涙るいスプレーは爆弾を使った際に手放したので、手元にはない。爆弾も使い切ってしまった。毒はあと一回分はあるが、あの不死身の異能力をなんとかしない限り意味はないだろう。──どうする？


    　牛頭の背後、そこに唐突に炎が上がる。一瞬、牛頭の別の異能力かと思ったが、違った。女性の姿を模したその炎は牛頭にしがみつくと、猛然と奴やつの体を燃やしはじめたのだ。


    「グォオオオオオオッッ!!」


    　内臓に響くような咆ほう哮こうがこだまする。牛頭は炎に全身を焼かれ、悶もだえるように暴れるが、炎で形づくられた女性を引き剝はがすことはできない。やがて、崩れ落ちるようにして絶命した。


    　倒れた牛頭の後ろには、一人の少女。眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな風ふう貌ぼうに、長く伸びた紅くれないの髪の先端からは、炎の女性が顕けん現げんしていた。


    　不意に記憶が刺激される。瞬しゆん夏かから聞いた三人組の話。しかし斗和の注意を引いたのは、牛頭の死体だった。奴の体は再び緑色の燐りん光こうに覆おおわれ、傷が治りはじめていた。


    「気をつけろ！　復活するぞ」


    「知ってるわよ。あんたが倒すの見てたから。っていうか、どうやって倒すのよ、こいつ」


    　心底面倒臭そうに言う彼女に応こたえるように、新たな声が聞こえてきた。


    「とりあえず、追加で攻撃してみっか？」


    　黒いレザーに身を包んだ銀髪の男が言った。瞬夏の話によれば、彼の名前はタカ。その後ろには狐きつね顔の男と、虚うつろな目をした美み柑かんの姿があった。ドリルツインテールは片方解ほどけていて、衣服に乱れがある。爛ただれるような嫌けん悪おを斗和は感じた。


    　銀光がタカの体を包み込む。次の瞬間、彼の右手に一丁の拳けん銃じゆうが出現していた。黒と銀の縞しま模様で彩いろどられた重厚な雰ふん囲い気きのする自動拳銃だ。


    「おっしゃー、《ゼブラ》来たぜ！」


    　はしゃぐように言うと、タカは拳銃のスライドを動かしてコッキングする。そして復活中の牛頭に向かって連続で三発、銃弾を撃ち放った。撃つたびにスライドが移動して薬やつ莢きようを吐き出すが、地面に落ちた数秒後にそれは消失する。


    「何よ、変わらないじゃない」


    「んなことねえよ。きっちり銃じゆう弾だんのぶん、回復が遅くなってやがる」


    「ゲームなんかじゃ、回復中に攻撃すると止まるもんだけどね。とりあえず、どかしとくよ」


    　言ったのは狐きつね顔の男──ダルだ。彼は異能力を発動させると、牛ご頭ずに長く伸びた腕を巻きつけた。そして伸びた腕を縮めるようにして、牛頭を遠くへ放り投げる。


    　この惨さん劇げきの中にあって、どこか余裕を感じさせる三人の態度。なるほど、彼らの戦力ならば、並の化け物では歯が立たないはずだ。強力な味方となる存在。だが──。


    　斗と和わは表情をなくした美み柑かんを見て、胸を痛めた。彼らの人柄と考えは、瞬しゆん夏かたちから聞き及んでいる。正直、彼らの主張もわからないでもない。異能力者だから戦えというのは、横おう暴ぼうな意見だ。寧ね々ね音ねの悲痛な声がいまだに耳に焼きついている。


    　だからといって、彼らの行動には賛同できない。越えてはいけない一線を越えてしまっている。しかし、彼らが強力な戦力であることも、また事実だ。


    　感情と理性との間で、大きく振り子が揺れていた。


    「ありがとうございます。助かりました」


    　斗和は迷った末、お礼を言うことにした。助けてもらった事実に変わりはない。


    「別に、あんたを助けたわけじゃないわ。いい案配に単独行動してる化け物がいたから、襲おそってみただけよ」


    　もしやとは思っていたが、斗和はその科白せりふから確信を持つ。積極的に化け物を狩る理由は一つしかない。


    「前にも、この見えない壁の世界に来たことがあるんですね？」


    「そうよ。……もしかしてあんたも？」


    「ええ」


    「いや、悪わりぃな、少年。こいつは素直じゃなくてよぉ。実はテメエを助けるために、俺おれらは危険を顧かえりみず飛び出したってわけよ」タカが馴なれ馴れしく、斗和の肩に腕を回してきた。「でよぉ？　テメエがまともな人間なら、恩を感じてしかるべきだろ？　なぁ？」


    　不ふ穏おんな空気を感じながらも、斗和は「そうですね」と応じた。


    「だったらさぁ、女紹介してくんねえか？　俺の勘だけどよぉ。テメエからは、いい女が寄ってくるフェロモンみたいなもんを感じんだよ」


    　斗和はちらりと美柑を見て、意を決して答える。


    「ええ。俺の知り合いは皆可愛い子ばかりですよ。紹介します。ついてきてください」


    「ひょおぉー、マジか？　グッドだぜ！　ちなみに萌もえとどっちが可愛い？」


    　タカが女性を顎あごで示して尋ねる。


    「はぁ？　馬ば鹿かじゃないの？　くだらない」


    「萌さんも可愛くて、素敵な女性だと思います」


    「あたしね、初対面でそんなこと言う奴やつだけは、信じないようにしてるの。大抵馬ば鹿かか最低な奴だから」


    　萌もえは吐き捨てるように言って、すたすたと北階段へ移動する。そして手に持っていたビニール袋からメロンパンを取り出して、一口囓かじった。


    「危ない！」


    　斗と和わは咄とつ嗟さに叫んでいた。驚いて警戒する彼女の足に、金色の髪が巻きついてくる。


    「きゃああああっ！」


    　萌もえの甲高い悲鳴。逆さまに吊つり上げられた彼女の下には、メイド服に身を包んだ二口女が立っていた。さらに髪の毛を巻きつけて、萌の体を拘こう束そくする。


    「くっ！　ダル頼むッ！」


    　タカが叫ぶ。銃じゆうでは萌にも当たってしまうと考えたのだろう。ダルが右腕を伸ばして萌を摑つかもうとするが、それは悪あく手しゆだった。二口女は器用に萌を動かすと、萌の体でダルの腕をはたき落としてしまった。


    「馬鹿ッ！　何やってんだッ！」


    　二口女がこちらに背を向けるようにして、後頭部の大口を開く。鮫さめのような無数の鋭するどい歯が並ぶ口の中へと、頭から萌を押し入れようとする。


    「うそ!?　嫌よ！　死ぬのは嫌！　誰か、助けてぇえええッ！」


    　萌の悲鳴がこだまする。あの炎の異能力を使わないのは、なんらかの理由があるのだろう。直感でそれを察した斗和は、ダルの腕がはたき落とされた時点で駆かけ出していた。


    　残り数歩の距離。だが、奴が萌を捕食するほうがわずかに速い。ならば──。


    　全身を巡るオーラが右腕に収束する。ガチリと歯車が嚙かみ合う感じ。斗和は即座に光速の拳けんを撃ち放った。


    　オーラの塊かたまりは二口女の項うなじを撃ち抜き、強制的に大口を閉じさせる。間かん一いつ髪ぱつ、萌は捕食されるのを免まぬがれた。


    　斗和は手て斧おのを右手に持ち替えると、今度は化け物の背中に深々と突き立てる。化け物の大口が絶叫をあげ、大きく開いた口を閉じる勢いのまま、斗和の肩口に嚙みついてきた。ミシリ、と肩が乾いた音を立てる。


    　斗和は奴の背中から手斧を抜き取ると、化け物の顔を左腕で固定する。二口女の巨大な口は後頭部についているため、上を見上げるメイド服の女性を、後ろから抱き締めるような格好となる。


    　そして斗和は、躊躇ためらうことなく二口女の反り返った喉のどに向かって、手斧を振り下ろした。一歩間違えば、自分の鎖さ骨こつを斬きりつけてしまうような攻撃だ。


    　手斧の一撃は、二口女の細い首を半ばまで切断し、致ち命めい的なダメージを与える。化け物は斗和の肩口から滑るように崩れ落ち、萌の拘束を解いた。斗和は萌を抱き留めると、足から床ゆかに下ろしてやる。


    「あ、ありがと。って、あんた傷は大丈夫なの？」


    　予想外にしおらしく礼を言った萌もえは、斗と和わの肩口を見て、驚いたような声をあげる。


    「大丈夫です。下にいろいろと着込んでいるので」


    　彼女を化け物から離れた位置に下ろしながら、斗和は肩口を見せた。防ぼう弾だんジャケットの肩口は大きく破れ、中の強化セラミックが露出している。強化セラミックには、化け物の歯形が深々と刻まれており、奴やつを倒すのが遅ければ、肩の肉を喰くい千ち切ぎられていたかもしれない。


    「ふん。そ、そうよね。無事である確信がなければ、他人なんて助けないわよね」


    　萌がツンと澄ましたように、髪を搔かき上げながら言う。


    　そして、銃じゆう声せい。タカが二口女に止とどめを刺していた。


    「萌ちゃんを助けてくれて、ありがと。君も異能力者だったんだね？」


    　ダルが人ひと懐なつっこい顔で話しかけてきた。


    「いえ、今のは異能力じゃなく。技です。気き功こう武術みたいなモノで」


    「どう違うのよ？」


    「異能力は想像の力ですが、オーラは物理現象です。たとえるなら、超能力と手品の違いでしょうか？　タネがあるのがオーラです」


    　説明しながら、斗和は違和感を覚える。異能力と物理現象の違い。そこには、何か大きな意味があるような気がした。


    



    　斗和は六階の書店で、霜しも月つきたちと合流を果たした。当初の予定では、斗和の合流を待たずに神かん無な月づきの元へ向かうことになっていたが、今は上の階ほど化け物が多い。移動できない可能性があった。そこで仮の合流地点を決めていたのだ。


    　楓かえでは足を怪け我がしたようだが、心配するほどではないらしい。ゲキシンを初め、瞬しゆん夏かたちも全員無事のようで、斗和はほっと胸を撫なで下ろす。あの作戦での死者はゼロだった。


    　元々この書店にいた人々、二階で見守っていた人々も混じり、結構な大所帯となっていた。


    「美み柑かんちゃん！」


    　美柑の姿を認めた瞬夏たちが、歓喜の声をあげる。ぴくりと美柑の肩が反応した。　


    「……テメエ。あいつらと知り合いだったのか？」


    　忌いま忌ましげにタカが睨にらみつけてくるが、斗和も毅き然ぜんとした態度で言い返す。


    「できればタカさんたちも、俺おれたちと一緒に行動してくれませんか？」


    　斗和の科白せりふに、事情を知っている者は驚いた表情をする。それはタカたちも同じだ。タカはすぐに鼻で笑って返したが、特段何も答えなかった。立ち去る気はないらしい。


    　斗和は美柑の両肩を押して、彼女を瞬夏たちに預けると、霜月たちの元へと向かった。「遊ゆう戯ぎ系」の異能力について、いくつか確認したいことがあった。


    「はい。『遊ゆう戯ぎ系』は定義に厳格なので、床ゆかに触れている部分の面積が変化しない限りは、何をやっても大丈夫です。それと『呪じゆ』という文字を削り取っても意味はないですよ。ほかの場所に転移するだけで──」


    「いやぁッ！」


    　不意に鋭するどい悲鳴があがる。驚いて振り返ると、狼ろう狽ばいする瞬しゆん夏かたちと彼女を拒絶する美み柑かんの姿があった。


    「──美柑ちゃん？」


    「いやっ！　来ないで！　私がこんな目に遭あったのは、瞬夏ちゃんのせいだからねッ！」


    「な、何を──」


    「とぼけないでッ！　あのとき瞬夏ちゃんが岬みさきちゃんを突き飛ばさなければ、私は無事だった。瞬夏ちゃんのせいだッ！　酷ひどいよ。仲間を大事にするとか言って、口だけじゃないッ！」


    　まずい、と斗と和わは思った。美柑が精神に傷を負っていることは知っていたが、瞬夏に当たるとは思っていなかった。そして事態は最悪の結果を迎える。


    『う～し～ろ～』


    　例の鬼の声。奴やつの姿はない。声だけが直接脳に響いている。声は「遊戯系」の異能力──呪のろいを受けた全員に届いているみたいだった。タカやダル、萌もえにも。嫌な予感がした。


    「瞬夏ちゃんたちをずっと待ってたのにっ！　仲間を信じて、諦あきらめないでいたのにっ！　ぜんぜん駄目じゃないッ！　この噓うそつきッ！」


    　美柑の絶叫がこだまする。彼女は鬼の声が聞こえないみたいに、感情を爆発させている。


    「早く落ち着かせたほうがいいぜぇ。そいつも例の異能力を喰くらってるからよぉ」


    　からかうようにタカが言う。そのふざけた口く調ちように反して、内容は重く苦い。どくん、と心臓が脈打った。


    「美柑ちゃん、落ち着いて」


    「美柑、今は冷静になるのです」


    　事情を察した瞬夏と岬が恐る恐るといった感じで話しかけるが、火に油を注ぐだけだ。


    「落ち着く？　冷静？　他ひ人と事ごとなんだね？　私のことなんて、どうでもいいんだ！　だから放っておいたんだっ！」


    『──も～げ～たっ！』


    　無情にも、鬼の科白せりふが終わる。斗和の右みぎ膝ひざの前あたりに巨大な目玉が出現した。感情を一切排除した無機質な視線が体を貫つらぬいてくる。


    「酷いよ酷いよ酷いよ酷いよ！　信じてたのに！　助けに来てくれるって思ってたのにッ！」


    　美柑は叫び続けている。他人の前に出現した目玉を見ることはできないが、彼らの視線などからすれば目玉が現れているのは間違いないみたいだ。つまりは美柑のところにも──。


    　だが、彼女はそれに気づく精神的余裕もないまま、感情を爆発させている。美柑の言葉は頭に入ってこない。いつ足を動かすかと、気が気ではないからだ。


    「何よ！　何か言ったらどうなのッ！　悪いって思ってないでしょ！」


    「だめ！　美み柑かんちゃん、動かないで！」


    　思わず瞬しゆん夏かが声をあげる。だがそれは、引いてはいけないトリガーだった。美柑の感情がさらに燃え上がる。


    「動くな？　何よそれ！　動いたらどうなるの？　また私を犠ぎ牲せいにする気でしょ？　ふざけないで！　この裏切り者ッ！」


    　絶叫と共に、美柑が足を踏み出す。刹せつ那な、誰もが息を呑のんだ。


    「許せない！　絶対に瞬夏ちゃ──。…………あが？」


    　美柑が奇っ怪な声をあげる。彼女の顔がゆっくりと横を向きはじめた。まるで見えない力によって、無理やりに首を捻ねじられるように──。


    「いだっ！　あだだだだだだだだだだだっ！　痛い！　痛ひぃ！」


    　美柑の首が捻られていく。ほとんど一八〇度を向いたところで、彼女の首が動きを止める。それは命の抵抗。人間の首の可動範囲を超えたその先は、死が待つのみだ。


    　──ゴキッ！


    　骨の砕ける音が聞こえた。抵抗するモノがなくなった美柑の首は、ぐるぐると高速回転をはじめ、首の皮が雑ぞう巾きんのように絞られていく。やがて限界が来た皮ひ膚ふは引き千ち切ぎられ、美柑の生首はそのままの勢いで真上に飛ひ翔しようし、血を撒まき散らしながら天井にぶつかった。


    「いやぁああああああああああああああっっ!!」


    　胸を抉えぐるような瞬夏の絶叫。


    「瞬夏、動くんじゃない！　気をしっかり持て！」


    　そんな斗と和わたちの元へ、さらなる絶望の音が聞こえてくる。しゅるしゅると空気を引き裂くような音。輪っか状の飛翔物が見えた。さらには、黒い六匹の犬の化け物。


    「うわああああああっっ！」「きゃああああああっっ！」


    　ひび割れたような悲鳴が混ざり合う。じゅくじゅくとした不快感が内臓を爛ただれさせる。人間の持つ想像力という名の能力が、今は恨めしかった。動けば首が捻れ飛び、動かなければ化け物に惨ざん殺さつされる運命。その未来がありありと想像できる。


    　斗和は咄とつ嗟さに目玉を攻撃するが、実体がないように触れることすらできない。


    　輪っかが書店に突っ込んできた。本棚に遮さえぎられて見ることはできないが、爆発する悲鳴に紛まぎれて、本棚が崩れる音と肉が切断される鈍にぶい音が聞こえてくる。


    「きゃあああああああッ！」


    　斗和の目の前を、女性が横切っていく。左から右手の本棚の陰へと。鬼の呪のろいを受けていないので、彼女は元からこの書店に隠れていた人なのだろう。そして彼女の走った軌き跡せきを追うようにして犬の化け物が駆かけ抜け、一拍おいてから、さらなる女性の悲鳴が聞こえた。


    （まだか？）


    　斗と和わは祈るように、徐々に薄目になる目玉を睨にらみつける。この異能力はえげつない。即効性はないが、絶望と恐怖を与えるには抜群の効果を発揮する。目玉の出現から、すでに三十秒が経過していた。念のため、目玉の出現時間を携帯電話のストップウォッチでカウントしていた。


    「ゲキシン！　助けてッ！　ゲキ──」


    　幼おさない子供の悲鳴が唐突に途絶える。先ほど助けたばかりの子供。だが襲おそい来る化け物の前に、呆あつ気けなく短い命を散らせる。


    「──くっ！」


    「楓かえでさん、あと少しです。堪こらえてください」


    「あーあ。こりゃ、かなり死んだな」


    　タカが他ひ人と事ごとみたいに呟つぶやく。斗和は灼やけるような怒りを必死に押し込めながら、彼に協力を求めた。


    「銃じゆうで援護してくれませんか？　被害をもっと減らせるはずです」


    「い・や・だ・ね。俺おれにもしものことがあったら、どうすんだ。ボケ」


    「君ねえッ！」


    「楓さん、動かないでッ。目玉はもうじき消えます！」


    　そしてきっかり四秒後、目玉は完全に消しよう滅めつした。自由を取り戻した斗和たちは、最初にあの輪っかを倒す算段をする。一瞬で数人を絶命させる強敵だ。


    「霜しも月つき、砲ほう撃げきを当らてれるか？」


    「わかりません。細いし速いです」


    「ゲキシン鈴木くん、危ないッ！」


    　楓が鋭するどい悲鳴をあげる。ゲキシンの背後から、例の輪っかが飛ひ翔しようしてきていた。凄すさまじい速度だ。もはや回避は間に合わない。


    　ゲキシンも同じ判断をしたのだろう。彼は振り向くと同時に足を大きく開き、腰を落として構えをとった。居合い抜きのような格好。右手には刀の代わりに手て斧おのを持っている。


    「馬ば鹿かなことはやめて、ゲキシン鈴木くんっ！」


    　ゲキシンの狙ねらいを悟った楓が叫ぶ。だがそれ以外に生き残る術すべがないのも、また事実。


    　──ドフッ！


    　鈍にぶい音がした。輪っかの軌き道どうが上方へと修正される。下から弧こを描えがくように打ち上げられた手斧が、飛翔してくる輪っかの下側面を強打、上に打ち上げたのだ。無論、ゲキシンは無事だ。


    「うそっ!?」


    「さすがはゲキシンですッ！」


    　楓が驚きよう愕がくし、霜月が感嘆の声をあげる。斗和も同意見だ。体が震える思いだった。


    　一瞬のミスも許されない絶妙のタイミング。死の恐怖を前にして、咄とつ嗟さにそれを成しえた彼の精神力と武には、惜しみない賞賛を送りたい気分だ。


    「へへ、ラッキー！」


    　タカが自動拳けん銃じゆうを構える。思わぬ攻撃をくらった輪っかは回転を弱めると、一匹の狐きつねに似た獣けものとしての姿を現していた。確かに今なら、倒せる可能性は高い。


    「うわあああああっ！」


    　タカが引き金を引こうとした瞬間、横からハッピの男性が飛び出してきた。


    「くっ！　どけ！　邪魔だ！　ダル、殺してもいい！　あの馬ば鹿かをどかせッ！」


    　タカの指示に従い、ダルは伸ばした腕で男性を摑つかみ上げると、死んでも構わないとばかりに無遠慮に放り投げる。タカがすぐさま引き金を引き、連続で銃じゆう声せいが鳴り響く。けれどもハッピを追いかけてきた犬の化け物が銃弾の盾となり、その隙すきに輪っかの化け物は、動物の姿のままで逃げ出してしまった。


    「ちぃっ！　あの馬鹿のせいで、チャンスを逃のがしたぜ、くそがッ！」


    　タカが毒づく。確かに今のチャンスを生かせなかったのは痛い。


    「ここを脱出しましょう。あの犬相手に、この地形は不利です。見つかった以上、遮しや蔽へい物ぶつの意味はありません！」


    　斗と和わは叫ぶと、生存者を搔かき集めながら書店を飛び出した。斗和が先陣を切り、霜しも月つきと楓かえで、ゲキシンに殿しんがりを任せる。今の襲しゆう撃げきで、おそらく二十人近くが死んでしまった。この世界での命の軽さを自覚せずにはいられない。精神にできた瘡かさ蓋ぶたが、ぼろぼろと引き剝はがされていく。


    　そして、──直感が何かおぞましい気配を感じ取った。ぞくりと背筋が凍りつく。


    「どうしたの？　斗和お兄ちゃん？」


    　本能的に立ち止まった斗和に対し、瞬しゆん夏かが[image: ]いぶかしげに問うてくる。


    　斗和は何か答えようとして、それに気づく。自分の左胸に、薄いピンク色の花が咲き開こうとしていた。幻げん覚かくのように儚はかなく、けれども確かに実在する美しい花──。


    　刹せつ那な、猛烈な殺意が襲おそい来る。斗和は搔き毟むしられるような焦しよう燥そう感に駆かられ、前方を見た。


    「あ、……あっ」


    　擦かすれた声が漏もれる。そこには自分と同じ年頃の、少女の化け物。


    　青白く透き通る肌はだは、ほぼ全ぜん裸らに近い。形のよい乳ち房ぶさも翳かげりのある股またの奥も、隠すことなくさらけ出されている。頭部には薄ピンク色の巨大な花。花弁は下を向いていて、帽子みたいにそれを被っている。そこから伸びてきた茨いばらが、まるで羽は衣ごろもを纏まとうように手足や腰に巻きついていて、いくつかの花を咲かせていた。


    　背中には二対ついの半透明な翅はねがあり、臀でん部ぶから大きく突き出たカラフルな突起物は、スズメバチの腹部そのものだ。草花とスズメバチが、少女と合体したような異い形ぎようの姿。


    　無表情な顔の左目には、薄ピンク色の花が咲いている。花の生えていない右目は人間そのもので、赤みがかった瞳ひとみで無感情にこちらを見つめていた。


    「うそ……だろ？」


    　斗と和わは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。頭が感情を制御できずにいる。涙が視界を歪ゆがめていく。


    「なんで、……ここに？　そ……んな」


    　理性が爆発しそうになる。予想を超えた状況に、斗和はそのまま崩れ落ちそうになった。


    　少女は、斗和がよく知る人物だった。だけど彼女は今、[image: ]くし[image: ]なだ総合病院で昏こん睡すい状態のまま、静かに目覚める日を待ち続けているはずだ。それがどうしてここに──。


    「なんで、だよ？　噓うそ……だろ？　赤あか……峰みね？　赤峰ぇええええええええええええっっっ!!」


    「〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉、……発動」


    　斗和の問いに答えることなく、赤峰寧ね々ね音ねの姿をした化け物は、冷徹にその強大無比の異能力を発動させた──。
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    　　　第五章　その英雄は仮面を取る


    



    「はぁ？　ブリューナクを使わせてほしいだと？」


    　フェルマーの突然の申し出に、シュレディンガーは面食らってしまった。


    「そ。私らも最近頑張ってるじゃん。ほら？　そのボーナスみたいなもんさぁ」


    　資材ボックスの上に胡座あぐらをかいたまま、フェルマーが背後を親指で示す。そこには忙しそうに働く彼女の部下たちの姿。降こう臨りん都市の解かい析せきを行おこない、その優れた科学技術によって《降臨》を実現させるのが目的だ。少なくとも、シュレディンガー以外は本気でそう思っている。


    「ブリューナクをどうするつもりダ？」


    　ラプラスが抑よく揚ようのない声で尋ねた。彼は漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包み、悪魔を彷ほう彿ふつとさせる仮面をつけている。


    「う～ん、なんていうか。最近マンネリ気味なんだよね。でね、最初の頃、異能力もないのに生き残った人間がいたでしょ？　その人間と魂を狩る幻想生物ソウルテイカーにしたブリューナクを戦わせてみたら、盛り上がりそうかなぁって。知らない仲でもないし」


    「ああ、彼ですね」


    　ぽん、と手を叩たたいたのは、褐かつ色しよくの肌はだと土色の髪を持つ人間。神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こで、名を睦む月つきという。


    「え？　知ってるの？　じゃあ、今度の〈終焉と誕生の走馬燈フアンタズマゴリア〉のときは呼び出せる？」


    　フェルマーが「きゃきゃ」とはしゃいで話を進める。


    「残念だが、それは無理だ。かりもあの人間を説得することができない」


    「なんでさ？」


    　シュレディンガーの科白せりふに、フェルマーがきょとんとして尋ねる。


    「あの人間が欠片パーシユを集めてるのは、二千年前に死んだ俺おれたちの同どう胞ほう、ユグラルを復活させるためだ。彼の子孫たる人間たちには、ユグラルを構成する欠片パーシユが混じっている。それを回収して一つにすれば、ユグラルは復活すると説明している」


    「へぇ。そうなんだ。──で、どうしてそんな噓うそを教えたのさ？」


    「……あの人間の力を借りるためだ。頑固な奴やつでな。無駄な殺せつ生しようはしたくないそうだ。この世界はユグラルの愛でできている。それを壊したくないんだとさ」


    「でも、ユグラルちゃんが復活するための殺生はオッケーなんだ？」


    「そこが宗教の不ふ可か思し議ぎな価値観なのです」


    　肩を竦すくめながら言ったのは、睦月だ。自身も宗教にどっぷり浸つかった身でありながら、その科白。もしかしてこの人間は、自分たち神の正体を知っているのではないか？　そんな疑念すら過よぎる。


    「まあ、だいたい事情はわかったわ。じゃあ、借りるだけってのはどう？　あの人間と戦わせたあと、ちゃんと返すからさぁ」


    「できるのか？」


    「できるっていうか、〈終焉と誕生の走馬燈フアンタズマゴリア〉の能力的に、そうなってんでしょ？」


    〈終焉と誕生の走馬燈フアンタズマゴリア〉の能力。この見えない壁の世界で死んだ者は、人間だろうが魂を狩る幻想生物ソウルテイカーだろうが、精神が肉体より切り離され、そのまま術者の無意識領域に拘こう束そくされてしまうのだ。つまり──。


    「ブリューナクが倒されれば、再び回収できるってことだろ？　だがリスクがある。ブリューナクが倒される前に、ほかの魂を狩る幻想生物ソウルテイカーがすべて倒されたらどうするつもりだ？　ブリューナクは物質界アツシヤーに戻ってしまうぞ」


    　ブリューナクを魂を狩る幻想生物ソウルテイカーにするには、一度拘束を解く必要がある。拘束を解かれた精神は、元の肉体へ戻ろうとする。なぜなら、それが精神の持つ性質だからだ。


    　なので通常は、〈終焉と誕生の走馬燈フアンタズマゴリア〉を発動させて、精神を術者の無意識領域に転写したとしても、数十秒程度で元の世界に戻ってしまう。


    　しかし、この性質に抗あらがう術すべは単純だ。反対側から同じ力で引っ張ってやればいい。つまり集合精神界アツイルトからも、同じ無意識領域に対して精神を転写してやると、精神は固定される。それが魂を狩る幻想生物ソウルテイカーだ。


    　精神を個として考えるとわかりにくいが、その実は電磁場や重力場のような場フイールドだ。ひとつの場フイールドに上書きして重ね合わせ、固定すると考えればよい。そしてその引っ張る力は、転写された精神の数には比例しない。誰か一人でも生き残っていれば、世界は固定される。


    　つまり、人間側か魂を狩る幻想生物ソウルテイカー側。どちらかの陣営が相手の陣営を絶ぜつ滅めつさせるまで、このファンタズマゴリアの世界から解放されることはないのだ。


    「あれ？　その話からすると、ブリューナクを魂を狩る幻想生物ソウルテイカーにしても、陣営的には人間側になるんですか？」


    　質問したのは睦む月つきだ。シュレディンガーは無視したが、フェルマーが「そだよ」と肯こう定ていした。


    「だから、おもしろいんじゃない。ブリューナクを復活させられるチャンスなのに、それに気づかず必死に殺そうとする斗和人間の姿。いやぁ～、燃えるねぇ。きゃきゃっ」


    「ダが、ブリューナクは強い。最後まで生き残ってしまう可能性がアる」


    「ラプラスちゃんの心配も、もっともだね。そこで──お～い。エジソンっ！」


    　フェルマーが突とつ如じよ、後ろに向かって部下を呼ぶ。やってきたのは青い髪を後ろで三つ編みにした眼鏡めがねの女。唇くちびるが燃えるように赤い。


    「紹介しとくね。私の部下のステファニー・エジソン。馬ば鹿かだけど、天才だよ」


    「馬鹿で天才っておかしくないですか？」


    　エジソンがムッとしたように言う。なるほど馬鹿だな、とシュレディンガーは納得した。そして、フェルマーよりも御ぎよしやすそうだな、とも考える。


    　エジソンがタブレット端末を、指先でなぞって操作する。彼女が見せたのは、とあるドーム状の機械。真ん中にスリムな形状の機械でできた椅い子すがある。フェルマーが愛用するサイコビュー装置によく似ていた。


    「サイコダイバー。他人の精神世界に潜もぐることができるの。無論、ファンタズマゴリアの世界にもね。これでラプラスちゃんに中に入ってもらって、いざというときはブリューナクを倒してほしいのさ」


    　こんなモノまであるのか、とシュレディンガーは驚いたが、降こう臨りん都市がつくられた目的からすれば、あって然しかるべきかもしれない。かりもの精神に負担がかかるため、数人程度しか中に潜れないと、フェルマーが付け加える。


    「フェルマー。正直、俺おれは乗り気がしない。そこまでしてやる必要のないことだ」


    「私があんたらに協力する理由を忘れたの？　私は頭のイカれた変質イレギユラー。私らが本能として持っている《降臨》には、さほど興味はないの。でもあんたらに任せてたんじゃ、この世界まで崩ほう壊かいしかねない。去年の事故のことは覚えてるでしょ？」


    　去年の事故。《降臨》を果たすために必須となる降臨都市の顕けん現げん。それを無理やりに行った結果、失敗してしまったのだ。その影響で降臨都市の一部が石泥の塊かたまりと化して、物質界アツシヤーに現れ出てしまった。


    　──それが、フェルマーたちが知る表の事実。裏の真相を知るのは、シュレディンガーだけだ。


    「まったく、肝きもが冷えたわよ。降臨都市が壊れでもしたら、中で封印されている『彼女』が復活するかもしれなかった。そしたら、世界は崩壊していたわよ。まあ、あの程度じゃ中ちゆう枢すう部分は壊れたりはしないけどさ」


    　そうだ。とシュレディンガーは思った。あの程度では降臨都市は破壊できない。今の自分には、このイカれた天才の頭脳が必要なのだ。


    「封印されし破壊神ですか。でも、どうして彼女は世界を滅ほろぼそうとするんでしょう？」


    「エジソン。あんた、自分が生きてる意味とか考えたことはある？」


    「ないです。それって発明に関係ないですよね？」


    「……生きるってのはね。途と轍てつもなく邪悪なことなのさ。だから、生きとし生ける者はすべて悪。当然、私たちも。彼女は、そんな悪が許せないだけ。世界が滅ぼされても、文句は言えないでしょうね。彼女にはそうするだけの理由がある。私たちは、それだけ酷ひどいことを彼女にしてしまった。彼女は絶対的な被害者であり、圧倒的〝正義〟なのさ」


    　ふざけるな、とシュレディンガーは憤いきどおる。どうして自分たちを邪悪と知りながら、無ぶ様ざまに生き続けるのか。今すぐ命を絶って、彼女を解放するのが筋だろう。腸はらわたが煮えくり返る思いだ。


    「あの人間と話をつけてくる」


    　シュレディンガーは言って、すたすたとその場を後にする。そうだ、と思い直す。俺おれの目的は降こう臨りん都市を破壊し、囚とらわれの彼女を救い出すことだ。それが俺の生きる意味──。
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    「赤あか峰みねぇええええええええっっ！」


    　斗と和わの絶叫がこだまする。熱いモノが込み上げてきて、理性すらも溶かしてしまう。この瞬間、斗和は冷静な判断力を失い、ただ感情を爆発させるだけの存在となった。


    　そんな斗和を、まるで感情のこもらない目で見ると、寧ね々ね音ねは懐なつかしさを覚える声で、その異能力の名を呟つぶやく。


    「〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉、発動」


    　スズメバチを思わせる尻しつ尾ぽが天を突くように持ち上がると、桃もも色の光を纏まとった先端の針が、寧々音の頭上を飛び越えるようにして飛ひ翔しようしてくる。瞬まばたき一回で、距離をゼロにするかのような、凄すさまじい速度。


    　戦せん慄りつが落らく雷らいのように駆かけ抜ける。精神が加速し、世界がスローモーションのように遅く感じられた。記憶よりも速く、本能が〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉の恐るべき能力をフラッシュバックさせる。


    　──必中。


    　回避も防御も不可能な一撃。放たれた死の刃やいばからは、逃のがれる術すべはない。


    　いや、たった一つだけあった。猫ねこ蜘ぐ蛛もが本能的にとった防御法。ターゲットされた場所を覆おおい隠した場合、ターゲットは上書きされる。


    　緊張で呼吸は止まっていた。痺しびれるようなパルスが神経を引っ搔かいていく。瞬きするほどの時間で〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉の軌き道どうを見切り、ターゲットの位置を判断しなければならない。


    　おそらく、この胸に咲いた花は〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉と無関係ではないだろう。だが、もしも違っていたら──。


    　流星のような刃の軌道を注視する。桃色の光はまっすぐに、斗和の左胸に咲いた花を狙ねらっていた。予想が確信に変わる。この花の咲いた場所が、ターゲットの位置なのだ。


    　間かん一いつ髪ぱつ、斗和は右手を差し込んだ。幻想の右手フアントムリーフを発動させ、鉄壁の防御をつくる。手のひらサイズしかない、わずかな安全。ほんの少しズレただけでも即死は免まぬがれない。


    　凄まじい衝しよう撃げきが胸に走った。びちびちと肋ろつ骨こつが軋きしみ、肺を圧迫する。世界が高速回転し、重力の方向が攪かく拌はんされる。激しく床ゆかに叩たたきつけられ、世界が明めい滅めつと回転を繰り返した。


    「斗和お兄ちゃんッ！」


    　瞬しゆん夏かの悲痛な叫び。三さん半はん規き管かんが激しく揺らされ、車に酔ったような不快感を覚えている。それでも、自分が生きているという事実だけは理解できた。持っていた手て斧おのは、どこかへ飛んでいってしまったようだ。


    　──ボンッ！


    　気味の悪い音が聞こえた。肉が抉えぐられる、死のドラム。先頭にいた男の体に巨大な穴が開き、呆ぼう然ぜんとした表情のまま崩れ落ちる。今度はその近くにいた鳶とび矢やの顔に、薄ピンクの花が開く。


    「やめろ！　赤あか峰みねぇえええッ！」


    　桃もも色の流星が再び放たれる。鳶とび矢やは慌あわてて逃げ出すが、〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉の追撃を逃のがれることはできなかった。呆あつ気けなく頭部を破壊されて絶命する。包丁ほどもある針は、対象を貫つらぬくと同時に運動エネルギーを失い、床ゆかに落下した。


    　さらに寧ね々ね音ねは〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉を撃ち放ち、逃げ惑う人々を確実に撃ち殺していく。回数制限はないらしく、まるで手足を縛られた罪人を処刑するように、なんの感情も見せることなく一人ずつ確実に命を奪い去っていく。


    　息を止めている間、物理攻撃を無効化する異能力を持つ息いき巻まきだけは、攻撃を防ぐことに成功したみたいだが、ほかの人間には為なす術すべがない。


    「やめろ！　やめてくれ！　赤峰！　赤峰ぇえええッ！」


    「先輩、何をやってるんです。馬ば鹿かですか死ぬつもりですか？　しっかりしてください！」


    　すぐ近くから霜しも月つきの怒ど声せいが聞こえた。


    「斗と和わくん、しっかりして！」


    　今度は楓かえでの声。いつの間にか、斗和は自分が最後尾付近にいたことを知る。


    　後方から襲おそってくる黒い犬の化け物は、武に長たけた彼女たちよりも弱く、襲い来るたびに追い払われていた。しかし奴やつらは不死身らしく、倒されるたびに搔かき消えては、最後尾にいる犬の体から再び復活してくる。


    　しかも、ゲキシンを入れて三人しかいない戦力では、六匹の犬を防ぐことは人数的に不可能だった。じりじりと人が喰くわれ、被害が広がっている。タカたちも自衛のために異能力を発動させるが、それで誰かを助けようという気はないみたいだ。


    　駄目だ。と思った。このままでは全ぜん滅めつしてしまう。


    「斗和お兄ちゃん……」


    　瞬しゆん夏かが不安げな表情を向けてくる。恐怖で足に力が入らないのか、今にも崩れそうになる紗さ里りを支えるようにして、彼女に寄り添っていた。


    　そんな紗里の右の脇わきに、ゆっくりと薄ピンク色の花が咲き開こうとしていた。瞬夏も紗里も、それに気づいた様子はない。


    「危ないッ！」


    　斗和は反射的に駆かけ出していた。瞬夏を突き飛ばし、紗里を引き寄せる。瞬夏を突き飛ばしたのは、密着した彼女の体がターゲットを上書きしてしまう危険があったからだ。


    「う……そ？　なん、で？　斗和、……お兄ちゃん？」


    　だが瞬しゆん夏かは、そんなことは知らない。信じられないモノでも見るような目で、斗と和わを見上げていた。見開かれた翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、不気味で不ふ穏おんな陰を宿す。


    　そんな彼女に向かって、桃色の流星が迫り来る。


    「瞬夏ッ！」


    　岬みさきの悲鳴で瞬夏は振り返り、恐怖に顔を歪ゆがめた。


    　だが、死の流星は当たらない。彼女を自動で避けて、ひたすらにターゲットを目指す。


    　斗和は横から抱くようにして紗さ里りの脇わきを右手で摑つかみ、幻想の右手フアントムリーフを発動させる。再び、凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそい来る。紗里の頭が大きく揺れ、斗和の顎あごを強打した。吹き飛ばれた二人は、たまたまその方向にいたゲキシンに受け止められる。


    「ありがとうございます」


    　短く礼を言った斗和の耳に、さらなる悲鳴が聞こえてくる。中央のエスカレーターと右手の階段から、新たに人々の群れがまろび出てきた。そして、それを追うようにして現れる化け物たち。


    「うそ！　最悪じゃない！」


    　苛立ちと動揺の混じった声で、萌もえが叫んだ。だが斗和は、これを好機だと判断する。逆に今は、上の階が手薄になっている可能性が高い。


    「みんな、中央のエスカレーターに移動するんだ。上の階へ移動するッ！」


    　斗和はちらりと寧ね々ね音ねを見る。彼女は新たに現れた人々を、何の感かん慨がいも見せずに虐ぎやく殺さつしていた。様々な思いで後ろ髪を引かれるが、今はこの場を立ち去るべきだと理性が告げている。あまりにも場が混こん沌とんとしていた。


    　獣けものの咆ほう哮こうが空気を震わせる。巨大な獅し子しの顔をした戦魔クラツシヤー級の化け物が、逃げた人々を追うようにして、こちらへ向かってきていた。


    「きゃっ！」


    　短い悲鳴をあげて、萌が人々の流れに押し飛ばされる。そんな彼女に、獅子の化け物が猛然と押し迫る。


    「コノハナサクヤッ！」


    　紅ぐ蓮れんの炎と化した髪が、獅子に巻きついた。女性の形を模した炎が、獅子の強きよう靱じんな肉体を焼き焦こがしていく。獅子は必死にそれを引き剝はがそうとするが、炎を摑むことなどできない。


    「死ね、化け物ッ！」


    　萌は勝利に酔いしれる。だがそれは、明らかな油断。


    「後ろだ！　萌さんッ！」


    「え？」


    　彼女の背後には、床ゆかを[image: ]はうように移動する化け物。霜しも月つきが半分に切断した大女の上半身だ。奴やつは腕をシャカシャカと動かしながら、ゴキブリのような素早い動きで萌に襲いかかる。


    「このぉおっ！」


    　萌もえは咄とつ嗟さに、炎の精霊を操あやつって大女を攻撃した。炎は勢いよく化け物を舐なめ尽くし、黒板を爪つめで引っ搔かくような断だん末まつ魔まの声を、大女の口から絞り出す。


    　だがそれは悪あく手しゆだった。獅し子しの化け物はいまだ健在。皮ひ膚ふは焼け爛ただれ半死の状態だったが、焼け残った片かた眼めから憎ぞう悪おの光を放っていた。萌めがけて、空気を切り裂くような爪の一撃を打ち放つ。


    「はああああああッッ！」


    　咄嗟に駆かけ寄っていた斗と和わは、ぎりぎり間に合った。奴やつの腕の動きに合わせ、光速の拳けんを叩たたき込む。軌き道どうを逸そらされた腕は、萌に掠かすることもなく宙を切り裂く。


    「きゃっ！」


    　萌の短い悲鳴。彼女の体が後ろへと引き戻される。ダルが彼女を救ったのだ。


    　斗和もこの隙すきに逃げ出そうとして、──できなかった。


    　重力が急に増したかのように、全身が重くなる。手足に力が入らず、視界が薄い黄色の膜に覆おおい尽くされた。吐き気のような不快感が内臓の奥で渦巻き、耳が詰まるような息苦しさを覚える。体が、動かなかった。意識が急激に刈り取られていく。


    （──な、んだ？）


    　朦もう朧ろうとする頭で、獅子が自分に向かって腕を振り下ろしてくるのを自覚する。防御しようと右手に指示を出すが、神経が切断されたように、なんの反応も感じない。


    　そして、上から緞どん帳ちようのように暗く重いモノが落ちてくる感覚がして、斗和の意識は暗黒の海に沈んでしまった──。
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    　斗和お兄ちゃんは、私の理想。私のすべてだ。


    　そして、そんな斗和お兄ちゃんと同じ存在になるのが、私の夢。強い願い。


    　鬼を倒す作戦を聞いたとき、私は軽く失望してしまった。あんな可か哀わい想そうな子供たちを放って、先に鬼を倒すというのだ。そんなの、斗和お兄ちゃんじゃないと思った。


    　斗和お兄ちゃんならどうするだろう？　って、いつものように考える。


    　やっぱりそうだ。私の中の斗和お兄ちゃんは、子供を助けるべきだと言っている。


    　だから私は、斗和お兄ちゃんに子供を助けるべきだと言った。強く強く願った。作戦はうまくいった。当然だ。私の斗和お兄ちゃんが失敗するはずがない。


    　そして斗和お兄ちゃんは、美み柑かんちゃんを連れ戻してくれた。さすがだね。それで、美柑ちゃんは……。あれ？　美柑ちゃん？　美柑……ちゃ、ん？


    　──あはっ、そうだったね。


    　美み柑かんちゃんは、私にすっごく感謝してくれたんだっけ？　こんな状況でも、ちゃんと美柑ちゃんを心配してた私に、心配かけてごめんね、って言ってくれた。そうだよね？　だって私は斗と和わお兄ちゃんなんだもん。誰からも愛される存在。アイドルなんだ。


    　そういえば──。


    　アレはないよねぇ？　斗和お兄ちゃん。マジ幻げん滅めつだよ。


    　私を突き飛ばして、紗さ里りちゃんを助けるだなんて。


    　酷ひどいよ、酷いよ。酷い酷い酷い酷い酷い酷い酷い酷い酷い酷い酷いい威いぃぃ威いい酷酷酷酷威い威いい酷酷酷いよ、斗和お兄ちゃん！


    　死ぬかと思った死ぬかと思った死ぬかと思った死ぬかと思った死死死死っぃ威いいッ！


    　結果的に、私も紗里ちゃんも助かったよ。


    　でも、そういう問題じゃ、ないでしょぉおお怨お怨お怨おおっ？　


    　だって、私は特別だから。斗和お兄ちゃんと同じ存在。世界の中心にいるの。そうでしょ？　なのに、どうして？　訳がわからないわからないわか螺らな威いイィッ！　私よりもあんなブスを助けるなんて──。


    　私を幻げん滅めつさせないでって、言ったよねぇ？　言った言った確かに言ったよぉ。なのになんでなのっ？　許せないよ、斗和お兄ちゃん。本当、幻滅だよッ！


    「あ、瞬しゆん夏かちゃん」


    　私が近づくと、紗里ちゃんがほっとしたように言った。え？　今笑った？　何がそんなに可お笑かしいの？　マジありえないんだけど。


    「胸は大丈夫？」


    「うん。なんかヒビが入っちょるらしいけど、思うたほど痛いとうないよ」


    　そうなんだ。残念だな。


    「でも、斗和さんに胸を触られてしもたなぁ。へへ」


    　はぁ？　何言ってんの？　このブスは。紗里ちゃんの胸を触った斗和お兄ちゃんは被害者だよ被災者だよ？　土下座して謝ってよ。


    「斗和さん、凄すごいよなぁ？　最初は訳わからんとうて、絶対に生き残れない思うてたけど。なんか、斗和さんについちょけば大丈夫のような気がするわぁ」


    　紗里ちゃんが、少し火ほ照てったような顔で言う。なんか勘違いしているみたい。斗和お兄ちゃんは、紗里ちゃんみたいな子が気安く名前を呼んでいい人じゃないんだよ。


    　私は斗和お兄ちゃんを、小さいときから見てきた。ずっとずっと想おもってきた。ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと。


    　今日きよう会ったばかりのブスが何言ってんの？　私の斗和お兄ちゃんに、横から手を出すなんて最低だよね。


    「ねえ、紗さ里りちゃん。前から思ってたんだけど、そのしゃべり方さぁ」


    「え？　これ？　なんや、急に」


    「ダサイよね？　凄く」


    「──え？」


    「なんか、ぜんぜんアイドルっぽくない。どこのおっさんなのって感じ」


    「そ、そうかぁ？」


    「だから紗里ちゃん、人気投票でいつも最下位なんだよ。センスも悪いし、足も太いし。あとアイドルとしては、ちょっと顔がヤバいよね？」


    「……瞬しゆん夏か、ちゃん？」


    「岬みさきちゃんも言ってたよ。どうして生き残ったのが、紗里ちゃんなんだろうって。ほかの子ならよかったのにって──」


    　紗里ちゃんの顔から、ぞっとするほど血の気が引いていた。目め尻じりには大粒の涙。ざまぁみろ。斗と和わお兄ちゃんに色目を使った罰だ。勘違いして浮かれた報むくいだ。


    「ねえ、紗里ちゃん。一応、仲間だから、紗里ちゃんのこと思って言ってあげるけどさぁ。くすっ。──いつまで生きてるつもりなの？　空気読んでよ」


    　耳元で囁ささやくように言って、私は紗里ちゃんの元を離れた。う～ん、気分爽そう快かい！
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    「ねえ、ししょー。生きることは悪なの？」


    『どうして、そう思うんだい？　斗和』


    　師匠の優しい声が、空から降ってくる。逆光になっているせいで師匠の顔は見えないが、幼おさない斗和の眼まなこには、大きな背中と整った横顔のシルエットが焼きついている。


    「だって、俺おれらはほかの生き物を食べなくちゃ生きていけない。それは命を奪うってことでしょ？　テレビで見たよ。原初の海で、ゆーき物がほかのゆーき物を喰くらうことによって、生命は誕生したって。なんか俺、嫌だ」


    『そうだね、斗和。そして喰らうだけじゃない。人間にとって住みよい環境をつくることも、多くの生命を奪うことにつながっているんだ。でもね、斗和。それは傲ごう慢まんな感情にすぎない』


    「ごーまん？」


    『そう、傲慢だ。斗和は、ほかの命をどうこうできると思っている。だから命を奪う行為に抵抗を覚えるんだ。でもね、長い地球の歴史からみれば、人間が狩る側になったのは、ここ最近のことでしかない。そして、その状況も長くは続かないんだ。そう遠くない未来、人類は絶ぜつ滅めつする運命にある』


    「そうなの？　でも、テレビで言ってたよ。科学が発展したら大丈夫だって。どんな死も克服できるって」


    『違うよ、斗と和わ。できなかったんだ、人類は。環境をつくり、生命を生み出す技術をもってしても、滅ほろびを避けられなかった。火星のテラフォーミングは失敗し、宇宙に希望を見いだして地球を飛び出した人類にも、新天地を見つけることはできなかった。遺い伝でん子しを操作し新たな生命となった者は、自分がすでに人間ではないことを知って嘆いた。そして人類は最後の望みを託し、巨大な《都市》をつくりあげたんだ。だけどそれも──』


    　唐突に師匠は口を噤つぐむ。斗和は言いようのない不安を覚えた。


    『斗和は生命を奪うことを、悲しいと言ったね？　心が痛むんだね？』


    「うん、そうだよ」


    『でもね、斗和。生命の本質からすると、そう思うことのほうがおかしいんだよ。感情はあくまで自然淘とう汰たの結果生まれた数ある〝進化〟の一つでしかない。永い永い生命の歴史の中で生まれたバグ、異質なモノなんだ。そして加速した精神は、この世の理ことわりにも影響を与えるようになってしまった。だから人は、その精神の力を異質な力、──《異能力》と名付けたんだよ』


    



    　斗和は急速に意識が覚かく醒せいするのを感じた。五感が世界を認識し、自分が誰かに背負われていることを理解する。


    「斗和くん、動かないで」


    　すぐ近くから、早口で囁ささやく楓かえでの声。ふと気配を感じた斗和は、自分の頭の斜め上に、巨大な目玉が出現しているのを見る。死の恐怖が無数のムカデとなって背中を駆かけ下りた。思わず、ぶるりと震えてしまう。やがて目玉は消えて、斗和はほっと息を吐く。


    　改めてあたりを見回した斗和は、ここが地下二階の駐車場であることを知る。周囲には楓と瞬しゆん夏かたち、それとタカたちの姿もあった。見知らぬ人間も大勢いる。


    　斗和は今、ゲキシンに背負われており、彼の広い背中をどこか懐なつかしく感じた。


    「そうか、だから師匠の夢を……」


    「え？　お父さんの夢を見てたの？」


    　ゲキシンの背中から降りる斗和に、楓が疲れた表情で尋ねてくる。


    　師匠を「お父さん」と言われて、斗和は面食らう。斗和は自分の父親が誰なのかを知らない。その可能性も──と考えて、楓が単に勘違いしたのだと気づく。


    「いえ、剛ごう力りき師範のことではなく、師匠のほうです」


    　師匠のことは以前話したことがある。楓はすぐに理解してくれた。


    「斗和お兄ちゃん！」感極まった表情で、瞬夏が首に抱きついてくる。「心配したんだからッ！　斗和お兄ちゃん、死んじゃうんじゃないかって、凄すごく心配したんだからッ！」


    「ごめん、瞬夏」


    　ふと、斗和の耳に誰かの舌打ちが聞こえた。見るとハッピを着た集団が、忌いま忌ましげにこちらを睨にらんでいる。書店では三人しかいなかったが、今は七人に増えていた。


    「状況を教えてくれませんか？」


    「その前に斗と和わくん。正直に答えて」楓かえでが怒りを押し殺した声で言う。「今日きよう、例の『遠当て』を何回使ったの？」


    　その質問の意図がわかり、斗和は居たたまれない気持ちになる。


    「三回です」


    「馬ば鹿かじゃないのッ！」


    「おい、大声出すんじゃねぇよ、馬鹿女。奴やつらが来るだろうが」


    　タカが拳けん銃じゆうをいじりながら、舌打ちするように言った。


    「あの技が危険だってことは、お父さんからも口を酸っぱくして言われていたはずよ」


    「ちょっと待ってよ」割り込んできたのは萌もえだ。「『遠当て』って、もしかしてあの右手が光るやつ？　そんなに危険なモノなの？」


    「あれは氣きの塊かたまりを、──生命エネルギーを飛ばす技なの」


    　楓の答えに、萌は目を見開いて絶句する。


    　説明の必要もないだろう。生命エネルギーを飛ばすということは、文字どおり命を削る行為だ。先ほど斗和の体が動かなくなったのも、その影響。生命力が低下して、体がいわゆるガス欠状態に陥おちいってしまったのだ。


    「一日一回程度なら、きちんと休養をとればなんの問題はないわ。でも連続で使ったら、それこそ命に関わるわよ」


    「心配かけてすみません。でも俺おれは、重要と思う場面でしか、この技を使っていません。それは俺の命より遙はるかに価値がある」


    「君は──」


    　楓は何か言おうとして、次に悲痛な顔をして、力なく押し黙ってしまった。


    「価値があるってのは、あたしが異能力者だから？」


    　萌がやや怒ったように、腕組みしながら訊きいてくる。


    「ええ、そうです。あと、助けられる確信があったから」


    「助けられる確信って──、あんた何度も死にかけてんじゃん！」


    　痛いところを突かれて、斗和は言葉を失った。そんな斗和の耳に、瞬しゆん夏かが何事か呟つぶやいた声が届く。


    「瞬夏、今何か言ったか？」


    「え？　ううん、何も言ってないよ」


    　きょとんとした顔で、瞬夏は否定する。ちょっと不ふ穏おんな単語が聞こえたような気がしたが、気のせいだろう。


    　斗和は楓たちから、自分が気を失った後の話を聞いた。獅し子しの攻撃を喰くらい吹き飛ばされた斗と和わを、ダルが回収してくれたそうだ。


    　生死を分けたのは、護身服の有う無む。だが防ぼう弾だんジャケットは、中の強化セラミックが大きく変形し、斗和の肉体を抉えぐるかたちとなったため取り外した。今は防ぼう刃じんシャツ一枚で、その下に包帯が痛々しく巻きつけてあるのが見える。


    　上の階は斗和の予想どおり、化け物の数も少なくなっており、すんなり神かん無な月づきたちの元へたどりつくことができた。彼女たちに子供たちを預けた際に、霜しも月つきが斗和を回復させるよう頼んだそうだが、断ことわられてしまったらしい。


    　そして、いまだに異能力に目覚めていないことを神無月に指摘された霜月は、この集団を飛び出してしまった。化け物との戦いに身を投じているのだろうが、生死は不明だ。


    　化け物も数が減ってきており、安全な時間が増えてきたが、鬼の異能力の脅きよう威いはつきまとう。事実、紗さ里りはこの呪のろいによって命を落としてしまったそうだ。


    「紗里はたぶん、美み柑かんのことがショックだったのでしょう。自みずから死を選んだみたいに……」


    　岬みさきが沈痛な面おも持もちで、紗里の最さい期ごを補足した。


    　呪いの発動時に、斗和を背負うと言い出したのはゲキシンらしい。床ゆかに接する面積の変化がトリガーになるということは、床に寝かせれば、そのぶんリスクが高くなるからだ。それよりも背負ったほうが安全だ。最初から床に着いていなければ、落ちない限り大丈夫ということになる。ゲキシンの判断力に、斗和は感服した。


    　鬼のルール説明にあったとおり、鬼へタッチした時点で、この呪いは解除される。楓かえでたちは一いち縷るの望みを託し一階へ戻ったが、そこに鬼の姿はなかった。そして、そのまま下へ移動し、今に至るそうだ。


    　駐車場だけで、七十人近い人々が生き残っていた理由は、太い柱や車が並び、視界が悪いのもあるが、最大の要因は車の存在。知能の低い化け物たちは、車の中に隠れた人たちには気づかなかったそうだ。


    　駐車場の出口に重なる車の残ざん骸がいを見て、斗和はぞっとなる。車に乗って逃げ出そうとし、見えない壁に阻はばまれた結果だろう。一歩間違えば、爆発を起こしていたはずだ。見えない壁で閉ざされたこの空間では、火災は化け物よりも脅威になる。


    　斗和はふと、寧ね々ね音ねの姿をした化け物のことを思い出した。あの異能力は間違いなく〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉。聖剣の名を冠かんするその力は、敵となって初めてその脅威を実感する。


    《必中》という概がい念ねんの前には、回避も防御も意味をなさない。ターゲットの上書きは可能だが、人の肉体を容易に貫かん通つうするほどの威力を防ぐ手立ては限られている。斗和の幻想の右手フアントムリーフ、霜月の大和やまと、そして息いき巻まきの異能力くらいだろう。百貨店に置いてある道具では、防ぐことなどできない。


    　遠距離からの高速攻撃で、しかも弾たま切ぎれの概念もないみたいだった。出会った瞬間、死が確定する。間違いなく最大の強敵だ。


    　すべての化け物を倒さない限り生きて帰れないのなら、いずれは倒すべき相手。しかし、あれが寧ね々ね音ねならば、倒したらどうなる？　現実世界で昏こん睡すいしている寧々音は？


    『奴やつらが欠片パーシユを集めているということは、いずれ何かに使うつもりだ』


    　山やま田だの言葉を思い出す。欠片パーシユが使われてしまった場合、もはや昏睡状態から目覚めることはない。脳死と一緒だ。


    　この惨さん劇げきをつくり出す奴らの目的が、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーの創造なら、寧々音の欠片パーシユはすでに使われてしまった状態となる。つまり、寧々音はもう──。


    　斗と和わはぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。駄目だ。今は、このことを考えるべきではない。どのみち鬼の呪いがある限り、寧々音に戦いを挑いどむのはリスクが高すぎる。今は鬼の攻略に集中すべきだ。


    　霜しも月つきがいなくなったのは大きな痛手だった。それと同時に、彼女の安否も気になる。彼女の生存率を上げるためにも、このメンバーでの鬼の撃げき破はが重要だ。やはりあのときに、子供の救出より鬼の撃破を優先すべきだった。


    　鬼を倒すべく、斗和は情報を集める。各人の前に出現していた目玉の位置の確認。それと牛ご頭ずの不死身。斗和の知識が正しければ、牛頭馬め頭ずは二匹セットで語られる鬼だ。息いき巻まき曰いわく、牛頭が復活するタイミングで、馬頭のほうも燐りん光こうを発していたらしい。推測が確信に変わる。


    　斗和はつかつかと、タカたちの前に進み出た。彼らの協力がなければ、勝しよう機きもない。


    「タカさん、ダルさん。そして萌もえさんも。鬼を倒すのに力を貸してください。お願いします」


    「ほぉ～。頭を下げるとは、なかなか礼儀正しいじゃねえか。いいぜ。岬みさきとヤらせてくれるなら協力してやる。もちろん、前払いだ」


    「あなたは、まだそんなことをっ！」


    　岬が引き攣つった声をあげる。それに呼応するように、ハッピの男たちが「人間のクズ」「許せない」などと騒ぎ出す。


    　だがタカが無言で銃じゆう口こうを向けると、ハッピたちは小さく悲鳴をあげて押し黙ってしまった。仕方のないことだろう。拳けん銃じゆうから放たれる恐怖は尋じん常じようではない。


    「へっ、情けねえな。どっちがクズだよ、ボケが！　女ってのはアイドルだろうが、ガキだろうが、突っ込むための穴がついて生まれてくんだよ。ヤってなんぼだろうが！　童どう貞ていの妄もう想そうはマジキモいぜ。現実見ろよ！」


    「な、なんだと！　岬ちゃんは気高いアイドルなんだぞ！」


    「あ？」


    　タカに凄すごまれると、ハッピは青ざめた顔で俯うつむいてしまった。


    「だったら、その気高いアイドルがどんなに淫いん乱らんか教えてやるよ。チンポ突っ込んだ瞬間、とろけた顔になって、ひぃひぃ言うのを見ながらマスでもかいてろ！」


    「なんたる侮ぶ辱じよくをッ！」


    　岬が色をなくした声で叫んだ。そんな彼女の態度に、タカは可お笑かしそうに唇を歪ゆがませる。


    「岬みさきちゃん。タカさんに抱かれるのは、嫌かい？」


    「──な!?」


    「斗と和わお兄ちゃん？」


    「斗和くん、何を言って──」


    　振り向いて言った斗和の科白せりふに、女性陣が声を荒らげる。


    「ひゃっはーっ！　いいねぇ。やっぱテメエは話がわかるわ。ほかの馬ば鹿かどもとは違うと思ってたんだよ」


    　斗和はそれらの声には反応せず、じっと岬を見み据すえた。斗和が本気だと知り、岬は落ち着きなく視線をうろうろさせる。そして、意を決したように悲痛な表情を浮かべた。


    「正直、嫌です。そんなことをされるくらいなら、私は死を選びます。でも、そうしないとみんなが生き残れないのなら──」


    「なら、いいよ。大丈夫だから、気にしないで」斗和は短く言って、タカに向き直る。「彼女は駄目です。断ことわられました」


    「はぁ!?　ふっざけんなッ！　断られたとか、どうでもいいだろッ！　俺おれを馬鹿にしてんのか！」


    　激げき昂こうと共に、タカが斗和の額ひたいに銃じゆう口こうを突きつける。だが、斗和は動じない。


    「俺は、たとえみんなが生き残るためとはいえ、誰かの意志を犠ぎ牲せいにするつもりはない」


    「テメエ。初めから、そのつもりだったな。舐なめた真ま似ねしやがって。ぶっ殺すぞ！」


    「タカさん。俺はあなたたちに協力を頼んでいますが、命の保証はできません。どんな強力な異能力を持っていても、ほんの少しの運命の差で死んでしまうのを知っているからです。だから、嫌なら断ってください。自分の命が一番大事。それは恥ずかしいことでも愚おろかなことでもない。誰もが持つ、普通の感情です」


    「自分の命が一番かぁ。わかってんじゃねえか。だったら俺が引き金引いたら、どうなるかわかるだろ？　かっこつけてねえで、女を差し出せやッ！」


    「断る」


    「死ぬぞ、テメエ」


    　タカが脅おどすように、銃口をぐりぐりと額に押しつけてくる。


    「斗和お兄ちゃん！」


    「大丈夫だ、瞬しゆん夏か。タカさんは──撃てない」


    「ほぉ、わかったふうに言うじゃねえか？　俺がビビるとでも？　ちょっと一緒につるんだら、もうお仲間気分か？　ぁあッ！」


    「あなたが他人の死に鈍どん感かんなのは知っています。その手に握っているのがナイフだったら、俺は殺されていたでしょう。だが、今は無理だ。その銃で、人間を撃つことはできない」


    　タカがぎりっと奥歯を嚙かむ。血管の浮き出た額が、彼の怒りの度合いを表していた。けれども、引き金は動かない。貴重な最後の一発を、ここで使うほど彼は愚おろかではないはずだ。


    「──あたしは、彼につくわ」


    　緊迫した空気を動かしたのは萌もえだ。


    「俺おれを裏切るのか？」


    「冗談でしょ？　あたしは死にたくないだけよ。それにそいつは──斗と和わくんは、今まで出会った馬鹿どもとは違う。そんなこともわからないの？」


    「ありがとうございます。萌さん」


    　萌は「ふ、ふん！」と言って紅くれないの髪を搔かき上げると、斗和の陣営へと移動する。


    「ダルさんはどうします？」


    「う～ん、タカ次第かな。腐れ縁でねぇ」


    「へっ！　この状況で俺が味方すると思うのかよ？」


    「正直わかりません。なので、交渉の材料を提示します。一つは牛ご頭ずの倒し方、もう一つは黒い犬の倒し方です。この化け物たちが、何度倒しても復活してくるのは知っているはずです。最後は、鬼の現在地です」


    「……ハッタリだな？」


    「百パーセントとは言いませんが、自信はあります」


    「……一つ聞きたい。なぜ俺の異能力銃の秘密に気づいた？」


    「タカさんの動きを見てればわかります。他人の命には無む頓とん着ちやくなのに、人がいると化け物を撃たないことがあった。それは矛む盾じゆんです。おそらく、人に当たった時点で能力が凍結されるとか、そんな感じでしょうか？」


    　しばらく斗和を睨にらみつけていたタカが、諦あきらめたように息を吐く。どうやら斗和の推測は当たっていたようだ。


    「──わかった。かなり癪しやくだが仕方ねぇ。テメエに協力してやるよ。ただし、だ。女の件は妥だ協きようできねぇ」


    「俺も、妥協する気はありません」


    「ああ、違うよ」言ったのは、ダルだ。「女の子の件は必須なんだ。タカはもうすぐ異能力弾がなくなるんだよ。で、それを回復させるためには、女の子とセックスする必要がある。報ほう酬しゆうじゃなく、補給を求めてる感じ」


    　斗和はその意味を咀そ嚼しやくする。確か葉は月づきも言っていた。異能力の回復は三大欲求のどれかになることが多いと。タカは性欲なのだ。


    「真ま面じ目めな話さ。無事に元の世界に帰ることができたら、体は元どおりになるんだよ。つまりはノーカンってこと。ちょっとエッチな夢を見ただけと思えば、そこまで気にすることもないんじゃない？」


    　ダルが、なんでもないことのように言う。彼らが女性に乱暴することに抵抗がないのは、この考えが根本にあるからではないか？　斗と和わは不気味な嫌けん悪お感を抱いだく。


    「まさか、ダルさんも同じなんですか？」


    「ああ、回復？　いや、僕は食い物だよ。さっき上の階で食べてきたから、しばらくは大丈夫。ちなみに萌もえちゃんは、メロンパン限定」


    「タカさんのお相手の件ですが、萌さんでは駄目なんですか？」


    「はぁ？　なんであたしなのよッ！」


    「無理だ。実の妹には勃たたねぇ」


    　タカの科白せりふに絶句する。まさか、二人が兄妹だとは思わなかった。


    「あの」


    　一人の少女が手を挙げて進み出る。赤縁の眼鏡めがねに黒髪をお下げにした少女。地味でおとなしい雰ふん囲い気きがある。


    「私じゃ、駄目ですか？　タカさん、でしたよね？　結構好みですし、その、経験ないまま死にたくないっていうか」


    　本人たちの同意があるなら、斗と和わにどうこう言う権利はない。二人は奥のワゴン車へと消えていった。
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    　霜しも月つきは屋上で、巨大なアサリの化け物と戦っていた。


    「はぁあああああああッ!!」


    　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、霜月は砲撃剣《大和やまと》を振るう。アサリの胴体に食い込むが、殻からを破るまではいかない。貝殻から伸びるあしは四本で、貝殻を着た犬のような格好だ。


    　アサリが殻の隙すき間まから口を出し、溶解液を噴出する。まずい、と思ったときは遅かった。食い込んだ刃やいばが抜けず、動きが制限される。咄とつ嗟さに大和を上に押して攻撃の軌き道どうを逸そらした。


    「きゃぁああああっ！」


    　凄すさまじい痛みが顔に走る。灼しやく熱ねつが肌はだを浸しん食しよくする不気味な感覚を覚えた。


    　液体の一部が顔にかかったのだ。右目が使い物にならず、視界が半分になる。


    　霜月は決断した。大和を引き抜くと同時にバレルを展開、ほとんど狙ねらいをつけずに砲ほう撃げきを行おこなう。凄まじい爆発と共に、コンクリートの破片が体を殴おう打だする。吹き飛ばされ、屋上の床ゆかに叩たたきつけられながらも、すぐさまアサリの化け物に視線を向けた。


    　濛もう々もうと上がる煙の周囲に、ばらばらになったアサリの破片。倒したのだという安あん[image: ]どが、全身から力を抜き去る。


    　霜月は満まん身しん創そう痍いだった。拷ごう問もんでも受けたかのような、無数の裂傷と青あざ。服は破け、血で汚れた少女趣味の下着をさらけ出している。何匹もの化け物と死闘を繰り広げた結果だ。しかし確実に倒したのは、今が初めて。ほかは逃がすか、自分から逃げた。


    　今まで無事に生き残れたのは、おそらく斗と和わの助言があったから。基本は逃げに徹し、チャンスを見つけて各個撃げき破はする。単独行動に移っても、その基本を忘れなかった。焦あせる気持ちはあるが、死ぬのが目的ではないことは理解している。でも、神しん代だいに目覚める気配はない。


    　そしてもう、自分に戦う力が残っていないことも自覚していた。砲弾はすべて使い果たし、大和やまとの刀身は酷こく使ししてきた結果、先ほどの衝しよう撃げきで半ばから折れていた。さらには右の視界の消失。


    　呆ぼう然ぜんとしていた霜しも月つきは、床を埋め尽くすかのように散在する死体の間に、何か光る物を見つける。それは割れた鏡。屋上にある遊具についていた物らしい。そこに映った自分の顔を見て、思わず大粒の涙を流す。年頃の少女には、あまりにもつらい現実。


    「こんな顔じゃ、もう、……可愛い服が着られないよぉ」


    　悲しみが内側からあふれ出し、霜月の体をさめざめと揺する。


    　弥生やよいは「いつでも回復に来ていいから」と言ってくれたが、神代にも目覚めていない状態で、こんな醜みにくい顔をさらすなんてことはできなかった。年頃の少女にとって、恥ち辱じよくは命よりも優先される。


    　──話し声が聞こえてきたのは、そのときだ。


    　どくん、と心臓が高鳴る。何度かこの世界で耳にした声。それも近い。


    　霜月は声に導みちびかれるようにして、ふらふらとその方向へ歩き出す。屋上の隅、そこによく見なければわからないほどの、空間の揺らぎがあった。結界だ。


    　そして、ぴたりと話し声が途絶える。


    『もしかして、聞こえてた？』


    　唐突に頭に響いてくる声。間違いない、以前一度だけ耳にしたことがあった。優れた科学技術を授さずける神、フェルマーの声。精神が畏い怖ふで、激しく打ち震える。


    「は、はい。私は、神しん悠ゆう言げんが八や社め巫み女この第十一席、霜月です」


    　正座して深々と頭を下げる。


    『ごっめんねー。私らからすると、人間の顔って見分けつかないから、気づかなかったわ』


    「そ、そんな畏おそれ多い」


    　霜月は慌あわてて衣服を破くと、顔の右側を覆おおった。


    『何してんの？』


    「は、はい。えっと……。私の顔は酷ひどく損傷しており、その……神様の前にさらすのは……、あの」


    　言っていて情けなくなる。必死に我慢するけれども、感情があふれ出すのを止められない。神が話しかけてくるなんて、大変名誉なことだ。そんな誉ほまれ高き瞬間に──。


    　再び、ぼそぼそと話す声。「ラプラス」や「トワ」という単語が聞こえたような気がする。


    　ふと目の前に何かが現れる気配を感じ、霜しも月つきは驚いて顔を上げた。禍まが々まがしい漆しつ黒こくの鎧よろいと悪魔を模した仮面。この世のすべてを知り尽くしたとされる神、ラプラスだ。神しん悠ゆう言げんともっとも交流の深い神であり、何度かお姿を拝見したことがある。


    「し、失礼しました！」


    　霜月は己おのが不敬を詫わびる。神を直接見上げるなどという行為は、許されるモノではない。


    「面おもてを上げヨ」


    　低く臓ぞう腑ふに響くような声に、霜月は素直に従う。


    『う～し～ろ～』


    　そのときだ。例の鬼の声が聞こえてきた。呪のろいの発動。こんなときに、と激しく憤いきどおる。どうすべきか判断に迷う。神に対し無礼なことはできない。それは自分の命よりも優先すべきことだ。動きさえしなければ──。


    「ふム。つまらぬ呪いにかかっているようダな」


    　ラプラスが手を伸ばし、鬼につけられた首筋の印しるしに触れる。ぱちん、という音がして、鬼の声が唐突にやんだ。それだけではない。霜月の真下に魔法陣が現れ、そこから優しい光があふれ出してくる。全身を包み込む温かい感触。そして傷が見る見る回復していくのがわかる。右側の視界も開けた。


    「それは汝なんじの武器カ？　見せヨ」


    　呆ぼう然ぜんとしていた霜月は、慌あわてて返事をすると、砕けて半分になった大和やまとを差し出した。今度は大和が、時間を巻き戻すように復元されていく。いや、それだけではない。淡く光るオーラのようなモノで包まれていた。


    「氣きで強化しておいタ。並の攻撃では打ち砕かれることはないダろう」


    　霜月は感激に打ち震える。神の厚い施ほどこしに、胸がいっぱいで泣き崩れそうになった。


    『でね、霜月ちゃん。──君に試練を与えるね』


    　痺しびれるような衝しよう撃げきが走った。神経の中を灼やけるような刺激が駆かけ上がっていく。心臓が痛いくらいに早鐘を打ちはじめる。


    「は、はい。なんなりと！」


    　これは明確な試練の提示。どうすれば神しん代だいに目覚めるか、その答えにたどり着いた。霜月は全身を耳にして、フェルマーの言葉に集中する。


    『先に、斗と和わという人間を相棒バデイにして、ブリューナクを倒してほしいのさ。ただし、ほかの魂を狩る幻想生物ソウルテイカーをすべて倒してしまう前にね』


    　霜月は混乱した。単語の意味がわからなかったからだ。そんな霜月の気持ちを察したように、フェルマーがブリューナクの説明をする。書店から逃げ出したときに出会った強敵。おそらくは滅災デザスター級の魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。


    　滅災デザスター級とは、肉体的な脅威よりも異能力の脅威に特化したタイプで、物理法則を無視した強大な異能力の殺傷能力は、あたり一帯を死の世界に変貌させる。故に災害デザスター。確かに試練に相応ふさわしい相手だ。でも──。


    『それじゃ、よろしくね』


    　会話を打ち切られそうになって、霜しも月つきは反射的に声をあげていた。


    「あ、あのっ、『バディ』ってなんですか？」


    『──へ？』


    「し、失礼しましたッ！」


    　霜月は慌てて頭を下げる。どんな理由があろうとも、神に対して質問を返すことなど、あってはならないことだ。


    『ああ、ごめんねぇ。『バディ』ってのは、協力者パートナーよりも親密な間柄のことさぁ。斗と和わという人間なら、ばっちりかと思ってさ。ちなみに今、地下二階にいるよ』


    　その意味を咀そ嚼しやくして、霜月は真っ赤かになってしまった。なぜ斗和を？　という疑問は、抱いだくだけ愚おろかというもの。神はすべてお見通しなのだ。


    　男女の親密な関係を、確か「なんとかディな関係」と言ったはずだ。それがおそらく『バディ』なのだろう。パートナー。つまり「ボーイフレンド」よりも親密な関係と言ったら、「恋人」しかありえない。


    「あ、ありがとうございます！」


    　霜月は深々と頭を下げる。歓喜と興奮と緊張とが、激しく絡み合っている。


    　神から与えられた二つの試練。斗和を恋人にすることと、ブリューナクを倒すこと。それが今、自分の為なすべきことなのだ。私の、生きる意味。


    　これでやっと一いち人にん前まえになれる。一人の人間として生きていける。暗い肥こえ溜だめのような世界から抜け出すことできる。


    　──私は、生まれ変わるんだ。


    『ああ、それとね。もし黒い蝶ちようを見つけたら、教えてほしいの。いるかは不明だけどさ』


    「黒い蝶ですか？　わかりました。この命に代えましても、その魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを探し出してみせます」


    『あ、いやいや。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーじゃないの。手のひらサイズで、翅はねの一部が透すけてるやつ。ぶっちゃけ正体不明なのさね。大した影響はないから見過ごしてきたけど、そろそろ捕まえておこうかなぁって。こっちは見つけたら程度でいいよ。一応、ラプラスちゃんにも頼んでるんだけどさ』


    　霜月は元気よく拝命すると、斗和を恋人にすべく、下の階へと向かった。
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    　お下げの少女を連れたタカは、窓を銃じゆうで叩たたき割って、ワゴン車の中へと侵入した。


    　今の銃を消去して、新たな銃を作成する。サブマシンガンタイプの《パンサー》だ。このタイミングで出るのか、と内心で舌打ちしながらも、これを消去。次の銃を作成する。五〇口径リボルバータイプの《ホークス》。弾数はわずか五発だが、破壊力はもっとも大きい。


    「あの何を……」


    　少女が不安げに呟つぶやく。眼鏡めがねの奥で翠みどり色の目が怯おびえるように揺れていた。


    「ああ。回復のストックは一回きりだからな。前回分を消費してんだ」


    　少女はまだ首を傾かしげていたが、説明してやる気はさらさらない。使用回数がもっとも多くなるように調整しているだけなのだが、この女には関係ないことだ。


    　時間も惜しいので、少女を抱き寄せ唇くちびるを奪う。反応から経験が少ないのは丸わかりだが、それを考慮するようなタカではない。自分のペースで愛あい撫ぶし、少女のかすかな抵抗を払い退のけるようにして、上半身を裸はだかにする。小ぶりだが、つんと尖とがった形のいい乳ち房ぶさが現れる。


    （まさか、この俺おれが誰かのために戦うなんてな）


    　けれども、タカの心を占めていたのは別のことだった。不意に、ダルとゲームをしていたときの会話を思い出す。「士気」がどうこうという話。


    「つーか、この士気ってパラメータいらなくね？　なんで、戦争モノなのにそんなの入れんだよ」


    「リアリティ出すためっしょ」


    「はぁ？　士気のどこがリアリティだ？　要は気持ち次第で、強くなったり弱くなったりするってことだろ？　俺は漫画なんかの『怒りの力で何倍にもパワーアップする』って、ご都合主義が一番嫌いなんだよ。よくよく考えてみろ？　強つええ奴やつが勝つ、わかるぜ。頭のいい奴が勝つ、これもわかる。だがな、感情で強え奴や頭のいい奴に勝つってのが意味わかんね」


    「ははっ、言われてみればそうだ。でも、歴史的に証明された事実だからね。士気の高さで、不利な状況を覆くつがえしたって記録がいくつもあるらしいよ。そういうもんなんしょ」


    「やる気を出させるなんて簡単だろ？　銃を突きつけて、『死ぬ気で戦え』って言えばいい。他人を動かすなんて、ちょろいもんだぜ」


    「あ、それ、もっとも駄目な指揮官だ」


    「じゃあ、どういう奴ならいいんだよ？　やっぱり頭が良かったり強かったりする奴か？」


    「やっぱ人徳じゃないかな？　その人のために何かしてやりたい、命を懸かけてもいいと思えるような存在。人が集まれば、その中には強い奴や頭のいい奴だっているだろうから、必ずしも本人の能力が高い必要はないんじゃない？」


    「人徳ねぇ。胡う散さん臭くせえ。ダル、おまえもあの世界でわかっただろ？　いざとなったら皆、自分が可愛いか、馬ば鹿かな常識に囚とらわれて即死するかだ。命が懸かった状況でなけりゃ、分厚い面つらの皮は剝はがれねえし、あの状況で人をまとめられる奴がいるとも思えねえ」


    「まあ、集団が機能しなくなった状態を、パニックって言うらしいし。萌もえちゃんも、あの件以来、さらに他人に冷たくなったからねぇ。──でも、もしも僕らみたいのをまとめられるような奴がいたら、会ってみたい気もするなぁ」


    　そのときは、何気ない会話の一つだった。だが今なら、特別の意味を持つような気がする。


    　斗と和わという少年。タカが今まで会ったことのないタイプ──。


    　あのとき、銃じゆう口こうを突きつけられた斗和は、「銃は撃てない」と言った。それは半分だけ真実。異能力で生せい成せいしたこの銃は、人間を撃つと数日間能力が消失する。裏を返せば、消失する覚悟があるのなら、引き金は引けるのだ。でも、撃たなかった。いや、撃てなかった。


    　それは斗和の巧たくみな駆かけ引き。向こうは「撃てないだろ」と脅おどしてきたのではない。自みずからの慧けい眼がんを示し、交渉の材料としてきた。さらには自分の命を張ってまで、協力を依頼してきたのだ。


    　あいつは「人に当たった時点で」という言い方をした。つまり、一発だけなら人を撃てることにも気づいていただろう。


    　ふと、あのときの風景を思い出す。


    　交渉をふっかけてくる斗和。その背後では、誰もが奴と同じ目をしていた。彼と同じ気持ちになっていて、自分と対たい峙じしていた。彼は一人ではない。強大な力の渦となって、そこに立っていたのだ。


    　萌だけではない、ダルも彼を認めた。「タカに従う」という返事は、タカに対する譲じよう歩ほだ。普通のダルならば、こちらの意見を聞くまでもなく断ことわっている。


    　不思議な高こう揚よう感かんがあった。斗和に従っていれば、生き残れるような予感がする。これが士気が上がるという状態なのだろうか？　今の自分はパワーアップしている状態なのだろうか？


    「あの、上になってもいいですか？」


    　唐突に少女が聞いてきた。斗和のことを考えていたせいで、あまり行為に集中できていない気がする。タカは「いいぜ」と答え、位置を入れ替えた。少女の細い手が、タカの両腕を押さえる。──やけに強い力だった。


    「まさか、テメッ！」


    　タカの声に応こたえるようにして、少女の正せい中ちゆう線せんに切れ目が入る。そして両側に、がぽっと開いた。ピンク色の不気味な粘ねん膜まくは、化け物の口。同どう軸じく円えんのように幾重にも連なった鋭するどい歯が、タカに迫り来る。


    　銃は──この位置からは届かない。


    　一度に生せい成せいできる数は一丁。つまりあれに触れない限り、どうしようもないのだ。いや、仮に銃を生成したところで、コンクリートを流し込まれたように動かない腕では、反撃のしようもない。焦しよう燥そう感が怒りのパルスとなって神経を駆かけ巡る。


    「畜ちく生しようッ！　離せっ、くそがぁあああああっ！」


    　化け物の口が視界を覆おおい尽くし、タカの怒ど号ごうがワゴン車の中に虚むなしく響き渡った──。
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    「へ、罰ばちが当たったんだよ」


    　斗と和わが状況を説明すると、ハッピたちが吐き捨てるように言った。萌もえが一瞬、怒りを露あらわにするが、唇くちびるを嚙かんで我慢する。


    　──タカの怒声を耳にして、異常を察した斗和とダルは、急ぎワゴン車に向かった。


    　ワゴン車の窓から[image: ]はい出して来たのは、お下げの少女。ハイソックス以外は身につけておらず、頭から股こ間かんまでがパックリと割れ、巨大な口となっていた。


    　ブリッジするような格好──いわゆるスパイダーウォークで逃走すると、通り道にいた女性を喰くい殺して、そのまま上の階へと行方ゆくえをくらませてしまった。


    　遅ればせながらワゴン車の中を確認した斗和は、上半身の前面を捕食され絶命する、タカの死体を発見した。


    「しかし、間抜けだよなぁ。銃じゆうを持ってるくせになんの役にも立たないとか。クズはやっぱりクズだぜ」


    　誰も注意しないせいか、ハッピたちは先ほどより大きな声で主張する。自分の言葉が、皆の同意を得ていると思っているのだろう。


    「天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏もらさず。下半身丸出しで死亡とか。ぷふっ。ギャグのような死に方──」


    「あの」


    　斗和は彼らの言葉を遮さえぎった。


    「な、なんですかな？　拙せつ者しやらが間違っていると？」


    「いえ。タカさんが、あなたたちのアイドルに酷ひどいことをしたのは事実です。そうおっしゃる気持ちもわかるつもりです」


    「なら──」


    「ですが、言うタイミングを間違っています。今は皆が一いち丸がんとなって戦うときです」


    「何を言う、このリア充じゆうが。タイミングとか意味不明なこと言うな。猪口ちよこ才ざいな。間違っているか正しいかで言えば、拙者らは正しい。そうだろ？」


    「正しいなら、何をやってもいいんだ！　俺おれたちは正義。すなわち善！」


    「はい。論破～」


    「犯罪者の肩を持つなら、おまえも悪だ。悪には何をやっても許される。瞬しゆん夏かちゃんといちゃつきやがって、おまえも死ね！」


    　ハッピたちの負の感情が渦巻いている。それは集団に亀き裂れつをつくるほど強力なモノ。自分を正義だと思い込んだ人間は、残ざん虐ぎやく性せいと自己正当性を加速させる。


    「──っていうか、そいつらの協力っているの？　無能力者の集団でしょ？　囮おとり？」


    　萌もえがこの状況で火に油を注ぐ。当然、ハッピたちは黙っていない。


    「みんな、もうやめて！」叫んだのは瞬しゆん夏かだ。「みんなが優しい人だって、私知ってるよ。でも、今のみんなは嫌い。そんなの美み柑かんちゃんだって、きっと悲しむよ。みんなの好きだった美柑ちゃんは、そんなこと言う子だった？」


    「瞬夏ちゃん」


    「瞬夏たん」


    「なんて、優しいんだ」


    　ハッピたちが意い気き消しよう沈ちんする。瞬夏の言葉は、ファンの胸に深く届いたみたいだ。そして岬みさきから、だめ押しの一言。


    「私も、あの人のことは嫌いです。ですが、どんな人であれ、死者を貶おとしめるべきではないと考えます。どうか皆さん、大人の対応をお願いします」


    　どうやら場は収まったようだ。斗と和わは瞬夏と岬に対し、小声でお礼を言った。


    　タカは死んでしまったが、彼の銃じゆうは残ったままだ。能力者の死後も武器が残るのは、「生せい成せい系」の特徴らしい。笠かさ根ね木ぎの〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス〉もそうだった。


    　話し合いの結果、この銃は斗和が持つことになった。斗和が自みずから主張したわけではないが、いろいろな要素が考慮された結果、こうなった。扱い方については、ダルからレクチャーを受ける。


    「ただ、目玉が出ている間は使わないほうがいいよ。《ホークス》はかなり威力があるからね。しっかりと体を固定できるならいいけど、変な体勢で撃つと脱だつ臼きゆうするし、間違いなく足は動くだろうねぇ」


    　斗和は銀色のメタリックな銃じゆう身しんを持つホークスを眺める。五〇口径というだけあって、イメージの中にあった銃より二回りは大きい。毒も爆弾も槍やりもなくした自分にとって、これが唯ゆい一いつの武器となる。リーチの短い包丁や手て斧おのでは、せいぜい兵士ソルジヤー級（ぬしゃぼっちレベル）と相打ちになる程度の実力しか、自分にはない。


    　弾数は五発。つまりは最大で五匹しか倒せない。何匹生き残っているかは知らないが、余裕のある数ではないだろう。じりじりとした焦しよう燥そう感を覚える。


    「萌さんは炎をどの程度操あやつれるんですか？」


    「コノハナサクヤ自体は、自由に操れるわ。でも射程は一メートル強」


    「たとえば、コノハナサクヤにロープを持たせて火をつけた場合、ロープ自体を操れますか？」


    「あんた変なこと思いつくのね」萌は目を丸くする。「無理ね。ロープが燃えるだけ。あんたが心配する百貨店火災になる可能性もあるわ」


    　なら無理か、と斗和は思った。萌はもっとも高い攻撃力を持つが、射程も短く、囲まれた場合も弱い。逆にゴムのような性質を持つダルの右腕は、遠距離ほど攻撃力が上がり近距離ほど弱くなる。だが腕が戻るスピードがあるため、近距離ほど連射性に優れるといった感じだ。


    　ふと、彼らの異能力を道具みたいに考えているんだな、と斗と和わは自覚した。そういえば水族館で、海水で壁をつくる化け物の異能力が、敵味方関係なく解げ毒どくできるのを知ったときも、同じようなことを思ったはずだ。


    　異能力と物理現象は、果たして何が違うのか？


    　そうだ。原理が違うとしても、結果が同じであれば、そこまでの区別は必要ないはずだ。シアン化ナトリウムで猫ねこ蜘ぐ蛛もを倒した。毒薬は化学であり科学だ。これを魔法だという人間はいない。では異能力で生せい成せいした毒はどうか？　


    　結局これは、入手方法が違うだけの差でしかない。コノハナサクヤで火をつけるのと、火炎放射器で火をつける行為もそう。過程が違うだけで、結果は同じだ。


    　斗和は唐突に、その答えにたどり着く。


    　──異能力とは、道具なのだ。


    　つまり、異能力を使って化け物と戦うということは、道具を使って化け物と戦うのと同義。異能力だけでは勝つことはできない。当然だ。道具があっても使い方を誤れば、勝てる戦いも勝てない。それ以前に、道具は完かん璧ぺきではない。


    　道具とは何か？　その根本は論理。論理に従い、道具は動く。道具の使い方を知り、適切にそれを扱い、目的を達する。これは〝科学〟の考えだ。異能力は論理的に記述することができ、理論へと発展する。


    　その場合、必ずしも仕組みを理解する必要はない。携帯電話を使用している人間の大半は、携帯電話を作り上げる知識を有してはいないはずだ。それでも問題なく扱うことができる。


    　異能力も同じ。仕組みはわからなくとも、操作の仕方さえわかれば、道具としては問題なく扱うことができるのだ。


    　では、道具が人と一体化しているときは、どう記述する？　その答えは人材。単位が人になったぶん扱いにくいが、その原理は同じはず。異能力者は人材なのだ。


    （それでか）


    　斗和は得とく心しんがいった。強大な異能力を扱う神しん悠ゆう言げんがなぜ、歴史の表舞台から何度も消え去ることになったのか？　それは異能力が人材に左右されるからだ。特定の人間が扱う異能力よりも、誰でも扱うことのできる道具のほうが、汎はん用よう性せいは高い。


    　これは生命の進化と同じだ。どんなに優秀な突然変異種が生まれたとしても、それを後こう世せいに伝えられなければ、その形質は失われてしまう。集団に伝でん搬ぱんして初めて、それは存在価値を持つ。種しゆは、集団の速度でしか進化しないのだ。


    『う～し～ろ～』


    　そんな斗和の思考を遮さえぎったのは、あの忌いま忌ましい鬼の声だった。


    「奴やつの異能力呪いを受けた人は離れて。あと、念のため車の陰に隠れてください」


    　斗と和わの指示に、楓かえでたちが戸惑いながらも従う。斗和はその意図を説明した。


    「目玉が出現した位置が、おそらく奴やつのいる方向です。広がっていれば、そのぶん正確に奴の位置を摑つかめます」


    「なるほどねぇ。目玉の位置が毎回違うのは、そういうことか」


    　ダルが感心したように呟つぶやく。そして鬼の声が終わり、目玉が出現した。斗和たちが動けなくなる時間の到来。


    「──え？」


    　それは誰の声だったか？　出現した目玉の位置は目線の高さ。しかもその方向は──。


    「呵か呵呵呵っ！　そろそろ盛大に、首飛ばソ」


    　中央階段。地下一階に続く場所から、数匹の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが姿を現す。鬼、鼠ねずみ、傘かさ、牛ご頭ず馬め頭ず、芋いも虫むし、そして黒い犬だ。絶望が、全身から血の気を引かせる。


    「隠れても無駄だヨ～。印しるしを持つ獲え物ものがどこにいるかは、わかるんだかラ」


    　鬼の科白せりふを受けて、六匹の黒い犬が一斉に走り出す。これが普通に知能の低い化け物ならば、やり過ごせた可能性はある。だが支配ガヴアナー級に動かされた化け物は、獲物を探し尽くすまで、この場を離れないだろう。


    「ぎゃああああああああっっ！」


    　悲鳴が迸ほとばしる。呪のろいにかかった者の首が捻ねじれ飛び、自由に動ける人々が、次々に襲おそわれては無む惨ざんな骸むくろをさらす。


    「くっ！　斗和くん！」


    　楓が切迫した声を出す。だが今は、行動のときではない。ある意味、チャンスでもある。鬼が自みずから現れてくれた。印しるしから斗和たちの位置がわかるという発言は、裏を返せば、こちらの接近に気づけるということだ。このチャンスを逃のがせば、二度と会えない可能性がある。


    「いやぁ！　斗和お兄ちゃん、助けてぇええっ！」


    　瞬しゆん夏かの切り裂くような悲鳴。見ると、彼女の前に一匹の犬がいた。今にも襲いかかろうと、鼻に皺しわを寄せている。


    　──どくん、と心臓が高鳴った。彼女を助けねば、と精神が加速する。瞬夏のためならば、この命は惜しくないと思った。


    　咄とつ嗟さにホークス銃を取り出して構え、──引き金を引く。ダルから、引き金を引けば反動で足が動いてしまうだろうと忠告を受けていたが、どうでもよかった。


    　しかし、引き金は動かない。撃げき鉄てつが上がっていなかったのだ。シングルアクションの説明は受けていたが、それを忘れるほど精神がおかしくなっていた。


    「うわああああ！　瞬夏ちゃん！」


    　ハッピの一人が飛び出した。呪のろいを受けていない面めん子つの一人。それを見た犬は一転、ハッピに襲いかかる。ハッピは手に持ったハンマーで犬に殴りかかるが、呆あつ気けなく押し倒されてしまった。裏声で悲鳴をあげ、命いのち乞ごいをする。


    「ほらほら、どうするノ？　このままだと死ぬヨ。呵か呵っ」


    　愉快そうに笑いながら、鼠ねずみに乗った鬼がこちらへやってくる。ほかにも護衛として、傘かさ、馬め頭ず、芋いも虫むしがいた。牛ご頭ずは階段の前に陣取って、人々を逃がさないようにしている。


    　車の陰に距離をおいて隠れた斗と和わたちの配置は、真上から見るとほぼ長方形。その中央へやってきた鬼は、わざと見せつけて焦じらすように、呪のろいを受けた者の前をゆっくりと旋せん回かいする。


    　──いや、それは文字どおりの意味なのかもしれない。その証しよう拠こに、呪いにかかっている者は、まだ誰一人として襲おそわれてはいなかった。遊ばれているのだ。


    　斗和は判断に迷った。今のタイミングで仕掛けるべきか？　次のチャンスがあるのか？　この選択をミスれば、間違いなく全ぜん滅めつする。考えろ。状況を分析し、奴やつの思考を読むんだ。


    　ダルがちらりとこちらを見る。彼は動くことを選んだようだ。遠距離からも触ることができる彼の腕は、鬼攻略の鍵かぎ。けれども鬼の意い表ひようを突けるのは、最初の一回だけだろう。使うタイミングを見誤るべきではない。


    　そして、あと何秒動けないかをカウントしていた斗和は、それに気づく。


    「動かないでくださいっ！」


    　斗和の鋭するどい声に、ダルが驚いた表情を向けてくる。斗和は静かに頷うなずき返した。


    　カウントは残り五秒。いくら支配ガヴアナー級といえども、この短い時間では、化け物に斗和たちを襲わせることも、自身が逃げ去ることもできない。それでも、わざわざこちらにやってきたのは、次の呪いで絶望を与えるという、奴なりの悪趣味な楽しみ方があるからだろう。


    　つまり次の呪いの発動までの間、おそらくすぐに発動してくるだろうが、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが与えられるのだ。


    　鬼がそんな遊びをしてくる背景には、呪いが解除されても、化け物の群れがいるから大丈夫、という安心があるのだろう。確かに自由に動ける斗和たちの戦力をもってしても、絶望的な状況は変わらない。


    　目玉がゆっくりと細まっていく。この間にも、たくさんの人が喰くい殺される悲鳴が響いている。汗が頰ほおを流れた。斗和の予想どおり、奴は逃げ出さない。


    　そして、目玉が完全に消しよう滅めつする。


    　それと同時に、斗和は拳けん銃じゆうを構える。撃げき鉄てつを上げ、一呼吸のあと発射した。凄すさまじい衝しよう撃げきが腕を伝わって、肩と肋ろつ骨こつを襲う。バットで強打されたみたいな衝撃だ。馬頭の胴体を狙ねらった弾丸は大きく逸それ、奴の肩口をわずかに抉えぐるだけとなる。


    　──それを契機として、楓かえで、ゲキシン、息いき巻まき、萌もえ、ダルが鬼たちに襲いかかる。


    　斗和もそれに加わろうとして、背後に刺すような殺気を感じた。


    　振り向きざまに撃鉄を上げ、今まさに喉のどを切り裂かんと跳躍してきた犬の口こう腔こうへと、弾丸をぶち込む。


    　火が燃え尽きるようにして消しよう滅めつする黒い犬。斗と和わは咄とつ嗟さに周囲を見回し、一匹の犬から新たに黒い犬が生せい成せいされるのを見る。おそらくは奴やつが本体。注意深く見ているとわかる。常に同じ個体から、奴らは復活していた。だが今は、倒す余裕がない。


    『う～し～ろ～の～』


    「うそ！　連続!?」


    　萌もえが叫ぶ。斗和の予想どおり、鬼はすぐさま呪のろいを発動させた。しかも今度は焦じらすことなく、最低限のリズムを保ったままの早口。チャンスは数秒程度しかない。


    　萌がコノハナサクヤで鬼を攻撃。だが鼠ねずみに乗った鬼は、いとも容易たやすく射程の外に出る。ゲキシンは三匹の犬に足止めされ、裂れつ帛ぱくの気合いと共に放った楓かえでの槍やりは、鬼に届く前に傘かさの化け物に防がれてしまった。


    　けれども、傘を引きつけるのは作戦のうち。防ぐモノがなくなった鬼に対し、ダルが腕を伸ばす。そのときだ。芋いも虫むしが「ピキーッ！」という奇っ怪な声をあげた。


    　次の瞬間、一回転した楓の槍の柄が、ダルの腕を叩たたき落とした。


    「「なっ!?」」


    　何人かの声が重なる。斗和も同じ気持ちだ。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを楓が無に帰した。いや、それだけではない。


    　楓は流りゆう星せい錘すいを取り出すと、萌の腹部へと叩き込んだ。さらに跳ね返った錘は後ろのハッピを襲おそい、人や床ゆかに跳ちよう弾だんさせて、ダル、斗和、岬みさき、瞬しゆん夏か、息いき巻まき、ゲキシンへと襲いかかる。楓の得意とする桜おう花か小しよう乱らん舞ぶだ。


    　ゲキシンはかろうじて防いだみたいだが、斗和は股ももと右胸に攻撃を食らい動きを封じられてしまった。ダルたちも同じだ。


    「な、なんなの、これっ？」


    　楓の悲痛な声。斗和は直感で悟る。あれは楓の意思ではない。芋虫に殺された子供に、つけられたという太ふと股ももの傷。子供を通して、なんらかの擬似病原体に感染した可能性がある。芋虫の異能力は、それが感染した人間を操あやつるモノなのだろう。


    　そして楓は、左手に持った槍の穂ほを自分のほうへ向けて、自分の腹に突き刺した。くぐもった声をあげて、楓は崩れ落ちる。


    「楓さんッ！」


    『──もげたッ！』


    　斗和の叫びと同時に、無情なる鬼の言葉が終わる。再び、巨大な目が出現した。誰もが動きを止めて、絶望の時間を受け入れる。


    「呵か呵呵呵っ！　残念だったネェ。──でも、もう次はないヨ」


    　斗和は、心臓が握り潰つぶされる思いだった。やはりそうか。奴はこのターンで、斗和たちを皆殺しにするつもりなのだ。その時間は十分にある。


    　鬼がぐるりと斗と和わたちを見回し、岬みさきに目を止める。岬は恐怖に顔を引き攣つらせて、喉のどの奥で悲鳴をあげた。


    「まずはお姉ちゃんから、首ちょんぱしよ？」


    　鬼に命令されたのだろう、馬め頭ずが岬のほうへゆっくりと進み出る。その巨大な死の影に、岬の顔から血の気が引いていく。


    「いやぁ、嫌……です」


    　岬が力なく呟つぶやく。気丈だったアイドルも絶望的な死の恐怖を前にして、ガタガタと奥歯を震わせるだけになっていた。


    「岬ちゃん！」


    　ファンたちも悲痛な声を出すが、誰一人助けようとはしない。


    　斗と和わは目の前が真っ暗になった。順番に殺されていく未来しか思い描えがけない。一か八ばちかの[image: ]かけで銃じゆう撃げきしてみる手はあるが、鬼が傘かさを持っている限り結果は同じだろう。一瞬でいい、奴やつに隙すきさえできれば──。


    「先輩ッ！」


    　そのときだ。薄暗い駐車場に霜しも月つきの声が響き渡った。彼女は牛ご頭ずの横を駆かけ抜けると、襲おそいかかってきた犬を一刀のもと切り捨てて、まっすぐにこちらへ向かってくる。霜月も呪のろいにかかっていたはずだが、なぜか自由に動けるみたいだ。


    「元気なのがいるねぇ」


    　呪いをかけた人間の個体など、よく覚えてはいないのだろう。霜月が動けるのを、鬼は疑問に思ったりはしなかった。ただほんの少し、こちらに対する警戒が薄れただけだ。それは、攻撃を決断するには十分な隙──。


    　先に動いたのはダル。腕を伸ばし、鬼に触ろうとする。だが抜群の速度で、傘が反応する。それはダルも織り込み済みだったのだろう。腕の動きは攻撃ではなく、傘ごと鬼に巻きつこうとするモノ。傘が盾たてを展開したところで、防ぎようがない。


    　投げ縄なわのように先端が円を描く腕を、ダルが収束させる。その中心には、鬼と傘の姿。


    　だが次の瞬間、鬼の小柄な体たい躯くが宙へと跳ね上がる。下の鼠ねずみが咄とつ嗟さに反応して、鬼を空くうへと打ち上げたのだ。代わりに鼠が拘こう束そくされ、傘と一緒にダルに引き寄せられる。


    「危なイ、危なイ」


    　愉快そうに呟きながら、鬼は一回転して床ゆかに着地する。──チャンスだ。


    　斗和は躊躇ためらうことなく、銃のトリガーを引いた。凄すさまじい衝しよう撃げきが駆け抜ける。それは斗和の狙ねらいどおり、鬼の体に命中した。


    　倒した。誰もがそう思ったときだ。


    　カランと乾いた音がした。斗和の銃ホークスの薬やつ莢きようではない。リボルバータイプは薬莢を飛ばさない。これは弾丸が落ちる音。それはつまり──。


    「呵か呵呵。人間、それ無駄だかラ」


    　鬼がにやりと唇くちびるを歪ゆがめて言う。


    「先輩！　『遊ゆう戯ぎ系』の場合、呪のろいを受けた者が術者を倒すことはできません！」


    　霜しも月つきが悲鳴のような叫びをあげる。遅ればせながら、斗と和わは状況を理解した。この呪いの印しるしが体に刻まれている者は、鬼に一切の危害を加えることができないのだ。ゲームをクリアするしかない。


    「あーあ、動いちゃったネ」


    　鬼の声が心臓を鷲わし摑づかみにする。覚悟はしていたはずだ。この足の位置でホークス銃を撃てば、バランスを崩してしまうことくらい。突とつ如じよ、頭に万まん力りきのような圧力を感じた。目に見えない強大な力によって、首が捻ねじられていく。


    「くっ！」


    　ダルが再度、腕を伸ばして鬼に触れようとする。だがそれは、鬼の体を突き抜けて後ろの車を押し退のけた。


    「あー、駄目駄目。負けた後の攻撃も無効だヨ」


    　馬ほどもある鼠を引き寄せてしまったダルは、当然動いてしまっていた。彼もまた、斗和と同じく、首を捻られている最中なのだ。


    「いやぁああああああああっ！　斗和お兄ちゃんッ！」


    　瞬しゆん夏かの絶叫がこだまし、絶望の音色が耳じ朶だを打つ。もはや自分が助からないことを、斗和は自覚した。抗あらがうことのできない力に首をもぎ取られ、この思考も感情も消え去り、物言わぬ物体に成り下がってしまうのだ。


    　結局、何もできなかった。必死に生き延びる努力はしたものの、それを圧倒する勢いで絶望は襲おそってきた。悔くやしさが涙に変わる。無力な自分が許せない。


    （こんなところで俺おれは……。師匠、──かりもっ！）


    「誰か、斗和お兄ちゃんを助けてッ！」


    　再び瞬夏の叫び。その声に押されるようにして、萌もえが異能力を発動させ、ダルが再度腕を伸ばし、岬みさきと息いき巻まきとハッピが鬼に襲いかかる。当然、岬と息巻とハッピは動いてしまったため、斗和と同じ運命をたどりはじめる。


    　霜月は追いかけてきた牛ご頭ずに足止めを受け、呪いを受けてない者たちも鬼に襲いかかろうとするが、誰もが化け物に行ゆく手を阻はばまれていた。


    「ほらほら、惜しイ惜しイ」


    　鬼がゲキシンの前で、彼を誘うようにくるりと回る。ゲキシンが一歩踏み出さなければ届かない、絶妙の距離。


    「ほら、頑張ってヨ。もしかしたら届くかもヨ？　奇跡でも起こればネ？　呵呵呵呵呵ッ！」


    「斗和お兄ちゃんを助けてッ！　ゲキシンさんッ！」


    　鬼の挑ちよう発はつと瞬しゆん夏かの絶叫が重なり、ゲキシンが足を一歩踏み出す。死への一歩。なんの意味もなさないはずの一歩。


    　そしてゲキシンの右手が、鬼の頭を鷲わし摑づかみにした。


    「──え？　はぁ？　え？　印しるしが消えタ！　な、なんデっ!?」


    　鬼が驚きよう愕がくの声をあげる。その焦あせりは、どう見えても演技には思えない。いや、それ以前に、今の状況は矛む盾じゆんだらけではないのか？


    　ゲキシンは片手で鬼を摑つかんだまま、大おお股またで移動し、鬼の体を瞬夏に触れさせた。


    　パキンと皿が割れるような音がして、斗と和わの首をねじ切ろうとする力が消しよう滅めつする。斗と和わだけではない、誰もが鬼の呪いから解放されていた。ゲームをクリアしたのだと理解する。


    　だが、──意味がわからなかった。


    　いったいなぜ、ゲキシンは動くことができたのか？


    　その答えは、すぐに判明する。


    　ゲキシンがマスクをずらし、初めてその端整な口元を露あらわにした。


    「──まったく、少年はだらしがないなぁ」


    　よく響く、玲れい瓏ろうな声が聞こえた。それでいて、神経を凍いてつかせるほど冷たい。


    　ゲキシンがマスクを完全に取り去る。金糸のような鮮あざやかな髪に、深い金色の眼まなこ。誰もが息を呑のむほどの端整で魅力的な顔。


    　忘れる、はずがない。


    　鬼の頭を摑んでいた右腕が、漆しつ黒こくの闇やみに包まれる。その悪魔を彷ほう彿ふつとさせる右手で、金髪金眼の青年は、呆あつ気けなく鬼の頭を握り潰つぶした。水族館で銀ぎん河がにしたみたいに──。


    「なんで、……だ？　なんで貴き様さまがここにいるッ！」


    「ふははははははッ！　ヒーローショーのバイトに、決まっているだろぉがあああああッ!!」


    「──山やま田だ、喜き一いち郎ろうッぉおおおおおおおおッッッ!!」


    　斗和の喉のどから発せられたその名前が、地獄の再来を告げた。

  


  
    



    　　　第六章　その少女らは過ちを犯す


    



    　それは言いようのない複雑な高こう揚ようを、斗と和わの心にもたらした。人間の鬼が、本物の鬼を圧倒する。ならば、あの殺人鬼をなんと評するべきか。この場合、本物とはいったい何を指すのか？


    　漆しつ黒こくの闇やみと化した山やま田だの右手から、口から上が消失した鬼の死体がぼとりと床ゆかに落ちる。すべての異能力を無効化するという奴やつのチート級異能力、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉。おそらくは「概がい念ねん事象系」の異能力、さらには腕が変化したことから、「強化系」でもあるのだ。


    　支配ガヴアナー級が殺されたときの、化け物たちの感情はどんなものなのか？　それともそのような指示がなされていたのか？　敵かたき討うちとばかりに、化け物の群れが山田に殺到する。


    　漆黒の炎を纏まとった犬が、山田に飛びかかった。山田は例の、見る者の心を奪う流麗な動きでそれをかわすと、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉で犬の喉のどを切り裂いた。


    　犬はあっさりと消しよう滅めつするが、一匹だけではない。すべての犬がその瞬間消滅した。おそらくあの化け物の存在そのものが、異能力だったのだろう。本体を見つけるなどというまどろっこしい真ま似ねは、山田には不要だ。


    　傘かさの化け物が、高速回転しながら飛んでくる。山田の目の前で静止すると、柄えの先端がガバッと割れ、鰐わにのような口が現れた。


    　山田は難なく右手で柄の中ほどを摑つかむと、握り潰つぶすようにして切断する。大量の赤い血が噴き出し、悲鳴をあげるように傘の表面に無数の目玉が出現した。そこに山田が深々と右手を突き入れる。そして左手も同じ傷口に突っ込み、びちびちと鈍にぶい音を立てて、傘を左右に引き裂いた。真っ二つになって絶命する傘の化け物。


    「キキッ！」


    　鋭するどい鳴き声をあげて、鼠ねずみが熊のように立ち上がり、山田に襲おそいかかろうとする。けれども山田は、すでに鼠の懐ふところに移動していて、無防備となった鼠の腹に漆黒の爪つめを叩たたきつけた。鼠は大きく吹き飛び、床に叩きつけられる。


    「ふむ。貫つらぬけると思ったのだがなぁ。なかなか頑丈なボディだ」


    　逃げ出す鼠を見やりながら、山田が余裕の発言をする。そんな山田に向かって、今度は馬め頭ずが金かな棒ぼうを振り下ろしてきた。だが結果は変わらない。芸術レベルまで洗練された動きで、山田は馬頭の攻撃をかわし続ける。


    　その間、誰もが動けずにいた。予想を超えた展開と、芸術の域に達した山田の美しい動きが、見る者を金縛りにしている。


    　霜しも月つきを追いかけてきていた牛ご頭ずも攻撃に加わってきたが、奴らの攻撃は当たる気配すら見せない。二匹の化け物は、山田の動きを追い続けるだけで、精一杯のようだった。


    　空気を押し潰すような凄すさまじい攻撃の嵐あらしを、最小の動きで呼吸を乱すことなく、避けまくる山やま田だ。それはどこか幻げん想そう的でもあり、滑こつ稽けいでもあり、恐ろしくもあった。


    　そして山田が反撃に転じる。ふっと両手を動かすと、山田を狙ねらって左右から襲おそってきた金かな棒ぼうが、それぞれ牛ご頭ずと馬め頭ずの顔にめり込んだ。つまりは同士討ち。攻撃の軌き道どうを逸そらしたのだとはわかったが、あまりにも速すぎて、手品でも見せられたような気分だ。


    　そして頭を強打し、朦もう朧ろうとする馬頭の心臓をフェンリルの爪つめが貫つらぬく。


    「ぶおおおおおおおおおっ！」


    　馬頭の死を理解してか、胸に響くような咆ほう哮こうをあげ、牛頭が渾こん身しんの一撃を打ち放つ。それは誰もいない空間を切り裂き、コンクリートの床ゆかを深く抉えぐった。そんな牛頭の喉のどへ、フェンリルの爪が突き刺さる。引き抜くと同時に大量の血が噴き出して、牛頭は絶命した。


    　牛頭馬頭の倒し方は、おそらく二匹を同時に倒すこと。山田ならば異能力を無効化し復活を阻そ止しできるが、そもそも奴やつには二匹を同時に倒すことさえ、造ぞう作さのないことだった。武器を持った斗と和わや霜しも月つきですら倒すことの叶かなわない戦魔クラツシヤー級、それを二匹も同時に相手にして、山田は傷一つ負うことはなかった。


    　──憧あこがれる。


    　その超人的な強さに、正直強い憧しよう憬けいを抱いだいてしまう。斗和が策を練り、ダルや萌もえ、楓かえでや息いき巻まきの力を借りてまでしても為なしえなかったことを、奴はあっさりと、まるで食後に紅茶を飲むかのように優雅に、わずか数十秒で成し遂げてしまった。


    　圧倒的な奴の強さを前にして、斗和の心に去きよ来らいしたのは、羨せん望ぼうと尊敬の念。純粋に心の底から願った。奴のような強さがほしい。今の自分をかなぐり捨て、強い自分になりたいと──。


    「ピキーッ！」


    　芋いも虫むしが焦あせったような甲高い声をあげる。傷を負った楓が操あやつられるままに、山田の顔に流りゆう星せい錘すいを撃ち放つ。それを山田はあろうことか、人さし指と親指で摘つまんで止めた。


    「なっ！」


    　楓が驚きよう愕がくの声をあげる。けれども体は操られたままで、今度は槍やりを振るって、山田に襲いかかる。傷口が開き、鮮せん血けつが床に飛び散った。だが──。


    　山田は楓を無視する。そう、それは「無視」という言葉が適切だった。果か敢かんに攻撃する楓がまるで存在していないかのように、つかつかと芋虫に近づいていく。無論それは、達人の域を遙はるかに越えた体たい捌さばき故ゆえに成せる絶技。


    　不利を悟った芋虫が、威い嚇かくするように口を広げて伸び上がる。次の瞬間、その頭部が宙を舞っていた。そしてぼとりと、魂たましいが抜けた音を響かせる。


    　静寂が降りる。誰もが何が起こったのかを、理解できずにいた。


    「────すごっ」


    　誰かが端的に評する。そして感情が爆発した。


    「うおおおおおおおおおおおおお!!　すげええええええッッ！」


    「強つええええッ！　なんて強さだッ!!」


    　拍手喝かつ采さいが巻き起こる。山やま田だは倒れ込む楓かえでを抱き止めながら、まるでアイドルさながらに手を振ってそれに応こたえる。一際目立つ整った顔立ちに、暗くら闇やみに映える金髪金眼。


    　絵になる姿だった。絶望的なタイミングで登場した圧倒的な力を持つ存在に、誰もが心を奪われる。


    　そう、本物のヒーローがここにいた。


    「待て、楓さんをどうするつもりだ！」


    　楓を連れて立ち去ろうとする山田に、斗と和わは声を荒らげた。


    「早く治療をしないと。一階に薬局があったはずです。それにこの症状は、トリカブトの毒にもやられています」


    　今の山田は善人モードのようだ。凜り々りしく憂うれいを帯びた表情は、奴やつの正体を知らない者なら、ころっと騙だまされてしまうだろう。


    　斗和は歯は嚙がみする。山田の言うとおり、楓はトリカブトにやられていた。槍やりの穂ほに塗と布ふしていた毒。自分が用意したモノが、自分の大切な人を傷つけたという事実は、斗和の心に深いショックを与える。


    「本当に、あんたすげえな！　向かうところ敵なしだ」


    「助かった。ほんともう、駄目かと思っていた」


    　何も知らない人たちが山田の強さを讃たたえ、安あん[image: ]どの涙を流す。彼を自分たちの味方だと思っているのだ。そう、奴が味方であれば、どんなに心強いか。


    「ありがとうございます。あなたのおかげで助かりました」


    「さすがはゲキシンです！　あんな素晴らしい武を、いまだかつて見たことがありません！」


    　岬みさきと霜しも月つきも、山田に熱い眼まな差ざしを向けている。途端に、何か激しい感情が奥底から湧わき上がってきた。


    「みんな、騙されるなッ！　そいつは残酷な殺人鬼だぞッ！」


    　斗和は絶叫するように、その真実を口にする。こちらを見るみんなの視線が、どこか痛かった。


    「何言ってんの？」


    「自分が注目されなくなってムカついたんじゃね？」


    「リア充じゆうの嫉しつ妬と。醜みにくいねぇ」


    　ひそひそ声が耳に届いてくる。


    「本当です。そいつと俺おれは、前にこの見えない壁の世界で一緒だったんです。そこでそいつは、多くの罪のない人々を虐ぎやく殺さつしました。血も涙もない殺人鬼なんです」


    「斗和くん、何言ってるの？　こんな素敵な人が殺人鬼なわけないわ」


    　息いき巻まきが強い口く調ちようで言う。ふと山田と視線が合い、彼女は頰ほおを赤く染めた。


    「そうですよ、先輩。ゲキシンは正義のヒーローなんです。寝ぼけてるんですか馬ば鹿かなんですか？　自制してください」


    　霜しも月つきも奴やつの味方だ。悔くやしくて惨みじめな思いが胸を締めつける。


    「証しよう拠こがあります。奴はずっと異能力を使わなかった。あの力があれば、もっと多くの人を救えたはずです。なのに──」


    「斗と和わくん。僕がこの異能力に目覚めたのは、たった今ですよ。なんとかしなければ、そう強く思ったら、この力に目覚めたんです」


    　山やま田だはさらりと噓うそを言い放った。斗和は言葉に詰まる。


    「あたしのときもそんな感じだったわ。ちなみに力に目覚めると同時に、使い方みたいなのは理解するの」


    　萌もえが山田の科白せりふを補強する。


    「君の言うとおり、もっと早くこの力に目覚めていれば、もっと多くの人を救えたでしょう。本当にそれが悔しい」


    「ふざけるな！」斗和は声を荒らげる。「俺おれは貴き様さまがやったことを忘れない。天あま音ね川がわや一いち花かを殺したことを許さない。絶対にだッ！」


    「一花？　先輩の妹ですよね？　こないだ一緒に買い物に行ったって、話してたじゃないですか？」


    　言ったのは霜月だ。彼女には一花の話をしたことがあった。しまった、と斗和は後悔する。周囲の自分に対する視線が、一気に冷たいモノに変わった。


    「──彼が言ってることは本当ですよ」


    　山田が静かに告げる。誰もがぎょっとしたように、山田を見る。


    　斗和も同じだ。まさか、奴はまた──。


    「僕は自分の命が惜しくて、その結果、彼の大切な人を犠ぎ牲せいにしてしまったんです。彼が僕を憎むのも、殺人鬼呼ばわりするのも、無理はないでしょう」


    「──なっ！」


    　斗和は頭が真っ白になった。次から次に紡つむがれる噓に、頭の回転が追いつかない。ただ確実に、奴が人心を掌しよう握あくしていくことだけは理解できる。


    「そういうことだったのね」


    　萌が納得したように呟つぶやく。それは皆の心情の代弁だった。


    「違う、そうじゃない！　じゃあ、どうして仮面をつけたままだった？　何もやましいことがないのなら──」


    「斗和くんのその感情を知っていたからです。前に斗和くんが言ったとおり、仲間内での諍いさかいはすべきではないと考えます」


    「よくもそんなことを──」


    「先輩、いい加減にしてください！」


    「斗と和わさん、ちょっと見苦しいですよ」


    「ったく、幻げん滅めつさせないでよ」


    　霜しも月つき、岬みさき、萌もえが口々に斗和を諫いさめる言葉を発する。全身から力が抜けるような気がした。


    「そうまでして目立ちたいかねぇ」


    「栄えい枯こ盛せい衰すいってやつ？」


    「惨みじめぇ。リア充じゆう、ざまみろ」


    　陰口が斗和の胸を突き刺していく。自分が誤解されるだけならばいいと思った。だが山やま田だは本当に危険なのだ。


    　いや、本当にそれだけだろうか。嫉しつ妬と心しんがないといえるのか？　自分にあれほどの力があれば、皆をまとめ、この危機を脱出することも容易だったはず。


    　圧倒的な戦闘力、強力な異能力、そして巧たくみな話術と人心把握力。すべてが自分よりも遙はるかに優れた存在。まざまざと自分の小ささを自覚させられる。


    「みんな、斗和お兄ちゃんを悪く言うのはやめて！　斗和お兄ちゃんがいたから、私たちここまでこれたんだよ！」


    「瞬しゆん夏かちゃん」


    「瞬夏ちゃん、優しい」


    「そうですね、瞬夏の言うとおりです。ごめんなさい」


    　瞬夏の一言で、皆の斗和に向ける厳しい感情が弱まる。斗和は居たたまれない気持ちになった。


    　瞬夏が斗和にすり寄るようにして、小声で囁ささやいてくる。


    「斗和お兄ちゃん。あんまり私を、がっかりさせないでね」


    　ぎょっとして瞬夏を見下ろした斗和は、その翡ひ翠すい色の瞳ひとみの奥に、おぞましい感情を見たような気がした。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　弥生やよい、神かん無な月づき、葉は月づきの三人は、ビアガーデンでテーブルの一つを囲み、ドリンクを飲みながら試練が終わるのを待っていた。


    「ったく、ここは託児所じゃないんだぞ」


    　神無月が気難しい顔で文句を言う。彼女の愚ぐ痴ちももっともだ、と弥生は思った。ビアガーデンには十数人の子供たち。しかも退屈してきたのか、緊張の糸が切れたのか、「帰りたい」と泣き叫び、騒がしくてちょっとぐったりしてしまう。


    　しかも、子供たちが親と離れたがらず、結局は何人かの大人も保護することになってしまった。斗と和わにしてやられたかな、という気持ちもなくはない。


    「食べ物もなくなっちゃいましたね～。結局、この階って材料しかないから、お菓子売り場のほうがよかったんじゃないですか～」


    　葉は月づきが表情を変えないまま言う。彼女は意外に表情が薄く、負の感情を見た記憶がない。


    　この惨さん劇げきの中にあって、異質なほどの余裕。それは仕方ないだろう。神に選ばれた自分たちが、化け物に後れをとることはない。そう信じている。


    　でも、それは本当だろうか？　神の教えに疑問を抱いだくことは、本当は甚はなはだ不敬なことなのだが、ほかの八や社め巫み女こと違い、三年前に入信したばかりの弥生やよいは、まだそこまで染まりきってはいない。


    　疑問の発ほつ端たんは自分の神しん代だい。回復系の力は戦闘には向かない。つまり自分一人では、あっさり化け物に殺されてしまうのだ。化け物が襲おそってこないのなら、まだ理解できる。だけど、そうではない。


    　ドン！


    　突とつ如じよ、大きな音がして、入り口のバリケードが破られた。無駄に魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが入ってこないよう、人が通れるスペースだけ空けてバリケードを築いているのだが、たまにこうして化け物が侵入してくる。


    　高速で回転する輪っかの化け物。子供と親の鋭するどい悲鳴が、不安を[image: ]あおってくる。


    　輪っかはまっすぐに、こちらへ向かってきた。入り口に一番近い場所に、弥生たちが陣取っていたからだろう。


    　葉月が椅い子すから飛び降り、〈機械仕掛けの義手デウス・マキナ〉を発動。輪っかを両腕で防御して跳ね飛ばした。


    「うう。結構強いですよ～、あれ」


    「かといって、私の〈悠久を断絶する黒芽ミストルテイン〉だと、あっさり殺してしまうからなぁ」


    　跳ね飛ばされた輪っかは、大きく円を描えがき、後方の子供たちの集団に突っ込んでいく。何人かが真っ二つにされて、宙に舞う。


    　弥生は思わず目を背そむけてしまった。葉月や神かん無な月づきは、神に選ばれていない者の死を割り切って考えているが、弥生にはまだ若じやつ干かんの迷いがある。


    「あらら～、斗和さんとの約束、破っちゃいましたね～」


    　言葉とは裏腹に、まったく悪びれた様子もなく葉月が言った。


    「『無理をしない程度に』という約束だったからな。ここで死ぬような輩やからは、どのみち神代に目覚めることはないだろう」


    「神無月や」


    「ん、なんだ？」


    　唐突に嗄かすれた声がした。ぎょっとして見ると、すぐ近くにやけに影の薄い老ろう婆ばがいた。


    「神かん無な月づきや、おいで」


    　老ろう婆ばが言うと、神無月はふらふらとそちらへ歩いていく。その表情に生せい気きはない。弥生やよいは瞬時に悟った。


    「『精神系』の異能力よっ！」


    　弥生の声を聞くや、葉は月づきは一足飛びに老婆へ詰め寄り、その顔をパンチで破壊する。だが吹き飛ばされた顔は、次の瞬間、時間を巻き戻したみたいに元に戻った。


    　葉月はさらに老婆の肉体を攻撃し、いくつもの肉片に変える。しかしそれでも、化け物は復活してくる。やがて神無月が近づくと、乳う母ば車ぐるまが巨大化し、彼女を包み込もうとする。


    　そうか、と弥生は理解した。


    「葉月ちゃん、乳母車を攻撃してッ！」


    　乳母車という単語の時点で、葉月は動いていた。乳母車に渾こん身しんの一撃を放ち、吹き飛ばす。


    「ぎゃああああああッ！」


    　老婆の化け物が嗄かすれた声で絶叫をあげる。葉月は一気に距離を詰めると、機械の右腕を変形、二回りほど巨大化させて、乳母車を上から叩たたき潰つぶした。


    「あ、私は……」


    　正気を取り戻した神無月が、二日酔いみたいに額ひたいを押さえて表情を歪ゆがめる。


    「神無月さんは、お間抜けさんですねぇ～」


    　葉月の科白せりふに、神無月は顔を赤らめて気まずそうな顔をした。操あやつられているときの記憶があるのだろう。


    　そのときだ。人々の悲鳴が聞こえ、弥生の目の前を、子供を抱えた女性が通り過ぎる。しゅるしゅるという音と共に、例の輪っかがこちらへ向かってきていた。


    　弥生は背筋が凍りついた。思わず硬直して目を見開く。葉月は離れた位置にいるため、防御は間に合わない。死の予感が現実味を持って襲おそいかかってくる。


    「〈悠久を断絶する黒芽ミストルテイン〉」


    　神無月が神しん代だいを発動させる。彼女の影が伸びていき、漆しつ黒こくの刃やいばとなって床ゆかから剝はがれ出た。次の瞬間、輪っかを下から上へと両断する。血ち飛沫しぶきを撒まき散らしながら輪っかはバラけて、獣けものの死体となって床に転がった。


    「ごめんね～、神無月ちゃん」


    「気にするな、弥生。私たちを襲ってくる魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを数匹殺したところで、試練の妨さまたげにはならんだろう。──ん？」


    　何かに気づいた神無月が[image: ]いぶかしげな表情をする。彼女の視線の先には、葉月の姿。きょとんと首を傾かしげる彼女の額には、ピンク色の花が咲き開こうとしていた。


    「上だ！　葉月ッ！」


    　神無月の言葉を受けて、葉月が振り仰あおぐ。そこには、白い肌はだが特徴的な少女の化け物。無数の茨いばらが伸びる薄ピンク色の巨大な花を帽子のように被り、背中には半透明な翅はねとスズメバチの腹部を思わせる尻しつ尾ぽが生えていた。


    　化け物は翅を広げて、空中に静止していた。そのスズメバチの腹部の先端から針が伸び、次の瞬間、桃もも色の光を纏まとう弾丸となって撃ち放たれる。


    「ほい」


    　軽快な声を出して、葉は月づきがそれを防御する。──いや、違った。


    　針は、突き出された葉月の腕を回避すると、あっさりと葉月の額ひたいを撃ち貫ぬく。


    　何が起こったのか、わからなかった。


    　鼻から上が消しよう滅めつした葉月の体が、重力に引き寄せられるまま仰あお向むけに倒れる。だらりと投げ出される手足は、どこか現実味がなかった。声が出ない。


    「は、……葉月？」


    　神かん無な月づきがやっとのことで声を出す。まるで信じられないモノを見るかのように、葉月の無む惨ざんな死体を見つめている。


    　やけに遠くから、子供たちの悲鳴が聞こえた。あの少女の化け物に襲おそわれているのだと、頭では理解しているが、まるで現実感が湧わかない。


    「〈悠久を断絶する黒芽ミストルテイン〉ッ！」


    　神無月が怒ど声せいをあげる。急激に伸びていった影が壁を伝い、少女の化け物を襲う。けれども、〈悠久を断絶する黒芽ミストルテイン〉の射程は十メートルほど、空を飛ぶ少女には届かない。


    「屋上へ行く！」


    　吐き捨てるように言って、出口へ向かう神無月の前に、鉄でできた鼠ねずみの化け物が現れる。


    「邪魔だ、どけッ！」


    　黒こく影えい一閃。神無月は激情を叩たたきつけるように、鼠を両断する。〈悠久を断絶する黒芽ミストルテイン〉はあらゆる防御を無効化する「概がい念ねん事象系」の神しん代だい。切断できないモノはない。


    　乾いた金属音を立てて絶命する鼠。だが次の瞬間、そこから紫むらさき色の煙がモクモクと湧きはじめた。煙は膨ぼう張ちようするように広がっていき、神無月の体を瞬時に覆おおい尽くす。


    「神無月ちゃん！」


    「来るな、弥生やよいッ！　これは毒──がぱッ！」


    　混乱した弥生の行動を決めたのは、神無月の言葉。慌あわてて毒の煙から距離をとる。


    　煙は急激に広がっていき、逃げ遅れた子供たちを飲み込んでいく。苦しそうに喉のどを押さえ、目と鼻と口と耳から血を流し絶命する。即効性の毒。「条件発動型」のうち、死後に発動するタイプの異能力。おそらく神無月はもう──。


    　神しん悠ゆう言げんの教えが正しいのなら、こんなことは起こらないはずだ。選ばれし者の証あかしである神代を持つ、自分たちが死ぬはずがない。斗と和わの忠告が、今さらながら胸に響いた。


    　弥生はビアガーデンの隅まで逃げたが、煙の勢いは収まらない。逃げ場を断たれ、弥生は死を覚悟した。絶望が胸を締めつけ、後悔の念が根こそぎ血の気を奪っていく。


    　怖い、と思った。誰かに強く抱き締めてほしいと願った。だけど──。


    （霜しも月つきちゃん。せめて、あなただけでも──）


    　弥生やよいはハンカチで鼻と口を押さえながら、必死に息を止める。そんな彼女を、死の煙は容よう赦しやなく包み込んだ。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　地下一階の食品売り場を拠きよ点てんにして、斗と和わたちは一時の休息を得ていた。


    　駐車場にいた人、逃げ回っていた人たちも合流して、五十人くらい集まっている。どこか弛し緩かんした空気が流れているのは、山やま田だの圧倒的な強さと明らかに減ってきた化け物の数が影響しているのだろう。山田は殺人鬼としての本ほん性しようを現すことなく、完かん璧ぺきな好青年として振る舞っていた。


    　楓かえでの腹の傷は致ち命めい傷しようではなかったが、問題は毒のほう。顔の紅こう潮ちようや酩めい酊てい状態など、トリカブト毒の初期症状が出ている。これが進行していけば、数時間で死に至る。


    「何が目的だ？」


    　山田が皆から離れた隙すきに近寄って、奴やつの真意を問いただす。


    「この世界から帰ることだ。それ以外に何がある？　勘違いするな。私は君の味方だぞ」


    　山田が底冷えのするような眼光を突きつける。途端、全身を流れる血の量が増加した。


    「ふざけるな！　あんなことをしておいて、仲間だと？」


    「少年は本当、その手の教養がないなぁ。前半に出てくる、ちょっと悪くて強い敵キャラが仲間になるのは、王道中の王道だろう？　それに私と少年は、この世界をつくり出す人間を殺すという共通の目的を持っているはずだ。むしろ共闘しないほうが、おかしいとは思わないか？」


    〝殺す〟という単語に、斗和は反応する。


    　見えない壁の世界をつくり出す人間。どんな理由があれ、奴がしている行為は悪だ。それを止める方法。話し合いで解決できるというのは、あまりにも楽観的すぎる。水族館で、悪をどうするかという命めい題だいには答えたつもりだ。だが──。


    「そういうときのために、私のような存在も必要だろう？」


    　山田が斗和の心を読んだみたいに言う。


    　斗和は羞しゆう恥ちと憤いきどおりを覚えた。この冷たい怒りは消えることはない。萌も由ゆ里りや寧ね々ね音ねを初め、たくさんの人々を不幸にした異能力者。それが誰であれ、どんな理由があろうとも、決して許すことはないだろう。殺人鬼の手を借りるまでもない。


    　もう何度も、カルネアデスの板から多くの人を突き落としている。大切な人とそうでない人。その判断を誤ることは、──ない。


    「とりあえず少年は、私からのメッセージを理解したようだな。その装備がなければ、今頃死んでいたのではないか？　ん？　少し心こころ許もとないが、まあ仲間として最低限合格だ」


    　なんのことだ？　と斗と和わは[image: ]いぶかしんだが、ややあってそれに気づく。


    　[image: ]くし[image: ]なだ学園に編入した日、山やま田だが斗和を挑ちよう発はつして、〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉を撃たせたこと。あの件がなれば、斗和は装備を整えることをせず、愚おろかにも肉体を鍛きたえる選択をしていたことだろう。


    「ああ、それと前回の問いの答えだが……、少しは考えてきたかな？」


    　前回の問い。人の精神は死んだらどこにいくのか？　神はどこにいるのか？　という究極の問題。


    「──集合的無意識、なんだろ？」


    「正解だ。一応、集合精神界アツイルトという呼び名があるようだが、単語レベルの問題だ」


    　山田が満足そうに頷うなずく。そこには敵意も[image: ]あざけりもない。生徒の解答に、純粋に満足する教師のような態度だ。


    「なぜだ？　殺人鬼のくせに、人を助けるようなことを、なぜする？」


    「殺人鬼にも、いろいろいるのさ。少年には言ったかな。私はあまり人殺しが好きではない。おっと、そう不思議なことでもないだろう？　人は三大欲求を持つが、食に強い興味を持つ者もいれば、安ければそれでいいという輩やからもいるし、性欲については言わずもがなだ」


    　そこで一いつ旦たん言葉を切って、山田は憂うれいを帯びた表情をする。


    「人を殺すとなぁ、己おのれの小ささを思い知らされるんだよ。少年、君は人の命は平等だと思うか？　なるほど当然か。ならば論理的に考えると、命を数として扱うことができるはずだ。一つの命を一円だと仮定しよう」


    「命はお金じゃないッ！」


    「おいおい、君は馬ば鹿かなのか？　そんなの当然だろう。比ひ喩ゆだよ、たとえさ。君は『子供は猫みたいなモノだ』と言ったら、『人間は猫じゃない』とキレる口か？　ん？　比喩とは物事の一面しか表現しないが、人の高い連想力と発想力とが融ゆう合ごうした知的芸術だぞ？　もっと嗜たしなんだらどうだ？」


    　山田は押し殺した声で笑ったあと、話を続けた。


    「一人の人間が一日に殺せる数には限りがある。大抵一人、頑張って十人。つまり金額としては、十円くらいの価値だ。ジュース一本の値打ちもない。虚むなしいとは思わないか？　『俺おれの凄すごさを見せてやる』と言って、やる殺人の値段は消費税レベルだぞ。これが殺人の価値だ。だが命が数で表されるのならば、プラスもマイナスも大した問題ではない。誰かが一万円を消費すれば、ほかの誰かの懐ふところに一万円入る。この程度は理解できるな？　世界は近いうちに崩ほう壊かいするという。見えない世界をつくり出す人間が、それに無関係だとは思えない。つまりそいつを殺すということは、世界の人口七十億の価値がある行為だといえる。少年も男ならば、ちまちま十円程度の殺人を行おこなうより、億単位の殺人に憧あこがれないか？」


    「──ふざけるな」


    　斗と和わは怒りを押し殺して一いつ蹴しゆうした。山やま田だは「残念だ」と言って、斗和の背後を示す。そこには瞬しゆん夏かと岬みさきの姿があった。山田との会話は終わりということだ。


    「ごめん。斗和お兄ちゃん、大事な話だった？」


    「いや。大した──」


    「先輩、そろそろ行きましょう」


    　斗和の科白せりふを遮さえぎって、霜しも月つきが駆かけ寄ってくる。その後ろにはダルと息いき巻まきの姿。寧ね々ね音ねを倒すためのメンバーだ。


    　霜月の強い要望があって、次の標的を寧々音に定めた。脅きよう威い度どからいっても、それは妥だ当とうだろう。ただ一つ斗和が気になっているは、あの寧々音を倒した場合、昏こん睡すい状態の寧々音はどうなるかという点。


    「霜月。あいつを倒せば、赤あか峰みねは復活する。本当に、そうなんだな？」


    「え？　あ、あの……絶対、というわけではありませんが。かなり高い確率でというか、絶対というか。理屈的には……復活します」


    　斗和の再確認に、霜月がしどろもどろに答える。その態度に不安を覚えないわけでもないが、確証がないのは誰だって同じなのだ。彼女をこれ以上、問い詰めることはできない。


    「斗和お兄ちゃん、気をつけてね」


    「ああ。そっちも十分気をつけるんだ。萌もえさんが残るけど、油断だけはしないように」


    　不安げな表情をする瞬夏に、斗和は注意を促うながす。


    　寧々音との戦いには斗和、霜月、山田、ダル、息巻の少数精せい鋭えいで挑いどむ。ほかの者は彼女にロックオンされた場合、防ぐ手段を持たないからだ。明らかに死ぬのがわかっていて、連れていくわけにはいかない。


    　正確にはダルも防御手段を持たないのだが、息巻や斗和がいれば防御は可能だ。ダルの伸びる腕は、近づくことが困難な寧々音に対し重ちよう宝ほうする。


    「あの、先輩。そ、それで一つ質問なんですが……」


    　霜月が妙に落ち着かない態度になる。


    「なんだ？」


    「先輩は今、付き合っている人はいますか？」


    　場違いな質問に斗和は面食らったが、霜月の意図がわからないので、素直に「いない」と答えた。


    「なら私が、こ、恋人になってあげます。よかったですね感激ですね。先輩、うれしいですか？　泣きますか？」


    「……ごめん。俺おれは君と付き合う気はない。それに今は、そんな冗談を言うべきときじゃないはずだ」


    　静かに押し殺した声で言う。恥ずかしそうにそっぽを向いていた霜しも月つきは、ショックを受けた表情のまま正面を向き、次に半泣きの顔となった。


    「じょ、冗談なんかじゃありません！　これは大切なことなんです。私の何が駄目なんですか？　っていうか、私の一いつ世せ一いち代だいの告白を断ことわるなんて信じられません！　屈くつ辱じよくです酷ひどいです。据すえ膳ぜん食わぬはなんとやらです！」


    「悪いけど、今はそんな気はない」


    「後ならあるんですね？　でも後じゃ駄目なんです。どのみち付き合うのなら、今承諾してくだ──」


    「断る」


    　斗と和わはあえて強い口く調ちようで霜月の言葉を遮さえぎった。こんなときに何を、という憤いきどおりがある。


    　よほどショックだったのか、霜月はぼろぼろと涙を流して、小さな肩を震わせる。


    「わ、私の何が駄目なんですか？　お願いです、先輩。なんでもしますから、私を先輩の彼女にしてください。それとも、そのアイドルの子が好きだったりするんですか？」


    　斗和は霜月に示されるままに、瞬しゆん夏かのほうを見る。彼女は一瞬驚いた表情をしたあと、はにかんだみたいに目をぱちくりさせた。


    「いや。そういう感情はない」
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    　斗と和わは再び霜しも月つきを見下ろして、きっぱりと断言する。


    「なら、お願いです。先輩の言うことなら、なんでも聞きます。浮気してもいいです。どうか、お願いします！」


    　斗和の足に縋すがるようにして、霜月が懇こん願がんしてくる。さすがに斗和も、これが異常な状況だということに気づいた。膝ひざをついて霜月に尋ねる。


    「理由を聞かせてほしい。なぜ急にそんなことを言い出したんだ？」


    「瞬しゆん夏かっ!?」


    　岬みさきが慌あわてた声を出す。見ると、瞬夏が踵きびすを返して立ち去っていくところだった。


    　こちらと瞬夏を戸惑いがちに見比べる岬に、「頼む」という感じで斗和は頷うなずき返す。今は霜月のほうが大事だ。


    「神しん代だいを得るため、です。神様がおっしゃったんです」


    　霜月がしゃくりあげながら答える。


    「先輩を、恋人に……って。私は、変わりたい。早く一いち人にん前まえになりたい。神代を持たない私は、生きる価値がないんです。先輩、どうか、どうかお願いします！」


    　彼女の気持ちが痛いほど伝わってくる。変わりたいという気持ち、今の自分が駄目だという想おもい。それは今の斗和にとって、深く共感できることだった。しかも霜月は、神しん悠ゆう言げんという環境の中で、絶対の価値観として神代があるかどうかを問われている。彼女の抱える苦悩は、斗和には想像もつかない。


    「なぜ、俺おれなんだ？」


    　霜月は涙を流しながら、ふるふると首を振る。


    「神の深い真意を推おし量ることなど、私にはできません。おそらく恋人くらいいないと、一人前だといえないからでしょう。先輩が選ばれたのは、普通に私が先輩に好意を抱いだいているからだと思います。先輩のことを考えて、一人エッチしたこともありますし」


    　必死になっているせいか、本来の彼女ならば言わないようなことまで口にしている。斗和はむず痒がゆい気持ちになったが、同時に彼女が噓うそを言っていないという確信を得る。


    「神と話をしたんだな？　この世界で」


    　頷く霜月を見て、斗和の中に様々な思念が湧わき上がる。神という存在。そしてその正体。予感がする。その神とやらは、この見えない壁の世界と、決して無関係ではないだろう。


    「わかった、霜月。君と付き合うよ」


    　斗和は承諾する。今の霜月の精神状態では、最悪の事態に陥おちいりかねない。けれど、彼女に対し恋愛感情はないため、条件を付け加える。


    「ただし、君が神代に目覚めるまでだ。俺は今、誰かと恋愛する気はさらさらない」


    　一瞬ぽかんとした霜月は、両手で顔を覆おおって、「ありがとうございます」と何度もお礼を言ってきた。


    「おめでとうございます。斗と和わくん、霜しも月つきさん。せっかく恋人同士になったのですから、もっと仲を深めてみてはどうですか？　僕たちに構わず、さぁ、ずずっと」


    　山やま田だが表向きは爽さわやかに斗和をからかってくるが、当然無視した。霜月の頭に手を乗せながら、ダルと息いき巻まきに言う。


    「では、行きましょう。──赤あか峰みねを倒しに」
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    　ふざけないでふざけないでふざけないでッ！　斗和お兄ちゃんのくせに斗和お兄ちゃんのくせに斗和お兄ちゃんのくせにっ！


    　ちょっと勘違いしてるんじゃない？　そういう感情はない？　何言ってるの？　私はアイドルなんだよ。『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』のセンター、茶さ々さ猫びよう瞬しゆん夏かだよ？　恥ずかしがるにしても時と場所を選んでよね。まるで私がフラれたみたいじゃん。幻げん滅めつ幻滅幻滅幻滅ッッ！


    　私は斗和お兄ちゃんになったってのに、斗和お兄ちゃんが斗和お兄ちゃんじゃなくてどうするの？　訳がわからないよ。斗和お兄ちゃんはヒーローなんだよ？　私だけを大切にして、みんなが憧あこがれるヒーローなんだよ？　それがほかのイケメンにあっさりと見せ場を取られちゃってさぁ。


    　でも私は純粋でまっすぐなアイドルだから、斗和お兄ちゃん一筋なの。それなのに何？　無駄にデレデレしすぎじゃない？　女の子にモテるのはいいよ。でないと価値がないもんね。だけど私の斗和お兄ちゃんとしては、ストイックさが足りないよねぇッ！


    「瞬夏、大丈夫ですか？」


    　岬みさきちゃんが心配そうに尋ねてくる。もしかして顔に出てた？　思わず目の前の鏡を見る。トイレの鏡。確かにちょっと酷ひどい顔。私は完かん璧ぺきなアイドルなのに。これも斗和お兄ちゃんのせいだ斗和お兄ちゃんのせいだ。ちょっとお仕置きが必要だよね。


    「瞬夏。無理をしないで。心配ごとがあるのなら、遠慮なく私に言ってください。……紗さ里りのこともありますし」


    　ドクン、と胸が痛くなった。紗里？　どうしてあのブスが出てくるの？　もしかして見られてた？　なに？　私が悪いって言うの？


    「紗里もショックだったんでしょうね？　だから自殺するみたいに。私もです。美み柑かんがあんなこと言うなんて」


    　ショック？　ちょっと待ってよ、岬ちゃん。紗里ちゃんのことは自じ業ごう自じ得とくだよ。私は悪くないよ。あんなに精神が脆もろいだなんて卑ひ怯きようだよね？　とんだ迷惑だよ。私のほうが被害者だ。


    　私は思い出す。彼女の死の瞬間を。鬼の呪のろいが発動して、誰もが動きを止めて。紗里ちゃんは青ざめた顔で、ぎょろりとした目で私を見た。どうしたらいい？　みたいな感じで。


    　イラッと来た。だから声に出さず、口の動きだけで言ってやったの。なんでまだ生きてんの？　そしたらあのブス本気にして。本当もう、マジでありえない。迷惑迷惑迷惑ぅッ！


    「そういえば瞬しゆん夏かは、彼女が自殺する直前に何事か話していましたよね？　気にしないでください。瞬夏のせいではありません。私も彼女の悩みを聞いてやれませんでした」


    　ドクン、ドクン。心臓が破裂しそうだ。なのに全身が寒い。なに？　その言い方。まるで私が悪いみたいじゃん。聞かれてた聞かれてた聞かれてたぁ？　違うよ。それは違うよ。だって私は斗と和わお兄ちゃんだもん。お兄ちゃんはそんなことしない。みんなに慕したわれる存在。完かん璧ぺきな存在なの。ちょっとぉ、イメージ壊さないでくれる？　私はヒーローでアイドルなんだよ。


    「むしろ美み柑かんの件は、私が一番悪いのです」


    　岬みさきちゃんが気落ちしたように、長い睫まつ毛げを伏せる。美柑ちゃんの件？　何それ？　あの子は私に感謝してたよ。私は岬ちゃんも助けて、美柑ちゃんも助けてあげたんだ。誰も傷つかなかった。私はそういう存在。みんなを幸せにするの。


    　ふいに声が聞こえた。甲高く精神を攪かく乱らんする叫び。


    『私がこんな目に遭あったのは瞬夏ちゃんのせいだからねッ！』『仲間を大事にするとか言って口だけじゃないッ！』『ふざけないで！　この裏切り者ッ！』『許せない！　絶対に──』


    　そして、怨おん念ねんに満ちた双そう眸ぼうで、私を睨にらみつける美柑ちゃんの生首。濁にごった両目から噴き出る激しい憎しみの炎が、私の精神に絡みつく。それはやがて紗さ里りちゃんの生首に変わり、──いや、違う。


    　トイレの至るところから、美柑ちゃんと紗里ちゃんの生首が生えていた。それだけじゃない。ほかの『にゃお─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』のメンバーの首も、ぞくぞく生えてくる。


    　脊せき髄ずいが伸び上がった由ゆ奈なが、目玉の飛び出した澪みおが、白目を剝むく満ま里り子こが、どろどろに肌はだを溶かす柚ゆず葉はが、精神に異常を来きたしたカレンが、私に向かってコーラスするみたいに酷ひどい言葉を浴びせかける。


    　偽ぎ善ぜん者しや。人殺し。アイドル失格。惨みじめで影が薄い。誰の記憶にも残らない存在。だから斗和にフラれるんだ。おまえみたいなのは、この世界に不要だと。


    　違う違う違う違う違う違う違う違う違うッ!!　こんなの絶対、私じゃないよ。私じゃない私じゃない私じゃない私じゃない私じゃない私じゃない私じゃない私じゃない私じゃない私じゃな威い私じゃな威いい威いッ！


    　私じゃないって、言ってるでしょぉお怨お怨おおッ！　イメージぶち壊しじゃない！　名めい誉よ毀き損そんよ。こんなことが斗和お兄ちゃんに知られたら──。


    「そろそろ、斗和さんのところへ戻りましょうか？」


    　…………………………………え？


    　ど、どうして、そこで斗和お兄ちゃんが出てくるの？　戻るって何する気？　何よ、岬ちゃん。斗和お兄ちゃんに告げ口する気？　馬ば鹿かじゃないのッ!?


    「どうしたのです、瞬しゆん夏か。急がないと──」


    　酷ひどいよ酷いよ酷いよッ！　岬みさきちゃん。斗と和わお兄ちゃんに嫌われちゃう。いや、違う。私は完かん璧ぺきな存在。私が嫌われるはずがない。悪いのは酷いデマを流す岬ちゃんだ。なんて悪い奴やつなの。仲間は大切だって私が言ったのに、裏切るなんて。どうしようどうしようどうしよう？　


    　ふと、私の目にそれが映る。ああ、やっぱり私はアイドルだ。神様が味方してくれている。


    　私は造花が入ったままの花か瓶びんを持ち上げると、私の邪魔をする岬ちゃんの頭を思いっきり殴りつけた。花瓶は割れて、岬ちゃんも崩れ落ちる。頭から血を流しながら、でもまだ生きていた。驚きよう愕がくと戸惑いの目で私を見つめている。駄目だ。早く殺さないと。


    　私は馬乗りになって、岬ちゃんの細い首を締めつける。アイドルって結構、腕力あるんだよ。岬ちゃんが何事か言っている。たぶん、命いのち乞ごいか私の悪口だ。それってアイドルの最さい期ごとしてどぉおなのかなぁ？　ファンの人が見たら幻げん滅めつするよ。


    　やがて岬ちゃんは動かなくなった。顔が鬱うつ血けつして、綺き麗れいだった岬ちゃんの顔は醜ひどく変へん貌ぼうしている。口元には泡。とてもアイドルとは思えないよ。本当に無ぶ様ざまだ。笑っちゃうくらいにブス。私に、私と斗和お兄ちゃんに逆らうからこうなるんだよ。


    　私はとても息が弾はずんでいた。まるで三曲ぶっ続けでライブした後のよう。心地よい疲労感と興奮とがよい具合に混じり合っている。


    　岬ちゃんの死体はどうしよう？　別にいいか。だってこれは化け物がやったんだもの。岬ちゃんは大親友なのに、私が殺すわけないよね？　みんななら、わかってくれるでしょ？


    「あんた、何やってんの？」


    　そして立ち上がったところで、あの極ごく悪あく人にんの妹と出会った。萌もえとかいう、斗和お兄ちゃんに色目を使ったクソビッチだ。萌は私を押し退のけるようにして岬ちゃんに駆かけ寄ると、今度は私を睨にらみつけるようにして言った。


    「これ、手の痕あとだよね？　あんたがやったの？」


    　何を言ってるかわからなかった。私はアイドルだよ。そんなことするはずないじゃない。自分でやっといて人のせいにするなんて、やっぱりこのクソビッチも極悪人だ。


    　私は急いでフロアに出ると、大声でみんなを呼んだ。


    「きゃああああああ！　誰か助けてぇえええええええッ！」


    「どうしたんだ、瞬夏ちゃん！」


    「瞬夏たんが危ないッ！」　


    　すぐに大勢のファンが集まってきてくれた。当然だ。なんたって私はアイドルなんだから。


    「萌って人が岬ちゃんを殺したの。やっぱりあの人、悪い人だよ。みんな、排除してッ！」


    「くそぉ、なんだって？」


    「岬ちゃんが？　そんなッ！」


    「許さねぇ、絶対に許さねえッ！　ぶっ殺せっ！」


    「「コ・ロ・セッ！　コ・ロ・セッ！　コ・ロ・セッ！」」


    　みんなが私の言葉を聞いてくれる。私を中心に世界が回っている。そう、これこそが私の望んだ世界。みんなが幸せになれる、本当の世界だ。


    「違うわよ。あの子を殺したのはあたしじゃない！　その瞬しゆん夏かって女なのッ！」


    「酷ひどいよ。私が、そんなことするわけないじゃない」


    　私は涙を流す。いつドラマの出演依頼オフアーが来てもいいように、涙を流す練習はしておいた。アイドルなら当然だよね。


    「瞬夏ちゃんが泣いたぞ！」


    「酷い、なんてことをッ！」


    「処刑だ、処刑ッ！」


    「なっ！　あんたたち、正気に戻りなさいよ。頭おかしいわよッ！」


    　萌もえが叫ぶ。負け犬の遠とお吠ぼえだ。アイドルに逆らったらどうなるか、思い知るといい。


    「コノハナサクヤ！」


    　クソビッチが異能力を発動させる。あいつを取り押さえようとしたファンの服が燃やされて、軽いパニックが起こった。酷い。私のファンに攻撃するなんて。


    「その力を使わないでッ！」


    「あ、ごめんなさい」


    　私がお願いすると、クソビッチは能力を消してくれた。やっぱりアイドルの影響力は偉大だね。こんなクソビッチの心にも響いてくれる。


    「くっ！　なんであたしがあんたの言うことを!?　まさか、あんたは『精神系』のッ！　ちぃっ！」


    　何事か叫んで、クソビッチが再び異能力を発動させた。今度は容よう赦しやなく周囲に炎を撒まき散らして、惨みじめに無ぶ様ざまに、この場から逃げ去る。


    「追え、追うぞ！」


    　このとき私は、いいことを思いついた。そうだ。邪魔者はこうやって排除すればいい。ついでに斗と和わお兄ちゃんも再教育してやろう。今の斗和お兄ちゃんは、私が憧あこがれた、私がたどり着いた斗和お兄ちゃんとは、ちょっと違うもの。


    　どんなことだって諦あきらめず頑張れば、きっと夢は叶かなうはず。それを私が証明してあげる。


    「みんなっ！　霜しも月つきって子も、殺しちゃっていいよ。死体を私のところに持ってきて。それと、斗和お兄ちゃんを捕まえてきてほしいな。こっちは殺しちゃ駄目だよ。お願い！」


    「みんな、瞬夏ちゃんのお願いだぞ！」


    「よっしゃ、任せてくれ！」


    「瞬夏ちゃんのためなら、なんだってやってやる！」


    　みんなが私のお願いを叶えようと、心を一つにしてくれる。元からファンだった人たちだけでなく、今日きようからファンになってくれた人たちも一緒だ。


    　私はさらに士気を高めるため、大声を張り上げた。


    「みんなーっ、今日はハイハイですかぁ？」


    「「ハイハイで～す！」」


    「テカテカですかぁ？」


    「「テカテッカで～す！」」


    「それじゃあ、みんな張り切っていこう！　イェ～イ！」


    「「イェ～イ!!」」


    　そう、これこそがアイドル。世界は、私の手の中にある。
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    　やはりというか、化け物の数がだいぶ少なくなっている。戦う力を持った者は限られているので、地道に倒していった結果なのだろう。


    　漸ようやく一匹を倒したときには、気が遠くなるほど長いと思っていた困難な道のりも、やがて終わりが来るのだという当然の事実に、斗と和わは漠ばく然ぜんとした感かん慨がいを覚えていた。


    　だが油断は禁物だ。過去に幾度も、この根こん拠きよのない希望が覆くつがえされてきた。滅災デザスター級にランク付けされる強力な魂を狩る幻想生物ソウルテイカー、寧ね々ね音ね。そして殺人鬼、山やま田だの存在。全ぜん滅めつの危機は、いまだゼロではない。


    「──注意してください。うまく言えませんが、ここは危険な気がします」


    　五階のフロアに着いたときだ。斗和は何か嫌な予感を覚えた。霜しも月つきたちに警戒を求める。


    「私は何も感じませんが？」


    「斗和くんは、この手の勘が優れています。警戒すべきでしょう」


    　霜月の疑問に山田が答える。斗和は山田を睨にらみつけたが、奴やつは飄ひよう々ひようとした表情を返すだけだ。正直、感情が読めない。山田も何かを感じているのだろうか？


    「互いの体を注意深く見ていてください。花が咲いたら、そこに攻撃が来ます」


    　寧々音の対策は伝えてあるが、背中や顔だと自分では気づかない可能性がある。花が咲く位置は向こうが視認した位置なので、必ず寧々音の正面。向こうの居場所がわかれば、不意の攻撃を食らうことはない。


    　警戒する斗和の耳に、ぷ～んという虫の羽は音おとが聞こえてくる。冷たいモノが背中を駆かけ抜けた。蚊かほどのサイズの魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。その小ささ故ゆえに、見ることも困難な強敵。斗和はすぐさま判断する。


    「早くここから離れるんだ！」「ここを動くな！」


    　斗和の声に重なるようにして、山田が静止するよう叫ぶ。


    　誰もが一瞬判断に迷ったみたいだが、結果的に従ったのは山やま田だのほうだ。そこには様々な要因があるが、山田に対する信頼が厚いこともあるだろう。斗と和わも反論しかけたが、結局は皆に合わせた。理性的な部分で、山田に逆らうだけの材料がない。誰もが動きを止めて、羽音に意識を集中させる。


    「そこだッ！」


    　咆ほう吼こう一いつ閃せん。山田が目にも止まらぬ動きで、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉で覆おおわれた拳こぶしを打ち放つ。上から床ゆかに叩たたきつけるような一撃に、ダルの首がありえない方向へとねじ曲がった。


    「何をするッ！」


    　斗和は慌あわててダルに駆け寄り、彼の生死を確認するが、すでに事切れていた。おそらく彼は、自分の身に何が起こったか理解する間もなかっただろう。


    「落ち着け、少年。蚊だよ、蚊」


    　よく見ると、ダルの頰ほおに黒い虫の死し骸がいがついていた。確かに山田が化け物を倒したことには間違いない。だが──。斗和は眉み間けんに灼やけるような怒りを覚える。


    「噓うそ？　噓よ……」


    　息いき巻まきが青ざめた顔で後あと退ずさりする。山田の急変ぶりに、斗和の言葉が真実だったことに、精神が激しく波立っているのだろう。


    　そんな彼女の動きが不意に止まる。まるで何かにぶつかったような動きだ。息巻も同じようなことを思ったのか、呆ぼう然ぜんと何もない背後を振り返る。


    「息巻さん、息を止めろっ！」


    　直感が加速する。焦しよう燥そう感が襲おそい来るまま、斗和は彼女に異能力を発動するよう叫んだ。次の瞬間、息巻の姿が搔かき消える。間違いない。これはあの透明になる化け物の攻撃だ。


    　まったく奴やつの接近に気づかなかったことに、斗和は戦せん慄りつする。息巻が後退りしなければ、誰かが殺やられていた。幸い彼女が異能力を発動させたのは見えたので、まだ殺されてはいないはずだ。息を止めている間、自身に対する物理攻撃を無効化する異能力。なのに──。


    「ふわっはっは──っ！　丸見えだッ！」


    　山田が一瞬で距離を詰め、何もない空間に右腕を突き立てる。そして次の瞬間、奴の腕の先に息巻と、ピンク色の肌はだを持つイグアノドンのような化け物が姿を現した。


    　山田のあらゆる異能力を無効化する漆しつ黒こくの刃やいばは、まだ生きていたはずの息巻の胸を貫つらぬき、その後ろの化け物の胴体にも深い傷を負わせている。


    「山田喜き一いち郎ろうぉおおおおおおおおおッッ!!」


    「どうした、少年？　何をそんなに怒っている？」


    　山田は涼しげな表情で問い返しながら、腕を引き抜くと同時に息巻の死体を乱雑に払い除のけ、化け物の喉のどを搔き切って止とどめを刺した。


    「なぜ彼女たちを殺したッ！　殺しを嫌いだと言ったのは、やっぱり噓だったんだなっ！」


    「おいおい、少年。冤えん罪ざいという言葉を知らんのか？　確かに私はよく噓うそを言うし、人を騙だますのは好きだが、噓でないことを噓だと言われるのは心外だ。私は真ま面じ目めに魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを退治してやってるだろう？　その結果犠ぎ牲せいが出るのはやむをえないことだ。少年だって、それくらいのことは覚悟しているはずだ」


    「ふざけるなッ！　姿を消す化け物の異能力は、おそらく『精神系』。こちらの意識に作用して認識を阻そ害がいしていたはず。つまり貴き様さまには、奴やつの姿が見えていたはずだ！」


    「ああ、そうだが」


    　山やま田だはあっさりと認める。それがどうしたと言わんばかりだ。


    「殺す必要はなかった。ダルさんも息いき巻まきさんもッ！」


    「違うな。間違っているぞ、少年。殺す必要ではなく、生かす理由がないだけだ。なぜわざわざ彼らの生死に気を遣って戦わねばならん。面倒なだけだろう？」


    　斗と和わの奥歯が軋きしみを上げる。これが殺人鬼の思考。自転車に乗っている最中、目の間に蟻ありの行列があったとしても、それを避ける人間はいない。それと同じ理屈。


    「そん……な、ゲキシンが……。噓うそです」


    　呆ぼう然ぜんと霜しも月つきが呟つぶやく。小さな子供と同じくらい純粋な彼女の受けたショックは、相当なモノだろう。


    「本当だ、霜月。あいつはこうやって、水族館でも大勢の人を虐ぎやく殺さつしたんだ」


    「そうだったか？　覚えとらんなぁ」


    「貴様ッ！」


    「おいおい、どうして私だけが怒られるんだ？　それは少年も同じだろう？　君だって一周目の世界のことは覚えていないはずだ。水族館では、同じ時間軸を三回も繰り返した。だが君が覚えているのは、二周目と三周目の世界だけだ。二周目の記憶があるから、私に対して怒りを覚えているにすぎない。だがな、私には二周目の記憶がない。つまり、やった記憶のないことに対して怒られているわけだ。こんな理り不ふ尽じんなことはあるまい。それに、君が怒りを覚えている二周目の世界は、時間が巻き戻り、『なかったこと』になっているはずだ。君の大切な人たちは全員生きているだろう。仮に私が殺した事実があったとしても、今生きているのなら、それは殺したことにはなるまい。そうだろ？　ん？　その男も言っていたはずだ。この世界ではレイプしても、なかったことになると。すべてが元どおりになる世界において、果たして罪は存在するのか？　ある意味、『誰もいなくなった世界で木が倒れる音は聞こえるか』という思考実験と同種のモノだ」


    「貴様は人の心をなんだと思っているッ！」


    「ただのバグだろう？　少年の言う師匠も同じことを言ってたりはしなかったか？」


    　斗和は唇くちびるを嚙かむ。確かに同じようなことを言っていた。だが師匠は、こんな殺人鬼などとは断じて違う。


    「全員生き返って、すべてが元どおり。貴き様さまはそう言ったな？」


    「二度も言わせるな。照れるじゃないか」


    「真ま湖こちゃんは、紺こん野の真湖はどうなんだ！　忘れたとは言わせないぞッ！　貴様は何もわかっていないッ！　三周目の世界は、真湖ちゃんの尊とうとい犠ぎ牲せいの上にある『未来』なんだ！　なかったこと？　すべてが元どおりだと？　ふざけるのも大たい概がいにしろッ！」


    　山やま田だは表情を変えることなく斗と和わに不敵な顔を見せつけていたが、ややあって「ああ」という感じで、わずかに目を見開いた。


    「忘れてた。そういやいたなぁ、そんなキャラが。あまりにも影が薄いんで、きれいさっぱり忘れていたぞ。ふははははははっ！　そういや彼女は時間が巻き戻っても死んだままだったな。いやぁ～、失敬、失敬。これは失言だった」


    　可お笑かしそうに笑う山田は、真湖に対する如い何かなる感情も持ち合わせてはいなかった。怒りがスパークし、目の前が真っ白になる。


    　彼女がどんな想おもいで、いつ目覚めるかもわからない眠りについたのか。凄せい惨さんな過去を乗り越え、母の命を[image: ]とした願いを振り切り、自分のすべてを託してくれた。それを、なかったことだと？　ふつふつとした怒りが、全身の血を沸ふつ騰とうさせる。


    　人殺しを嫌けん悪おする銀ぎん河がは、〈憐れなる子羊の生贄サクリフアイス〉という他人を犠ぎ牲せいにして自分だけが生き残る異能力を使い続け、その果てに真ま湖こと再会することができた。そんな銀河の言葉が真湖を動かし、〈憐れなる子羊の生贄サクリフアイス〉と対照的に、自分を殺して他人を生かす力を発動させたのだ。


    　記憶がなくなれば、時間が戻れば、彼女たちのそんな精神の交流までも消えてしまうというのか？　いや、違う。それは、断じて違う。すべてには意味がある。生きる意味が──。


    「だから貴様は殺人鬼なんだッ」


    　斗和は吐き捨てるように言うと、撃げき鉄てつを上げて山田に銃じゆう口こうを向ける。


    「この場合、私が殺人鬼であることは関係ない。その手の教養がない君には、ピンと来ないだろうが、物語の世界においても、ラストにループを持ってくるのはタブーとされている。多くの作品がこれで駄作認定されてしまった。なぜだかわかるか？　私が今言ったこととまったく同じだよ。これは殺人鬼の思考ではなく、普通の人間が持つ思考なのさ。世の中、結果がすべて。そこに至る過程も、費やした時間も、願いや苦悩さえも、なんの意味も持たない。それが普通なのさ」


    「違う。意味はある！　俺おれたちは決して自分一人の力で生きているわけじゃない。たとえ目に見えなくとも、記憶にも残らなくとも、俺たちが誰かの想おもいで生かされている事実には変わりはない。時間が戻ったとしても、それは過去じゃない。未来だッ！」


    「なるほど、世界螺ら旋せん構造理論か？」


    　山田が、からかうように言う。世界螺旋構造理論とは、世界は一本の線であり、螺旋を描えがくようにして、ゆっくり広がっていくという考え。座標の横よこ軸じくは時間を表し、それは世界が何度もループしていることを示す。つまり世界は何度もループしているが、決して同じ世界になることはないのだ。


    「結果がすべてというのは、自分のことですか？　ゲキシン」


    　ずっと沈黙を保ったままだった霜しも月つきが、湿った声で言った。


    「私も武に人生を捧ささげてきたからわかります。ゲキシン、あなたのその武は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につけられるモノではありません！　確かにあなたは、百年に一度現れるかどうかの天てん賦ぷの才を持った逸いつ材ざいです。ですが、私の目はごまかされません。それこそ幼おさない頃から、想像を絶する功夫クンフーを積み上げてこなければ、決してたどり着けない領域の強さです。趣味とか、誰かの強制で成せるほどの努力ではないはず。それこそ、気高き使命と志こころざしを胸に抱いだき、鋼はがねの精神を貫つらぬき通して、やっとたどり着けるレベルなんです！　そんなあなたが殺人鬼だなんて、信じられませんっ！」


    　霜月の言葉は複雑な響きを持って、斗と和わの心を揺さぶってきた。頭のどこかでは理解していた。山やま田だの強さは才能だけではない。明確な意志を持って、幼い頃より鍛きたえ上げられたモノだと。そんな山田に、今から真剣に努力した程度で追いつけるはずはないのだ。


    「そうだな。確かに私は殺人鬼ではないのかもしれんなぁ。なにせ、この世界で殺したとしても、現実世界では昏こん睡すい状態になるだけだ。人の命を奪ったりはしていない。そうだろ？　ん？　──ところで少年よ。私に銃じゆう口こうを向けているが、ここで討とう伐ばつ隊たいは解散となるのか？」


    「……当然だ」


    「ふぅ、残念だ。少年には少し期待していたのだがな。もう気づいているはずだ。『人材』という概がい念ねんに。私という人材は強力な武器であると同時に、扱いが難しくもある。それを使いこなせなかったのは、少年の至らぬところだぞ。それを理解しているか？　うん？」


    「後悔してるよ。貴き様さまを仲間にしたことを」


    「魂を狩る幻想生物ソウルテイカー一匹につき、人間が一人。ずいぶんとお得な商品だと思うがなぁ。まあいい。その少女が異能力に目覚めれば、君ら二人でもアレに勝てる可能性はある。せいぜい頑張りたまえ」


    　山田の言葉に、霜月は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんで俯うつむく。侮ぶ辱じよくだと受け取ったのだろう。だが〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉の特性を知る斗和は、別の意味を察した。


    「霜月の覚かく醒せいは近いんだな？　どんな能力だ？」


    「ああ、そうだ。その少女の覚醒は近い。だが、どんな能力かは後のお楽しみだ」


    　怪け[image: ]げんな表情をする霜月に、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉にはアナライズ機能があることを伝える。噓うその可能性もあるが、斗和の直感がそれを否定している。


    「意味がわかりません。神様は言いました。あの滅災デザスター級を倒したら神しん代だいを授さずけてくださると。覚醒が近いということは、アレを倒せるという予言ですか？」


    　霜月の言葉に斗和は混乱する。普通に覚醒できるという話なのに、どうして寧ね々ね音ねを倒す話が出てくるのか？


    「一つ聞きたいことがある」山やま田だの金色の眼めがやけに鋭するどい光を発した。「君は、この世界で神に会ったのか？」


    「え？　ななななな何をっ！　そ、そんなことはありません。神様に会ったことは絶対に口外しない約束なんです。言えるわけないじゃないですかッ！」


    「そうか。悪かったな」


    　ぞくり、と全身が粟あわ立だった。今まで感じたことのない殺気に、呼吸が押し潰つぶされる。薄い笑いを張り付けた山田の顔からは、どす黒い歓喜の念が陽かげ炎ろうの如ごとく立ち上っていた。


    「お詫びと言ってはなんだが、あの瞬しゆん夏かという女には気をつけろ」


    「なんだと？」


    　山田の言葉の意味がわからない。なぜ瞬夏の名前が唐突に出てきたのか？


    「実を言うとなぁ、私は駐車場で君を助ける気は、さらさらなかったのだよ。だがあの女の声を聞いた瞬間、衝しよう動どう的に動いていた。この意味がわかるか？」


    「……瞬夏が『精神系』の異能力者だと？　他人を操あやつる」


    「そうであれば、話は早いのだがなぁ。私はあの瞬間、咄とつ嗟さに〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉を発動させたのだよ。こんなふうにな」


    　山田の右手を見て、斗と和わはぎょっとなる。漆しつ黒こくの闇やみが覆おおっていたのは、親指の先だけ。親指を丸め込むように握り締めれば、他人に気づかれることなく異能力を発動できるのだ。斗和の推測どおり、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉は「消費型」らしいが、省エネモードにはこんな使い方もあるのかと、素直に感心せざるをえない。


    「通常であれば、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉を発動させた時点で、私に対する異能力は消しよう滅めつする。なのにその直後、あの鬼に摑つかみかかっていた」


    「瞬夏は、異能力者じゃないと言うのか？」


    「さあな。アナライズを無効化する奴やつには会ったことはある。だが、私が無効化できなかった異能力は、いまだかつてない」


    　その意味を斗和は咀そ嚼しやくする。何か、猛烈に嫌な予感がした。


    「待て。どこへ行く気だ？」


    　踵きびすを返して立ち去る山田に向かって、銃じゆう口こうを向けたまま問いかける。


    「撃つ気がないなら、人様に銃口を向けるモノではないぞ、少年」


    　考えを見み透すかされた斗和は、素直に銃を下げた。ここで引き金を引いても、なんの意味もないことは誰よりも理解している。


    　山田ほどの達人ならば、こちらが引き金を引く前に動く《先の先》もお手の物。無論、気配を察して斗和の銃じゆう撃げきをかわすことも容易だろう。来る方向とタイミングさえわかれば、銃弾といえども対処は可能だ。事実、奴は水族館で、深海探査機の三連装超高速水中ボウガンを回避している。


    　それに、仮に山やま田だを殺せたとしても、自分たちが化け物にやられてしまえば元も子もない。残った弾丸は二発だけ。寧ね々ね音ねを助けるための貴重な一発を、無意味に浪費するわけにはいかないのだ。


    「安心しろ、少年。私はまだ君の仲間のつもりだ。邪魔はせんさ。ちょっと野や暮ぼ用ようができたからなぁ、一人でうろつかせてもらおう」


    　山田が去っていったあと、斗と和わはしばらく、ダルと息いき巻まきの死体を悄しよう然ぜんと眺めていた。山田の残した爪つめ痕あとはあまりにも大きい。この責任は自分にある。


    「……先輩、そろそろ」


    　霜しも月つきが遠慮がちに言う。確かにそのとおりだと思った。今は寧々音を倒すことに精神を集中させるべきだ。


    「いたぞ！　あそこだッ！」


    　突とつ如じよ、男の声が聞こえてきた。そしてやけに騒々しい気配が続く。見ると、地下一階にいたはずの人々が大勢こちらに押しかけてくる。数はざっと見積もっても、三十人ほど。


    　不ふ穏おんな気配を察した。血走った目と荒々しい態度が、尋じん常じようではない何かを感じさせる。


    「どうかしたんですかっ？」


    　斗和は声を張り上げる。だが彼らは答えない。代わりに「あの女を殺せ」「男は殺すな」などの怒ど声せいが聞こえる。さすがにこの意味がわからないほど、呆ほうけてはいない。


    「先輩、何か変です！」


    「わかってる。霜月、君は逃げろ。どうやら標的は君みたいだ。早くッ！」


    「でも、先輩は？」


    「状況がわからない。少し掛け合ってみる」


    「危険です。全員ぶっとばしてやりましょう！」


    「うまく手加減できるのか？　数が多い。ここは退しりぞけッ！　頼むッ！」


    　霜月は少しの間迷っていたが、斗和の決断に従った。斗和は安全のため弾が出ない状態にデコツキングしてから銃じゆう口こうを向け、彼らに「動くな」と叫ぶ。だが彼らは動きを止めない。


    「瞬しゆん夏かちゃんのためだ！」


    「瞬夏ちゃん、見ててくれッ！」


    　暴ぼう徒との群れと化した人々が襲おそい来る。斗和は銃の存在を強調するが、彼らはまるで躊ちゆう躇ちよしない。戦せん慄りつが背中を走り抜ける。死すら恐れないその行動力は、明らかに異常だ。


    　暴徒たちが手に持った武器で、斗和に襲いかかる。棒や鈍どん器きならまだわかるが、化け物から手に入れた金かな棒ぼうや包丁などでも攻撃してくる。最初のほうこそ、攻撃を凌しのいでいた斗和だったが、武器を持った大人数に囲まれては為なす術すべがない。数の恐怖を思い知る。おそらく斗和と霜月が殺す気で抵抗したとしても、結果は同じだっただろう。


    　殴る蹴けるの暴行を受け、鋭するどい刃やいばに切り裂かれる。そして視界の隅にスタンガンが映り、次の瞬間、凄すさまじい衝しよう撃げきが駆かけ抜けた。斗と和わが護身のためにと、岬みさきに貸していたモノだ。


    　呆あつ気けなく、斗和の意識は暗くら闇やみへと落ちていった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　正直、何が起こったのか、楓かえでには理解できなかった。大勢に取り囲まれたかと思ったら、急に殴る蹴るの暴行を受けた。毒の影響で朦もう朧ろうとしていた楓は、あっさりと叩たたき伏せられる。両腕をへし折られ、上半身を裸はだかにされて、床ゆかに転がされていた。


    　暴徒の中心にいたのは、瞬しゆん夏か。とてもアイドルとは思えないほど、陰いん鬱うつで禍まが々まがしい表情を浮かべている。精神に異常を来きたしているのは、すぐに理解できた。そしてなぜか、このフロアにいた全員が、彼女の言いなりになっている。


    「こんな体じゃ、斗和お兄ちゃん、幻げん滅めつしちゃうよね？」


    　瞬夏が暗い笑みを浮かべ、楓の胸に煙草タバコの火を押しつけてくる。そのたびに楓は悶もん絶ぜつし、赤黒い焼け痕あとが斑はん点てんのように白い肌はだを汚していく。


    　このフロアには今、瞬夏と楓しかいない。楓をこんな目に遭あわせた暴徒たちは、瞬夏の命令で斗和たちを探しに行っていた。


    「あ、あなた……斗和くんのことが、好きなのね？」


    　虫の息で楓が尋ねる。瞬夏は答える代わりに、脇わき腹ばらの傷口に煙草の灰を落とした。脇腹が奥から焼かれ、気を失いそうなほどの苦しみを覚える。


    「好きとか、そんな簡単な言葉で済まさないでくれますぅ？　斗和お兄ちゃんはねぇ、私が小さい頃から憧あこがれの人だったの。みんなのヒーロー。そして、私だけのヒーロー。それをぽっと出の脇役がッ！　何様のつもりなのかなぁッ！」


    　瞬夏が楓の折れた腕を踏みつける。何度も上げた悲鳴に、喉のどの奥が擦すり切れそうだった。全身から脂汗が噴き出している。


    「私はすっごく努力したんだよ。すっごくすっごくすっごくぅ鵜う鵜ううッ！　アイドル、馬ば鹿かにしないでくれるぅ？　死に物狂いで必死に努力して、キモいブタ共に愛あい想そ振り撒まいて、完かん璧ぺきを演じたの。斗和お兄ちゃんみたいにッ！　地味で目立たなかったあの頃の私とは違う！　私は生まれ変わったんだっ！　私は斗和お兄ちゃんになったの。なのに、なんでッ！　なんで斗和お兄ちゃんは私を一番にしてくれないの！　ふざけんなふざけんなふざけんなッ！　信じられないッ！」


    　感情の高まった瞬夏が、煙草の火をぐいぐいと押しつけてくる。皮ひ膚ふに穴が開きそうな勢いだ。楓は獣けもののような悲鳴を上げながらも、瞬夏の動機を理解する。


    （──この子。私と同じだ）


    　平凡な自分が許せなくて、特別な才能を持った人に嫉しつ妬としながらも、強い憧あこがれを抱いだいている。自分もああなりたいと、変わりたいと願っている。


    　だから必死に努力して、自分を殺して、ただ高みだけを目指す。けれども届かない。華やかに見えた塔の天辺に登り詰めたとしても、自分が目指した輝かがやく星は、遙はるか高い世界に在あることを知る。


    　それが堪たまらなく悔くやしくて、どうしようもなく歯は痒がゆくて、狂おしいほどに世界を憎む。


    　それは誰もが経験し、大人になるために必要な儀式。真剣に高みを目指したからこそ、自分の限界を知り、同時にそこから見える風景が美しいことも理解する。天空に輝く星は美しいけれども、自分がいた世界も満まん更ざらじゃないことを知る。なのに──。


    　瞬しゆん夏かはまだ上を向いたままだ。彼女の強い願望は妄もう想そうの翼を広げ、塔の最上階から飛び降りようとしている。いや、もはや多くのモノを失ってしまった状態なのかもしれない。


    　楓かえでには瞬夏の気持ちが痛いほどわかる。だからこそ、彼女が間違っていることも深く理解していた。助けたい、と思う。瞬夏を。過去の自分を──。


    「ねえ？　あなたは……自分が好き？」


    　瞬夏が、ぞっとするほど冷ややかな目で見下ろしてくる。
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    「もちろんよ。だって私は斗と和わお兄ちゃんなんだよ。誰からも好かれる存在なのッ！」


    「違う。斗和くんじゃない。あなたが、斗和くんになる前の、本当の自分のこと……。本当の自分は、……好き？」


    「意味がわからないよ。私のすべては今。そして私はアイドルになって、斗と和わお兄ちゃんになった。世界は私を中心に回っている！　誰からも愛され、尊敬され、私は幸せになるの！」


    　瞬しゆん夏かは恍こう惚こつとした表情で、声援を浴びるように両手を広げる。


    　楓かえではようやくその事実を理解した。ほかの誰かになりたいと願う人間の心が、強いはずがない。この子は誰よりも精神が脆もろく、脆さ故ゆえにすでに壊れてしまっていたのだ。この惨さん劇げきに、心が堪たえられる子ではなかった。


    「誰かに憧あこがれることは悪くない。そのために努力することも素晴らしいことよ。でも、忘れないで。自分を否定したら駄目なのよ。絶対に。今はわからないかもしれない。その大切さに気づかないかもしれない。でも信じて。本当の自分を好きになってくれる人がいることを。あなたを見てくれる、あなただけの世界があることを」


    「ハァ？　何言ってるの？　このクソババアはッ！」


    　瞬夏が楓の顔を蹴けりつけながら言う。


    「なんで、地味で目立たなかった頃の私を出すの？　変わったって言ったでしょ？　私じゃないのよッ！　それに、あの頃の私を好きになる人なんているわけないじゃない！　馬ば鹿かじゃないの？　みんなが見てるのは、みんなが応援してくれてるのは、今の私。斗和お兄ちゃんになった私だけなのッ！」


    「違う。過去の自分があって、今の自分があるの。今あなたを応援してくれてるファンも、あなたの仲間たちも、斗和くんじゃない、本当のあなたを好きになってくれた人たちなのよ。変わりたいという気持ちは大事。でも、それは本当の自分を否定することじゃない。自分を否定したら、そんな自分を好きになってくれた人を失うことになるの。上だけ見てても気づかない世界がある。あなたの目指す場所には、誰もいやしない。幸せは、常に自分の近くにあるのッ！」


    「ねぇ？　どうして私の話聞かないかなぁ？　違うって言ってるでしょぉお怨お怨おおっっ！　美み柑かんちゃんも紗さ里りちゃんも岬みさきちゃんも、みんなみんなみんなッ！　私は完かん璧ぺきな存在なのッ！　誰からも愛される存在なのッ！　名めい誉よ毀き損そんじゃないッ！　ほんっっっとムカつく。仲間は大事だって、いつも言ってるのにぃい威い威い威い威い威い威い威いィッ!!」


    　激げき昂こうした瞬夏が、楓の上に馬乗りになって首を絞めてくる。想像以上に強い力。


    　殺す気だ、と楓は思った。自分が死ぬのは構わない。でも、彼女が人を殺すのは駄目だと思った。人を殺してしまったら、おそらくもう二度と、彼女は元には戻れない。


    　そのときだ。カタンと何かが落ちる音。びくりとなった瞬夏が手を離して、音がしたほうを見る。楓も咳せき込みながらそちらを見た。


    　──一匹の化け物がいた。蛇へびの化け物。落ち武む者しやのような顔が中央に一つある。左右には歪いびつな首の断面。三首だったが、おそらく斗和たちにやられたのだろう。


    「なんでッ!?　なんで誰もいないのよッ！」


    　瞬しゆん夏かがヒステリックに叫ぶ。慌あわてて武器になりそうなモノを探すが、近くにはない。目に見えて、彼女の表情が恐怖で引き攣つっていく。


    「あなたは、逃げなさい」


    　一瞬驚いた表情をした瞬夏は、残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべて楓かえでを見下ろしてくる。


    「ざまみろ、クソババア。斗と和わお兄ちゃんに近づいた罰だ。今から化け物に喰くい殺されるんだよ。無む惨ざんに無ぶ様ざまに残忍にっ！　ねえねえ、どんな気分？　あははははは！」


    「それであなたが生き延びるのなら、私は満足よ。生き延びて、いつか私が言ったことを理解してほしい。今はまだ無理かもしれない。けど、きっとわかるときが来るから。──それまで絶対に死なないでね」


    「うるさいうるさいうるさい！　今から死ぬ奴やつが何言ってんの？　ざまみろ、クソババァッ!!」


    　瞬夏は暴ぼう言げんを吐きながら、逃げ去っていく。楓はボロボロの体に鞭むちを打って、なんとか立ち上がった。そして瞬夏を護まもるようにして、化け物の前に立ちはだかる。


    （最さい期ごまで、かっこ悪いなぁ）


    　楓は苦笑いを浮かべる。武術の才能がないことを受け入れた楓は、ヒーローになることを目指した。小さな小さなヒーロー。誰かを笑え顔がおにできたら、誰か一人でも助けられたら、それでいい。だから、後悔はしていない。これは自分が望んだ生き方で、自分の選んだ戦いだ。ある意味、自分らしい最期だと思う。


    （自分が好きなら、何も怖いことなんてないんだよ──）


    　そして満まん身しん創そう痍いの楓の体に、蛇へびの尻しつ尾ぽが容よう赦しやなく巻きついてきた──。

  


  
    



    　　　第七章　その都と心しん楼ろうは炎上する


    



    　視界を覆おおうのは赤く濁にごった雨。放射状に流れ落ち、透明なドームの存在を露あらわにする。


    　そうか、ここはミィカの異能力、〈アマノトリフネ〉の中なんだな、と俺おれは理解する。


    「お、気がついたか？」


    　新たに視界に現れたのは、褐かつ色しよくの肌はだとクリーム色の髪を持つ女性。頰ほおには豊穣を願うアンナプルナの入れ墨ずみ。命めい師しでもあり、俺の武術の師匠でもあるサラスだ。


    　右腕を動かそうとして、違和感に気づく。肉体の感覚がないのに実体がある感じ。サラスがその手を握り、俺の視界に入れた。半透明の腕。オーラの塊かたまりだ。


    「回復系の奴やつらが、みんな死んじまったからな。強いオーラが宿っていた右手は固定化できたんだが、あとは──」


    　そこで俺は自分の体の状況を思い出した。左腕は肩の部分から消失し、両足も膝ひざまでしかない。あの戦いで失ってしまったのだ。


    「トトちゃま！」


    　舌っ足らずな声を発し、幼おさない少女が抱きついてくる。あの方との間に生まれた尊とうとい存在。俺の娘だ。


    　彼女は不思議なことに、瑠る璃り色の髪と真しん紅くの瞳ひとみを持って生まれてきた。あの方や俺とは異なる、目と髪の色。ほかの女との間にも子供をつくったが、俺の子は皆、血縁を無視したように髪と瞳が鮮あざやかな色彩を持ってしまう。なぜだろう？


    　ふと、あの方のことが気になった。俺は感覚のない体に鞭むちを打ち、首を傾ける。船尾のほうにあの方の姿を見つけ、俺は心底安あん[image: ]どした。けれども、その表情はぞっとするほど暗い。


    「ユグラル様が崩ほう御ぎよなされた。ユグラル様だけじゃない、多くの神様がお亡くなりになられた。地上もこの有あり様さまだ。生き残ったのはオレたちだけだ。まあ、鰐わにに喰くわれず陸にたどり着けた奴やつがいれば別だがな」


    　俺の疑問に答えるように、サラスが状況を伝える。彼女の疲れたような、悲ひ壮そう感が漂ただよう表情を初めて見た。


    「トトちゃまの異能力がありぇば、もっと被害が少にゃかったって」


    「ヒミコ、それは──」


    　ミィカに窘たしなめられ、俺の娘がしゅんと項うな垂だれる。そうだった、俺の異能力は──。


    「ともかくオレたちは生き残ったんだ。だから、また国は作れる。陸についたら住居を確保して、どんどん子供をつくって、オレたちの新しい国を建てるんだ。頼むぜ。おまえは唯ゆい一いつの男なんだからな！」


    　そうだ、ここで血を絶やしてはいけない。あの方は永遠に生き残るべき存在なんだ。


    　俺おれは心に焼きつけるように、魂たましいが抜けてしまったかのように俯うつむく、あの方を見つめる。


    　その顔はなぜか、かりもの顔とダブって見えた。ぜんぜん違うのに、なんでだろう？　


    　そう思ったところで斗と和わは、急速に意識が目覚めるのを感じた──。


    



    「あがっ！」


    　意識が戻ると同時に、斗和は太ふと股ももに激痛を感じた。見ると、ハッピが深々とナイフを突き立てていた。


    　斗和はすぐさま状況を思い出す。暴ぼう徒とと化した集団に拉ら致ちされた斗和は、殴る蹴けるの暴行を受け、ここ七階のプレイルームに監かん禁きんされていた。


    　両足の腱けんを切断され、右腕は手て錠じようで柵さくにつながれている。衣服と包帯を剝はぎ取られた上半身は、斑はん点てんのような火傷やけどの痕あとといくつもの打だ撲ぼくの痕、そして無数の切り傷が刻まれていた。全身が焼けるように熱く、意識が朦もう朧ろうとしている。


    「聞いてんのか？　こらぁ！　瞬しゆん夏かちゃんを悲しませやがって！　マジで殺すぞ！」


    　別のハッピが、斗和から奪ったホークス銃をぐりぐりと押しつける。


    「殺しちゃ駄目だよ。私は斗和お兄ちゃんが反省してくれれば、それでいいの。命を奪っても、なんにも解決しないよ」


    「……瞬夏ちゃん」


    「なんて優しいんだ、瞬夏ちゃんは」


    「本物の天使だ」


    　暴徒たちが心底感動したように、歓喜の声をあげる。明らかに異様な光景だ。ハッピたちだけではない。瞬夏のファンでもない普通の人や女性までもが、彼女に心しん酔すいしている。アイドルというよりは教祖に近い。


    「瞬夏、馬ば鹿かなことは……やめろ」


    　斗和は息も絶え絶えに、何度目かわからない制止の言葉を投げる。


    「瞬夏ちゃんを呼び捨てにするなっ！　何様だッ！」


    　激げき昂こうした男が、斗和の頰ほおを鋏はさみで刺した。肌はだを突き破り、舌に深い傷を与える。


    「ああっ！　顔は駄目だって言ってあったでしょッ！」


    　瞬夏の激昂に、男は青ざめた顔になる。


    「あ、ご、ごめん。瞬夏ちゃん」


    「もう信じられない。酷ひどいよ。私泣いちゃうから」


    　瞬夏が泣き真ま似ねをすると、途端に暴徒たちが色めき立つ。たちまち「殺せ、殺せ」のシュプレヒコール。


    「うん、いいよ。その人、顔が生理的に無理だから」


    　瞬夏の承諾を得た暴徒たちは、ついさっきまで仲間だった者に暴力を振るい、猛烈な勢いで痛めつける。そして自力で立つこともできない男を無理やり膝ひざ立だちにさせると、ハッピは手に持っていたホークスの銃じゆう口こうを、彼の口へと突っ込んだ。


    「や……めろ！」


    　斗と和わの掠かすれた声は、しかし届かない。ハッピはあっさりと引き金を引き、男の脳のう漿しようを撒まき散らす。殺人。人が人を殺すという最大のタブーを、この連中は躊躇ためらうことなく突破した。


    「あ、そういえば、この世界から戻れば傷は残らないんだった。別に怒らなくてもよかったね」


    　瞬しゆん夏かがぺろっと舌を出す。そんな彼女を見て、暴ぼう徒とたちは「仕方ないな」「ドジっ子だね」とズレた感想をもらす。斗和はぞっとした。集団の持つ不気味な価値観は、殺人鬼とは違う恐怖を与えてくる。


    　プレイルームの床ゆかには、ほかにも二匹の化け物の死体が転がっていた。ハエトリグサのような顔をした、親子の化け物。異能力を持たない彼らが、自分たちの力だけで倒したのだ。


    　その際に、人間側の犠ぎ牲せいも三人出たが、彼らが怖おじ気けづくことはなかった。化け物が死ぬまで果か敢かんに攻撃を仕掛け、まるで集団で獲物を襲おそうスズメバチのような執拗さで化け物を圧倒する。恐怖を知らない集団が持つ脅きよう威いを思い知らされた。


    「惨みじめだよね、斗和お兄ちゃん。小さい頃の斗和お兄ちゃんは、あんなに凄すごい人だったのに、今はただの人だよね。それに比べて私は、──アイドルになった」


    　瞬夏がしゃがみ込んで、斗和の顔を覗のぞき込むようにして言う。


    「岬みさきちゃんはどうした？　楓かえでさんは……」


    「ほかの女の話はやめてよ！　何それッ！」


    　瞬夏は斗和の髪を摑つかむと、乱暴に後ろの柵さくに叩たたきつける。


    「……岬ちゃんはね、ドロップアウトしたの。仲間だって、親友だって信じてたのに。本当、アイドルってつらいよね。みんな腹の中が真っ黒で嫌になっちゃう」


    「まさか……殺したのか？」


    「はぁ？　何言ってんの？　私はアイドルよ。斗和お兄ちゃんなの！　私が岬ちゃんを殺すわけないじゃないッ！　殺人は悪いことなの。穢けがれた行為なのっ！　アイドルが穢れるわけないじゃない！　ふざけたこと言ってると、いくら斗和お兄ちゃんでも殺すわよッ！」


    　血走った目で、意味不明なことを叫ぶ。言葉は通じているようで、会話になっていないのは明白だ。岬や楓がこんな状況の瞬夏を放っておくわけがない。暴徒たちの会話からも、捜しているのは霜しも月つきと萌もえだけだ。おそらく岬と楓はもう……。


    「斗和お兄ちゃんに、もう一度チャンスをあげるね。反省して、悔い改めて、再出発するの。私がしたように。大丈夫だよ、必死に努力すれば、夢は叶かなうの。諦あきらめず目標を定めて。そして本当の斗和お兄ちゃんになったら、そのときは私の恋人にしてあげるね。だから、頑張って」


    　瞬夏は優しく斗和の顔に手を添えると、軽く唇くちびるを重ね合わせた。


    「──は？　なんだよ、それ」


    　声は唐突に降ってきた。信じられないモノを見たような顔を浮かべて、ハッピが立ち尽くしている。いや、彼だけではない。誰もが顔に嫌けん悪おの感情を滲にじませていた。


    「何って、みんなには関係ないよ。私と斗と和わお兄ちゃんのことだもん」


    　瞬しゆん夏かは周囲の空気が変わったのにも気づかず、夢見るような表情で言う。


    「もしかして、瞬夏ちゃん。そいつのこと、好きなの？」


    「正確にはこの斗和お兄ちゃんじゃなく、本物の斗和お兄ちゃんだけどね」


    「はぁ？　ふざけんなッ！」


    　ハッピが声を荒らげると共に、怒りの形ぎよう相そうで瞬夏を突き飛ばす。


    「何すんのよッ！　みんな、こいつを排除して、今すぐ！」


    　瞬夏の叫びに、──けれども誰も動かない。誰もが冷たい視線で床ゆかに倒れる瞬夏を見下ろしている。


    「みんな……？　どうしたの？」


    　遅ればせながら、瞬夏が異常を感じ取った。


    「どうしたじゃねえよ、このクソビッチがッ！」


    「恋人？　好きな人？　ふざけんな！　アイドル失格だろッ！」


    「なんだよ。瞬夏ちゃんのためだと思って頑張ってきたのに、そいつのためかよ！　畜ちく生しようッ！」


    「拙せつ者しやはおまえのために、殺人までやったんだぞ。どうしてくれんだ、クソがッ！」


    　皆が口々に失望の言葉を、怒りの感情と共に吐き出している。


    　アイドル失格。それが瞬夏が押された烙らく印いん。アイドルでなくなった彼女の言うことを聞く者はいない。むしろ純真なファンほど、瞬夏に強い憤いきどおりを覚えていた。


    　アイドルの恋愛は重罪。それは殺されても仕方ないほどの罪。彼女の熱狂的なファンは、もはやいない。憎悪の念を顔に宿す報復の鬼と化した暴徒たちの姿が、そこにはあった。


    「責任とれよ、このビッチ！」


    「俺おれたちの心を弄もてあそびやがってッ！」


    　興奮した暴ぼう徒との一人が、瞬夏の足を蹴けり上げた。それは大した一撃ではなかったが、横向きとなった瞬夏は、意に反して扇せん情じよう的なポーズをとってしまう。


    　ごくり、と誰かの喉のどが鳴った。


    「この体に、ほかの男が……」


    「俺、瞬夏ちゃんの写真、テカテカになるまで使いこんだんだ」


    「ビッチなんだからいいよな？　これくらいのご褒ほう美び」


    「何を言って……。いや、誰か助けてッ！」


    　不ふ穏おんな気配を察した瞬夏が助けを求めるが、誰一人それに従う者はいない。ゾンビのようにゆっくりと詰め寄り、瞬夏の体をまさぐりはじめる。


    「いやっ、やめてッ！　キモいッ！　触るなッ！」


    「何言ってんだよ、クソビッチが！　いくら貢みついだと思ってんだッ！」


    「ファンサービスだろ？　それでもプロか？　笑え顔がお振りまけやッ！」


    「うるさい！　私は斗と和わお兄ちゃんのモノなの！　あんたらみたいなゴミに触られたくないッ！」


    「ゴミだって!?　それがおまえの本ほん性しようかッ！」


    「アイドルなんてクズだな！　その体で償つぐなえッ！」


    「いやぁあああああああああっ！　斗和お兄ちゃんッッ!!」


    「くぁ……、瞬しゆん夏か」


    　瞬夏に名前を呼ばれ、斗和は手て錠じようを外そうと足あ搔がくが、もはや体が動かない。それ以前にこの感情が、自分のモノなのか、瞬夏に操あやつられたモノかも判然としなかった。


    　そんな斗和の元へ、一人の少年が近づいてくる。短く切った髪にキャスケットを目ま深ぶかにかぶり、瓶びん底ぞこ眼鏡めがねにオーバーオールを着ている。


    「先輩、今外します。動かないでください」


    「もしかして霜しも月つきか？」


    　斗和は驚きよう愕がくの視線を向ける。瓶底眼鏡の向こうにある少年の顔は、確かに霜月のモノだ。この場に変装して来るという胆たん力りよくにも驚いたが、斗和は別のことが気になった。


    「髪はどうした？」


    「切りました。バレると困るので」


    　霜月は事もなげに答える。確かにこの世界から帰還すれば髪も元に戻るが、それにしても大胆な行動だと思った。


    「どうして俺おれを助けに？」


    「当然じゃないですか。先輩は馬ば鹿かなんですか？　今の先輩は私の恋人なんですよ」


    　手錠の鍵かぎは、この手錠の包装と一緒に乱雑に投げ捨てられていた。誰も助けに来ないという驕おごりがあったのか、操られて思考力が低下していたのか、ともかく斗和の右手はすぐに解放された。


    「瞬夏を助けなきゃ」


    「馬鹿なことを言わないでください。私の苦労を無駄にするつもりですか？　今が逃げ出すチャンスなんです」


    　霜月は動けない斗和を背負って、プレイルームを後にする。誰も斗和たちに気づくことはなかった。どこか異常だった。感情の振り子が逆方向に固定されたままの、元はファンだった者たち。彼らの興味は瞬夏の痴ち態たい。男たちは瞬夏を嬲なぶり、女たちはそれを見てせせら笑う。


    　ふと、まだ瞬夏の力は消えていないのでは、と思った。そのベクトルの向きが変化しただけで、力の定義自体は変わっていない。彼女の能力は、正確には「人を操る」というモノではなかったのでは？　そんな予感がする。だが斗和には、それを探るだけの余裕はない。


    　斗と和わの背中を追うようにして、瞬しゆん夏かの悲痛な叫び声がプレイルームからこだましていた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    （最悪だ。もう）


    　萌もえは心の中で毒づいた。正直、訳がわからない。暴ぼう徒とと化した集団から逃げ出して、結局は地下駐車場に身を隠した。悪いことをしてきたという自覚はある。いつか酷ひどい目に遭あわされるのではないか、という不安はあった。


    （でも、仕方ないじゃない）


    　生き残るためには、非情になる必要があった。他人を助けていたら、命がいくつあっても足りない。タカが異能力を使うためには、女の子との性行為が必要だった。そのほとんどは無理やりか脅おどしてだ。でも、そんなタカたちがいなければ、おそらく自分はとっくの昔に喰くい殺されていただろう。


    　それは萌の異能力が乱戦に向かないからだけではない。もっと精神的なモノだ。


    　──戦うのが、怖かった。


    　当然だ。いくら戦う力を持っていたとしても、殺される可能性は十分に高い。どうして恐怖を感じないと思えるのだろう？


    　萌はあるＳＦパニックホラー映画を思い出す。人喰いのエイリアンが無数に襲おそってきて、人類は銃じゆう火か器きやロボットまで繰り出して抵抗するが、結局は補給が尽き、一人ずつ喰い殺されていく。序盤で「ヒャッハー！　ぶち殺してやるぜ！」と銃を持って突っ込んでいく馬ば鹿かがいるが、大抵あっさりと殺されてしまう。


    　異能力者も同じだ。無む闇やみに突っ込んでいけば、序盤で死ぬ嚙かませ犬キャラと同じ運命をたどる。異能力は確かに強力だが、それを使うのはちっぽけな人間でしかない。


    　なのに、誰もが勘違いする。力を持つなら戦え、死を恐れるな、この役立たずと。


    　好きで異能力に目覚めたわけではない。死にたくないだけ、必死に抗あらがった結果の一つでしかない。なのに──。


    　怖い、怖い、怖い、怖い、怖い。


    　タカが死んで、ダルも近くにいなくて、ずっと抑え込んでいた恐怖が、不気味に[image: ]はいずり出してくる。


    （そういや、あいつは違ったな）


    　萌は斗和のことを思い出す。彼は萌を一人の人間として扱った。感情を持ち、意思を持つ人間として。戦うことは怖いという、当然の感情を理解してくれていた。自みずから率そつ先せんして戦い、指揮を執とり、異能力者を自分の命を[image: ]としてまで助けようとする。


    　初めてだった。誰かのために、戦いたいと思ったのは──。


    　カタリと音がして、萌もえは身を竦すくめた。痺しびれるような緊張を覚えながら、唯ゆい一いつの出入り口である階段を見る。けれども、人が来た気配はない。


    　気のせいか、と息を吐いたときだ。かさかさかさ、と何かが動く音がした。


    　聞き間違いではない。萌は咄とつ嗟さに息を潜ひそめた。嫌な予感がして、ばくばくと心臓が鼓こ動どうを速める。


    　階段から現れた気配はない。ならば考えられるのは、最初からここにいた可能性。最悪だと思った。でも一匹なら、なんとかなるかもしれない。大事なのは先制攻撃を受けないこと。


    　再び周囲を覗のぞき見ると、黒い影が車から車へ移動するのが見えた。ゴキブリのように素早い動き。再び、移動する。そのシルエットには見覚えがあった。人間に化け、タカを喰くい殺したスパイダーウォークの化け物だ。萌より先に、ここに戻ってきていたのだ。


    　空気が粘ねん性せいを持ったみたいに喉のどに絡みつく。手足が震え、腹の奥が生理のような痛みを発する。


    　やれるのか、という不安は常にある。想像が加速し、意に反して自分が殺されるシーンばかりが思い浮かぶ。どの方向から来るのか？　あらゆる可能性が去きよ来らいし、萌の思考を押し潰つぶす。生きた心地がしない。気を抜けば、泣き崩れてしまいそうだ。誰かに助けを求めたかった。


    　──かさかさかさ。


    　音は着実に近づいて来ている。なんらかの手段で、こちらを捕ほ捉そくしているに違いない。いや、それは思い込みだろうか？


    　そして、唐突に音が止まる。萌は顔を覗かせて必死に化け物のシルエットを探すが、どこにも見当たらない。嫌な予感がした。


    　しばらくの静寂。そして、ぶるんと車のエンジン音が聞こえた。甲高い音を発して、こちらに車が急発進してくる。


    「うそっ！　化け物のくせにッ！」


    　萌は咄とつ嗟さに駆かけ出した。だが間に合わない。萌が隠れる車ごと押し流される。数台の車が玉突き状態となり、その間に萌の体も挟まっていた。


    　車と車の間に下半身を挟まれ、身動きがとれない。しかも足の感覚がなく、痛みすらも感じなかった。致ち命めい的な何かが壊れた気がした。自分の死を悟る。絶望で涙が出そうになった。


    　そんな萌の元へ、車から降りてきた化け物が、スパイダーウォークでゆっくりとやってくる。ボンネットと屋根を移動してきて、殺意を込めて睨にらみつける萌に襲おそいかかった。


    「コノハナサクヤ」


    　瞬間、萌の紅べに髪がみが炎の精霊と化す。車を動かすことはできないが、化け物を焼き尽くすことは可能だった。灼しやく熱ねつの炎が、無防備に近づいた化け物を一瞬で焼き尽くす。


    「やっぱり馬ば鹿かだったのね。油断して近づいてくるなんて。まぁ、車の免許なんて、どんな馬鹿でも取れるみたいだけど」


    　苦しそうにせせら笑う萌もえは、それを見て、顔から血の気が引いた。炎に包まれた化け物が落ちる先、そこには漏もれ出たガソリンが、大量の水溜たまりをつくっていた。


    「う……そ？」


    　炎がガソリンに引火する。それは炎の線となって四方に燃え広がり、萌を挟む車に着火、盛大な爆発を起こした。爆炎が飛散し、ほかの車にも飛び火して大爆発を起こす。


    　地下駐車場は一瞬にして、紅ぐ蓮れんの炎に蹂じゆう躙りんされてしまった。
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    　隠しておいた《大和やまと》を回収した霜しも月つきは、弥生やよいたちの元へと向かった。肩に力なく顔を預ける斗と和わは、もはや虫の息。そう長くは保たないだろう。弥生に回復してもらう必要がある。一度は断ことわられてしまったが、神の試練と関係があると言えば、説得は容易だ。


    　やっとのこと、ビアガーデンにたどり着いた霜月は、愕がく然ぜんとする。動いている者がいなかった。無数の死体があるだけだ。


    「そ……んな。神かん無な月づきお姉様っ！」


    　霜月は斗和を床ゆかに下ろし、ぴくりとも動かない神無月に走り寄った。彼女はすでに絶命していた。口から流れる大量の血と、凍えた唇くちびるのような色の目元から、毒にやられたのではと推測する。


    　ほかの八や社め巫み女こを捜した霜月は、葉は月づきらしき死体を見つけた。顔の上半分が消失しているが、まず間違いないだろう。


    「噓うそです。こんなの……」


    　俄にわかには信じられなかった。神しん代だいは神に選ばれた証あかし。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーごときに後れをとるなど、絶対にありえないことだ。


    「弥生お姉様は？」


    　霜月は周囲を見回すが、弥生の姿はどこにもない。もしかして逃げ延びたのだろうか。そう思ったときだ。端っこの柱の裏に、彼女のモノと思おぼしき足を見つけた。


    　無む我が夢む中ちゆうで駆かけ寄る。そして霜月は、そこに弥生の姿を見る。彼女は壁に体を預けるようにして座っていた。口からは血の筋が流れていて、両目は固く閉じられている。


    「そんな、弥生お姉様まで。お姉様ッ！」


    　霜月は顔を歪ませながら、弥生の体に縋すがりつく。そして、鼓こ動どうの音を聞き取った。


    「あれ？　霜月ちゃん？」


    　弥生がうっすらと目を開く。弱々しい天色ブルーの輝かがやき。だが彼女はまだ生きていた。


    「よかった。生きていらしたんですね！」


    　霜月は思わず泣き出してしまった。ぼろぼろと熱い液体が頰ほおを流れ落ちる。


    「息を止めてたからかなぁ。こう見えて私、海あ女まさんやってたから～。でも、皮ひ膚ふから毒が染み込んでしまったみたいねぇ。たぶんもう、助からないわ。ぬか喜びさせてごめんね～」


    　弥生やよいが弱々しく笑う。霜しも月つきも彼女の言葉が噓うそではないことを悟った。明らかに体を流れるオーラが弱くなっている。弥生はもう、長くはない。


    「ならば、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーをすべて倒し、この世界から抜け出します。待っててください、お姉様！」


    　踵きびすを返した霜月は、こちらにゆっくりと向かってくる斗と和わの姿を見る。足の腱けんを切られているので、足を摺するようにして歩いていた。


    　霜月は逡しゆん巡じゆんしたが、意を決すると斗和の下に潜もぐり込み、彼を弥生の元へと運ぶ。直感が告げる。ここで彼を回復させるのは、何より優先すべきだ。


    「弥生お姉様。先輩の好感度はどうですか？」


    「おそらく、大丈夫よ～」


    　弥生の神しん代だいは「条件発動型」。彼女が認めた相手にしか使用できない。


    「ではお姉様、すみませんが」


    「ちょっと照れるけど、いいわよ～。そういえば男の人には初めてねぇ」


    　霜月は頷うなずくと、弥生の服のボタンを外し、豊満な乳ち房ぶさをさらけ出した。


    「先輩、やり方は前に話しましたよね？」


    　弥生たちの神代のことを尋ねられたときに、斗和には細かく説明していた。斗和が頷いたのを見て、霜月は彼の口を弥生の乳ち首くびへと運ぶ。刹せつ那な、弥生の胸が金色の燐りん光こうを発した。


    「んふっ！」


    　弥生が押し殺したような声を漏もらす。我慢するように下した唇くちびるを嚙かんで、上気した顔を横に向けた。


    　弥生の持つ神代の名は偉大なる聖母の愛マザー・エリクサー。彼女の母乳はあらゆる怪け我がやステータス異常を回復する。


    　まるで、〝初しよ乳にゆう〟のようだ、と霜月は思った。初乳とは、子供を産んでから数日間の母乳。赤ちゃんをあらゆる病気から護まもる免めん疫えきが含まれている。


    　授乳。それは、とても神聖な行為。人を初め哺ほ乳にゆう類るいは、この大いなる愛によって、命をつないできた。生命の神秘、命の営みなのだ。この光景を見て卑ひ猥わいと思う者がいるならば、その者の思考そのものが卑猥で低俗なのだ。


    　やがて斗和の全身を金色の燐光が包み込み、見る見るうちに傷が回復していく。斗和は完全回復した自分の体を確認すると、弥生にお礼を言った。


    「弥生さん。ありがとうございます」


    「どういたしまし、──ごほっ！」


    　弥生が吐と血けつする。弱々しい笑みが、彼女の死が近いことを教えてくれる。霜月は、焦しよう燥そうで気が猛たけりそうだった。


    「先輩、行きますよ。早くッ！」


    「待て、霜しも月つき」


    「なんですかっ！」


    　呼び止める斗と和わに、霜月は苛いら立だちを露あらわにする。


    「弥生やよいさんの異能力は、弥生さんには効かないのか？」


    　アホなことを言い出した。それが可能ならば、とっくにやっている。


    「先輩、少し考えればわかるでしょう！　自分のおっぱいを吸える人が、どこの世界にいるんですッ！」


    「でも、弥生さんなら届く！」


    　確かにそうだ、と霜月は言葉をなくした。けれども弥生が、弱々しい声で説明する。


    「届いても、自分じゃ出ないのよ。他人じゃないと。そして効果は、吸い出してから五秒程度。それまでに飲み干さないと、意味がないの～」


    「弥生さんに効かないわけじゃないんですね？」


    「理屈の上ではね。でも、私が口にする方法がないのよ～」


    「ありますよ」


    　斗和が即答する。弥生が目を丸くした。霜月も同じ思いだ。もしもそれが可能なら──。


    「弥生さん、俺おれがすることに抵抗しないでください」


    「──うん。了解～」


    　弥生の承諾を得ると、斗和は再び弥生の胸に吸いついた。豊満な脂肪の海に、沈むように顔を埋めて、手のひらで押し出すように揉もみしだく。今度は先ほどとは反対の胸。母乳は一日一回しか出ないからだ。


    「んっ。……くふっ！」


    　顔を紅こう潮ちようさせた弥生が、人さし指の背を嚙かんで、必死に堪たえる。覆おおいかぶさる斗和の体に、自分の足をぎゅっと巻きつけてきた。


    　そして母乳を吸い出した斗和は、ぐったりとなる弥生の半開きの唇くちびるに、自分の口を重ね合わせる。


    「せ、せせせせ先輩ッ!?」


    　動どう揺ようして思わず声を出してしまったが、すぐにこの行為の意味を理解する。確かにこれならば、弥生に母乳を飲ませることができる。斗和の機転に、霜月は舌を巻く思いだった。


    　やがて金色の燐りん光こうが、弥生の体を包み込んだ。斗和はゆっくりと唇を離し、腕に抱いたままで弥生を見守っている。


    　霜月も呼吸をするのも忘れて、弥生に見入っていた。彼女の血色が、目に見えて良くなっていく。そして彼女は自分の力だけで上半身を起こすと、にっこりと笑え顔がおをつくる。


    「ありがとう、斗と和わくん。……私の初めて、奪われちゃったわねぇ」


    「弥生やよいお姉様ッ！」


    　霜しも月つきは斗和を乱暴に突き飛ばして、弥生に抱きついた。熱いモノが込み上げてきて、胸がいっぱいになる。そんな霜月の後頭部を、弥生が優しく撫なでてくれる。


    「弥生さんも、霜月と同じで武器を持ってるんですよね？」


    　時間が惜しいとばかりに、斗和が割り込んでくる。


    　弥生は頷うなずいて、太ふと股ももに差してあった鉄てつ扇せんを取り出した。武器の名は《舞まい姫ひめ》。鋭するどい先端はナイフの切れ味を持ち、扇おうぎの端には象さえも一撃で仕留める猛毒の針が隠してある。だが──。


    「これでは赤あか峰みねの〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉は防げませんね」


    　斗和はすぐに、その結論に達する。霜月も同じことを思っていた。寧ね々ね音ね攻略に、弥生は連れていけない。


    「わかったわ～。どのみち私は戦闘向きじゃないしねぇ。せっかく斗和くんに熱烈なキスをしてもらったんですもの。おとなしくしているわ～」


    「弥生さん。あれは救命行為です。キスという単語は誤解を与えます」


    「そ、そうですよ。あれはノーカンです。先輩は今、私の彼氏なんです！」


    「え？　彼氏？」


    　きょとんとする弥生。だが斗和の鋭い声が、一時の安あん寧ねいを打ち破る。


    「煙がッ！」


    　見ると、ビアガーデンの入り口から、濛もう々もうと黒い煙が立ち上っていた。ざわざわとした不安が襲おそい来る。剣けん呑のんな表情のまま走り出した斗和の背中を、霜月は一拍遅れて追いかけた。
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    　誰かの単調な喘あえぎ声が聞こえている。体が揺さ振られ、私の足が天井を指したままゆらゆらと揺れていた。


    　荒い息と気持ちの悪い熱気。どろどろで臭くて、汚きたない。臭い臭い臭い、汚い汚い汚いッ！　


    　こんなの私じゃない。私は斗和お兄ちゃんだ。誰の手にも届かない。天高く輝かがやく星。みんなの憧あこがれ。世界は私を中心に回っている。くるくるくるくる、からからから。回りながら落ちていく。墜おちて、堕おちて、臭くて汚い肥こえ溜だめの中で、穢けがされ腐っていく。


    　すでに肉体と精神は分離していた。豚のように醜みにくく喘ぐだけの肉の塊かたまりは、私の過去。打ち捨てた蛹さなぎの殻から。私はその先を見る。生まれ変わって翅はねを広げる。私と斗和お兄ちゃんだけの世界。綺き麗れいで夢にあふれた世界──。こんなの、私じゃない。


    「これでアイドルとか、マジ幻げん滅めつ」


    「なんでこんなののファンとかやってたんだか。時間返せよ」


    「よく見るとこいつ、ブスじゃね？」


    　ゴミが笑う。気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪いッ！　消さなきゃ消さなきゃ消さなきゃ！　過去を消して、新しい自分にならなきゃ。びくびく無ぶ様ざまに痙けい攣れんするだけの、私の容れ物だったモノには興味はない。全部捨てて、すべてを一新して、私は何度でも斗と和わお兄ちゃんになる。


    「おい、おまえら。やべぇぞ、火事だッ！」


    　誰かが叫ぶ。慌あわただしい足音と、騒々しい声。うるさい。静かにしろ。そして男の首が飛ぶ。


    「うわああああああああっっ！」


    　醜みにくい声。豚が吼ほえる。蟻ありが踏み潰つぶされる。現れたのは獅し子しの化け物と筋肉団子の化け物。破は竹ちくの勢いで私の過去を消し潰してくれる。いいぞ、もっとやれ。私の親衛隊。ゴミのくせに私を穢けがした報むくいだ。


    　獅子が私のほうへやってくる。好色な笑みを浮かべ、私の容れ物を持ち上げる。違う。何をしているの？　おまえは私の親衛隊。おまえの役目はそれじゃない。私の過去を消すことだ。


    「早く、あいつらを殺してッ！」


    　私は怒ど声せいを発する。獅子は怯おびえたように私を下ろすと、ゴミどもを消去しはじめた。そう、それでいい。それでいいのよっ！


    　私は新しい私を探すため、歩きはじめる。逃げ惑う人々、飛び散る血肉、どす黒く濁にごった煙が世界を蹂じゆう躙りんしていく。


    　私が歩くたびに、どろりとして汚きたなくて臭いモノが内うち股またを伝い、流れ落ちていく。駄目だ。この肉体はもう駄目だ。斗和お兄ちゃんに相応ふさわしくない相応しく……ない威い威い威いッッ!!


    　がくんと膝ひざが折れる。ああ、どうしよう？　私は斗和お兄ちゃんなのに。斗和お兄ちゃんに愛されなければならないのに。


    　頰ほおに張りついた涙の跡。そこを新たに涙が流れ落ちていく。変わりたい。別の何かになりたい。こんなの、私じゃない。


    　会いたいよ。会いたいよぉ。斗和お兄ちゃん。どうしていなくなっちゃったの？　でも、こんなんじゃ会えない。嫌われたくない嫌われたくない嫌われたくない。斗和お兄ちゃんに嫌われたらもう──。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。誰か助けて。誰か、誰かぁ！　斗和お兄ちゃんッ！


    　気づいたら私は声をあげて泣いていた。幼おさない子供のように泣きじゃくり、裸はだか同然の体を震わせ、絶望に身を落とす。誰にも愛してもらえない、惨みじめな過去の自分がそこにあった。


    　そして、それに気づく。


    



    　──一匹の蝶ちようがいた。


    



    　蝶は変化の象徴。醜い芋いも虫むしから美しい翅はねを持つ成体へと姿を変える。過去を消し去り、幻げん想そう的な輝かがやきを持つアイドルとなる。私に相応しい生き物。


    　私は呆ぼう然ぜんとそれを眺めていた。それは今まで見たどんな蝶ちようより、いや、どんな生き物よりも美しかった。世界の彩いろどりを変え、汚れた肉体を洗い流すほどに──。


    「それは、貴き様さまの力なノか？」


    　不意に、誰かが私に話しかけてきた。漆しつ黒こくの鎧よろいを纏まとった人物。悪魔を彷ほう彿ふつとさせる仮面をつけている。いや人間ではないのかもしれない。本能が畏い怖ふを感じ取っている。


    「それは生物ではナい。そして、異能力でもナい。肉体ソーマでも精神プネウマでも記述できぬ存在。その蝶は貴様の力なノか？」


    「な、何を言って……」


    　意味がわからなかった。ただただ本能が恐怖を覚えている。なんなのこいつ。死ね死ね！


    「そいつを殺してッ！」


    　私の願いを聞いて、筋肉団子の親衛隊が現れた。悪魔を排除しようと巨大な鉄てつ[image: ]ついを振り上げる。


    　悪魔が人さし指を回した。その指の軌き跡せきに沿って赤色に光る輪っかが現れる。それを指で弾はじいて、筋肉団子へと飛ばす。着弾した瞬間、赤い輪っかは灼しやく熱ねつの炎と化し、蛇へびのように蜷局とぐろを巻いて絡みつくと、一瞬で筋肉団子を灰に変えた。


    「魂を狩る幻想生物ソウルテイカーまで意のままに操あやつルか。その能力、非常に危険ダ」


    　悪魔がつかつかと歩いてくる。私は理解した。──こいつに殺される、と。


    「来るなッ！」


    　私の声に、悪魔はびくりと歩を止める。


    「驚いたナ。いくつかの精神が持っていかれタ」


    　意味不明なことを呟つぶやいたあと、悪魔の姿が揺らぐようにして消えた。


    　そして、どすんという衝しよう撃げき──。


    　私の体を、悪魔の金色の腕が貫つらぬいていた。喉のどの奥を圧迫するような感じがして、私は吐と血けつする。急速に命の灯ともし火びが消えていく。私がなんでもないモノに成り下がる。


    　嫌だ。斗と和わお兄ちゃん。死にたくない。せめて、もう一度、斗和お兄ちゃんに会いたいよぉ。


    　斗和お兄……ちゃ、……ん。
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    『なんで殺したのさ』


    　フェルマーの甲高い批ひ難なんの声が、直接頭に響いてくる。


    「あの力は脅きよう威いダ。看かん過かできナい」


    『だからこそ知りたいんじゃないか。ラプラスちゃんだって気づいたでしょ？　あれは異能力じゃないし、無論ただの説得でもない。可能性があるとしたら、魂プシユケの座の力。存在定義さぁ。《アイドル》として世界に存在を定義させたから、彼女の言葉は影響力を持った。そしてその定義が揺らいだから、言葉は力を失った。素晴らしいと思わないか？　魂たましいが存在するという証しよう拠こに出会ったんだよ』


    　ラプラスは何も答えなかった。魂たましいがあるのは当然ではないのか？　その程度のことしか思わない。彼が興味があるのは、ただ一つだけ。現世への受肉。降こう臨りんすることだけだ。降臨よりも知的好奇心を優先させるフェルマーは、ラプラスにとって異質でしかなかった。


    『そういや、蝶ちようはどこいったのさ？』


    「いナい。見失っタ」


    『ちょっとぉ。しっかりしてよ、ラプラスちゃん。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーも殺しちゃうしさ。まぁ、十分楽しいからいいけどさ』


    「ほう、なかなか楽しそうな会話じゃないか。私も混ぜてくれないか？」


    　玲れい瓏ろうな声が聞こえてきた。微み塵じんの揺らぎもない泰たい然ぜん自じ若じやくとした声。金髪金眼の人間が、こちらに近づいてくる。


    「人間、貴き様さまは我われらの声が聞こえるノか？」


    「聞こえるさ。ピーチクパーチク囀さえずる貴様らの声がなぁ。この世界にも飽きていたが、たまにはおもしろいことが起きるモノだな。神を殺す機会など、そうそうない」


    　金髪の人間が、全身に殺意を漲みなぎらせて言った。神をも畏おそれぬ発言。なんたる冒ぼう瀆とくだろうか。


    『ラプラスちゃん。あいつ、殺しちゃっていいよ』


    「いいノか？」


    『うん。なかなか盛り上げてくれる人間だったけど、ちょっとチート気味だからねぇ。ここいらで退場してもらってもいいかな』


    「……了解しタ」


    『ただし、すぐに殺しちゃ駄目だよ。少しは盛り上げてくれなきゃね。ああ、一応は注意して。その人間の右手は、異能力を消し去るから』


    「強いノか？」


    『人間としてはね。──でも、ラプラスちゃんの敵じゃあないよ』


    「ほう。なかなか気の利いた冗談を言えるじゃないか。くくっ。──殺し甲が斐いがある」


    「貴様、……不愉快ダ」


    　そしてラプラスと山やま田だ喜き一いち郎ろうとの、人の領域を超えた戦いがはじまった。
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    　煙があたりに充満している。火災でもっとも危険なのは、この煙だ。一酸化炭素が意識を奪い、その結果、炎で焼き尽くされる。


    　斗と和わは蟷かま螂きりの右腕を霜しも月つきに切断してもらって、自身の武器とした。斧おのの形をした前まえ肢あし。前に交戦した化け物で、毒が回って絶命に至ったようだ。


    「先輩。もう一度言いますね。あのアイドルのことは諦あきらめてください。今はあの滅災デザスター級を倒すことが先決です」


    　動き易さを優先して、霜月は男装を解いていた。状況からして、もはや暴徒に襲おそわれることはないだろう。


    　霜月の念押しに、斗和は頷うなずき返す。それがただのわがままであることは自覚している。


    　先に下のフロアに降りた斗和たちは、火の手が三階まで達しているのを確認した。焦しよう燥そう感が胸を圧迫してくる。もはや一刻の猶ゆう予よもない。急いで残りの化け物を倒さなければ、斗和たちに生存の可能性はないのだ。


    　弥生やよいとは、今から再度合流する予定だ。先に火の回りを確認するため、彼女とは一度別れた。現在の状況を考慮すれば、ビアガーデンが一番安全な場所となっている。無む闇やみに弥生を連れ歩いて、寧ね々ね音ねと遭そう遇ぐうするような愚ぐを犯すわけにはいかない。


    　三階から順に、フロアを探索しながら上の階へ戻る。六階より下のフロアには、人も化け物も確認できなかった。おそらく皆、上の階に避難しているのだろう。寧々音もそこにいる可能性が高い。


    　ほかにも楓かえでや萌もえ、岬みさきなども気にはなっていたが、彼女たちの姿を見つけることはできなかった。胸が搔かき毟むしられる思いだが、生存の可能性に[image: ]かけるのなら、どのみち化け物の全ぜん滅めつを優先する必要がある。


    「先輩、危ないッ！」


    　霜月の鋭するどい声で、斗和は危険を察する。次の瞬間、中央のエスカレーターが、天井もろとも粉々に砕け散った。粉っぽい煙と一緒に、コンクリートの破片が降り注いでくる。


    「くっ、何が……」


    　咄とつ嗟さに床に伏せた斗和は、混乱したまま周囲を警戒する。


    「ほう。奇遇だな、少年」


    「山やま田だッ！」


    　砂煙の中から立ち上がったのは、山田だった。けれども斗和は、彼の姿を見て息を呑のむ。至るところから血を流すその姿は満まん身しん創そう痍い。今の爆発が原因だろうか？　いや──。


    「なるほど、貴き様さまは心が壊れシ者か。道理で絶望を知らず我らに挑いどんでくル」


    　ぞくりと本能が警けい鐘しようを鳴らす。肌はだがびりびりとした緊張を感じ取っている。異様な何かが、ゆっくりと降りてくる。


    「くくくっ。違うなぁ、間違っているぞ。私は誰よりも絶望を知っているさ。知らないことを他人に教えてやることはできないだろう。そうだと思わんか？　ん？　神よ」


    「ら、ラプラス様ッ！」


    　霜しも月つきが叫び、慌あわてて膝ひざをつく。まさか、という予感が、斗と和わの胸中を駆かけ巡る。


    　現れたのは、悪魔を彷ほう彿ふつとさせる仮面をつけた人型の存在。禍まが々まがしい気を放つ、漆しつ黒こくの鎧よろいが全身を覆おおっている。全身から発せられる気配は、浴びるだけで心臓が止まりそうだった。


    「まさか、ゲキシン！　ラプラス様に無礼を働いているのかッ！」


    　霜月が吼ほえ、立ち上がると共に、砲撃剣《大和やまと》を正面に構える。


    「よい、八や社め巫み女こヨ。戯たわむれダ。それよりも汝なんじに課した使命はどうしタ？」


    「そ、それは──」


    「アレは屋上にいル。速すみやかに汝の為なすべきことを成セ」


    「は、はい」


    　霜月は畏かしこまりながら返事をすると、斗和についてくるよう促うながした。だが斗和に、ここを動く気はない。


    「先輩ッ！　何をしているんですッ！」


    「霜月、こいつの言うことを聞くんじゃない！」


    「ラプラス様に向かって、なんて無礼なことをッ！　──くっ！　わかりました。私一人で大丈夫です。先輩とはもう恋人になりましたから。凄すごく不安で今にも泣きそうですが、我慢しますッ！」


    　焦じれた霜月は黒煙の中へと消え去った。斗和は一瞬、彼女を追いかけようとしたが、ここは重要な場面だと自分に言い聞かせる。


    　螳螂かまきりの化け物の前まえ肢あし──斧おのを構え、正面の神を睨にらみつけた。


    　直感が告げる。証しよう拠こも根こん拠きよもない。だが間違いない。こいつらは──。


    「ラプラスとやら。貴き様さまに一つ聞きたい。この世界は、貴様らがつくりだしたモノなのかッ！」


    「……そうダ」


    　ラプラスはあっさりと認めた。刹せつ那な、眉み間けんを稲いな妻ずまのような怒りが貫つらぬいていく。


    「ふざけるなっ、ふざけるなっ、ふざけるなッ！　貴様はいったい何の目的で、何の権利があってこんなことをやっているッ！　みんなを返せ！　この、クソ野や郎ろうぉおおおおッッ!!」


    　ラプラスは無言で指先を回転させる。そこには青色の輪っか。それを奴やつは、指で弾はじいてこちらに飛ばしてきた。矢のような速度。


    　それが次の瞬間、漆しつ黒こくの手に握り潰つぶされて消しよう滅めつする。


    「や、山やま田だ!?」


    「どうした、少年。何を驚いている？　私と君は仲間同士じゃないか。君が一方的に私を嫌っているだけでなぁ」


    　斗和は何も答えられなかった。山田という男がまったく理解できない。だが、この状況下において、山田ほど頼りになる存在もいない。目の前に立つ彼の大きな背中が、なぜか師匠とダブって見えた。


    「少年。こいつらの目的を教えてやろう。それは『受肉』だ。神が肉体を得て、物質界アツシヤーに降こう臨りんすること。そうだろう？　ラプラスとやら」


    「……そうダ。肉体を得ることこそ、我われらが数千年におよぶ悲願。貴き様さまらは我らの願いを叶かなえるための礎いしずえとなるのダ。光栄に思エ」


    「肉体を得るためだと？　そんな貴様らの都合で、多くの人を、青あお葉ばや赤あか峰みねたちをッ、あんな目に遭あわせたのかッ！　ふざけるのも大たい概がいにしろッ！」


    「生まれつき肉体を持つ貴様らには、永遠にわからぬことダ」


    「くくく……」


    　山やま田だが肩を震わせて笑う。


    「わからんなぁ～。ぜんぜん、まったく、ちぃいっとも、わっかりましぇ～ん。なぜ、貴様たち神は肉体を欲しがる？　肉体を離れ、精神体となった貴様たちは、より高位の存在なんだろう？　それがなぜ、貴様たちが見下す下位の存在と同じになりたがるのだ？　ん？　理解に苦しむなぁ～」


    　山田の指摘に、斗と和わは目が覚める思いだった。そうだ。彼の言うとおり、神の目的には矛む盾じゆんがある。神はなぜ、人間になりたがるのか？


    　だがラプラスは沈黙を保ったままだ。いや、悪魔を模した仮面の奥から、憎ぞう悪おの感情があふれ出している。


    「理由を言ってやろうか？　それは貴様らが、人間に劣おとる存在だからさ。だから人に成りたがる。貴様らが人間を創ったのではない。人類が、貴様ら神を創りあげた！　科学の力でなぁッ！　そうだろ？　神もどきよ」


    「──遊びは終わりダ、崩ほう壊かい者しやヨ。我らを侮ぶ辱じよくした罪、その身に受けて滅ほろベ！」


    　ラプラスが怒りを押し込めた声で言う。殺意の波動が嵐あらしとなって吹きつけてくる。斗和は思わず一歩下がってしまった。


    「少年よ、よく見ておけ。この私が、神もどきを殺す瞬間をなぁ」


    　山田が静かに告げる。ぞわりと全身が、何かおぞましいモノを感じ取った。本能で理解する。これは、はったりなどではない。


    「貴様が我らに勝てる可能性は、万に一つもナい。先ほどの戦いで、それに気づかなかったノか？」


    「気づいたさ。だから、うれしくもある。久しぶりに本気が出せるからなぁ。ただ非常に残念なのは、貴様と私の格好が酷こく似じしていることだ。なんともばつが悪い」


    「……何を言っていル？」


    　山田を包む気配が変わるのを、斗和は感じた。びりびりとした威圧感が増していく。世界を押し潰つぶすかのような圧倒的な殺意。黒煙さえも恐れ戦おののき、漸ようやく現れ出た炎ですら、山田を中心として紅ぐ蓮れんの観覧席をつくりあげる。──やけにはっきりと、その科白せりふが耳に届いた。


    



    「さあ、神の魂たましいさえも殲せん滅めつする絶望の騎士のお出ましだぁ。──神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト!!」


    



    　刹せつ那な、山やま田だの全身を金色の光が覆おおう。金糸のような髪が猛烈な勢いで伸びて、床ゆかまで届く。金色の光は一部が闇やみへと変わり、金色と漆しつ黒こくとが山田の肉体を抱きはじめる。


    　現れたのは、世にも美しい鎧よろいを纏まとった騎士。漆しつ黒こくを基調として、金色の意匠が派手に刻まれていた。兜かぶとの襟えり足あし部分からは、金髪が滝のように流れ落ちている。漆黒のマントには切れ込みが入り、三対ついの翼のようでもあった。


    　斗と和わは呆ぼう然ぜんと、その事実を理解する。山田の異能力は「消費型」。だから省エネモードで発動することができる。もっと疑問に思うべきだった。なぜ山田は、水族館で一度も回復を行おこなわなかったのか？　答えは単純。山田はずっと省エネモードだったのだ。


    　山田の変身は、彼の異能力が葉は月づきと同じ「強化系」であることを示す。肉体を何倍にも強化する系統。山田は鬼だ。人間を遙はるかに超えた存在。では、鬼を超えた存在を、なんと呼ぶべきか？　そう、人はそれを、──鬼き神じんと呼ぶ。


    「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォッ!!」


    　山田が咆ほう哮こうをあげる。臓ぞう腑ふを押し潰つぶす鬼神の雄お叫たけび。


    　刹せつ那な、山田の体が搔かき消えた。同時に、ラプラスの体も搔き消える。激しく鎧と鎧がぶつかる金属音が響き渡った。


    　二つの闇やみが目にも留とまらぬ速さでフロアを駆かけ回り、漆黒の嵐あらしとなって荒れ狂う。ラプラスが異能力を発動させるたび、不ふ可か思し議ぎな現象が起こり、直後にそれは搔き消える。


    　神と鬼神の戦い。それはもはや、斗和の常識を超えていた。ＣＧ映画のように派手で素早い動きは、まさに災害デザスター。脆ぜい弱じやくな人間は抗あらがうこともできず、逃げ回るだけで精一杯だ。


    　遠い。あまりにも遠いレベルの戦い。何もできない自分が、あまりにも情けなく惨みじめに思える。歯は痒がゆかった。涙があふれ出そうだった。こんなの、どうしようもないじゃないかっ！


    　やがて、戦いの終局が見えてくる。山田が徐々に、ラプラスを圧倒しはじめたのだ。


    「馬ば鹿かナっ！　我われらが押されるダと!?　貴き様さま、本当に人間かっ!?」


    「馬鹿な。この程度の力だと!?　貴様は本当に神なのか？　くくっ、ふははははははッッ!!」


    　山田の玲れい瓏ろうな声が、興奮に打ち震える。表情は見えないが、狼おおかみに似た仮面の下で、残忍な笑みを浮かべていることだろう。


    　ラプラスが床ゆかに叩たたきつけられる。漆黒の鎧が床にめり込み、悪魔を摸した仮面に亀き裂れつが走る。


    「命いのち乞ごいをしてみろ、神よ。無ぶ様ざまに惨めに哀あい愁しゆうを誘うようになぁ。無論、私のことは、『様付け』で呼べよ。くく、ふははははははッッ!!」


    　炎が世界を茜あかね色に染め上げ、黒煙が視界を狭めるなか、山田の禍まが々まがしくも美しい鎧姿が浮かび上がる。勝利者というよりは、革命者に等しき崇すう高こうなる立ち姿。


    　不意に斗と和わは、それを察した。自分でも、どうしてそれに気づいたのかは、わからない。


    「山やま田だっ！　気をつけろッ！」


    　山田が防御するのと、そいつが現れるのは、ほぼ同時だった。


    　細い前足の肉球が打ち放たれる。山田の体が物もの凄すごい速度で吹き飛ばされ、床を数メートル削ってから停止する。


    　斗和は呆ぼう然ぜんとその存在を見た。小柄ですらりとした感じの猫。向かって右半分は、生命の神秘を灯ともすかのような美しい白で、左半分は死臭すらも放つような汚きたならしい黒。


    「か、忝かたじけない」


    　ラプラスが起き上がりながら礼を言う。もはや想像するまでもない。奴やつもラプラスと同格の存在。新たなる神だ。


    「気にするな。異能力に特化したおまえさんと、あの人間とでは相性が悪すぎる」


    「少年、防御しろッ！」


    　山田の鋭するどい怒ど声せい。ぞくりと全身の血が滾たぎった。内臓がぎゅっと引き締まるような独特の痛みが走る。精神が一気に加速し、そいつの姿を捉とらえた。先ほどまで数十メートル先にいたはずの白と黒の猫が、目と鼻の先にいた。


    　刹せつ那な、体の感覚があべこべになった。何が起こったかわからない、というのが正しい表現だ。即死とは、そういうモノかもしれない。


    　だが斗和はかろうじて生きていた。山田の声を聞いた瞬間、反射的に幻想の右手フアントムリーフで防御したことで、九きゆう死しに一生を得たのだろう。故ゆえに、自分の状態を知ることができた。


    　元いた場所から五十メートルほど吹き飛ばされ、壁に背を預けた状態で座り込んでいる。途中にあった携帯用寝具シユラフの山がクッション代わりにならなければ、自分は間違いなく死んでいた。


    　しかし、斗和が立ち上がることは、もはやなかった。


    　体の傷は大したことはない。全身に慢性的な痛みを覚え、肋ろつ骨こつが鋭い痛みを発するが、致ち命めい傷しようではなかった。


    　深く傷つけられたのは、体ではなく心。斗和の精神は、粉々に打ち砕かれていた。


    　意味がないと思った。敵かなわないと理解した。もはや武器を持ってどうこうできるレベルではない。生き延びるために、必死に頑張った。知恵を絞り、作戦を立て、状況を分析し、仲間を集め、死力を尽くした。


    　けれども、──届かない。


    　すべてを否定された。何をやっても無駄だと教えられた。強大で圧倒的な超常の力の前には、人の抵抗などなんの意味も成さない。何が作戦だ。何が装備だ。くだらない、くだらない。


    　涙があふれてくる。心がさめざめと泣いている。自分はなんて無力なんだろう。なんて、ちっぽけな存在なんだろう。奴らは災害。大自然の脅きよう威いに等しいのだ。


    　自分は何もできない。誰も助けることができない。悔くやしい惨みじめだ歯は痒がゆい悲しい情けない。


    　力が欲しいと思った。何よりも強大で圧倒的な力が──。何を失ってもいい、すべてを失ってもいい。こんな自分なんていらない。──力が、欲しい。


    （師匠。俺おれはどうすれば──）


    『どうしたんだい？　斗と和わ』


    　懐なつかしい声が聞こえた。幾度となく行おこなった、師匠との会話を思い出す。


    「ねえ、ししょー。人間からしたら、地球ってすっごく大きいよね？　でも、学校の先生が言ってた。宇宙には地球よりも大きな星がたくさんあって、太陽系ってのをつくってるんだって。で、その太陽系もたくさんあって、銀河系をつくってるって」


    『そうだよ、斗和。とても物知りだね』


    「ししょー、俺怖いよ。いろんなことを知れば知るほど、自分がちっぽけな存在だって思い知らされる。どんなに全力で走ったって、宇宙の端まではたどり着けない。それが堪たまらなく悲しいんだ。なんで俺、こんなにしょぼいのかな？」


    『斗和は、今の自分が好きかい？』


    　じくりと、胸に鈍にぶい痛みが走った。


    「……わからない。嫌いじゃなかった。でも、今は……。俺、力が欲しい。強い力が欲しい。こんなんじゃ生きてる意味ないよ」


    『大丈夫だよ、斗和。何も心配することはない。君には力がある。とても強い力だ』


    「本当？　ししょー。山やま田だよりも強い？」


    『ああ。君の力の前では、鬼き神じんですらちっぽけな存在でしかないよ。その力をもってすれば、天空に瞬またたく星にさえ手が届くんだ』


    　茜あかね色の空の下、前からランドセルを背負った数人の子供たちが走ってきて、斗和とすれ違う。萌も由ゆ里りに寧ね々ね音ね、卓たく二じに王おう餓が、曽そ根ね瓦がわらと真ま湖こ、神かん無な月づきと葉は月づき、楓かえでと萌もえ、そして岬みさきと瞬しゆん夏か。みんな楽しそうにはしゃぎながら、夕暮れの向こうへと走っていく。


    　駄目だよ、そっちは。斗和はそう思ったけど、言葉は出なかった。


    『斗和。君が力に目覚める日も近い。だから、何も悲しむ必要はないんだよ』


    「待てないよ、ししょー。今すぐ、その力が欲しい」


    『……彼女は先に、瞬しゆん刻こくの名を持つ者を、君に会わせることにしたようだ。大丈夫だよ、斗和。この程度の状況に、君の力を使うまでもない。彼程度の力で十分さ』


    「しゅんこくの名をもつ……もの？」


    『そうだよ、斗和。君の大切な〝仲間〟さ。異能力は、想像と認識が属する階座。つまり人間の〝知恵〟のことだ。君の持つ力とは真逆にある脆弱な力──。でも、大丈夫だよ。あの程度の敵ならば、〝仲間〟と〝知恵〟の力だけで乗り切ることができる。だから、安心して目を開けるんだ。何も心配はいらない。目を開ければそれで、すべては解決する──』


    



    　全身に気け怠だるい感覚が残っている。永い永い夢でも見ていたかのようだ。焦しよう点てんの定まらない視界に映るのは、燃え盛る紅ぐ蓮れんの炎。熱で景色が歪ゆがんで見える。


    　遠くからは、激しい戦闘音。黒煙でよく見えないが、山やま田だがあの猫と戦っているのだろう。ラプラスも入れれば、二対一。分ぶの悪い勝負だ。


    　精神が死んだように乾いている。気力が湧わかない。もはや呼吸すらも億おつ劫くうだった。このまま燃え尽きてしまっても構わないと思った。どうせ、何もできないのだ。


    　そして、炎が揺らめくままに視線をさまよわせていた斗と和わは、その存在に気づく。


    



    　一匹の、蝶ちようがいた。


    



    　黒を基調とした手のひらサイズの蝶。幻げん想そう的なまでに美しく、神秘的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。模様は透明で、向こう側が透すけていた。


    　いや、違う。あれはもう一つの世界。──可能性だ。


    　蝶が優雅に羽ばたいて宙に舞う。まるでこの瞬間だけ、時間が静止したかのようだ。


    　不思議と恐怖は感じなかった。これが魂を狩る幻想生物ソウルテイカーではないことも、自分に害するモノでないことも理解していた。ただ、こういう使い方もできるのか、と思っただけだ。


    　虹にじのような鱗りん粉ぷんを撒まき散らしながら、蝶が優ゆう艶えんに飛んでくる。


    　──まっすぐ、斗和の元へと。紅ぐ蓮れんの炎も綿のような黒煙も、すべてを浄化して、美しく幻げん想そう的な世界へと塗り替えながら。


    　そして、斗和の頭の中へと消えていく──。


    　がくんと、何かが揺らいだ。意識が深いところへと急速に引き落とされる。精神が解き放たれ、肉体の重みがゼロとなった。果てない海に漂ただよう感覚。


    　そうだ。これは真ま湖この〈時をかける接吻ダイ・トリツパー〉が発動したときに、体験した世界に似ている。


    　ふと、誰かの声が聞こえたような気がした。


    　いや、それは錯さつ覚かくではない。声はだんだんと近づいてきて、その興奮と歓喜を伝えてくる。どこか中性的な声。そして懐なつかしい──。


    「見つけた、見つけた、見つけたっ！　やっと会えた！」


    （誰……だ？）


    「ボクの名前は、汐せ摘つ心な。雲うん流りゆう汐摘心だよ」


    （せつ……な？）


    「そうだよ。でも、今は忘れてくれていい。この忌いまわしき蝶が、ボクとの幻想回路パスを結びつけてくれた。ピンチなんだね。わかるよ。だけど大丈夫。ボクがいるから。斗和はただ、思い浮かべるだけでいい。さぁ、ボクに教えてよ。斗和が最強と思う異能力を──」


    　斗和は声に導みちびかれるまま、ぼんやりと想像する。最強の異能力。そんなの、決まっているじゃないか。


    「了解、斗と和わ」


    　嬉うれしそうに承諾した声が、打って変わって機械的なモノになる。


    「対象をトレース。構造を分析、データ複製。二十三のバグを修正。仮想動作クリア、エラーなし。シニフィアン・コードを展開。ダウンロード完了。〈パーシヴァル・クロニクル〉、発動」


    　そして声は、当然のように、その奇跡を口にした。


    「──〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉、装そう塡てん」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　山やま田だは戦いの高こう揚ように痺しびれていた。強敵との戦い。自身の全力を尽くし、それでも倒せない存在がいることのなんと甘美なことか。


    　この世界の[image: ]なぞや滅ほろびの未来など、どうでもいいと思う自分がいる。いや、実際どうでもいいのかもしれない。


    　戦士としての分析が、自身の敗北を伝えてくる。一対一なら勝しよう機きはあるが、さすがに二匹の神もどきが相手では、分ぶが悪い。ここで殺されれば、自分が愚おろかだった頃に立てた、世界を救うという誓いを果たすことはできないだろう。

  


  [image: ]


  
    （くくくっ！　ふははははははっっ！　困ったなぁ！）


    　山やま田だは内心で歓喜する。理由はない。絶望が深ければ深いほど、わくわくしてくる。殺意が漲みなぎってくる。ただそれだけだ。


    　ラプラスの異能力。一見して、いくつもの系統を扱う「複数系」に思えるが、どうやら違うようだ。しかし異能力である以上、さして問題はない。強敵は猫のほう。純粋な戦闘力だけではない、格闘センスもずば抜けている。


    　さて、どうするか？　高こう揚ようした気分のまま、思考を巡らせたときだ。山田はその咆ほう哮こうを耳にした。


    「グォオオオオオオオオオオオオオオっっっ!!」


    　黒煙を切り裂き、炎に赤く彩いろどられながら、漆しつ黒こくと金色とが混じり合った鎧よろいを纏まとった存在が現れる。自分と瓜うり二つの姿。見間違えようがない。あれは、〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉だ。


    　そして山田の直感が、その正体を導みちびき出す。


    「まさか、少年……なのか？」


    　山田の問いに応こたえるように、斗と和わは神もどきたちへと突進する。二匹の神殺しフエンリルと二柱の神、最後の戦いが今はじまった。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　九階に進んだ霜しも月つきは、そこで人々を襲おそう獅し子しの化け物を見る。コノハナサクヤに燃やされ、重傷を負ってはいるが、さすがは戦魔クラツシヤー級。まるで影響がないみたいに、人々を喰くい散らしている。


    　霜月は奴やつに気づかれないようにして、屋上へ向かった。


    　神の指示は、ほかの魂を狩る幻想生物ソウルテイカーがすべて死に絶える前に寧ね々ね音ねを倒すこと。あと何匹残っているかは知らないが、獅子と戦うことにはデメリットしかない。


    「うわあああああああっっ！」


    　階段から屋上を覗のぞき見ようとする霜月の横を、ハッピが駆かけ上っていく。下は火事なので、人々が最後に集まるのは、ここ屋上だ。だが──。


    　桃もも色の光に包まれた針が、流星の如ごとく舞い降りる。それはあっさりとハッピを貫つらぬき、絶命させた。


    　霜月は呆ぼう然ぜんとその事実を理解する。屋上で生き残っている者は、一人もいなかった。半数以上の死体は前からあったモノだろうが、入り口近くに散在する死体は、状態からして、すべて寧々音に殺されたモノだろう。改めて、ほかの化け物との格の違いを思い知らされる。


    　寧々音は、屋上の奥に設置されている舞台の袖そでに腰掛けていた。無表情のまま、足をぱたぱたと動かして退屈そうにしている。


    　少しだけ、霜しも月つきは罪悪感を覚えた。斗と和わに咄とつ嗟さに噓うそをついたこと。あの寧ね々ね音ねを倒したら、現実世界の彼女が復活するという噓。実際は、どうなるのかを知らない。でも、斗和に試練の邪魔をされたくはなかった。


    　霜月は慎重に近づいていく。斗和曰いわく、寧々音の視界に収まらなければ、攻撃を受けることはないそうだ。だが屋上の入り口は一つで、遮しや蔽へい物ぶつはない。吹き抜けのビアガーデンや階段から立ち上る黒煙が、若じやつ干かん視界を濁にごしてくれるが、まだまだ薄い。ふと弥生やよいは無事だろうかと思った。


    　けれど霜月には、他人を心配するほどの余裕はなかった。自身の左肩にピンク色の花が咲きはじめている。早くも捕ほ捉そくされてしまったのだ。


    　咄とつ嗟さに砲撃剣《大和やまと》で花の上を押さえつける。


    　ターゲットの上書き。これが〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉の対処法の一つだ。


    　もう一つは、構造の迷路に閉じ込める方法。寧々音の攻撃を密封した空間に閉じ込めることができれば、〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉の性質上、二度と次弾を撃てなくなる。けれども屋上という場所、火事で時間制限がある中では、その方法は使えない。


    　凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそい来る。霜月の小柄な体たい躯くは呆あつ気けなく吹き飛ばされてしまった。けれども体は無傷。ラプラスによって強化された大和にも傷一つない。


    （いける！）
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    　寧ね々ね音ねに見つかった以上、ちまちまと隠れながら進む必要もない。一気に距離を詰めるべく、全力で疾しつ走そうする。寧々音が空に舞い上がりでもしたら、攻撃手段のない霜しも月つきに勝しよう機きはない。


    　連続で襲おそい来る桃色の流星。斗と和わの言葉どおり、前の攻撃が命中するまで、次の攻撃はできないみたいだ。しかし、距離は一向に縮まらなかった。当然だ。前に進んでも、そのぶん後ろに吹き飛ばされてしまう。弾たま切ぎれという概がい念ねんはないらしい。


    　そして、さらなる絶望が襲い来る。


    「グオオオオオオオッッ！」


    　咆ほう哮こうと共に、獅し子しが屋上にやってきた。奴やつが追いかけてきた男性は、寧々音があっさりと撃ち殺す。獲え物ものを失った獅子の次の獲物ターゲツトは、当然ながら霜月となる。


    　二匹の強力な化け物に前後を挟まれ、霜月は自みずからの死を覚悟した。胸の奥にブラックホールができて、根こそぎ内臓を押し潰つぶすような痛みを覚える。


    　獅子が、猛然と襲いかかってきた。同時に霜月の胸にも花が咲きはじめる。思わず泣き崩れそうになった。


    　寧々音の攻撃を大和やまとで防ぎ、獅子の足下へと吹き飛ばされる。立ち上がると同時に、振り下ろされる獅子の腕を防御。だがたび重なる攻撃で、霜月の握力は限界だった。


    　衝しよう撃げきを受け止めきれず、大和が弾はじき飛ばされる。霜月も一緒に吹き飛ばされ、死体の山に受け止められた。


    　仰あお向むけになった視界に、花びらの先端が映る。額ひたいに花が咲きはじめているのだ。


    （先輩……）


    　霜月は愕がく然ぜんとした。今から大和を取りに走っても間に合わない。自分は半人前のまま、神しん代だいに目覚めることもなく死んでしまうのだ。それが堪たまらなく悔くやしかった。


    　そんな霜月を[image: ]あざけるように、獅子が再び襲い来る。金色の鬣たてがみが燐りん光こうを発し、奴の右腕が倍近く巨大化する。──異能力だ。


    　不意に霜月は、斗和の言葉を思い出した。曰いわく、異能力は道具だ。敵の異能力だって、利用することができる、と。


    　刹せつ那な、脳に電でん撃げきが走る。自分が生き残れる可能性を思いついた。迷っている暇はない。


    　霜月は猛然と獅子へとダッシュする。そしてスライディングするようにして、奴の股またの下をくぐった。巨体故ゆえに、獅子は霜月の動きに対処できない。


    「間に合えッ！」


    　霜月は叫んでいた。立ち上がると同時に跳び上がり、自分の額を獅子の背中に押しつける。


    　ズン、と重い衝撃。獅子の体が軽く宙を舞い、霜月を押し潰すように仰向けに倒れる。霜月も衝撃で吹き飛ばされ、床ゆかを覆おおう死体の上に叩たたきつけられた。


    　荒い息を吐きながら霜月は顔を起こし、状況を把握する。


    　獅子の化け物は、胸を針で貫つらぬかれて絶命していた。咄とつ嗟さに思いついた作戦が成功したのだ。寧ね々ね音ねの攻撃を防ぐと共に、獅し子しを倒せる唯ゆい一いつの方法。奴やつの体でのターゲットの上書き。


    　ふと、温かいモノが額ひたいから流れ落ちる感覚がした。血だ。寧々音の針の先端は、獅子の分厚い胸板を貫き、霜しも月つきの額まで届いていたのだ。だが骨までは達していないようだ。おそらく着弾した瞬間、霜月は吹き飛ばされたため、間かん一いつ髪ぱつ針が届かなかったのだろう。


    　霜月はすぐさま寧々音を警戒する。けれども攻撃は来ない。理由はすぐに判明した。屋上を覆おおう黒煙の量が明らかに多くなっている。視界が塞ふさがれたのだ。


    　なんとか大和やまとを回収できた霜月は、最後の[image: ]かけに出る。たった今思いついたアイデア。うまくいけば、寧々音を倒せるはず。せめて十メートル以内に近づければ──。


    　霜月は、死体と黒煙に紛まぎれるようにして、ステージのほうへと進む。寧々音の姿は見えないので、前と同じ場所にいることを祈るしかない。緊張が手足を痺しびれさせる。


    　果たして寧々音は、そこにいた。気け怠だるそうに座ったまま、足をぱたぱたと動かしている。そして彼女の赤みがかった片方の瞳ひとみが、霜月を捉とらえた。


    　どくん、と心臓が高鳴る。全身を駆かけ巡る血の量が一気に増加する。考えるよりも速く、霜月は駆け出していた。腹部に咲きはじめる花。間に合えッ、と心の中で叫ぶ。


    〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉が撃ち放たれる。瞬まばたき一つで距離をゼロにする、回避不能の死の流星。


    　霜月は大和で腹部を覆い、跳躍すると共に寧々音に背を向けた。


    　ターゲットが真後ろを向いたため、〈貫き届く刃の意志ブリユーナク〉は霜月を追い越し、慣かん性せい的にありえない動きでＵターンすると、霜月の腹部を覆い尽くした大和めがけて突き刺さる。


    　凄すさまじい衝しよう撃げきが伝わってくる。小柄な霜月は、空中で加速するように吹き飛ばされた。そう、まっすぐに、寧々音がいる方向へと──。


    　危険を察した寧々音が翅はねを広げる。空に舞い上がられたら、二度とチャンスはない。


    　灼やけるような焦しよう燥そうが神経を焦こがす。この機を逃すわけにはいかない。けれども、若じやつ干かん方向がずれていた。このままでは届かない。


    「届いてッ！」


    　霜月が叫ぶ。祈りを込めて、願いを込めて、何もない空間を蹴けって、さらなる飛ひ翔しようを行おこなう。


    　そう、白びやく群ぐん色の燐りん光こうに包まれた霜月は、確かに一度、何もない空間で跳躍したのだ。寧々音の姿を、己おのが射程に収める。無表情だった寧々音の顔に、初めて驚きよう愕がくと焦あせりの色が浮かんだ。だが、もう遅いっ！


    「はあああああああああああああっっ!!」


    　裂れつ帛ぱくの気合いと共に霜月は、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって大和を振り下ろした──。
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    　濛もう々もうと立ち込める煙に、弥生やよいは軽く咳せき込んだ。明らかに煙の勢いが強くなっている。


    　弥生やよいは入り口の陰に身を隠し、斗と和わたちが戻ってくるのを待っていた。皮肉なことに火災が起こった状況で、もっとも安全な場所は、ここビアガーデンだ。煙はその性質上、上空へと舞い上がる。つまり先に煙に覆おおい尽くされるのは、八階のビアガーデンではなく屋上なのだ。


    　けれども心理的な恐怖から多くの人が、そしてそれを追う化け物たちも、屋上を目指すだろう。その意味でもここは安全地帯となっていた。


    　入り口から噴き出る黒煙のおかげで、上空からの視線は遮さえぎられている。再び寧ね々ね音ねの攻撃を喰くらう可能性は低い。


    「でも、ちょっと悔くやしいかなぁ」


    　弥生は独りごちた。寧々音の攻撃を防ぐ手段を持たず、戦闘力も低い弥生は、この状況下で動き回るべきではない。それは正論なのだが、やはり斗和たちと行動を共にしたい気持ちもあった。


    　ふと、入り口に人の気配を感じた。煙で姿はよく見えないが、斗和たちが戻ってきたのだろう。弥生は無警戒に、そちらへ向かう。そして、自分の愚おろかさを呪のろった。


    　床ゆかを滑るようにして現れたのは、蛇へびの尻しつ尾ぽ。やってきたのは化け物だったのだ。


    「しまった！」


    　咄とつ嗟さに回避しようとするが、間に合わなかった。尻尾に巻きつかれ、直立不動の姿勢のまま凄すさまじい力で締め上げられる。胸が圧迫され、肺から空気が押し出された。


    「こんなんでやられたら、斗和くんに合わせる顔が、ないじゃない」


    　斗和の機転で救われた命。つまり自分の命は、斗和のモノでもあるのだ。情けない死に方だけはできない。落ち武む者しやのような青白い顔が、値踏みするように弥生の顔を眺めてくる。そして、二股またに分かれた長い舌を、身動きのとれない弥生の口へと差し込んできた。


    　──怒りが爆発した。私の唇くちびるはおまえごときが触れられるほど、安いモノではない、と。


    　念のためにと舞まい姫ひめを装備していたのだが、気を付けをするような格好で胴体と一緒に両腕も固定されているため、弥生はなんの抵抗もできない。


    　しかし、幸運は弥生の味方をする。舞姫の先端は、弥生の太股を締め上げる蛇の尻尾に届く位置にあった。そう、ちょうど毒針が届く位置に──。


    　唇を奪われ続けながらも弥生は、舞姫を操作し、毒針を発射する。効果はすぐに表れた。蛇へびは苦しそうにのたうち回り、肋ろつ骨こつが折れるほどの力で弥生を締め上げてくる。


    「ううっ！」


    　思わず苦痛の悲鳴を漏もらす。だがすぐに蛇は弥生を解放し、びくびくと痙けい攣れんするだけとなって、やがてぴくりとも動かなくなった。


    「私も、やればできるじゃない～」


    　肩で大きく息をしながら、弥生は呟つぶやく。けれども毒針は一回限り。次に化け物に襲おそわれたら、間違いなく殺されるだろう。だが──。


    　パリン、という乾いた音が響いた。見ると空に亀き裂れつが入っている。そして急速に体が浮き上がる感覚。


    「まさか？」


    　弥生やよいは理解した。今のが最後の化け物。たった今、すべての魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを倒したのだと。


    　──長い惨さん劇げきの幕が降りる。
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    「くっ！　なんだこいつら、まるで二人で一体みたいに、息が合った連携をしやがるッ！」


    　シュレディンガーが、斗と和わにとって不本意なことを言う。だがそれは事実だと、自分でも理解していた。


    　同じ異能力を使っているから、という理由だけではないような気がする。山やま田だがそう誘ゆう導どうしているのか、斗和にはなんとなく山田の行動が読めたし、山田も斗和がしてほしいタイミングで攻撃してくれる。呼吸が完全に重なりあっていた。


    〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉を手に入れた斗和は、山田と共闘し、シュレディンガーに猛攻を仕掛けていた。それでも、なかなか押し切ることができない。かなりの強敵だ。


    「召喚サモン、ヴリトラ」


    　ラプラスが「召しよう喚かん系」の異能力を発動させる。空間の垂直方向に巨大な魔法陣が形成され、そこから竜巻が躍おどり出る。いや、違う。それは嵐あらしで象かたどられた巨大な蛇へびだ。黄色く濁にごった眼めに、斗和の身の丈ほどもある禍まが々まがしい[image: ]きば。


    　だがそれは、斗和の右手に触れた瞬間、呆あつ気けなく搔かき消される。


    　チートレベルの異能力、〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉の力。しかし使い勝手がよいだけに、斗和の行動もワンパターンとなってしまう。ヴリトラはあくまでフェイント。斗和の視界を防ぐ目的だったのだ。


    　巨大な嵐が消え去ると同時に、ラプラスが死角から接近、強烈な蹴けりを叩たたき込まれる。天井を貫つらぬき、上のフロアまで吹き飛ばされてしまった。


    　斗和は自分の不ふ甲が斐いなさに、奥歯を嚙かみ締める。いくら〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉で強化されたといっても、元のステータスがベースとなっている。山田に比べると、明らかに戦力不足だ。


    　──もっと力がほしいと思った。山田のような存在になりたいと願った。そのためなら大切なモノを打ち捨てて、鬼になっても構わない。師匠の言う力に早く目覚めたいと思った。無力な今の自分を投げ捨て、高みを目指すことのどこに、否定すべきモノがあるのか？


    　ふと斗和はそれに気づく。悲ひ惨さんな彼女の骸むくろに、胸が締めつけられる思いだった。


    　それは瞬しゆん夏かの死体。無む惨ざんに引き裂かれたアイドル衣装に、体液で汚れた体は、彼女の受けた仕打ちの凄せい惨さんさを容易に想像させる。直接の死因は、胸に開いた大穴。おそらくこれは、人間以外にやられたモノだろう。


    　斗と和わはやるせない思いで、瞬しゆん夏かの目を閉じさせた。何が彼女の運命を狂わせてしまったのか？　今ではもう、誰も知ることができない。


    「瞬夏。力を、貸してくれ」


    　意識の奥底にいる誰かとリンクする。斗和はごく自然に、その異能力を発動させていた。


    「〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス・改〉」


    　瞬夏の額ひたいから顕けん現げんしてきたのは、手のひらサイズほどの丸い盾たて。


    「〈戦闘能力究極上昇エンペラー・ブラスト〉」


    　斗和はそれを左腕に装着し、身体能力をさらに上昇させる。そして、下のフロアから、こちらを見上げるラプラスへと挑いどみかかった。


    「〈燦然なる赤き死棘クレセント・ノヴア〉」


    　ラプラスの指先から、針のように細い真っ赤かな光線が飛び出してくる。それを斗和は、装備したばかりの盾で防いだ。異能力を跳ね返すことのできる万能の盾。


    「ナ!?」


    　光線を跳ね返され、慌あわてて回避するラプラスとの距離を、一気に詰める。


    　ラプラスの右手が、金色の光を纏まといはじめた。新たな異能力かと思った斗和は、しかしなぜか、右手にオーラを集中させていた。


    　直感が告げる。これは異能力ではない。肉体ソーマの座の力。そして──。


    　両者は同時に、〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉を撃ち放っていた。


    「馬ば鹿かなッ！」


    　斗和は激しく動どう揺ようした。意味が、わからない。なぜこいつが、この技を。


    　ラプラスの光速の拳けんは斗和の盾たてを破壊し、同時に撃ち放った斗和の光速の拳は、亀き裂れつの入ったラプラスの仮面を撃ち砕いていた。


    　乾いた音が鳴り響く。悪魔を模したラプラスの仮面が、床ゆかに落ちた音。そして、その下から現れた奴やつの顔には、見覚えがあった。


    　褐かつ色しよくの肌はだにクリーム色の髪。頰ほおには特徴的な模様。無表情で冷え切った茶色の瞳ひとみは、夢の中の記憶とずいぶん違うが、それでも彼女だと理解できた。


    　前世の記憶が紡つむぐまま、斗和はその名前を口にする。


    「サラ……ス？」


    「ちぃッ！」鋭するどい舌打ちを発したのはシュレディンガーだ。「残念だが、余興は終わりだ。クソどもがッ！」


    　無数の白と黒の稲いな妻ずまが、シュレディンガーの体から発せられる。内側からオーラが爆発するかのように、圧倒的なエネルギーの奔ほん流りゆうがあふれ出した。それに合わせてシュレディンガーの肉体が膨ふくれ上がり、すらりとした手足、白と黒の猫耳、金色のやけに勝ち気な瞳ひとみを持った、一いつ糸し纏まとわぬ十代前半の少女の姿となる。


    「ほう。これは驚いた。まだ本気を出していなかったとはなぁ」


    　山やま田だの声が歓喜に打ち震える。


    「俺おれのこの姿を見た奴は、一人残さず芥け子し粒つぶになって消え去る運命だ」


    「だとさ、ラプラスとやら。君も災難だなぁ。ふははははっ！」


    「ふざけてろ！　この気惑いがッ！」


    　シュレディンガーの怒ど気きと共に、彼女の右手に嵐あらしが起こるほどの、凄すさまじいエネルギーが集束していく。そして──。


    　世界が唐突に崩ほう壊かいした。この感覚。見えない壁が、消しよう滅めつしたのだ。


    「きゃきゃきゃ、生還おめでとう！」


    　新たな声が聞こえてきた。やけに幼おさないキンキンと響いてくる声。それと同時に、世界の崩壊が極端に緩ゆるやかになる。


    「ちょっと時間感覚をいじらせてもらったよぉ。ラプラスちゃんとシュレちゃんだけ顔見せして、私が仲間外れとか寂しいじゃん」


    　斗と和わたちの体がゆっくりと上昇していくなか、ラプラスとシュレディンガーが並ぶ空間のちょうど中央に、真っ赤かな卵状の膜が現れる。


    　風船が割れるようにして、それが弾はじけたかと思うと、中から白衣を着た幼よう女じよが現れた。腰までもある赤い癖くせ毛げの髪には無数のリボンが結びつけてある。


    「おい、どういうつもりだッ！」


    　シュレディンガーが吼ほえるが、幼女は不適な笑みのまま、両肩を竦すくめてみせる。


    「ご褒ほう美びだよ。チート君はラプラスちゃんとシュレちゃんから生き延び、その人間は異能力を持たずに、四度、いや三度だっけなぁ、この世界から生き延びた。まぁ、最後は誰かの力を借りたみたいだけど、それでも賞賛モノの結果さぁ。だから、自分たちが巻き込まれた状況くらいは教えてあげようと思ってね。ああ、言い忘れた。私の名前はフェルマー。趣味で天才をやっている神さ」


    「ならば、私も自己紹介しよう。鈴すず木き哀あい二じ郎ろう。趣味でヒーローをやっている殺人鬼だ」


    　山田が仮面を外してから、堂々と噓うそをつく。


    「きゃきゃきゃ。チート君はおもしろいねぇ。さて、チート君はだいたい気づいているみたいだから、そっちの無能君に説明する感じかなぁ」


    　フェルマーが目め尻じりを歪ゆがめて、斗和を見み据すえながら言った。


    「さっきのチート君との会話で、見えない壁の世界で君たちが魂を狩る幻想生物ソウルテイカーに襲おそわれる理由は、私らの降こう臨りんのためってなってたけど、それは正確じゃあない。それはラプラスちゃんやシュレちゃんたち、《降臨派》の動機。私は確かにこちら側の陣営だけど、同じ目的を持っているわけじゃないのよねん。利害の一致ギブ・アンド・テイクっていうか、大人の関係なのさぁ。降こう臨りんにはねぇ、必ずしも君たち人間の精神プネウマは必要ないのさぁ」


    　トクン、と心臓が鳴る。斗と和わは嫌な予感がした。とても不愉快で胸むな糞くその悪い話が続くという。


    「一言で言おう。これは娯楽だよ」


    　意味がわからなかった。娯楽？　いったいなんの話だ。黒板を爪つめで引っ搔かいたような、不快な音が鳴り響いている。


    「なるほど。わかりやすい理由だな。どうしてもその点が腑ふに落ちなかったが、これで納得がいった。こちらのレベルに合わせて強さを調整された魂を狩る幻想生物ソウルテイカー、各舞台ステージに関連した姿をしている理由。──命の懸かかったゲームほど、おもしろい娯楽はないからなぁ」


    「きゃきゃ。チート君なら、わかってくれると思ってたよ」


    　命の懸かったゲーム。娯楽。まさか、──鑑賞？


    　刹せつ那な、斗和の神経を落らく雷らいのような怒りが駆かけ抜けた。


    「ふざけるなッ！　そんな理由で俺おれたちに、多くの人たちにっ、こんな仕打ちをしたというのかッ！」


    「そんな理由？　さすがは無能君、残念な意見だよ。娯楽はねぇ、何よりも優先されるのさ。君だって娯楽のために、生命維持に大切な、食事や睡眠を抜いたことがあるでしょ？　況いわんや他人の命、ましてや下等な人間の命さ。君たち人間も娯楽と快楽のために、ほかの動物に酷ひどいことをしているだろう。知らないとは言わせないよ。ああ、誤解しないで。責めているわけじゃあない。理解してほしいのさ。私らのように何千年も生きていると、退屈で退屈で仕方がない。娯楽がなけりゃ、精神が堪たえられないのさ。退屈で死ねればいい。だけど死ねない。永遠の漫然とした苦しみを味わうだけさ。それにさんざん娯楽を貪むさぼっていて、いざ自分が提供する側になったら文句を言うのは、正直どうなのかなぁ？」


    「黙れッ！　貴き様さまらの理屈など知ったことかッ！　人の心をなんだと思っているッ！」


    「最高の快楽剤エツセンスさ。君たちに感情があるからこそ、娯楽として極上なモノになる。作品を盛り上げるためには、感情移入はとても重要でしょ？　──さて、そろそろ時間さね」


    「なら、私の質問にも一つ、答えてもらおう」山やま田だがよく響く声で言う。「このファンタズマゴリアの世界をつくり出している人間の名前を教えてほしい」


    「答えるなよッ！」


    　すぐにシュレディンガーが声を荒らげる。だがフェルマーは、きゃきゃきゃと愉快そうに声をあげて笑い返した。まさか、という予感が、斗和の胸中を駆かける。


    「残念だけど、それは秘密さ。まだあの人間の協力は必要だからね。ああ、最後に一つだけ。おめでとう、無能君。ブリューナクは無事、解放されたよ」


    　フェルマーの言葉を最後に、見えない壁の世界は崩ほう壊かいした──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「検査は無事に済んだよ☆」


    　語尾に星マークをつけたようなしゃべり方で、茅ち茄な千ち夏なつが言う。[image: ]くし[image: ]なだ総合病院に勤める看護師で、卓たく二じたちの面倒を看る彼女とは、自然と仲良くなっていた。


    　見えない壁の世界から生還した斗と和わは、すぐに霜しも月つきの元へと走った。そこには、へたり込み泣きじゃくる霜月の姿──。


    「すみません、先輩。あの滅災デザスター級を討ち漏もらしました。私の刃やいばは届きませんでした」


    　斗和は操みさおへ連絡すると共に、山やま田だの姿を捜した。だが山田は前回と同様、忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていた。


    　そして操から、その事実を聞いた斗和は、タクシーを拾い、[image: ][image: ]総合病院に急行したのだ。


    　待合室で一時間ほど待たされたあと、特別にその病室へ通された。昏こん睡すい状態の患者用ではなく、一般用の病室へ──。


    　ドアを開け、中に入る。


    　清涼で穏やかな空気が、肌はだを包み込んできた。少し、暖かい。


    　窓が開いているのか、レースのカーテンがゆらゆらと揺れていた。遠くからは、子供たちの無む邪じや気きな声や、車の音が聞こえてくる。


    　新品のようにまっさらな布ふ団とんが、やけに眩まぶしかった。やわらかい光を放つようで、無む垢くで儚はかなげな印象を与えてくる。


    　少女は上半身を起こした状態で、ベッドの上にいた。


    　患者用の薄緑色の服。少し大きめなのか、華きや奢しやな彼女の体には余っているように思えた。少しやつれた腕には、痛ましく点滴が刺さったままだ。


    　背中まで伸びた薄ピンク色の髪が、あれから数か月の時が流れたのだという、哀あい愁しゆうを覚えるような現実を突きつける。


    　窓から、やわらかな日差しが差し込むなか、赤みがかった両目にうっすらと涙を浮かべながら、少女はこちらを見ていた。


    　斗和の記憶に残る彼女より、少し大人になったような感じがする。


    　焼けるように熱い涙が、止めどなくあふれ出てくる。喉のどの奥が痛みを発し、歓喜で全身が打ち震えていた。


    　ずっとずっと願っていた。何度も何度も夢にまで見た。この日をどんなに待ち望んだことか。


    　泣き崩れそうになるのを必死に堪こらえ、その少女の名前を呼ぶ。


    「赤あか……峰みね？」


    「うん。心配かけ、て、ごめん……ね。斗和……くん」


    　寧ね々ね音ねは、心底安あん[image: ]どしたような表情で微笑ほほえむ。彼女の頰ほおを、涙の筋が流れ落ちた。

  


  [image: ]


  
    



    　　　エピローグ


    



    「その語尾に星マークをつけたような話し方は、茅ち茄な千ち夏なつくんかな？」


    『ええっ☆　山やま田だくん、まだ私の番号登録してないの？　それともいつもの冗談？』


    　電話口から聞こえてくる茅茄の質問には答えず、「それで？」と山田は続きを促うながした。


    　寝起きのためか、少し頭がぼんやりしている。ここは高級マンションの一室。大人が五人ほど寝られそうな丸いベッドの上に、山田は全ぜん裸らで上半身を起こした状態でいた。


    『それで？　じゃないわよ。赤あか峰みね寧ね々ね音ね。あの子、意識が戻っちゃったわよ。あぁん、すっごく殺してやりたかったのに。どうしてくれんのよ☆』


    「ああ、すまない。今回のことは完全に予想外だ。それに眠っているのを殺しても、楽しくもなんともないだろう？」


    『そうでもないぞよ。本人が知らない間に殺されるってシチュエーションも、結構イケる。ぞくぞくってなるの☆』


    「君は殺人鬼の鑑かがみだなぁ」


    『そういう山田くんは、相変わらず変わってるよねぇ。頭いいのはわかるけど、もっと単純に楽しめばいいのに☆』


    「ねえ、その電話。もしかして、彼女とか？」


    　不意に足下から声が聞こえた。薄いシルクの掛け布ぶ団とんからもぞもぞと[image: ]はい出してきたのは、長い銀色の髪を持つ全裸の女性だ。


    「こんな美人が二人もいるのに、ほかの女と電話とか、マジありえない」


    　不満げに言ったのは、ピンク色の髪を持つ、こちらも一いつ糸し纏まとわぬ姿の女性。


    『なになに？　お楽しみの最中だった？　山田くん、やるねぇ』


    　声から状況を察したのだろう。茅茄がオヤジ臭い口く調ちようでからかってくる。


    「単なるエネルギー補給だよ。久しぶりに本気を出したからなぁ」


    「ちょっといい加減にしてよっ」


    　ピンク髪の女が手を伸ばして、携帯電話を奪い取ろうとする。山田は面倒になったので、フェンリルの爪つめで、その女の喉のどを切り裂いた。


    「きゃあああああああっ！　お姉ちゃんッ！」


    　そういや二人は姉妹だったなぁ。そう思いながら、もう片方も始末した。


    『え？　殺しちゃったの？　羨うらやましいなぁ。私も殺していい？　寧々音ちゃんはもう、殺やっちゃっても問題ないよね？　目覚めたことだしぃ☆』


    「ああ。始末して構わんよ」


    　そこで山田はふと思い直す。あの横顔の男の言葉は常に真実。斗と和わが例の永遠の名前を冠かんする者ならば、彼の反感を買う行為は控えるべきだろう。


    「待て。やっぱり駄目だ」


    『ええっ！　なんで？　自分だけずるいよ、山やま田だくん☆』


    「なんのことだ？　私は誰も殺していないぞ。なぜなら、この死体は絶対に見つかることはないからだ。死体がなければ、殺したという事実も存在しないだろう？」


    『また君は、そんな面倒臭い話を……。まあ、君は後片づけが得意だもんね。いい主夫になると思うよ☆』


    「そういう君は後片づけが下へ手ただよなぁ。まあいい。とにかくしばらくの間、殺人は控えてくれ。なぁに、ほんの少しの間さぁ」


    『了解☆　山田くんには、借りがあるしね。しゃーないかぁ』


    　言って、茅ち茄なは電話を切った。山田は深く息を吐くと、二つの死体をそのままにして、シャワーへと向かう。


    「さて、少年。君はこの解決方法に気づいているかな？」


    　山田は誰ともなしに呟つぶやく。奴やつらが欠片パーシユを集めているという話はした。さらに肉体が死ねば、欠片パーシユはあるべき場所に戻るということも伝えた。ならば、奴らの目もく論ろ見みを潰つぶす手段として、昏こん睡すい状態の人々を皆殺しにするという方法が存在する。世界を救うための、ささやかな犠ぎ牲せいだ。


    　ただし、フェルマーの言葉が真実なら、これは単なる時間稼かせぎでしかない。


    「確実なのは、やはり例の異能力者を見つけ出すことだな。だがそれが不可能ならば──」


    　シャワーから熱いお湯が噴き出し、山田の体に心地よい刺激をもたらしてきた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「──本当に、ここを出ていくの？」


    「はい。もう決めたことです」


    　沈痛な面おも持もちで問うてくる女医の言葉に、雲うん流りゆう汐せ摘つ心なは、しっかりと頷うなずき返した。ここは東北にある、とある個人病院の一室。汐摘心と女医以外にも、数人の看護師がいる。


    「わかってると思うけど、あなたの命はもう幾いく何ばくもないわ。奇跡が起こっても、あと数か月しか持たない」


    「覚悟の上です。ですから、自分が死ぬ場所は自分で決めたい」


    　そのように言うと、女医はもう何も言い返せないみたいだった。汐摘心は申し訳ない気持ちになる。


    「こんな綺き麗れいな子が、あと少ししか生きられないなんて」


    「花の命は短いっていうけど」


    「本当に美しいわ。はぁ～」


    　看護師たちが、悲嘆に暮れながらも、汐せ摘つ心なの美び貌ぼうを褒ほめ称たたえる。


    　汐摘心は複雑な気持ちになった。これは自分に課せられた呪のろい。瞬しゆん刻こくの名を持つ者の運命さだめだ。


    　その時代でもっとも美しいとされる容貌を持って生まれ、必ず十七歳以下で、その生涯を閉じてしまう。それは今回も同じだ。


    　もう何度も何度も繰り返した。気が遠くなるほどの回数。二千年という時の中で、十七年はあまりにも短い。幾度となく転てん生せいを繰り返し、いくつもの死を経験し、その呪いとも言える美貌のせいで、他人の欲望と羨せん望ぼう、そして憎ぞう悪おに翻ほん弄ろうされ続けてきた。「傾けい国こくの美女」と呼ばれ、いくつも国を滅ほろぼしたこともある。だがそれは、汐摘心の望んだ結末ではない。


    　転生してもすぐに、記憶があるわけではない。しばらくは、自分の運命を知らずに、普通の子供として過ごしている。あの横顔の青年に出会うまでは──。


    　ある日唐突に彼は現れて、汐摘心の運命を伝えた。それは何度も繰り返されてきた過去。そのときから汐摘心は、前世の記憶を夢に見る。そして、自分が生きる意味も理解した。


    「あなたは不思議な子ね。普通、自分の命が残り少ないって知ったら、もう少し動どう揺ようするものよ。でも今は……。変な言い方かもしれないけど、希望に満ちあふれている気がするわ」


    「はい。──ボクが生きる意味を知っているので」


    「生きる意味？　よかったら、それが何か教えてくれないかしら」


    「ある人物に、愛されることです」


    　そう、汐摘心は彼に会うためだけに、あらゆる時代に生を受け、各地を転々とし、何度も転生を繰り返した。


    　けれども、彼とは会えなかった。当然だ。彼は、一度たりとも転生していなかった。


    　魂たましいの伴はん侶りよたる存在。そんな彼が、今の世界にいないと知って、汐摘心は魂が打ち砕かれるほどの嘆きを覚えた。何度も何度も何度も何度も。二千年の永きにわたって。でも──。


    「……愛？」


    　女医が目を丸くする。想定外の言葉だったのだろうか？


    「汐摘心様なら大丈夫です！」


    「そうです。その美貌をもってして、口く説どけない女性なんていません！」


    「むしろ、その女性から嫉しつ妬とされるレベルですよ！」


    　看護師が次々に励はげましてくれる。だけど、壮絶な勘違いをしているようだ。


    「あの、ボクが言うその人物は、男です」


    「え？　……男？」


    「でも、汐摘心様は……え？」


    「はい。彼はボクと同じ、男なんです」


    　──日ひの本もと斗と和わ。


    　それが、この時代での彼の名前。あの忌いまわしき蝶ちようが幻想回路パスをつなげてくれたおかげで、一瞬だが、彼のいる場所を把握することができた。予感がする。必ず巡り会えると。


    



    「何あれ、すげえ美人」


    「え？　女優さん？　誰だかわかる？」


    　夕刻。久しぶりに外に出ると、人々の好奇の視線が突き刺さってきた。雑ざつ踏とうが割れるようにして、汐せ摘つ心なの美び貌ぼうをうっとりと眺めている。けれども並大抵の胆たん力りよくでは、傾けい国こくの美を持つ汐摘心に、話しかけてくることなどできない。道が空くので、急ぐときには便利だ。


    　ふと、そんな雑踏の先に、例の青年の姿を見る。ぞくりと、全身が粟あわ立だった。


    「まさか、あなたに会えるとは、夢にも思わなかった」


    　汐摘心は、顔が引き攣つるのを感じた。優しく安あん[image: ]どをもたらしてくる存在。だが、そこが気に食わない。


    『何も驚くことはないよ、汐せ摘つ心な。君も当然、僕と出会える権利を有している』


    　その青年は、こちらに背中を向けて立っていた。広く大きな背中は頼り甲が斐いがあり、整った横顔のシルエットは相変わらず、よく見えない。彼の足下からは、長い影が延びている。一本は汐摘心の影とつながり、残り六つは扇おうぎ状に──。


    「迂う闊かつだったよ。彼を助けるべきではなかった。彼の心が、あそこまで歪いびつに変貌してしまっていたなんて。──あなたは、いったい何を企たくらんでいる？」


    　汐摘心は慎重に問いかけた。異能力を発動させ、〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉の装そう塡てん準備をする。彼の正体は知らない。重要な記憶は消されたままだ。けれども過去の記憶とつなぎ合わせたり、その手の知識を詰め込んだりして、大体の推測を立てていた。


    『怖がらなくていいよ、汐摘心。僕に企みなんてものはない』


    「そうだったね。あなたには何もない。『彼女』の意思を伝えて回るだけの、スピーカーのようなモノだ！」


    　汐摘心は侮ぶ[image: ]べつの感情を込めて、吐き捨てるように言う。カマをかけたつもりだったが、横顔の男は動じない。


    　周囲の人々は、汐摘心と横顔の男を避けて、無感情に流れている。先ほどと違い、汐摘心の美貌を気にする人間など、誰もいない。


    『君に伝えに来たんだ、汐摘心。君の永い永い旅はここで終わる。永遠の名を冠かんする者に会えば、君は二度と転てん生せいすることはない。この宇宙から完全に消しよう滅めつしてしまうんだ』


    「脅おどしのつもりかい？　それがどうした？　大切なモノを失ったまま生きることに、なんの意味がある？　虚きよ無むしかない未来に、なんの価値がある？　永遠なんていらない。ほんの一瞬でも魂たましいの充足を感じられたのなら、そこにボクの生きる意味はある！」


    『それでこそ、瞬しゆん刻こくの名を冠する者だ。永遠よりも、瞬間に価値を見み出いだす。──運命の刻ときは近い。だけど、その結末は誰も知らないんだ。『彼女』でさえも。だから、安心していいよ、汐せ摘つ心な。君が、そして永遠の名を冠かんする者が、幸せだと感じる未来はちゃんと残っているんだ』


    　言って、横顔の男は雑ざつ踏とうの中へ消えていった。


    　夕暮れ時の喧けん騒そうが、再び体を包み込む。汐摘心の美び貌ぼうを愛めでる声が耳に届いてくる。


    　汐摘心は、ほっと長い息を吐いたあと、血のように赤茶けた雲と不気味な夜や闇あんとが混じり合う空を見上げて、誰とはなしに呟つぶやいた。


    「斗と和わ。ねえ、気づいてよ。君の思考は思い込みによって誘ゆう導どうされている。わかりやすいシチュエーションを与えられて、迷うことなく、それが正解だと騙だまされてしまっている。斗和、よく考えるんだ。人が生きる意味を。生命の在あり方を」


    　汐摘心は悲痛な表情のまま、息を大きく吸い込み、嘆息と共にその言葉を口にする。


    「──最後まで生き残ってしまったら、駄目なんだよ」


    　そして、汐摘心は再び歩きはじめる。


    　仕向けられた運命の出会いを果たすために。


    



    　永遠と瞬しゆん刻こくは出会いを約束され、八や社め巫み女こを失った神しん悠ゆう言げんには激震が走り、寧ね々ね音ねの復活と、不気味な動きをする殺人鬼、姿を現した神々と、彼らとは別の思惑を持つシュレディンガー、そして変化する、斗和とかりもの心──。


    



    　世界は着実に、滅ほろびの刻ときへと近づいていた。

  


  [image: ]


  
    　　　あとがき


    



    　本巻をお買い求め頂き、ありがとうございます。


    



    　本巻の「都心楼編」は「放課後編」「水迷宮編」と異なり、一冊で完結しています。また、前の巻を読まずに、いきなり本巻から読んでも、大きく支障はない構成となっています。興味があっても、なかなか手を出せなかった方も、お気軽に手に取って頂ければ幸いです。


    



    　あらすじを読まれた方はご存じかと思いますが、本巻では「放課後編」で登場した赤あか峰みね寧ね々ね音ねが、装いも新たに登場します。


    　本作での戦闘シーンは《貫き届く刃の意志ブリユーナク》を思いついたときに、すでに頭の中にあったモノで、予定どおりにそれを消化できたことを大変うれしく思います。


    　これもひとえに、皆様のお陰です。ありがとうございます。今後も頭の中にあるシーンをすべて出し切れるよう尽力しますので、もうしばらくお付き合いください。


    



    　さて、うちには二人の幼い子供がいますが、彼女たちと遊ぶたびに、「一緒に遊んだこの記憶は残らないんだろうな」と思います。私も小さい頃の記憶は、ほとんどありません。彼女たちが大人になって、子供ができて初めて、『記憶に残らない想い』に気づくんだと思います。


    「子供叱しかるな来た道じゃ。 年寄り嗤わらうな行く道じゃ」という言葉がありますが、これは『人生のループ構造』を表現したものとも受け取れます。


    　生命の系譜とは、膨大な繰り返しの中で、小さな変化を後世へ伝えていくことだと考えます。そこにはたくさんの『記憶に残らない想い』があるのだと思うと、とても感慨深い想いを抱いてしまいます。


    



    　本作『俺が生きる意味レゾンデートル』も、《生きる意味》をテーマとして扱う以上、この『ループ構造』と『記憶に残らない想い』にも触れることになります。


    　本シリーズの執筆をはじめた頃は、子供はいなかったので、頭の中で想像していたレベルでしたが、今は少しだけ実感をもてたような気がします。


    　その感じた部分を、少しでも作品に反映できるよう、頑張りたいと思います。


    



    



    
      二〇一四　春　赤あか月つきカケヤ

    

  


  
    赤月カケヤ（あかつき・かけや）


    Kakeya Akatsuki


    



    熊本→福岡。最近第２子が生まれました。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺が生きる意味５　都心楼のディザイア
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